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序

昭和46年度スモン調査研究協議会研究報告を逐次出版し， No.8疫学部会研究報告集を送ること

になった。

昭和44年9月2日に本協議会がスタートしてから，足掛け3年間この種の研究としては異常な速さ

で，病因問題の主要な部分を明らかにし得たのは一つに会員諸氏の真しな努力によるものである。昭

和46年度の研究報告はこれら研究成果のエッセンスを集録したもので，今後も重要な記録として残る

であろう。

昭和47年度から特定疾患対策室が誕生し，他の7疾患と共に今後の研究は特定疾患研究の一環とし

て取扱われるようになるので，スモン調査研究協議会としての研究はこの研究報告で一応終止符をう

つことになるのである。さる昭和47年3月13日の本協議会総会において「スモンと診断された患者の

大多数はキノホノレム剤の服用によって神経障害を起こしたものと判断される」と述べたのはいわばそ

の総括的なまとめであったのである。

この際スモン調査研究協議会の研究が比較的成果をあげた理由を考えておくことは無駄ではあるま

い。理由は多々あろうが，私が思うのにプロジェクト研究でありながら，各研究者が自由なふん囲気

の下におかれ頻繁な情報交換による緊密なチームワークの下に研究が進められたのが最大の理由であ

る。この教訓は，今後の難病のプロジェクト研究に生かされるべきである。単なる大型予算が獲得さ

れただけでは研究の成果は期待できないと思う。

しかしながら，未だ残された問題も多々あって，特定疾患研究スモン班に引継がれているわけであ

る。とくに治療法の開発という面では，病因研究の華々しさに比べ，十分とはいえなかった。残され

た大きな問題の一つである。

とまれ，ここに内容の豊かな昭和46年度スモン調査研究協議会研究報告の刊行をみるに至ったのは

会の世話役として，誇らしく思うものである。

昭和 47年 3月

スモン調査研究協議会

会長 甲野 礼 作



昭和46年度研究会 ・会議開催記録

昭和46年4月16日 幹事会 国立予防衛生研究所

5月13日 キノホ／レム部会打合会 国立予防衛生研究所

6月2日 ウイノレス研究者懇談会 国立予防衛生研究所

6月30日 幹事会 国立予防衛生研究所

7月24日 キノホ／レム部会研究会 日本都市センター

8月5日 微生物部会研究会 国立予防衛生研究所

8月24日 治療 ・予後部会研究会 雅叙圏観光ホテノレ

9月29日 幹事会 国立予防衛生研究所

9月30日 疫学部会研究会 国立公衆衛生院

10月19日 微生物部会研究会 国立予防衛生研究所

12月14日 治療 ・予後部会研究会 日本都市センター

12月15日 キノホ／レム部会研究会 日本都市センター

12月16日 病理部会研究会 国立予防衛生研究所

12月17日 病理部会研究会 国立予防衛生研究所

12月21日 幹事会 国立予防衛生研究所

昭和47年 1月19日 草案作成小委員会 赤門学士会館

1月28日 幹事会 国立予防衛生研究所

2月19日 徴生物部会研究会 日本都市センター

2月19日 病理部会研究会 日本都市センター

2月19日 幹事会 日本都市センター

2月26日 治療 ・予後クツレープ長打合会 日本都市センター

2月27日 治療 ・予後部会研究会 日本都市センター

2月号7日 疫学 ・保健社会部会研究会 日本都市センター

2月28日 キノホlレム部会研究会 日本都市センター

2月29日 キノホ／レム部会研究会 日本都市センター

2月29日 幹事会 日本都市センター

3月21日 幹事会 国立予防衛生研究所

3月13日 総会 日本都市センター
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022982-2531 

北陸・信越
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青山友三東京大学医科学研究所病理学研究教授 108東京都港区白金台46-1 
部

03(443)8111 

0ム江頭靖之国立予防衛生研究所病理部 部長 141東京都品川区上大崎会10-35 03(444)2181 

ム池田良雄国立衛生試験所毒性部 部長 158東京都世田谷区上用賀ト18-1 03(700)1141 

上田喜 東京歯科大学衛生学教室 教授 101東京都千代田区三崎町2-9-18 03(262)3421 

浮田忠之進東京大学薬学部衛生裁判化学教室教授 113東京都文京区本郷7-3-1 03(812)2111 

浦久保五郎国立衛生試験所放射線化学部 部長 158東京都世田谷区上用賀1-18-1 03(700)1141 

太田邦夫東京大学医学部病理学教室 教授 113東京都文京区本郷7-3-1 03(812)2111 

尾形 学東京大学農学部家畜微生物学教室教授 113東京都文京区弥生町1-1-1 03(812)2111 

奥田邦雄千葉大学医学部内科 教授 280千葉市亥鼻町313 0472(22)7171 

小沢 敦国立東京第二病院細菌科 主任 152東京都目黒区東ケ丘2-5-1 03(411)0111 

河合 忠 日本大学医学部駿河台病院臨床病 3助教授 101東京都千代田区神田駿河台 03(293)1711 
理科 1-8-13 

@O甲野礼作国立予防衛生研究所ウイルス 部長 190-12武蔵村山市中藤3260 0425(61)0771 
中央検査部

越鳥新三郎国立東京第一病院神経科 医長 162東京都新宿区戸山町l 03(202)7181 

斎藤 守東京大学医科学研究所癌体質学研教授 108東京都港区白金台4-6-1
究部

03(443)8111 

0ム重松逸造国立公衆衛生院疫学部 部長 108東京都港区白金台4-6-1 03( 441)7111 

ム※白木博次東京大学医学部脳研究所病理部 教授 113東京都文京区本郷7-3-1 03(812)2111 
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多ケ谷 勇 国立予防衛生研究所腸内
ウイルス部

部長 190-12武蔵村山市中藤32印 0425(61)0771 

ム田村普蔵東京大学薬学部薬品化学分析教室教授 113東京都文京区本郷7-3-1 03(812)2111 
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ム中谷林太郎国立公衆衛生院衛生微生物学部 部長 108東京都港区白金台4-6-1 03(441)7111 

花篭良 東京都立府中病院神経内科 医長 183府中市武蔵台2-9-2 0423(23)5111 
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松岡 理放射究線部医学総合研究所障害基礎研室長 280千葉市穴1114-9-1
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0472(51)2111 

松橋 直東京部大学医科学研究所アレルギー 教授 108東京都港区白金台4-6-1 03(443)8lll 
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山田英智東京大学医学部解剖学教室 教授 113東京都文京区本郷7-3-1 03(812)2111 

山本俊 東京大学医学部保健学科疫学教室教授 113東京都文京区本郷7-3-1 03(812)2111 

東 海

青木国雄愛知県がんセンター研究所疫学部部長 464名古屋市千種区田代町鹿子殿 052(762)6111 
81-1159 

祖父江逸郎名古屋大学医学部第一内科 助教授 466名古屋市岡和区鶴舞町65 052(741)2111 

※口高崎 浩三重県立大学医学部付属病院 教授 514津市栄町1-96 05928(8)4111 

永田育也名古屋大設学医学部付属無菌動物研教授 466名古屋市昭和区酋舞町65
究施

052(741)2lll 

早瀬正ニ岐阜一大教学室医学部付属病院内科学第教授 500岐阜市司町40 0582(65)1241 

八木国夫名古屋大学医学部第一生化学教室教授 466名古屋市昭和区鵠舞町65 052(741)2lll 

近 畿

井上幸重京都大学ウイルス研究所 助教授印6京都市左京区聖護院川原町53 075(771)8111 

右京成夫京都大学医学部第一内科 助手 606京都市左京区聖護院川原町53 075(771)8111 

宇野豊三京都大学薬学部薬品分析教室 教授 606京都市左京区吉田下河達町 075(771)8111 

奥野良巨大阪大学微生物病研究所 教授 565大阪府吹田市山田上 0日（78)5121

0ム※楠井賢造和歌山市立城南病院 院長 640和歌山市真砂町2-14 0734(24)5121 

東 昇京都大学ウイルス研究所 教授 606京都市左京区聖護院川原町53 075(771)8111 

藤 原哲司京都大学医学部付属病院第三内科助手 606京都市左京区聖護院川原町53 075(771)8111 

三輪谷俊夫大阪大学微生物病研究所 助教授 565大阪府吹田市山田上 068(78)5121 
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米沢 猛京都府立医科大学病理学教室 助教授 602京都市上京区河原町広小路 075(231)2311 

中 国・四 国

大月 三郎岡山大学医学部神経精神医学教室教授 700岡山市鹿田町2-5-1 0862(23)7151 

大平昌彦岡山大学医学部衛生学教室 教授 700岡山市鹿田町2-5-1 0862(23)7151 

大藤 真岡山大学医学部第三内科 教授 700岡山市鹿田町会長1 0862(23)7151 

大村 郎国立呉病院第一内科 医長 737呉市青山町1-10 0822(22)3111 

緒方正名岡山大学医学部公衆衛生学教室 教授 700岡山市鹿田町2-5-1 0862(23)7151 

小川勝士岡山大学医学部病理学教室 教授 700岡山市鹿田町会5-1 0862(23)7151 

奥田観士岡山大学医学部眼科 教授 700岡山市鹿田町2-5-1 0862(23)7151 

小坂淳夫岡山大学医学部第一内科 教授 700岡山市鹿田町2-5-1 0862(23)7151 

妹尾左知丸岡山大学医学部病理学教室 教授 700岡山市鹿田町2-5-1 0862(23〕7151

俵 寿太郎岡山大学医学部微生物学教室 教授 700岡山市鹿田町2-5-1 0862(23)7151 

ム※平木 潔岡山大学医学部第二内科 教授 700岡山市鹿田町2-5-1 0862(23)7151 

好和夫徳島大学医学部第一内科 教授 770徳島市蔵本町3丁目 0886(54)3111 

九 持｜

井形昭弘鹿児島大学医学部第三内科 教授 892鹿児島市城山町8-3 09922(23)3171 

倉恒匡徳九州大学医学部公衆衛生学教室 教授 812福岡市堅粕1276 092(64)1151 

※黒 岩義五郎九州大学脳神経病研究所神経内科教授 812福岡市堅粕1276 092(64)1151 

新宮正久久留米大学医学部微生物学教室 助教授 830久留米市旭町67 09422(5)3311 

武内忠男熊本大学医学部病理学教室 教授 860熊本市本荘430 0963(63)1111 

中村昌弘久留米大学医学部微生物学教室 教授 830久留米市旭町67 09422(5)3311 

渡辺豊輔長崎大学熱帯医学研究所病理部 教授長崎市坂本町12-4 0958(44)2111 

計 73人
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昭和 46年度スモン調査研究協議会総会 昭和 47年 3月 13日

疫学部会報告 (要旨 )

重 松 逸 造  (国立公衆衛生院 疫学部 )

1. 研究 の 目的

スモンを疫学的に研究することにあるが ,具体的には次の3点を明らかにすることである。

1.1 スモンの発生と蔓延の実態を全国的に把握すること。

1.2 スモンの病因と発生条件 (宿主要因 ,環境条件など)を疫学的に解明すること。

1.3 スモンの予防法を確立すること。

研 究 の方 法

2.1 スモン患者全国実態調査 昭和 44年度には昭和 42,43年 の 2年間に全国の医療機関に

受診 したすべてのスモン患者ならびに同容疑息者について ,当協議会より配布 した調査個人票を

作成するよう ,厚生省の協力を得て各都道府県 ,指定都市の衛生部局に依頼したが ,昭和 45,

46年度には一部を改変した調査個人票を用いて ,昭和44年 1年間と45年 6月 末までの初診

患者 (容疑例を含む )は 同年 9月 末までに ,ま た45年 7月 分より現在までの初診患者には毎月

分を翌月末までに提出するよう依頼 した。

2.2 スモン患者のキノホルム剤服用状況調査 当協議会臨床班に協力して実施した調査で ,昭和

45年 10月 に臨床班員 20氏 を対象に ,確実なスモン患者で ,神経症状発症前後の服薬状況の

明らかなものに限 り,患者の病状とキノホルム剤服用状況の調査を依頼した。

2.3 全国スモン患者のキノホルム剤服用状況調査 全国の医療機閲を対象に ,2.2と 全く同じ方

法による調査を依頼した。

2.4 スモンの発生要因調査 疫学部会員が当協議会発足当初よリスモン多発地区において各個研

究的に実施してきている調査で主 として CaSe history studyの手法による宿主要因調査や

生活環境要因調査 ,あ るいはスモンとキノホルムの Dose― responseや スモン発生の Ti me

―space relationship などの検討が含まれる。

研究の結 果

3.1 スモンの発生と蔓延の実態 昭和 47年 2月 末までに本協議会に報告されたスモン患者実数

は 9131名 (確実 577o名 ,容疑 3361名 )であるが ,発病 (神経症状発現 )の年次別に

みて最も多発したのは昭和 44年の2312名 (確実 1459名 ,容疑 853名 )である。スモ

（
０
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ン患者を人口対率でみて ,女は男の約 2倍 ,年今的には60才台に ピーークがあり ,また地域的に

はすべての都道府県に発生がみられるが ,近畿 ,中 ,四国が特に高率となっていた。職業別には

医療従事者 ,事務従事者 ,家 庭の主婦の発生率が高い。

3.2 スモンの病因と発生条件 昭和45年 9月 8日に行なわれたキノホルム合有製剤の販売中止

および使用見合せの行政措置は ,疫学的にい って全国的規模で行なわれた一種のProspective

studyであるが ,その結果スモン患者の発生は急減した。(下図参照)こ のことはキノホルム剤

がスモンの発生と直接あるいは間接に関係のあることを意味 しているが ,スモンの発症とキノホ

ルム投与量の間に Dose― response relationship が成立することも全国調査および各個

研究のい くつかで認められており,両者の間の因果関係を示唆しているといってょい。 スモン発

症に関連する宿主と環境の諸条件については既に多くの要因が明らかにされている。

3.3 スモンの予防 キノホルム剤に対する上述の行政措置が極めて有効であったことは明らかで

ある。

4。 今 後 の 問題点

4.1 キノホルム非服用スモン息者 (全国調査でスモン患者の約 15%に存在 )の検討

4.2 Dose― r espOnseの 詳細な分析,特に小量発病者の問題

4.3 スモン発病条件の再検討  (性差 ,年令差 ,地域差等の説明 )

4.4 スモン患者の追跡調査 (特にキノホルム服用量にみた病状経過と予後 )

例

スモン患者の年次別.月 別発生数(確実+容疑)実測値と理論値

理論式 ,=86.3■ 3.51-52.5s n(ft)
y:例数 t:年・月(t=0 1召41.11)__

理論償

-2σ

∞
　
　
　
　
∞
　
　
　
　
∞

昭 42.1  7 43.1 7 44.1 7

111

`′

45.1 7

451 031102 000

46.1 7

◎
キ
販
売
中

止
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SMON患者全国実態調査成績

第 1回調査 （昭和 42,43年全受診患者調査）と

第2回調査 （昭和 44年以降新受診患者調査）の総括

一昭和47年3月末現在一

担当：重松逸造，柳川 洋，種村道彦，石川澄子（国立公衆衛生院疫学部）

石丸隆治，谷修一（厚生省公衆衛生局防疫課）

要 約

1 調査の目的

SMO N患者なふぴに同容疑壱者の全国的な発生状況を把揮するとともに，病状，経過，疫学的特

性など争明らかにすること。

2 調査の方法

昭和 45年3月20日に当協議会総会の席上で報告 した第1回全国調査では，昭和42年1月1日

～4 3年12月31日の 2年間に全国の医療機関に受診したすべてのSMON患者ならびに同容疑患

者（新来．再来．入院のすべてを含む）についてJ上記調査の報告書 （昭和 45年3月20日当協議

会発行または当協議会報告1!}~ 1掲載）』こ添付 した調査個人票を作成するよう，厚生省の協力を得て

各都道府県，指定都市の衛生部局に依頼した。 フ

昭和46年9月30日に報告した第2回全国調査の総括では別紙調査個人票を用いて昭和44年1

月1日～45年6月30日の聞の初診患者 （容疑例を含む）を一括して45年9月末までに，また45

是正7月1日～46年3月31日の聞の初診患者は毎月分を翌月末までに提出するよう依頼 した。 しか

し実際にはキノホルム問題等のため調査個人票の一部改正を行な ったこともあって，府県によって最

終報告時期に差がみられ，前回の報告書を集計 した昭和46年9月30日現在，最も遅い県では昭和

4 5年3月まで，最も早い県では昭和46年 6月まで報告されていた。また今回の報告書を集計した

昭和47年6月30日現在，最も遅い県は昭和45年3月まで，最も早い県では昭和47年3月まで

報告されていた。

なお，集計はこれまでに報告された重複例をすべて除外して行なった。

3 調査の結果

(1) 調査個人票受理枚数（重複を含む）は，前回l0, 0 8 6枚，今回40 6枚，報告施設数は前回

2,4 3 4施設，今回分を加えると 2,5 1 2施設となる。各県別の最終報告年月日は14県が47年1

月以降， 6県が46年7月～12月となっており，その他の県は 46年6月以前となっていた。（表1)

(2）現在までの総受理枚数は 10, 4 9 2枚， 患者の実人員は前回報告分8,9 1 1名，今固までの増加

分33 8名，計9,24 9名となる。 （表 2) 

司

3



(3）全患者の9,24 9名（人口 10万対9.2 ）のうちSMO N確実例は5,8 3 9名．同容疑例は3,410l 
名であり ，初診年次の明らかなものについてみると， 41年以前1,3 4 9名，42年1,3 7 4名，

4 3年1.7 9 4名， 44年2,41 8名と漸増しており＇ 4 5年1,6 5 2名とはじめて減少の傾向を

みせ46年には 95名と著減していた。なお4 7年は一部の府県のみより報告されてお η，5名の

患者がいたρ また確実例に対 して容疑例の占める割合は平均I.7 : 1で．各年次とも大差はなかっ

た。これらの成績を提出府県別（表3）患者の現住所別 （表4，図1, 2 ）および発病府県別（表

5 ）に観察した。

(4) 昭和42. 4 3年平均および44. 4 5年平均の提出府県別およひτ見住所府県別初診患者率（確
実＋容接）をみると全受診患者率（図1• 2 ）の場合とほぼ同じ傾向を示し，また42. 4 3年と

4 4 ' 4 5年の間でも著明な変化はな〈，中部，近畿，中国，四国に高率県が多〈なっていた。

なお. 4 6年， 47年はすべての府県で著明に減少していた。 （表6，図3• 4 ) 

(5) 月別年次別に初診患者数 （確実＋容疑 〉をみると， 42年は 8月に， 43 ' 4 4年は9月にピー

グをっくりつつ年次とともに各月の患者数が増加している。 45年は 1, 2. 3月がそれ以前の 3

年間の同月よりも多くなっているが， 4月以降は他の年次と異なり ，増加傾向が鈍り7月までほぼ

横は合いとなる。 8月以降は7月までと比較して急減の傾向があることは確かであるσ （表7-1 • 

7ー2，図 5-1, 5-2）以上を初診患者の発病月別にみると， 昭和45年10月以降，特に46

年に入ってからの減少頓向はさらに著明で，46年1月以降は僅か23名の抱丙者となっでいる。

（表8-1, 8-2，図6-1,6-2) 

(6）月別年次別にみた腹部症状と神経症状の発現状況は（5）の初診の場合よりピークが1月ぐらい前に

ずれているだけで，その他はほぼ同じ傾向にある。 （表 9. 1 0 ) 

（円 腹部症状発現より神経症状発現まで，腹部症状発現より初診まで．および神経症状発現より初診

までの期間別患者数の分布は前回報告分とほぼ同様の傾向にあった。 〈表11, 12, 13) 

(8) 性，年令別全受診患者率（人口 10万対）は前回同様男女とも 60才台にピークをつく り， かっ

この年令層で男女間の開きが最も大きくなっている。全年令平均では男 6.1＇女 11. 8である。

初診患者率の場合も全受診患者率とほぼ同様の傾向を示しており ，昭和43年初診の率は全年令

平均で男 1.1，女2.4，昭和44年男I.5，女3.1，昭和45年男1.1，女2.1となっていた。昭

和46年以後は男女とも著減していた。 （表14,15,16，図 7) 

(9) 職業別全受診患者率（人口 10万対 ）は医療従事者（ 1 9. 0 ）と事務（ 2 0. 4 ）が最も高く，主

婦（ 1 5. 0 ）， その他の専門職（ 1 5. 5 ），無職，その他（ 1 6. 0 ）などがこれに続いている。年

次別初診患者率も同様の傾向にあった。 （表 17 ) 

(10 也年令別にみた受療状況，症状．経過等は前回と大差なかった。（表 18 ) 

ω報告患者が臨床診断指針にどの程度合致しているかをみると，確実例の場合腹部症状な しが1%, 
神経症状の徐々に発現したものが20%，知覚障害な しが 2<jら．異常知覚な しが 5%等となってお

り，容疑例の場合この順序にそれぞれ 7%, 3 7 %, 7 <jら， 9 <jらであった。 〈表 I9 ) 
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⑧） スモン調査研究協議会

スモン（腹部症状を伴う脳脊髄炎症）調査個人票
（制する綱に記入し・闘 する記暗号Oでかこんでください・ただし？誌の停内には記入し位いで〈ださい・附の牌 は唱計のためのbので特別の怠味）
はありませλ．己の調査＂は；：.－｛：シの実11111芭!I~つためにゆみ使用する色のであり，をの他の目的には使いまぜん．又，個人の81密は厳守致します．

~I 2 I 3 h-1-s 
6 11 ls ls l10 

－ ｜｜ 性 I i. !113 2. 斗；－」｜（〈貴生纏Z年E初診月IP.I軍日令）13ぽ．昭 JLQ年目 月目 白〈囚 才〕

患者 問 業 豆世帯室長名おi
〈具体的に〉 I ，よび 主柄と

の雪E

患者現住所 府筋県道
郡市

町符f~ ’羽 :s 品・~~I 時神祭の症患状者住問所 府都県道
郎市 ;} f' I 

区 区 :l91.l(),31 3~ ， J3は制

腹部室 賀 昭和口当店J年口4止」月 ・不明 ！｜ 発神経現症年状月同l日公.!..:!Q._年 口斗 4 月 刈・貴初診施年般月の日I昭和口喧よ且i年口唾止l月口叫 止 l日
診 星野 l確実なスモン '1診W'S状寺の e

2.スモンの突い 7 受理実況 1.入院 2.通院 3.その他（
.JQ_I 

2会 断
時 ｜ 歩行： 1.不明 2不能 3かるうじて可 4ほぽ正常～正常 l下明 2駅t 3不変 4・経快

. ..§！..＿経 過Is.治ゆ 6死亡〈昭和 年 月〉
の 状

熊 ！ 復力 l不明 2全盲 3低下 4正常 ヨ：？1 死因名（
唱」

家族 ・発同居人
からの偶者

l不明 （ 
2.なし 3.あり氏名：

世情続主と．
の 柄・

発病年月・昭和 年 月）市

院内感宮島 1.＂＂り
I II考 周辺地域での~'.Eの宵Jili~，ぴそD他綱吉見庁あればせら、て〈ださい．

の可能性 2.なし
3不明 l

スモン の臨床診 断指針

スモン澗査研究協議会

必発症状

11. 鵬窪状 〈蹴下痢な…、むね神径症状iζ先立っておζる・

I 2.同
a目 忽住または亙急性IC発現する．

b. 知覚隊寄が前ftlζ立つ． 両側位で，下半身． ζとに下肢官錦之つよ〈，

上界1：不鮮明で晶る．と〈に.J亀府知覚〈ものがついている，しめ
つげられる，ジYジYする，壬の他〉を倖ない． ζれを品って初完

する E とが ~I 、．

型書考条項

（必発症状と併わせて，診断上きわめて大切てゐるJ

1. ト肢の深郎知覚符てさを呈する己とかラい．

2.運』t-.:Z宮

a. 下設のiiii力低下かよ くみられる．

b 健体r!liH走【下放軍E反射のた，；r;, Babinski現慢心ど を慢するζ ！ 
とが:iい．

I 3. 上厳；E程度の知't. I'!！亦叩寄を忽ζ1'（.とがある・

I 4 次の諸症状問う ζと山・
.. 両側性漫力開苫 b. 脳症状， m神症状
c. 緑色舌苔，緑便 c. Wltlt. Jiii障害

5. 経過はお、むね遅延し，再慢する ζとがみる．

6 血液像，鎚液所.（IC著明信変化がない．

1. 小児には徳である．

こF「豆コ！ 
を舗の各項目について，上記忽者経過中の政当する笠状の有慨につき．下側の

ゐてはまると ζ ユの~字をすベてOでかζんでください．数字は集計のにめの
もので特別の1.!:時1：ゐりません．

必発症状

1. in栂Iii:状

l.ゐP (2. ~喧1 3.下勾 4.その他一一一一一一一一一〉
5. I,正し o.不明
2. 神経~t史

発現~.兄・ 6. 急性又は韮急性 7 徐々 o.不明
知覚隊lヰ， S，ゐリ 〔9 軍司5Ntt（必ずしも対称性でtiくてもよい〉

10.下半身につよい ll. 」ニ界不鮮明〕
12. I,よし o.不明

71状知必 13. ゐ~ (14ーものがついている 15. しめつけられる
16.ジ＞＇;. ＞＇する 17 その他 〉

IS. t.o t.. 0.不明

参考条項

1. 下j肢の夜間1知~trn: ＜位ll't党 摂動況はとヲ
19.あり ~o. なし 0 下明

2. ill!l助問'.ll
下肢の'Iii力侭下 21.ゐP 22.ζし o.不明
抗体治！：＇：~~ 23.ゐ＇ (24.下厳賓反射のt進

25. &binski現句

26，その他 〉

27. I,よし o. 不明
3. 上絞の運動問ぢ 28.ゐn 29.なし o.不明
” 可也~.. ~ 30.ゐJ 31.なし o.不明

4. 拘側佳品l力i:;i·,•: 32.ゐ日 33.なし 0 不明

首笠伏， f:'f：申'i£挟 34.ゐ3 35.なし o.不明
議色舌＝：； 36.あり 37. I,よし 。不明

i:l 使 おあり 39.なし o.不明
勝脱. il:r1’~'l' 40.あり 41.なし o.不明
:;. 経過の主＂ 4.'.!.あり 43. r.よし o.不明
T耳 唾・ 牛ιゐり 45.なし o.不明
6. 血，置の民需所見 46.ゐh 47.なし o.不明
泊;ezの ，， 48.ゐり 19. t；.し 。不明

ー－－
~ 



スモン調査個人記録コード一覧表

〉ド新様式調査票のみで記録された項目

＊氷旧様式調査票のみで記録された項目

コード必： 項 目 コ 一 ド

1 提 出 府 県 J伝 2 けたの府県~. 1～4 6 

2 個 人 J弘 府県別に 4けたの 一連番号

44：昭和 44年度末集計時までに集まったもの

3 調査票の提出時期
で初診が44. 1. 1.以降のものを除く。

4 5：前回集計時までに集まって初診が昭和44. 

1. i以降のものおよび前回集計後に集ま

ったすべての個人票

4 施 設 J包 府県別に 3けたの 一連番号

ローマ字の頭文字を 姓2けた 名2けた

5 姓 名 の 頭 文
pす,,... 計 4けたの数字に変換したもの A: 1 1 

B: 1 z c : 1 3 .. z: 3 6 
6 性 0：不明 1：男 2 ；女

7 出 生 時 年 号 0：不明 1：明治 2：大正 3 ：昭和

8 出 生 年 2けたの数字 0 0 ：不明

9 出 生 月 φ φ 

1 0 出 生 日 。 。
1 1 初 呈M，会， 時 満 年 令 ウ ウ

0 0：不 明 0 1；医療従事者

0 2：管理的職業 0 3：事 務

0 4 ：販 売 0 5：；農林業

0 6：採鉱採石 0 7 : l車輪通信
1 2 職 業 0 8：工 員 0 9：サーピス

1 0 ：分類不能の職業 1 1：主婦（ 6 9才まで）

12:01,02以外の専門職

1 3 ：漁 業 1 4：その他，無職

1 5 ：学 生

1 3 現 住 所 府 県 項目 1と同じ

自治省都道府県市区町村コードて昭和 45年

1 4 現住所市 区 町村 4月1日）の第3けた， 4けた， 5けた，および

検査数字の計4けたを用いた。

zu 
ー・． ． 



コード必 項 目 コ ド

1 5 発 病 地 府 県 項目 1と同じ

1 6 発病 地 市 区 町 村 項目 14と同じ

1 7 腹 部 症 状発 現 年 2けたの数字 。。 ：不明

1 8 腹部 症 状発 現 月 II // 

1 9 神 経症 状 発 現 年 H II 

20 神経症状発 現 月 II II 

2 1 初 診 年 II II 

22 初 診 月 II II 

2 3 初 曇＂＂占、， 日 II II 

三箆9ι 断 確 実 性
1：確実 2：容疑 （不明はすべて 2：容疑

2 4 の
として処理した）

25 受 療 状 況 。：不明 l：入院 2：通院 3：その他

歩 fJ 
。：不明 l：不能 2：かろうじて可

26 
3：ほぽ正常～正常

2 7 視 力 。：不明 1：全盲 2：低下 3：正常

。：不明 1：死亡 2：悪化 3：不変
28 経 過

4：軽快 5：治ゆ

2 9 家族 カミ レ‘J ‘ の 発病 。：不明 1：あり 2：なし

30* 腹部症状 の 有無 II 

3Pド
（項目 30→1のものについて）

1：あり
腹 痛 の 有 無

32* 
（項目 30→1のものについて）

II 
下 痢 の 有 無

33* 
（項目3u→1のものについて）

II 
その他の腹部症状の有無

3 4－＇ド 神経症状の発現状況 o：不明 l：徐々 2：急性または車急性

35* 知覚 障害 の 有無 。：不明 l ：あり 2：なし

36* 
（項目35→1のものについて）

l：両側性
両 側性 カミ ど フ 台、

37* 
（項目 35→1のものについて）

i：下半身につよい
下半身につ よいかどうか

38* 
（項目 35→1のものについて）

1：上界不鮮明
上界不鮮明かどうか

39 異常 知覚 の 有無 。：不明 1：あり 2：なし ・． ． 

〈項目 39→1のものについて） ． 
40* ものがついている

l：あり
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コードAf 項 目 コ 一 ド

41* 
（項目39→ 1のものについて）

1：あり
しめ つ け ら れ る

42.>fく
（項目39→ lのものについて）

II 
ジ ン シ’ ン す る

43本
（項目39→ 1のものについて）

H 
その他の異常知覚の有無

44* 下肢の深部族目覚障害の有無 。：不明 I：あり 2：なし

．． 

45 下肢の筋力低下の有無 II 

4 6* 錐体路徴候の有無 II 

4 7 
〈項目46→ 1のものについて）

1：あり
下肢臆 反射の充進

4 8.＞ド
（項目46→ lのものについて）

II 
Babinski 現 象

4 9.>fく
（項目46→ 1のものについて）

II 
その他の錐体路徴候の有無

5 O?fく 上肢の運動障害の有無 。：不明 1：あ り 2：なし

5I?fく 上肢 の知覚障害の有無
／／ 

52* 両側性視力障害の有無 If 

53* 脳症状 ・精神症状の 有無

5 4_;,fく 緑色舌 苔の 有 無
II 

5 5* 縁 使 の 有 無 II 

56 勝目危 ・直腸障害の有 無
／／ 

5 7 ~く 経 過 の 遷 延 ’t 
58.>fく 再 燃 の 有 無 ’t 
59* 血液 の 異 1{;・所 見

II 

60.:>jく 髄液 の 異常所見 II 

l：府県必1 2:.11£.2～7 3：必：8～I4 
6 I 提出府県ブロック別

4：必I5～・2 1 5：必22～24 6：必25～30
7：必 31～35 8：必36～3 9 9：必40～46

62 現住所ブロ '/ ク別
II 

6 3 発病住所ブログク別
II 

64 初診時満年令 3区分別 1 : 0～3 9才 2 : 4 0～5 9才

3 : 6 0才以上 4：不明

（〔後者）ー〔 前者〕〉の月数に 50を加える

6 5 腹部症状→神経症状の期間 腹部s4り.1，神経s4 6. 5のときは6年 4カ月＝
7 6カ月一歩76+50=126となる

。。



コー ド必： 項 目 ::I 一 ド

66 腹部症 状→ 初診の 時期 ’7 

67 神経症状→初診の時期 ク

68 出主時年号＋出生年の複合コー ド 項目 7×I00 ＋項目8

6 9 出生月＋出生 日の複合コ ード 項目9×1o o＋項目10 

70 姓のロ ー マ字 頭文 字 項目5の姓の部分のみ

7 1 名の ローマ 字頭文 字 項目 5の名の部分のみ

72わド 初診時 の知覚 障害の部位
0：不明 1：下腹部以上 2 ：そけい部以下

3：足首以下 4：その他

7 3)jく〉｜く 夜診時の運動障害（その他 ） 1：記入あ り 2：記入なし

7 4わド
0：不明 1：冗進 2：正常 3：減弱

初診時 の 膝蓋麗反射
4：消失

7 5米〉｜く 初診時の アキレス鍵反射 // 

7 6わド 初診時のその他の神経症状 1；記入あり 2：記入なし

7 7米〉｜く 経過中の神経症状の増悪 0：不明 1：あ り 2：なし

7 8わド 調 査 時 の 視 力 0：不明 1：全盲 2：低下 3：正常

79わド 自l 検 1：不明 2 ：あり 3：なし

0：不明 1・0～ 4才 2・ 5～ 9才

3: 1 0～1 4才 4:15～1 9才 5: 2 0～2 4才

80 
初 診 時 i筒 年 メP>.. 6:25～2 9才 7 : 3 0～34才 8: 3 5～39才

5 才 区 分 別 9: 4 0～44才 10:45--49才 11: 5 0～5 4才

1 2 : 5 5～5 9才 13: 60～64才 14: 6 5～69才

15:70～74才 16: 7 5～79才 17 : 8 0才以上

8 1 発病 地の 市郡 ~JJ 
0：不明 1 : 7大都市 2：その他の市

3：郡部

8 2 医 師 の 意 見 1：記入あり 2 ：記入な し

O：不 明 1：同時期以前 2 ：同時期

腹部症状→神経症状の期間 3 : 1カ月 4 : 2カ月 5 : 3カ月
83 

( 1 0区分別） 6 : 4～6カ月 7 : 7～1 2カ月 8: 13～24カ月

9 : 2 5～3 6カ月 1 0 : 3 7カ月以上

84 
腹部症状→初診の期間 。

( 1 0区分別 ）

85 
神経症状→初診の期間 。

( 1 0区分別）

8 6 予 備

87 。

-9-



コー ド点 項 目 コ 一 ド

88 予 備

89 調査個人票の様式 1：旧様式（第1回全国調官コみに使用） 2：新様式

90 同 一 個人の重複結合
1：重複な し 2 : 2枚重複

3 : 3校…...2 5 : 2 5枚以上

9 1 氏 名 片かなで 姓 名

-1 0-



表 l 都道府県別スモン調査個人票受理数および施設数

18: 分
前回（ 46. 9. 3 0現在）報告分 今回（‘7.6. 3 0現在）報告分

受 理 ft 報告 b9i設 故 受 理 数 今Ii回綬量ま生での延報告 最終報告月日

北海道 36 3 93 28 9~ 4 7. 4. 5提出

膏 軍事 25 13 I 3 4 6. 3. 31現在

岩 手 ti 3 28 9 28 ‘7 1. 5提出

宮 担t 47 2 9 29 ，・. －，』 。45. 9. 2 8 " 
f虫 回 I I 5 20 20 . -C) 4 5. 3. 2 0現在
山 形 2 3 7 47 49 5 9 4 7. 4. 3提出

福 島 I 2 2 38 38 4 6. 3. 2 2 "' 

宅長 主主 32 I 9 3 2 1 4 6. 8. 3 1現在

栃 木 tiO 40 1 40 4 7. 3. 31 " 

Z平 ．罵 25 11 2 11 4 6. 3. 2 7提出

崎 玉 I 3 ti 37 2 3 9 4 6. I 0. 1 ti ,, 

千 ~ 1 0 2 29 l 3 33 4 7. 2. 5 v 

東 ~ l I 9 2 l 9 2 19 2 4 6. l. 3 I現在

神奈川
ti 5 （神様浜市）

255(190( 奈川県〕 59 5 9 I 4 s. 
4 6. 
t 30 // 
3 1 • 

新 潟 434 ti 5 ti 5 4 6. 3. 2 3提出

it 山 ti 2 23 l 4 2 ti 4 6. 12. 3 I現在 ' 

石 Jll ti 9 32 32 4 6. 3. l 9提出

福 井 1 n 1 3 ti 4 38 4 7. 3. 31現在

山 製 3 3 13 l l 4 46. 12. 24提出

長 野 2 1 4 4 2 4 2 4 6. 2. 9 ,, 

岐 阜 l 9 8 50 8 53 4 6. l 0. 2 ti ,, 

紗 間 1 4 ti 4 ti 5 50 4 7. 3. I 3 u 

百世 知 705(300（名古屋市i
40 5 （震知県

ti 0 I 8 I l主 ti 9 
I -

I 4 6. lo. I 4 " 
, 4 5. 1 l. I 0 "' 

重 2 2 ti 29 2 9 4 6. 4 2 0 " 

滋 賀 I 0 4 4 l l 41 4 6. 5. 7提出

京 都 3631293（京都市3 tiO 2 21 21. ti 3 147 4 10 "' _,, 

1 363(8~gf支援需j s 、 4 5・ l l l 9 p 
大 阪 504 4 9 I 4_: 5 l 3 ( 4 7 4. I 7 1 

363( nH奇書需； 46. 3. 31量産 ’
兵 司且 l ti 4 l 8 2 

4 4 -
2 31 （兵庫 県

33 
4 7. 3 l 4 .v 

索 良 l 0 4 8 B 
’ －ー
- 4 5. 1 l. 2 0 ,, 

和歌 山 1 2 7 5 7 5 7 「 45 1 1 l 9 " 
‘ r 、，

烏 取 42 1 0 l 1 l 4 6. 9. 2 7提出

正面 復 l 2 5 3 I 31 、’ - 4 5. 1 o. 1 9 /I 、J
岡 山 5 1 3 58 7 ti ti 5 4 7 2. 28 ,, 

広 島 200 23 23 4 5. l 2. 3 1現在

山 ロ 2 2 ti 39 39 4 6. 2. 2 0 提出

徳 島 5 0 ti 53 J 54 47 2. 2 8 提出

香 Jll l 0 8 4 0 4 4 0 46 6. 3 0現在

愛 Z量 l l 5 4 9 4 9 46 J J 0 H 

高 知 1 1 0 30 2 JI 47. 2. 8提出

福 問 365( 222（詰九州市） ti 9 80 
4. 1 S提出

143 （ 岡県1 4 24 47 4. 1 9，」．
佐 賀 5 ti )ti lti 4 5. I 2. 2 8 ,, 

~ 崎 4 9 20 4 2 3 4 7 4 l 2 "' 

熊 本 I 2 7 5 ti 5 ti 4 6. 5 I 7 .v 

大 分 9 I 27 8 3 2 47 3 9提出

宮 書奇 34 11 l I 
， c 45. J. 20現在

鹿児島 2 9 I 7 I 7 - 4 5. 8 3 I "' 

全 国 l o.o 8 ti 2.4 34 4 0 ti 2,51 2 
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表2 都道府県別スモン調査個人葉受理数および実人員のうちわけ

受 理 重t 突入貝 （除 重 復）
区 分 新報告，重ti[による再

~ 望E 前回線告分 今回報告分 総 霊主 前回報告分
除外などによる増減

北海道 3 9 I 363 28 382 357 + 25 

育 森 2 5 25 22 22 。
岩 手 7 2 6 3 9 6 I 55 ＋ 6 

宮 妓 4 7 41 4 7 4 7 。
秋 国 I I 5 I I 5 11 4 I I 4 目

山 形 286 2 3 7 4 9 2 l I I 7 ti + 3 5 

福 島 I 2 2 I 2 2 11 5 I I 5 。
荻 成 3 5 32 3 32 30 ＋ 2 

自首 木 6 I ti 0 I 5 5 55 。
Z手 馬 2 7 25 2 2 ti 24 ＋ 2 

崎 玉 J 3 8 I 3 ti 2 I 2 9 12 8 ＋ I 

千 書き J I 9 I 0 6 I 3 I 0 5 93 + 12 

烹 京 I.I 9 2 I.I 9 2 9 B B 988 日

神奈川 2 5 5 255 2 I 7 21 7 。
新 潟 4 3 4 4 3 4 3 8 ti 3 8 ti 。
富 山 7 ti ti 2 J 4 75 62 + 13 

石 Jll 6 9 ti 9 5 7 5 7 。
福 井 l 0 5 JO I 

‘ 
99 9 5 ＋ 4 

山 梨 3 4 33 1 33 32 ＋ I 

* 野 2 1 4 2 1 4 2 0 0 200 。
岐 阜 2 0 ti I 9 8 8 I 8 9 18 1 ＋ 8 

静 岡 l 5 I 1 4 ti 5 1 4 0 I 3 5 ＋ 5 

宮E 知 7 2 3 7 0 5 I B 7 1 3 ti 9 8 + 15 

一 重 22 6 2 2 ti 1B6 l 8 6 。
滋 賀 l 0 5 104 I 96 95 ＋ I 

京 都 385 3 ti 3 22 352 336 + 16 

大 阪 1,4 I 2 1, 3 6 3 4 9 I.I 9 1 1.1 5 B + 33 

兵 車 402 36 3 39 3 5 7 3 2 7 + 30 

奈 良 IO 4 IO 4 9 9 99 。
和歌山 12 7 I 2 7 I O 4 Io 4 。
!ls 取 4 3 4 2 I 34 33 ＋ I 

島 俊 I 2 5 1 2 5 I 2 l 121 。
間 山 589 5 I 3 7 ti 5 7 8 so 2 + 76 

広 .Q, 200 200 I 9 ti I 9 ti 。
山 ロ 22 ti 226 I 2 ti I 2 ti 。
徳 島 5 0 9 5 0 ti 3 4 2 3 420 ＋ 3 

!I Ill I I 2 I 0 8 4 9 ti 9 5 ＋ I 

愛 E量 I 1 5 I I 5 I 0 4 l 0 4 0 

高 知 I 12 I 1 0 2 I IO 1 0 8 ＋ 2 

纏 同 ‘0 5 3 6 5 ‘。 3 3 7 303 + 34 

佐 賀 5 ti 5 ti 4 4 

“ 
。

長 崎 5 3 4 9 4 51 41 ＋ 4 

熊 本 I 2 1 I 2 7 I 0 0 Io o 。
大 分 9 9 9 I 8 90 82 ＋ B 

宮 崎 3. 34 30 30 。
鹿児島 2 9 2 9 28 28 。

全 国 l 0,4 9 2 I 0.0 8 6 406 9.2 4 9 8,9 I l +338 

丹
λ
d

噌
E
E

・



表 3 提出府県別患者数

人口＊
初 ~ 年 次

区 分 総 敬 (IO万対〉 磁実例 容疑例 昭 4 I以前 抱‘ 2 昭 4 3 

総 鑑 確実例 容疑例 rt :a: 確実例 容疑例 ~ ~ 碕実例 容疑例

北海道 38 2 7.3 20事 I 1 3 2 3 3 130 103 32 22 10 35 I 9 
1‘ 

背 事量 2 2 1.5 I 2 I 0 s 3 2 3 2 I s 2 3 

岩 手 ~ 1 4.4 28 33 3 I 2 11 4 1 1 4 4 I 0 

宮 • 4 1 2.6 30 I 7 2 1 1 I 3 1 I 2 I 4 8 ti 

歓 図 11 4 9.1 1 5 9 9 2 1 I 3 2 I 2 1 I 

山 形 2 I I I 7.0 1s8 s 3 ti I SI 10 19 lti 3 4 4 34 I 0 

指E 島 1 1 s 5.8 76 3 9 s s 。 1 6 10 6 1 9 IS 4 

lE 島t 32 1.5 11 2 1 s 3 2 4 I 3 ＆ 2 2 

栃 木 SS 3.6 32 23 』5 8 7 8 1 1 1 4 3 

Z草 ．馬 26 1.6 14 12 1 4 3 2 2 。 3 0 3 

崎 玉 129 3.7 88 4 I 2 4 17 7 23 1 4 9 2 4 1 6 畠

千 業 1 0 s 3.5 s 9 46 25 15 IO I 9 9 10 11 4 7 

東 京 988 8.8 663 3 2 s 1 1 0 IO 9 ti I 1 9 s 1 3 s 60 201 1 3 I 1 0 

神 奈川 2 I 1 4.4 14 2 1 s 34 27 7 35 25 I 0 6 8 4 1 27 

新 潟 3 8 ti 1 6.2 252 134 2 1 1 4 1 33 18 IS 4 8 32 lti 

‘ 
山 75 7.3 41 3 4 11 8 3 24 I 4 I 0 1 s 4 11 

石 Jll s 7 5.8 24 33 ti s 1 8 4 4 I 8 ti 12 

湿 弁 99 1 3.3 4 9 so 』4 1 1 I 5 8 1 32 1 7 1 s 

山 梨 33 4.3 1 3 20 2 。 2 ti 3 3 I 2 ti ti 

~ 野 20 0 I 0.2 15 3 41 1 。 I 3 3 。 3 2 1 

電量 阜 I 8 9 I 1.0 137 52 26 20 6 30 24 ti 4 0 2 7 1 3 

軍ー 間 14 0 4.6 82 58 3 n 20 1 n 24 1 s 9 3ti I ti 2 n 

’t 知 1 I 3 I 4.n ti 7 I 4 2 7 3 7 0 3 52 4 8 4 94 88 ti 

一 重 1 8 ti 1 2.3 I I 0 1 ti ・8 31 I 1 3 ti 22 I 4 4 1 2 8 1 9 

滋 賀 9 ti 1 1.2 59 3 7 1 3 8 s 16 1 3 3 24 IS 9 

京 都 352 16.4 18 8 1 6 4 4 1 30 I 7 57 3 I 2 ti 57 30 2 7 

大 飯 1.1 9 1 1 6.9 ti 4 ti 5 4 s 1 4 8 95 53 I 9 3 11 I 8 2 254 1 4 s IO 9 

兵

‘ 
357 8.1 1 8 0 11 1 5 I 34 1 7 52 23 2 9 s 9 3 ti 23 

事量 良 99 I 1.4 80 I 9 1 2 9 3 22 14 8 28 2 3 s 

和歌山 1 0 4 I 0.0 ti 5 3 9 1 2 8 4 22 I 4 8 1 9 I 4 s 

A 買1 3 4 且9 22 1 2 3 2 1 3 I 2 I 0 7 3 

Iii 侵 I 2 I 1s.3 1 9 4 2 s I 4 2 3 1 8 s 35 2 1 8 

岡 山 s 1 8 3 4. 7 4 2 9 14 9 21 11 IO 99 78 2 I 17 9 I 3 3 4 ti 

広 理』 1 9 ti 8.3 1 0 I 95 2 2 。 58 。 58 4 I I 4 27 

山 ロ 1 2 ti 8.4 ti 0 ti ti 25 I 1 14 1 8 11 1 2 3 8 IS 

電E 島 4 2 3 5 3.1 2 ti 0 1 ti 3 4 9 39 1 0 73 40 33 70 39 31 

香 Jll 9 ti IO.ti ti 2 34 I 4 1 0 4 IO 9 I 28 1 9 9 

愛 盟量 IO 4 7.3 5 ti 4 8 1 ti I 2 ． 15 10 s 26 14 1 2 

高 知 11 n 13.8 ti 9 4 1 I 。 I I 1 1 4 3 1 6 I 0 ti 

緬 間 337 8.5 2 18 11 9 4 3 25 I 8 4 2 2 9 I 3 s 8 4 I I 7 

佐 賀 44 5.1 31 I 3 4 2 2 s 4 I 5 3 2 

長 筒 5 1 3.2 32 I 9 7 4 3 5 5 。 I 1 ti s 

R宮 本 I 0 0 且7 ti 6 3 4 20 IO IO lti I 2 4 I 6 I 2 4 

大 分 90 1 7 40 5 0 24 9 1 s 9 3 ti 22 9 I 3 

宮 2奇 30 2.8 I 2 I 8 3 I 2 I I 。 1 I 5 ti 

鹿~島 28 I.ti 1 5 I 3 6 4 2 4 3 I ti s I 

不 明

全 国 9,2 4 9 9.2 5,8 3 9 3,4 IO 1.3 4 9 8 7 7 472 1,3 7 4 8 ti 3 5 l I I, 7 9 4 I, I 2 2 67 2 

＊ 昭和43年 I0月1日現在縫針人口で計算した，
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表 3 提出府県別患者数（つづき）

， 
初 診 年 次 54 3.J 0.1 

区 分 昭“ 昭‘ s 昭4ti 昭47 不 明 縫針人口

総量史 ii実例 容疑例 a 豊監 確実例 容疑例 量E ~ 確実例 容疑使 tt 11. 確実例 容疑例 a数 稽実例 容疑例 （単位j(阿M休J
北海道 3 7 18 I 9 I 7 I 2 ~ 0 。 。 I ．， 2 7 8 I 9 5,23 0 

膏 量華 5 3 2 4 2 2 0 。 。 。 。 0 。 0 1.4 3 0 

岩 手 23 I 0 I 3 s 4 I 4 4 0 。
” 
。 I I 0 I, 3 9 7 

宮 lJt I ti 8 畠 2 2 。 。 0 。 0 II 。 。 0 0 I. 7 8 3 

秩 国 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 II 。I O 7 11 9 ti 1,2 s ti 

山 形 til ・40 21 2 I I S ti 4 2 2 0 。 I 。 I J,2 4 ti 

福 島 ti ti 40 2 ti 8 s 3 。 。 。 。 n 。 I I 。 1,9 ti 8 

i!I:: lJt I 2 3 9 ti I 5 I I 0 。 0 。 。 。 。 2.0 7 8 

栃 木 I 7 9 

ー
8 4 4 。 。 0 。 ~ 0 。 。 。 1,5 4 I 

E手 ．馬 ‘ 
3 I 9 s 

‘ 
0 。 。 0 。 。 I 0 I 1,6 3 2 

崎 玉 4 I 2 9 12 

ー
s 

‘ 
I I 。 。

” 
。 7 ti 1 3,4ti 8 

千 葉 22 I 7 s 2 4 1 I I 3 3 2 I 0 。 I I 。 3,0 0 3 

JI!: 京 209 14 4 tis 1 9 7 I 3 3 ti 4 0 。 。 0 ~ 。 lti I I 5 I 1,2 OS 

押 奈川 s 4 33 2 I 24 I 5 9 I 。 I 。 0 目 I 0 4,9 3 s 

新 渇 I 3 3 90 4 3 I 4 7 9ti 5 I I 。 I 。 。 。 3 2 I 2.3 8 7 

富 山 I 7 I 2 5 ti 2 

‘ 
2 I I 。 II 。 。 0 。 1,0 2 4 

石 Ill 2 I 9 I 2 4 。 4 。 。 0 。 。 0 。 。 。 9 9 I 

相E 弁 I 0 ti 4 2 4 I 0 I 4 2 。 2 。 可 自 2 I I 7 4 s 

山 事誕 11 4 7 2 0 2 。 。 。 0 0 。 。 0 。 764 

’k 野 2 9 22 7 5 4 I 。 。 。 。 。 。 I S 9 I 2 2 37 1,9 s 8 

鍍 阜 52 4 0 I 2 4 0 25 I S 。 。 。 0 。 0 I 】 0 I. 7 2 s 

静 岡 2 7 18 9 I 8 百 9 I I 0 。 。 n 4 3 I 3,0 IS 

~ 知 I ti B I S 9 9 I 8 4 172 I 2 s s 。 0 3 。 I 3 7 I 2 9 8 s. 0 7 8 

一 重
32 I 7 I S 1 9 I 0 9 0 。 。 。 。 。 4 2 2 I, SI 4 

滋 質 3 0 I 4 !ti 12 8 4 I I 。 II 。 。 。 。 。 85 9 

京 都 90 ‘7 4 3 85 4 I 4‘ 9 ． s ' 。 。 7 s 2 2.1 4 7 

大 軍主 247 I 2 4 I 2 3 280 134 I‘6 27 IO I 7 0 。 。 4 2 2 7 IS 7,0 3 0 

兵 庫 I 4 I ‘n 81 4 4 25 I 9 4 I 3 。 。 。 ti I 5 4.4 2 I 

習量 良 23 22 I 1 4 I 2 2 。 。 。 e’ 0 。 。 0 。 8 ti 9 

和歌山 34 2 I I 3 I 7 8 9 。 。 。 n 。 。 。 0 。 1.0 3 ti 

鳥 取 1 3 9 4 5 3 2 。 。 0 n 0 。 。 0 。 s 7 3 

島 銀 4 5 25 20 I 2 7 5 0 。 。 。 。 0 I 1 0 7 9 2 

間 山 I 7 0 I 3 3 37 72 s 3 I 9 I 5 I 3 2 3 0 。 1 9 s 
1‘ I.ti ti 8 

広 島 7 4 65 9 I 9 I 8 I 。 。 。 。 。 。 2 2 。 2.3 6 2 

山 ロ 3 9 21 18 21 9 I 2 。 。 。 。 。 。 。 0 。 1,505 

徳 島 I 3 4 8 ti ‘B 93 54 39 。 。 。 。 。 。 ‘ 
2 2 7 9 7 

番 Jll 34 I 8 I ti 10 ti 
4‘ 0 。 0 け 。 。 。 。 。 905 

愛 綾 3 3 13 20 I 3 ti 7 0 。 。 n 0 。 I I 0 1,4 2 7 

;; 知 3 l 20 11 4 4 2 4 20 I 。 0 。 。 。 。 。 7 9 7 

福 間 9 9 72 27 8 4 4 4 4 0 I 0 ti 

‘ 
~ 。 n I I 。 3,98 8 

世E 賀 2 5 I 9 ti 

ー
3 2 。 0 。 n 。 0 。 。 n 855 

ll 崎 I 3 11 2 I 4 s 9 I I 。 n 。 。 。 。 。 1,612 

熊 本 28 I 9 9 I 9 J 3 ti 。 。 。 。 I 。 I 。 I I, 7 4 ti 

大 分 24 11 I 3 ti 4 2 2 2 。 I 。 。 2 I I I, I ti 3 

宮 崎 I 5 5 I 0 。 。 。 。 。 0 。 。 。 。 。 。 1.0 7 3 

鹿児 島 9 3 ti 。 。 0 0 。 。 。 n 。 3 。 3 I, 7 9 7 

不 明

全 国 2,4 I 8 1,5 5 2 8 ti ti I.tis 2 l,O I 9 ti 3 3 9 s 56 39 5 4 I 5 ti 2 3 4 6 2 I ti I 0 0,7 9 4 
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表 4 現住所府県別患者数

代ロ＊
初 診 年 次

区分 a 数 。万対） ..実 {JI) 容疑例 昭 4l以前 紹 42 昭 43 

Jg 愈確実例 容疑例 総 数 確実例 容疑例 総 霊k稽実例 容疑 例

北海道 377 7.2 212 I 6 5 2 3 0 130 IO O 3 0 20 1 0 3 7 21 I 6 

育 孫 25 I. 7 I 5 1 0 5 3 2 3 2 1 6 3 3 

岩 手 59 4.2 2 8 31 2 I 1 1 1 4 7 1 3 4 9 

官E 主主 48 2. 7 31 1 7 2 1 l 1 4 1 2 2 
l‘ 8 6 

秩 国 1日8 8.6 2 0 88 2 I 1 4 3 2 1 1 

山 形 2 I 2 1 7.0 I 5 8 54 6 I 5 I I 0 1 8 l 5 3 4 4 34 IO 

箔 島 I I 5 5.8 76 39 6 6 0 I 4 8 6 I 9 14 5 

を長 it 4 7 2 3 2 1 2 6 s 3 2 5 I 

‘ 
1 0 5 s 

栃 木 56 3.6 3 1 25 14 7 7 I 0 8 2 8 5 3 

Z手 馬 32 20 I 9 1 3 8 s 3 3 2 I 3 。 3 

崎 玉 1 5 0 4.3 l 0 4 46 3 1 23 且 30 2 1 9 27 1 7 I 0 

千 業 1 2 8 4. 3 7 4 54 30 18 1 2 2 1 IO 1 I I 7 9 8 

1買 京 835 7.5 560 2 7 5 1 3 5 9 1 4 4 15 8 1 0 9 49 173 108 6 5 

得 奈 川！ 261 5.3 1 7 0 9 1 38 27 1 I 4 9 35 I 4 6 7 4 2 2 5 

新 潟 323 I 3 5 2 0 1 1 2 2 20 13 7 30 l s I S 4 7 3 I I 6 

富 山 8 0 7.8 4 s 3 s I I 8 3 24 1 4 10 1 7 6 11 

石 JI! s 1 s I 2 2 2 9 6 s 1 8 4 ‘ 
16 5 1 l 

沼 井 10 8 14.5 5 3 55 14 7 7 1 4 7 7 3 s 1 9 16 

山 梨 34 4. s I 3 2 I 2 。 2 5 3 2 I 2 6 6 

長 野 21 0 10.7 15 9 5 I 1 。 I 5 4 I 6 5 I 

ー量 阜 18 5 I 0. 7 l 3 7 48 25 I 9 6 28 24 4 36 24 I 2 

書争 岡 I 5 I 5.0 91 60 30 20 l 0 27 17 I 0 43 23 20 

~ 知 7 I 7 14.1 672 45 75 7 2 3 54 4 8 6 96 8 9 7 

重 I 9 0 1 2.5 111 7 9 4 7 30 1 7 36 2 2 14 47 27 20 

滋 賀 I l 7 l 3.6 6 7 so 1 2 7 5 24 I 7 7 2 s 16 9 

Jl( 都 3 11 l 4.5 165 1 4 6 4 4 2 6 l 8 4 7 2 7 20 s 3 2 7 26 

大 叡 1.0自2 15.4 s 9 5 4 8 7 I 3 3 8 s 4 8 l 8 6 I 0 9 7 7 225 I 2 !i 100 

兵 庫 4 1 4 9.4 221 1 9 3 5 7 4 2 I 5 5 ti 2 7 2 9 70 45 25 

奈 良 I 2 9 I 4. 8 9~ 30 I 7 I 3 4 24 I S 9 35 29 ij 

和 歌山 104 I 0.0 63 4 1 I 1 7 4 2 1 I 3 8 1 9 14 s 

鳥 取 25 4.4 I 8 7 I 。 l 。 。 。 7 6 I 

島 俊 1 3 2 I 6. 7 8 3 4 9 7 3 4 2 5 』S 7 4 0 29 I I 

岡 山 S・ti 9 3 4.1 4 l 7 I 5 2 20 IO IO 98 7 7 2 1 J 8 I 13 2 4 9 

広 島 202 8.6 l 0 9 93 2 2 。 5 7 。 5 7 38 1 4 24 

山 ロ I 3 5 9.0 6 8 67 29 I 3 
I‘ I 7 I 0 7 2 s 1 I I 4 

徳 島 389 48.8 24 3 I 4 ti 4 7 3 7 1 O 6 1 3 4 2 7 60 36 24 

li Ill l 0 7 l 1.8 7 0 37 l 5 』l 4 I 2 l 0 2 32 2 2 1 O 

愛 ~ l l 3 7. 9 58 5 5 1 5 11 4 1 9 I 2 7 29 14 1 5 

高 知 1 l 9 14.9 7 4 45 I 。 I 20 I 7 3 1 7 11 ti 

福 間 3 I 0 7.8 2 0 2 IO 8 4 2 25 1 7 40 2 7 I 3 5 3 30 1 7 

佐 質 4 1 4.8 27 1 4 3 2 I 4 3 I 3 2 l 

哩k 崎 5 9 3. 7 34 2 5 8 4 4 6 5 1 1 3 7 6 

Rll 本 9 8 5.6 64 3 4 20 I 0 1 0 I 6 1 2 4 I 6 1 2 4 

大 分 93 8.0 4 3 50 2 3 8 1 5 9 3 6 2 I 9 I 2 

宮 筒 3 1 2.9 I 4 1 7 2 l 1 2 2 。 I 1 5 6 

鹿児島 28 1.6 I 6 12 5 4 I 4 3 1 6 5 1 

不 明 I 3 9 66 7 3 35 1 5 20 2 5 1 4 11 2 0 9 l l 

全 国 9,2 4 9 9.2 5,8 3 9 3,4 1 0 1.3 4 9 8 7 7 4 7 2 1,3 7 4 863 S 1 I 1,7 9 4 1, I 2 2 672 

＊ 昭拘43年 l0月1日現在推計人口で率を計算した。
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表 4 現住所府県別患者数（つづき）

初 診 年 次

I~ 分 昭 “ 昭 45 昭 4ti 招 47 不 明

~ 霊主 5査察側 容疑例 ~ ~ 確実例 容疑例 ti 12: 確実例 容疑例 e霊kE革実例 容疑例 ~ 量生 S革実例 容疑例

北海道 39 I 9 2 0 2 0 I 4 b 。 。 。 I 。 I 20 8 I 2 

育 量車 5 3 2 b 4 2 。 。 0 0 。 。 0 。 。
岩 手 23 I 0 I 3 5 4 I 4 4 0 u 0 0 I I 。
宮 主主 I 6 8 8 2 2 。 。 0 。 。 。 。 0 。 。
秋 回 4 4 。 0 。 。 。 。 。 。 0 。 9 ti 』】 8 5 

山 形 ti 0 39 21 2 3 】7 ti 

‘ 
2 2 fl 。 。 2 。 2 

悩 島 ti 5 ‘n 2 5 I 0 7 3 。 。 0 。 0 。 I I 0 

E走 ~ I 8 8 I 0 8 3 5 I I 。 。 。 0 。 。 。
栃 木 16 8 8 8 3 5 。 。 0 0 。 。 。 0 。
Z手 馬
、 ti 0 11 6 5 。 。 目 0 0 0 1 。 1 

事布 宝 39 2 ti I 3 I 8 I 4 

‘ 
1 I 。 0 。 。 4 2 2 

千 1匝 2 ti I 9 7 29 1 5 I 4 3 2 I 0 0 。 2 1 I 

買I 京 I 8 ti I 2 7 5 9 I ti 2 I 1 0 52 1 0 I 0 0 。 20 IS 5 

字申 請時 川 67 4 I 2 ti 37 2 3 I 4 。 。 。 。 。 。 3 2 I 

新 潟 I 0 7 ti 8 39 1 I 7 7 2 ・5 。 。 。 n 。 。 2 2 。

‘ 
山 1 8 1 3 5 8 3 5 2 I I 。 。 。 0 。 。

石 111 lti 7 9 s I 4 。 。 明 。 。 0 。 。 0 

温 井 13 8 5 28 1 2 I ti 2 。 2 n n 。 2 。 2 

山 Z担 1】 4 7 

‘ 
。 4 。 。 。 0 。 。 。 。 n 

:il 野 31 24 7 8 s 3 。 。 。 。 。 。 l 5 9 l 2 l 38 
岐 阜 53 42 I 1 ‘2 2 7 I 5 n 。 。 n 。 。 I I 。
軍事 岡 2 ti l 7 9 2 I I 0 I l I I n n 。 。 3 3 。
愛 知 I 7 O !ti! 9 I 8 0 I ti 8 I 2 5 5 0 3 3 。 I 3 7 I 2 9 8 

‘ 
3 ti 1 9 I 7 I 9 11 8 1 。 I n 。 。 ． 2 2 

産主 貧 38 I 7 2 1 lti 
ー

7 1 I 。 。 。 0 I 。 l 

京 都 7 9 4 4 35 7 5 3 3 4 2 7 3 

‘ 
n 。 。 、 5 1 

大 阪 2 1 7 107 I 1 0 2 ti 1 】35 I 2 ti 2 n 8 I 2 ~ 。 。 40 2 ti I 4 

兵 副 I 5 5 7 I 8 4 til 3 3 28 9 2 7 。 0 n b I s 

奈 良 33 26 7 I 8 
1‘ 4 I I 。 。 。 。 I I 。

和歌山 35 2 I I 4 18 8 I 0 0 。 。 。 。 。 。 。 。
A 取 I 2 9 3 5 3 2 。 。 。 。 0 。 。 。 。
島 復 4 ti 25 21 1 3 7 ti 。 。 0 。 。 。 I I 。
同 山 I ti 7 I 2 9 38 b 9 so I 9 I 2 11 1 。 。 。 I 9 

ー
I 4 

広 島 7 9 b9 I 0 23 2 I 2 1 。 。 。 。 2 2 。
山 ロ 4 1 23 18 22 1 n I 2 1 I 。 。 。 。 。 。 。
宅邑 島 1 3 2 8 ti 46 85 4 8 3 7 0 0 。 0 0 。 4 2 2 

番 JI! H I 9 !ti 1 3 8 5 0 0 。 。 。 。 。 。 。
愛 E量 34 I 4 20 I 4 ti 8 I 。 1 。 。 。 1 1 0 

高 知 34 20 14 ・6 2 5 2 I 1 1 n 。 。 。 。 。 。
得 岡 88 69 1 9 7 7 3 9 38 9 5 

‘ 
n 。 n 1 1 。

佐 賀 25 1 7 8 b 3 3 。 。 。 n 。 。 。 。 。
長 筒 I ti 1】 s I 5 ti 9 1 1 。 n 0 。 。 。 n 
熊 本 27 I 8 9 1 8 1 2 ti 。 。 目 。 。 。 I 。 1 

大 分 25 I 2 1 3 IO 7 3 2 2 Cl 1 l 
t’ 2 1 』

宮 笥 1 5 5 1 0 l 1 。 。 。 n 。 。 。 。 。 。
鹿児島 9 3 b l I 。 。 0 0 。 n 。 3 。 3 

不 号店 2 5 I b 9 
1・ 9 5 

‘ 
2 2 。 。 。 ]ti 1 I 5 

宮L 包 2.4 1 8 1,5 5 2 Sti ti !,ti 5 2 1,0 l 9 ti 3 3 95 56 3 9 5 
4‘ I 5 ti 2 3・6 2 l ti 
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表 5 発病府県別患者数

人口＊
初 診 ま手 次

区分 総 望E ( I 0放す） 確 実例 容疑 例 昭 41以前 昭 42 昭 43 

~ &: 確 実 例 容 疑 例 ~ 量生 確実例 容疑例 総 数 61実 例 容疑例

北海道 3 9 2 7.5 2 1 5 I 7 7 2 3 4 1 3 n 1 n 4 32 22 1 n 37 2 I I 6 

脊 森 2 7 1.9 1 6 1 I 6 3 3 3 2 1 6 3 3 

岩 手 6 I 4.4 28 3 3 3 1 2 I 2 4 a I 4 4 JO 

宮 lit 5 3 3.n 34 19 2 I I 14 1 I 3 I 5 9 6 

el: 図 I I 8 9.4 2 n 9 a 1 1 。 4 3 1 2 I I 

山 形 1 9 8 15.9 151 4 7 5 3 4 7 ij 20 1 7 3 42 33 9 

信 島 11 7 5. 9 1 a 3 9 6 6 。 1 4 9 5 19 l 4 5 

茨 相E 4 5 2.2 2 1 24 ti 4 2 5 1 4 9 5 4 

栃 木 5 6 3.ti 3 1 25 1 4 7 7 1 0 a 2 7 4 3 

Z字 馬 33 2.0 2 1 1 2 8 6 2 4 3 1 3 0 3 

埼 玉 1 4 8 4.3 101 4 7 3 4 24 1 0 30 21 9 26 1 7 9 

千 薬 1 2 8 4.3 73 5 5 30 1 a 12 19 9 1 0 1 7 8 9 

東 京 as 1 7. 7 5 7 5 286 14 4 9 3 5 1 163 1 I 0 53 180 11 3 6 7 

神 奈川 2 6 4 5.3 1 7 1 93 4 0 28 12 52 3 7 l 5 64 39 25 

2員 渇 323 l 3.5 203 120 2 l 14 7 29 l 5 l 4 49 3 3 I 6 

11' 山 8 l 7.9 4 7 34 1 l 8 3 24 l 4 1 0 I 6 6 I 0 

石 Ill 5 5 5.5 23 32 6 5 8 4 4 1 7 5 I 2 

福 体 109 1 4.6 5 4 55 1 4 7 7 1 5 7 8 3 4 1 8 1 ti 

山 梨 32 4.2 1 2 20 2 。 2 5 3 2 1 0 5 5 

~ 野 2 1 3 10.9 l 6 I 5 2 l 0 l 6 5 1 6 5 1 

鍍 』草 18 3 10.6 1 3 7 4 6 2 5 20 5 28 24 4 36 2 4 1 2 

話争 岡 1 4 7 4. 9 90 5 7 3 1 20 1 l 25 1 7 8 4 4 24 2 0 

愛 知 7 2 0 1 4. 2 670 50 7 5 7 1 4 5 5 4 8 7 9 7 a g 8 

一 llJ: 1 9 1 12. ti 11 4 7 7 48 3 1 1 7 36 2 2 l 4 48 2 8 2 0 

滋 賀 I 1 0 12.B 65 4 5 11 7 4 2 1 1 6 5 25 16 9 

京 部 328 I 5.3 I 7 3 1 5 5 4 6 29 1 7 5 l 28 23 5 6 2 9 2 7 

大 mii 1.1 0 3 15. 7 ti 10 4 9 3 1 4 1 8 9 52 !94 I I 4 8 0 2 41 l 3 6 l 0 5 

兵 • 4 0 9 9.3 214 I 9 5 5 9 4 l I 8 52 2 3 29 69 4 4 25 

奈 良 I 2 8 I 4. 7 97 3 I 14 10 4 25 l 6 9 3 7 30 7 

和 歌 山 10 3 9.9 64 3 9 I l 8 3 22 l 4 8 18 1 3 5 

鳥 取 2 5 4.4 1 8 7 1 。 I 。 。 。 7 6 I 

島 恨 12 7 16.0 7 9 4 8 6 3 3 24 I 7 7 37 27 1 0 

岡 山 5 BI 3 4.8 427 154 2 l I 0 11 98 7 7 2 I I B 3 I 3 5 4 8 

広 島 2 l 2 9.0 I I 5 9 7 3 3 。 60 I 59 42 16 2 ti 

山 ロ I 3 5 9.0 6 9 66 3 0 I 4 !ti I 7 1 0 7 25 11 I 4 

徳 島 404 s a. 1 2 4 7 1 5 7 48 3 7 l 1 6 1 36 3 I ti 4 36 28 

寄 JI! IO ti 1 1.7 6 9 3 7 1 5 1 l 4 I I 自 2 3 I 2 1 l 0 

愛 媛 11 2 7.8 ti I 5 1 l 1 l 3 4 20 1 4 6 26 I 3 I 3 

高E 知 1 l ti I 4.5 7 l 45 l 。 l I 9 l 6 3 !ti I 0 6 

福 問 3 0 8 7.7 2 0 0 I 0 8 4 I 2 5 I 6 40 2 1 l 3 5 l 34 I 7 

佐 n 4 5 5. 3 2 9 I 6 4 2 2 4 3 I 3 2 I 

長 E奇 5 1 3.5 3 3 24 7 4 3 5 5 。 I 3 7 6 

熊 本 94 5.4 6 0 34 2 I 1】 1 0 16 1 2 4 1 2 a 4 

大 分 93 8.0 4 2 5 1 2 2 ？ 1 5 9 4 5 22 I 0 12 

宮 崎 7 2 6. 7 35 37 1 0 4 6 2 2 。 1 3 6 7 

鹿 児島 26 l.＜‘ I 5 11 5 4 1 4 3 1 5 4 I 

不 明

全 国 9,2 4 9 9.2 5,8 3 9 3,4 1 0 J,34 9 877 412 1.3 14 86 3 5 I l t,7 9 4 I.I 2 8 ti 7 2 

＊ 昭43年 10月1日現在推計人口で率を計算した。
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表 5 発病府県別患者数｛つづき）

初 診 年 次

区分 昭 ・4 昭 4s 昭 46 昭 47 不 明

傘 型k 確実例 容疑例 ~数 確実例 容疑例 総数 E革実例 容疑例 ~数 確実例 容疑例 総歓 確実例 容疑例

~t a車道 39 I 8 21 22 I 6 6 。 。 。 I 。 I 27 8 I 9 

膏 量華 6 

‘ 
2 5 4 2 0 。 。 0 自 。 。 0 。

岩 手 22 I 0 I 2 5 

‘ 
I 4 4 0 。 口 。 I I 。

宮 援 I 8 9 9 4 4 0 0 。 。 。 。 。 。 0 。
秋 国

‘ 
4 。 。 。 。 。 。 0 。 。 。 1 0 7 11 9 ti 

山 形 58 3 7 21 20 I 5 5 4 2 2 0 0 。 I n I 

福 島 ti 7 ‘1 26 IO 7 3 。 。 0 。 。 。 I I 。
茨 量主 I b 7 

ー

6 3 5 I I 。 0 。 0 。 。 。
在E 木 I 7 9 8 8 3 s 0 。 0 。 。 。 。 。 。
群 馬 b 6 。 I I 6 s 。 。 。 。 。 。 I 。 I 

崎 玉 3 7 25 1 2 !ti I I s I I 0 。 。 。 4 2 2 

千 事E 2 7 20 7 3 I I 5 I 6 3 2 I 0 。 。 I I 。
:f.: 京 I 9 r. I 3 2 56 I 6 B I I S 53 I 。 I 。 。 。 IS I 2 3 

神奈川 ti 6 4 n 2 ti 3 9 2 s I 4 。 0 n 。 。 。 3 2 I 

新 潟 I 0 5 ti 8 37 1 lti 7 I 4 5 I 。 I 0 0 0 2 2 。
1i 山 I 8 I 3 s I 0 5 s 2 I I 。 。 。 。 。 。
石 Ill I 9 8 11 s 1 

‘ 
。 。 。 。 。 。 。 。 。

福 弁 I 3 自 s 26 I 3 IS 2 。 2 。 0 。 3 1 2 

山 製 I I 

‘ 
7 

‘ 
。
‘ 

0 。 。 。 。 。 。 。 。
:fl 野 32 2 4 8 8 s 3 。 。 。 0 目 0 1 6 0 I 2 2 38 

敏 阜 s 3 42 II 40 26 I 4 。 。 0 0 。 0 I I n 

’ー

岡 26 I 7 9 IS 9 9 。 。 。 。 。 。 3 3 。
愛 知 I 7 0 I ti O 1 0 182 I 6 9 I 3 5 s 。 。 。 。 I 3 b I 2 8 8 

一 重 35 I 9 I 6 I 9 I I 8 。 。 。 。 。 。 5 3 2 

滋 賀 3・ I 6 20 I ti 

ー

7 I I 。 。 。 。 。 。 。
京 都 8 7 ‘T 4 0 7 s 32 4 3 7 3 4 。 。 。 6 5 I 

大 阪 I 9 8 9 8 100 262 I 3 b I 2 b 2 4 I 0 且‘ 。 。 。 4 3 2 7 1 b 
兵 車 I 5 4 70 84 b 0 33 2 7 9 2 7 。 。 。 ti 1 5 

奈 良 32 25 7 I 8 1 4 ' I I 。 0 。 0 I 1 。
和歌山 34 2 I I 3 I 8 8 I 0 0 。 。 0 。 0 。 。 。
A 取 12 9 3 5 3 2 。 。 。 0 。 0 。 。 0 

島 担
' 5 

24 2 I I 4 7 7 。 。 0 0 0 。 I I 。
同 山 I 7 I 132 39 7 3 53 20 I 3 』Z 』 3 3 。 I 9 5 I 4 

広 島 8 I 7 I I 0 23 21 2 I 1 。 。 。 。 2 2 。
山 ロ 39 22 I 7 22 I 0 I 2 2 2 。 。 0 。 0 。 。
宅E 島 I 3 3 86 4 7 88 5 0 3 8 。 。 。 。 。 。 4 2 2 

香 Ill 3 s I 9 lti I 4 自 5 。 。 0 0 。 。 。 。 。
宮E E量 34 I 4 20 I 3 ti 7 I 。 I n 。 。 I I 。
高 知 33 20 l 3 4 5 

2‘ 21 I 1 。 。 。 。 I 。 1 

福 同 9 I 7 I 20 7 ti 3 8 38 8 4 

‘ 
。 。 。 I I 。

佐 賀 2 ti 1 8 8 7 3 4 I I 。 。 。 。 。 。 。
長 軍量 I 7 I I ti I 5 b 9 。 。 。 。 目 。 。 。 日

餓 本 2 ti I 7 9 I 8 I 2 ti 。 。 。 。 。 。 I 。 I 

大 分 ES I 2 I 3 I 0 5 5 2 2 。 I I 。 2 I I 

宮 事量 45 21 2 4 I 】 。 。 。 0 。 。 。 I I 。
鹿児島 9 3 6 l I 。 。 。 。 。 。 。 2 。 2 

不 明

全 国 2.・I8 1,5 5 2 8 ti 6 l,b 5 2 1,01 9 ti 3 3 95 Sb 39 5 4 I 562 3 4 ti 21 6 
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表 6 提出府県別 ，現住所府県別初診患者率

E豊 出 府 県 Bil 現 住 所 府 県 .Bil 
区分

昭42 昭43 昭42+43
沼42.43 

昭“ 昭45 !!ll4 4+45 
昭44.4 5 

昭42昭43 ill:j42+43 
紹42.4 3 

昭44 昭45 !Ill糾＋ 4~
沼44.4 5 

年平均事 年平均.. 年平均事 年平均率

:lt 書道 32 35 H7 0 H 37 17 54 0.5 30 37 H7 0.H 39 20 59 0.H 

膏 森 3 5 8 0. 3 5 4 自 0.3 3 H 自 0.3 5 ij 11 0.4 

岩 手 11 14 25 0. 9 23 5 28 I 0 ll 13 24 。白B 23 5 28 1.0 

宮 話主 13 H 27 0.8 16 2 18 0. 5 14 14 2S 0.8 16 2 18 0. 5 

f虫 国 3 2 5 0.2 。 。 。 。 4 2 6 02 4 。 4 0.2 

山 形 !9 ・4 63 25 ti! 21 82 3 3 )8 44 62 2.5 出3 23 83 3.3 

箔 島 10 19 35 0.9 6ti 8 74 1.9 14 !9 33 。，S 65 10 75 1.9 

ilE: きま 4 4 8 0.2 12 ti l自 0.4 5 10 15 0.4 18 昌 2ti 0.ti 

栃 木 且 7 15 0. 5 17 8 25 。白昌 10 8 18 0.6 16 8 24 0.8 

群 I馬 2 3 5 0.2 4 9 13 o. 4 3 3 6 0.2 6 11 J7 0. 5 

崎 玉 23 24 47 0. 7 41 9 50 o. 7 30 27 57 0.8 39 18 57 0.8 

千 ~ 19 11 お】 0.5 22 24 46 0 8 21 17 38 O.ti 26 29 55 0.9 

東 京 !95 201 396 1.8 209 !97 406 1.8 158 173 331 1.5 18ti 162 348 1.6 

得奈川 35 ti8 103 J.0 54 24 78 0.8 49 67 115 1.2 67 37 104 1.0 

2民 渇 33 48 81 I. 7 133 147 280 5.9 30 41 77 I.ti 107 117 224 4.7 

a 山 24 15 39 I. 9 17 ti 23 1.1 24 17 41 2.0 18 邑 2ti I. 3 

右 Jll 8 18 26 1.3 21 ． 25 1.3 8 Io 24 1.2 lo 5 21 1.1 

編 井 15 32 47 3.2 10 24 34 2.3 14 35 49 3.3 13 28 41 2.8 

山 梨 ti 12 18 1.2 11 2 13 0 9 5 12 17 I.I 11 4 15 1.0 

長 野 3 3 6 0.2 29 5 34 0. 9 5 5 』l 03 31 8 39 1.0 

鍍 阜 30 40 70 2.0 52 40 92 2. 7 28 Jo b4 I. 9 53 42 95 2.8 

静 岡 24 36 60 1.0 27 IS 45 。7 27 43 70 1.2 26 21 41 0.8 

宮E 知 52・ 94 146 1.4 168 184 352 3.5 54 96 ISO I. 5 170 E置1 350 3.4 

一 重 36 47 83 2. 7 32 19 51 I. 7 36 47 83 2. 7 36 )9 55 l 8 

滋 賀 』6 24 40 2.3 30 12 42 2.4 24 25 49 2.9 38 lti 54 3.1 

京 部 57 57 114 2. 7 90 85 175 4.1 47 53 100 2.3 79 75 154 3.ti 

大 阪 193 254 447 3.2 247 280 527 3. 7 186 225 411 2.9 217 261 478 3.4 

兵 • 52 59 111 1.3 141 ≪ !85 2.1 56 70 12ti 1.4 155 ti! 216 2.4 

奈 良 22 28 50 2.9 23 14 37 2.1 24 35 59 3.4 33 18 51 2.9 

和歌山 22 19 も1 20 34 17 51 2.5 21 19 40 1.9 35 18 53 2.ti 

鳥 取 3 10 13 I.I 13 5 18 I.ti 0 7 7 O.ti 12 5 17 J.5 

島 恨 23 35 58 3. 7 45 12 57 3.ti 25 40 tiS 4.1 4 ti 13 59 3. 7 

同 山 99 179 278 8.3 170 72 242 7 3 98 』81 279 8.4 167 ti9 23b 70 

広 島 58 41 99 2.1 74 19 93 2.0 57 38 95 2.0 79 23 』02 2.2 

山 ロ 18 23 41 I 4 39 21 tiO 2.0 17 25 42 1.4 41 22 ti3 2.1 

待‘ 島 73 70 143 9.0 134 93 227 14.2 61 60 121 7.6 132 85 217 13.ti 

番 Jll 10 28 38 2.1 34 10 44 2.4 12 32 ‘4 2.4 35 13 48 2. 7 

愛 援 15 26 41 I. 4 33 13 46 1唖 )9 29 48 I. 7 34 14 48 1.7 

高 知 17 !ti 33 2.1 31 H 75 4. 7 20 17 37 2.3 34 46 80 5.0 

沼 同 42 58 100 1.3 99 84 183 2.3 40 53 93 1.2 88 77 ltiS 2.1 

佐 賀 5 5 10 
0.‘ 25 5 お3 1.8 4 3 7 0.4 25 ti 31 1.8 

A 筒 5 II !ti 0 5 13 14 27 0.8 b 13 19 0.6 !ti 15 31 1.0 

R明 本 1也 !ti 32 0.9 28 19 47 1.3 !ti !ti 32 0.9 27 18 45 1.3 

大 分 9 22 31 1.3 24 ti 30 1.3 9 21 割？ 1.3 25 10 35 1.5 

宮 崎 11 12 0.6 IS 。 15 0. 7 2 11 13 0.6 IS I !ti 0.7 

鹿児島 4 ti 10 0.3 9 。 9 0.3 4 ti 1冒 03 9 I JO 0.3 

不 明 25 20 45 25 14 39 

全 国 リ 7411・ 79‘ 3,168 I.ti 2.418 l,ti52 4,070 2.0 1,374 1,794 3,168 I.ti 2.418 l,ti52 4,070 2.0 
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表7-1 発病府県別初診年月別患者数

（ 発病・神経窓状~現持 Hi~例＋容疑例

a fl 昭 36 年 以 前
区分
a量k1月 Z 3 ‘a 5 。7 8 自 10 lJ 12 同羽目 略fl3月 2 3 4 s ti 7 8 9 』n 11 12 月耳切

北海道 392 22 20 28 20 4: 31 31 41 48 40 22 15 31 20 1 。1 。5 1 3 2 1 0 2 1 3 
背 2草 27 1 2 2 4 1 2 2 4 1 2 3 3 。1 。。。。。1 。。。。。 。。
岩手 61 4 3 4 2 5 6 1 6 11 7 7 4 1 l 。。。。。。。1 。。。 。。
宮坂 53 。4 4 8 5 6 2 8 7 3 3 2 1 。。。。。。。。。。。。 。。
E武田 118 。。1 1 2 1 。1 1 。2 2 107 。。。。。。。。。。。。 リ 。
山形 198 4 15 12 18 18 21 17 25 22 16 8 13 4 6 0 。1 1 2 1 。。。。l 。。
福島 117 4 6 6 7 10 13 9 8 22 22 7 1 2 

。。。。。。。。。。。。。。
rx • 4.5 1 2 4 6 4 4 2 3 4 8 2 5 。。。。。。。。。。。。。 。。
栃木 56 2 4 2 2 6 5 4 7 10 3 1 9 1 1 

。。。。。1 。。。。。 。。
Z手 鳥 33 2 4 4 2 6 。3 。4 3 2 1 2 。。。。。。。。。。。。 。。
員奇 至 l •IB 10 13 7 9 11 11 19 20 18 13 ？ 5 5 l 。。。。。。。。。。。 。 1 
千葉 128 8 6 10 8 9 10 14 10 18 12 8 9 6 

。。。。。1 。。。。。。。。
l東京 861 56 54 67 51 72 68 95 99 100 66 56 59 18 7 

。。1 。l 。1 。l 0 3 。。
得奈Ill 2河；4 23 15 20 24 22 26 25 20 26 26 16 17 4 l 。。。。。。。1 。。。。。
新型3 323 22 29 26 23 35 27 35 30 29 22 19 23 3 。。。。。。。3 。。。。。。。
富山 81 5 l 6 12 3 12 12 10 9 3 l 7 。。。。。。。。。。。。。。。
石川 55 9 5 2 6 2 7 5 4 1 8 l 5 。。。。。。。。。。。。。 。。
徳井 109 4 6 9 9 D 11 7 12 ll s' 7 10 4 2 。 。。。;. 。。。。。 。。
山製 32 1 4 4 2 4 2 2 l 4 2 4 2 。。。。 。3 。。。a 。。。 0 。
長野 213 3 3 8 4 5 2 7 4 6 7 2 2 160 

。。。。。。。。。。。。 。。
岐 阜 183 13 16 11 16 16 15 25 20 17 10 14 9 

。2 。。。l 。。。。。。。l 。
静岡 147 6 10 12 l! 12 17 16 19 18 6 11 9 3 l 

。。。。。。。。。。l 。。
ー、

変知 720 4U 33 62 31 43 57 64 61 64 45 42 39 139 14 1 。l 2 。1 。3 3 2 0 l 。
三重 191 14 14 20 9 16 18 19 16 19 日 20 8 ;) 7 1 。1 。。3 。。。1 1 。。
la 賀 110 2 7 9 8 12 12 17 10 7 12 6 8 。。。。。。。。。。。。。 。。
京都 328 26 20 26 28 25 27 38 29 31 32 22 18 6 6 。。。 。1 1 2 1 。。。。
大医 1103 74 86 !12 83 鋭J103 1(6 107 106 80 70 54 50 11 。 1 。2 2 。1 。。2 1 1 
兵庫 409 20 23 28 31 37 46 38 37 51 35 29 22 6 3 。。。1 。2 。。。0 0 。。
奈良 128 3 10 5 12 10 19 12 15 12 9 15 5 1 。。。。。。。。。。。。 。。
和歌山 103 9 5 8 7 13 9 日 12 9 ll 2 5 

。。。。。0 。。。。。。。 。。
鳥取 25 3 。2 1 2 l 4 2 2 4 2 2 。。。。。。。。。。。。。。。
島 l!i 127 10 6 12 9 15 12 15 8 18 6 6 2 。。。。。。3 。。。。。。。
）岡山 581 38 41 44 47 48 69 57 57 69 40 26 25 18 1 。。。。。1 。。。。。。。
広島 212 15 14 16 2: l5 20 12 21 21 28 16 8 3 1 。。。。。。。。。。。1 。
山口 135 9 5 18 8 23 17 8 13 8 9 10 7 。l 。。。。。。。。。。1 。。
徳島 404 25 23 36 32 33 42 52 38 32 34 31 21 5 l 。。。。。1 。。。。。。。
香 川 106 8 3 11 E 13 5 12 14 16 9 3 2 2 。。。。。。。。。。。。。。
愛鍾 112 6 4 2 10 14 11 17 11 14 10 6 6 1 1 。0 。。 。。。。。。。。
高知 116 11 5 6 14 14 8 15 7 15 6 6 8 l 。。。。。。。。。。。。 。。
福岡 308 21 27 20 25 23 34 37 36 23 26 20 14 2 4 。。1 。。。。l 。。2 。¥) 

佐賀 45 1 4 5 ~ 5 2 2 5 8 7 2 2 。。。u 。。。。。。。。。 。。
長 崎 57 4 2 2 4 6 7 7 10 4 3 l 7 。。。。0 。。。。。。。。。。
熊本 94 4 4 7 11 8 10 10 10 7 6 5 10 2 2 。。。。。1 。。。。。 I 。
大分 93 7 5 ll s 10 10 11 10 5 9 1 3 2 5 l 。。。。l 。I 1 1 。。。
宮崎 72 4 4 8 E 4 10 9 9 9 l 3 4 1 2 。。。1 。。。1 。。。 。。
鹿児島 26 3 l 1 2 2 2 。3 3 3 4 。2 。。。。。。。。。。。。。。
全国 9249 568 568 700 661 779 851 907 900 930 735 553 496 601 102 4 2 7 7 11 18 5 13 7 4 13 6 5 
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表7-1 発病府県別初診年月別患者数（つづき 1) 

昭 3 7 年 司自 3 8 年

区分.豊t1月 2 3 4 5 ti 7 8 9 10 11 12 同 司自 穐型民 』月 2 3 ‘ 
s 6 7 8 ． 10 11 12 月不明

北海道 26 。。1 1 3 5 3 2 s 3 2 。。22 。l 1 2 4 1 3 。3 1 4 2 。
育~ 。。。。。。 。。。。。。。。1 。。。。。。l 。。。。。。
岩 手 。。 。。。。 。。。。 。。。。。。。。 。。。。。。。。。。
宮 担t
。。。。。。 。。。。。。。。1 。。。 。1 。。。。。。。。

秩 図 0 。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。。。。。。。。。
山形 2 。。 。。。 。1 。。 。1 。。13 。3 。3 2 2 。1 2 。。。。
徳島 。。。。。。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。 。
茨担t 2 0 。。。。 。1 。。 1 。。。1 。。。。。。。。。1 。。。
栃 木 。。。。。。。。。。 。。。。。。。。 。。。。。。。。。。
Z手 慣ら 。。。 。。。。。。。 。。。。1 。。。。。。。。。。。。 1 
崎玉 。。。 。。。 。。0 0 。。。。3 l 。。。。。1 。1 。。。。
千 Ji 。0 0 。。。。。。。。。。。5 。。。。。2 。。1 1 1 。。
東 京 3 。1 1 。。。。。。 1 。。。13 。。l 。。2 3 4 2 1 。。 。
神奈川 2 1 。。。。。。。。 。l 。。1 。。。。。。。。1 。。。 0 

.fi 濁 。。 。。。。。。。。 。。。。5 1 。。。1 。1 1 1 。。。。
富 山 。。。 。。。 。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。
石川 。。。。。。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。 。
福井 1 。。。。。 。l 。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。
山製 。。 。白 。。 。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。
長野 。。。 。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
絞皐 l 0 1 。。。。。。。。。。。l 。。。。。1 。。。。。。 。
鯵 岡 4 0 。1 。l 1 l 。。 。。。。3 。。。1 。。l 。1 。。。。
~ 知 3 0 l 。。。 。1 。。 。l 。。5 1 。。。。。1 。1 2 。。。
三盆 2 0 。。0 2 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。
滋賀 。。 。。。。 。。。。 。。。。l 。。。1 。。。。。。。。。
京 r.i 4 。。 。。。 1 。。。 2 。。4 。。。。1 1 。。。。2 。。
大阪 3 
。1 。。。 。1 。1 。。。。14 。。2 3 2 。。。3 1 2 1 。

兵庫 2 0 。。。。 。。1 0 。。 。7 1 。。2 2 1 。。1 。。。。
奈良 。。。。。。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。
和歌山 。。。 ) 。。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。 。
鳥取 。。。 。。。 。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。 。
島 la 。。。’3 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。
間山 。。。 。。。 。。。。 。。。。l 。1 。。。。。。。。。。 。
広島 。。 。。。。 。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。 。
山口 1 。。 。。。 1 。。。 。。。。2 。。。。1 。。。。。。1 。
徳島 2 0 1 。。。。l 。。 。。。。3 。。。1 。。。。。。 1 。
香川 4 0 1 。。。。。1 。1 。。1 1 。。。。。。。。1 。。。。
愛媛 2 0 。。。。 l 。1 0 。。。。 。。。。。1 。。。。。。 。
高知 。。 。。。。。。。。 。。。。1 。。。1 。。。。。。。。 。
福岡 1 1 0 。。。。。。。 。。。。3 。。。。。1 1 り 。。0 ¥) l 

佐賀 。。。 。。。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。 。
長崎 1 。。 。1 。。。。。 。。。。1 。。。。。。。1 。。。。。
熊本 。。。 。。。。。。。 。。。。3 。。。。。。。l l 。l 。。
大分 。。。 。。。。。。。。。。。7 1 。l :> l 2 1 l 。。。。。
宮 崎 。。。 。。。 。。。。 。。。。1 。。。1 。。。。-) 。。。 。
鹿児島 。。 。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
全国 66 2 6 3 2 6 9 10 5 7 8 6 1 1 125 5 5 5 15 15 14 13 9 19 7 11 5 2 

（発病・神経症状発現時）確実例＋容疑例

1
4
 

q
rυ
 



表7-1 発病府県別初診年月別患者数（つづき 2) 

（発病国待経症状発現時）確実例＋容疑例

~ 39 年 昭 40 官早

区分
IH: 』月 2 3 ‘ 

5 ~ 7 8 宮 10 11 12 降初白 時量k3月 2 3 ‘ 
5 ti 7 8 

ー

JO JI 12 月耳切

北海道 41 4 2 5 2 1 4 1 2 ‘ 
8 3 4 l 66 4 4 4 4 7 5 5 12 6 8 4 3 。

育 S華 l 。。 。。。。 l 。。。。。。1 。。。。。。。1 。。。。。
岩手 。。。 。。。。。。。。。。。1 。。。。。。。。1 。。。。
官主主 。。。 。。0 0 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
秩図 。。。 。。。。 。。。。。。。l 。。。。。1 。。。。。。。
山 形 2 1 0 。。。。 。。1 。。。。15 。1 1 2 1 1 。1 3 1 1 2 1 
宿島 1 。。 。。。。。。。。。。1 4 。。。1 。3 。。。。。。。
茨援 1 。。 。。。。 。。。。。1 。1 。。。。。。。1 。。。。。
栃木 。。。 。。。。。。。。。。。4 。。。。。。。1 1 1 。。 1 
野 鳥 。。。 。。。。 。。。。。。。2 。l 。。。。。。。。1 。。
崎玉 5 。。 。。1 1 1 。。1 。) 。7 。1 。。。。2 ) 3 。。。。
千葉 5 。。 。。。。 2 。。2 l 。。11 1 。。1 1 。2 2 。2 。2 。
東京 15 1 1 。。2 0 4 3 1 1 1 l 。42 3 3 2 4 5 2 ~ 4 5 3 4 2 。
干申~川 5 0 。。。。。 。1 。2 2 。。14 。1 2 2 1 3 。1 1 。2 l 。
新濁 2 0 。。。。。。1 。。1 。。3 1 。l 。。。。。1 。υ 。。
富山
。。 。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

石川 1 0 。。。。。。。。。。l 。2 。。。l 。。。。。。。l 。
箔弁 2 0 l 。。。。。。。l 。。。4 。。。。1 1 。。2 。。。。
山製 。。 。。。。。。。) 。。u 。l 0 u 1 0 。。。0 lY l) u 。。
長野 。o0 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
絞阜 3 0 。。。。。 l l 1 。。。。5 。。。。。。l 2 。l l 。。
静岡 5 0 。。。1 2 。。。。。2 。8 。l 。。l l 1 。3 。υ 1 。
2 知 13 1 l 2 1 1 l 。2 2 。1 1 。10 。。。l 。2 3 2 。2 。。。
三虚 3 0 。。1 。1 。1 。。。。。15 3 。4 。1 1 1 1 2 。2 。。
滋賀 3 0 
。。。1 。。。。) 1 。。3 。l 。。J 。1 。。1 。。。

京都 s 0 。1 2 。。。。2 l 1 1 。ll 1 。。2 。2 1 。3 1 。1 。
大阪 2( 0 1 。。0 6 l 3 5 2 2 。。39 3 1 3 3 1 2 3 5 3 5 5 4 1 
兵庫 9 0 2 。2 。2 2 1 。。。。。8 1 。。。。1 。1 3 1 1 。。
苦言 良 3 0 。。。 。1 l 。。。l 。。5 。l l 。l 。。l 。1 。。。
和歌山 2 0 。l 。。。 。。。。。l 。l 。。。。。。。l 。。。。。
鳥取 。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
島俊 。。 。。。。。。。。。。。。l 。。。。1 。。。。。。。。
岡山 。。 。。。。。。。。。。。。8 。l 。l 。2 l 。l 。2 。。
広島 。。 。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
山口 4 0 。。。0 2 。l 。。1 。。4 。。。。。2 。。l 。1 。。
徳島 5 0 。。。l 3 。。。。l 。。16 l 。2 l l 2 4 1 2 。l 。 l 
蓄川 2 0 。。。。l 。。。l 。。。1 。。。。。。。。。l 。。。
2 t量 4 。。 。l 。。1 。。2 。。。6 。。。l l 2 。。l 。l 。。
高知 0 0 。。。 。。) 。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。
福岡 5 0 1 。。。l 。。1 。1 l 。14 3 l 1 。。1 4 1 。2 。1 。
佐賀 。。 。。。。。 。。。。。。。2 。。l 。。。。。。。l 。。
長崎 0 0 。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
熊本 3 0 。l 1 。l 。。。。。。。4 。1 。2 。。1 。。。。。。
大分 2 0 。l 1 。。。。。。。。。6 1 。l l 2 。l 。。。。。。
宮崎 。。 。。。。。。。。。J 。3 。。。1 。1 。。l 。。。。
鹿児島 。。 。。。。 。。。。。。。2 。。。。。。。。l 。1 。。
全 S 17! 7 9 11 11 8 26 15 16 17 22 17 14 2 352 22 19 24 28 25 35 36 39 44 29 29 18 4 
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表7-1 発病府県別初診年月別患者数（つづき 3) 

（発病・神経症状発現舟）稽実例＋容疑例

区分
昭 41 年 昭 42 年

IH: 1月 2 3 ． 5 ti 7 8 
ー

10 u 12 月不革島.. 】月 2 3 

‘ 
5 ti 7 司

ー

10 11 12 月不明

北海道 59 4 8 5 l 3 6 4 10 9 5 3 l 。32 4 。4 2 5 l 3 4 5 3 1 。。
" i華

2 。。 。。。。。。。 1 。1 。3 。。。2 。。。。。1 。。。
岩手 1 。。。。。。。。。。。l 。12 1 。1 。2 1 1 。1 2 1 2 。
宮 it 1 。。 。。。。。。1 。。。。14 。3 。3 1 2 。。2 。2 1 。
~図 。。。。。。。。。。。。。。4 。。1 l 1 。。1 。。。。。
山形 15 0 2 1 2 4 1 1 。。2 。2 。~ 1 2 。1 2 3 2 2 2 3 1 1 。
福島 1 。。 。。。。。。。。1 。。14 1 。2 1 。l 。3 l 2 3 。。
l!.E. 1 
。。 。。。。。。。l 。。。5 。。1 1 。2 。。。。1 。。

~木 9 。2 。l 。l 。2 0 l 。2 。10 。。。。l 2 1 3 1 。。2 。
Z事 鳥 5 0 2 1 。。。。。1 。1 。。4 。。。。3 。。。。1 。。。
崎玉 18 1 2 2 1 1 2 l 3 4 l 

。。。30 2 4 1 。4 4 3 4 3 2 2 1 。
千葉 9 。。 l 。。。l l 2 l l 。2 19 。l 。2 3 。4 。3 。3 。3 
東京 64 3 2 4 1 3 3 7 8 11 7 9 6 0 163 7 9 9 11 13 16 17 23 19 12 

10 16 l 

得官接川 17 0 2 
。3 3 3 3 1 。。1 。l 52 2 2 4 2 7 7 2 5 8 5 3 5 。

新潟 11 
。2 2 。2 。1 l 。2 。l 。29 1 2 2 1 2 1 4 1 3 2 5 5 。

富 山 11 1 
。。2 1 1 2 l 。3 。。。24 。。。3 2 7 4 3 3 。。2 。

石川 3 。。。。。l 1 。。1 。。。8 。。1 。1 1 。2 。2 。1 。
福井 5 1 。1 l 。。。。l l 。。。15 。。。。2 3 。3 l 2 l 3 。
山梨 l 。。。。。。 。。。。1 u 。5 。。。。1 1 0 u l -u L l 。
長野 l 。。。。。。l 。。。。。。6 。。l 。2 。。l 。2 。。。
敏息 13 2 0 

。l 。1 3 2 1 1 2 。。28 1 6 l 2 2 4 2 4 3 l 2 。。
僻岡 10 
。2 3 。1 。l 1 。1 l u 。25 l l 。l 3 4 4 4 l 。4 2 。

’E知 30 2 0 3 1 1 4 l 2 4 3 4 5 。55 2 3 9 3 2 7 4 4 4 5 4 7 l 
三虚 21 l 0 2 1 1 4 2 l 3 2 3 1 

。36 l 5 3 l 3 3 7 3 3 2 3 2 。
滋賀 4 
。。 。。。。1 。。1 l l 。21 。1 4 3 5 。。2 。4 。2 。

京都 13 0 1 1 
。。2 3 。。2 2 2 。51 2 。4 3 3 4 3 8 7 7 3 7 。

大阪 54 1 3 6 4 2 6 3 9 4 3 7 6 0 19‘ 6 17 10 10 日 22 24 24 20 20 12 14 2 
兵庫 30 
。。l 2 2 l 6 3 5 4 3 3 。52 3 2 4 5 3 3 6 7 6 5 7 l 。

奈良 6 
。。。。。2 。2 1 。。1 。25 。3 。2 。2 2 4 4 2 6 。。

和歌山 8 1 
。。。。2 。2 1 2 。。。22 1 3 。2 2 1 4 2 l 3 l 2 。

鳥取 1 
。。。。。。。。。1 。。。。。。。。。。。。。。。。。

A Ill 5 
。。 。。。1 。。。l 1 2 。24 l 。4 2 2 2 3 3 4 2 l ) 。

岡山 11 0 1 
。。1 。2 3 2 。2 。。98 2 3 6 4 9 13 7 15 14 11 3 11 。

広島 2 
。。 。。l 。。。。。。l 。60 6 6 6 8 3 6 2 u 6 5 l 。。

山口 18 
。。 4 。4 3 l l l 2 。2 。17 2 l 。l 2 。。2 2 2 3 ， ：， 。

徳島 21 
。。4 1 l 2 。4 1 4 2 2 。67 2 4 3 3 6 4 10 9 10 3 8 5 。

香川 6 
。。1 1 l 。。l 2 。。。。ll 1 。1 。2 l 2 l 2 。1 。。

~ t量 3 0 1 。。。。l 。。。l 。。al 2 1 。1 2 l 3 2 4 2 l l 。
高知 。。。 。。。。。。。。。。。19 。。2 。3 1 3 。5 3 1 1 。
福岡 14 2 0 1 1 。1 l l 1 。4 2 。40 1 2 5 3 3 6 4 6 3 4 3 。。
~，置 2 
。1 。 。。。1 。。。。。4 。1 。。。。。l 。l 。1 。

長崎 5 
。。 0 0 l 。1 。。。。3 。5 l 2 。。。。。。l 。。l 。

熊本 9 2 0 
。。 1 1 2 1 。。1 1 。16 l 。。。2 4 0 。l 2 2 4 。

大分 2 
。。。。。。1 。。。。l 。9 l 1 l l 。。3 2 。。。。。

宮崎 4 0 2 
。。 。。。。l 。。l 。2 。。。。。1 l 。。。。。。

鹿児島 3 
。。 。。 。l 。l 。。l 。。4 。。。。。l 。。。3 。。。

全国 529 21 33 43 2< 34 49 51 62 56 53 52 48 3 1374 56 
85 90 85 122 142 135 169 154 126 100 103 7 
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表7-1 発病府県別初診年月別患者数（つづき4) 

( 発病＝神丞症状発現時 )if実例＋容疑例

昭 43 年 昭 44 官手

区分
It叡 1月 Z 3 
‘ 
5 b 7 8 9 JO 11 12 丹羽担 得数 l )3 2 3 ． 5 6 7 8 

ー

JO 11 12 月利店

北海道 YT 1 3 2 1 4 5 2 4 5 4 2 4 
。39 3 1 2 3 7 。3 4 自 7 1 。。

青森 6 。l l l 。。。1 1 。1 。。6 0 。。。l l 。。。。2 2 。
岩手 14 l 1 。。1 2 。l 3 2 3 。。22 1 2 1 1 l 3 。4 3 3 ? ・4 1 。
宮援 15 。l 。2 1 1 。4 2 1 1 l l 18 0 。4 1 2 3 l 3 2 2 。。。
秩図 2 。。 。。1 。。。。。。l 。 4 0 。。。 。。。。1 。2 l 。
山 形 42 2 4 2 4 3 5 5 7 1 2 2 4 l 58 2 2 3 2 l 5 6 13 12 6 2 3 1 

徳島 19 3 1 l 3 3 2 l 
。4 1 。。。67 。3 2 2 5 5 8 3 17 18 3 1 。

茨担E 9 。1 。1 2 1 。。1 。。3 0 16 l 。。2 。1 1 2 2 5 1 l 。
栃木 7 1 1 。。。1 。l 1 。1 l 。17 。。2 1 2 。2 。5 l 。4 。
Z平 鳥 3 1 。。。1 。1 。。。。。•) 6 0 。。。1 。1 。 2 。l 。
崎玉 z.; 2 1 1 4 1 。4 5 2 5 1 。。37 2 2 2 3 。2 4 6 5 4 4 3 。
千葉 17 3 。1 1 2 3 2 。2 1 。2 。27 。1 1 1 2 2 2 5 5 4 l 3 。

‘ 
東 京 180 11 11 18 6 16 12 14 27 17 19 12 17 

。190 12 10 12 13 14 11 20 16 27 20 17 16 2 
神奈川 &l 4 3 4 6 6 3 7 4 5 10 4 8 

。66 9 2 6 7 3 5 8 4 8 8 3 3 。
新湾 49 3 . l 6 1 6 6 7 5 3 4 2 5 

。105 4 4 4 10 9 9 14 10 13 9 8 11 。
富山 16 1 1 2 2 

。2 。3 3 。l l 。18 1 。4 4 。2 l 1 2 。。3 。
石川 17 3 3 。1 1 3 。。。3 1 2 。19 4 1 1 3 。l 4 2 l 2 。。。
信弁 34 l 2 4 3 5 1 3 4 2 l 4 4 

。13 l 。2 1 。1 2 2 l 。1 2 。
山製 10 1 1 。1 1 1 1 1 1 。1 1 。11 0 2 l 1 2 。1 。2 1 1 。。
長野 6 1 1 2 1 

。。1 。。。。。。32 0 1 4 1 3 1 4 3 6 5 2 2 。
妓息 36 4 3 3 2 5 。3 4 4 3 2 3 。53 2 2 3 2 5 4 7 7 6 4 6 5 。
静岡 44 2 0 3 3 2 3 4 8 11 3 5 

。。26 1 3 2 2 2 2 1 6 l 2 。4 。
~知 97 7 3 8 5 9 6 6 6 主 17 12 自 1 170 14 5 9 6 9 2.0 22 16 22 12 18 17 。
三 a: 48 3 1 4 3 3 3 2 8 6 5 6 4 。35 5 4 l 1 4 2 4 2 3 3 5 1 。
滋賀 25 1 l 3 4 2 。

‘ 
2 3 。3 2 。36 1 1 1 。3 8 3 6 4 5 1 3 。

京 銀 56 5 4 4 8 l 6 6 4 3 7 5 3 
。f{7 9 6 4 5 7 5 12 6 12 10 7 4 。

大阪 241 21 14 20 18 21 18 初 23 28 26 18 12 2 198 15 15 16 21 19 15 17 20 25 10 13 10 2 

兵庫 69 2 4 5 5 5 7 8 6 7 9 5 6 
。154 11 9 7 7 19 21 11 14 25 14 9 7 。

奈良 37 2 3 1 3 2 6 2 4 3 4 5 2 
。32 0 l 2 3 2 4 6 4 3 2 3 2 。

和歌山 18 1 。。。4 2 3 。4 2 l 。34 5 1 3 1 5 4 2 5 3 4 。1 。
鳥取 7 。。1 。1 。。。1 2 1 1 。12 2 。。。 1 1 2 2 l 1 1 l 。
A 司昆． 37 3 2 2 1 l 5 5 6 2 4 2 4 。4: 3 2 4 4 3 4 4 6 2 11 2 。。
岡山 183 8 14 16 8 8 19 18 20 3ラ 16 11 10 

。171 18 14 12 23 20 19 16 14 13 12 7 3 。
広島 42 1 2 。5 。7 5 ~ 5 7 5 2 

。81 5 4 6 7 5 5 3 6 9 16 切 4 1 
山口 25 5 。2 。6 3 2 1 。1 3 2 。39 2 2 7 6 5 2 2 6 3 3 1 。。
徳島 64 3 1 7 9 5 4 9 3 6 10 3 4 。133 7 2 7 12 9 17 18 12 9 17 15 8 。
香川 31 3 l 3 l 2 0 4 4 5 4 2 1 35 2 。4 5 3 2 5 5 6 3 。。。
.緩 26 l 2 0 2 3 2 4 3 3 2 l 3 。34 l 。l 2 5 2 6 4 5 4 2 2 。
高知 16 0 l l 3 2 1 2 l 2 2 l 

。。33 1 l l l 3 3 5 l 5 l 4 7 。
福岡 51 2 。6 5 4 7 4 7 4 7 3 2 。91 1 自 4 5 9 8 10 13 10 11 う 7 。
佐賀 3 。。 l 。。。。。l l 。。。26 0 l 3 2 3 2 1 2 7 4 l 。色
長 崎 13 。。,l 2 。。l 4 2 l 1 l 。17 a，目、。。。 3 4 1 2 1 2 0 2 n 
熊本 12 。。 。l 2 。。l 4 2 。2 。26 1 。2 3 2 1 5 6 1 2 1 2 。
大分 22 2 l 4 l 3 2 l 2 1 3 1 1 。z= 。3 2 1 2 3 3 4 3 3 。l 。
宮 崎 13 l 0 4 1 2 。l l 1 。。2 。45 3 2 4 2 2 8 7 6 6 l 3 l 。
鹿児島 5 l 。0 1 l 。。。。。2 。。 5 2 l 1 1 l 。。2 l 。。。。
全国 1794 117 94 143 129 148 l~ 162 188 203 191 133 131 6 24H 153 118 157 178 お4 218 255 255 307 254 164 149 6 

‘ -24-
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表7-1 知商府県別初診年月別患者数（つづき 5) 

（発病・神ff.短波発現時）確実例＋容疑例

昭 45 年 昭 46 年

区分
ll量tI月 2 3 4 5 0 7 8 

ー

10 』i 12 序利島 時散 3月 2 3 4 s 6 7 自
ー

10 1』 12 月羽月

北海道 22 1 1 2 4 4 3 4 l l l 。。。。。。。。。。。。。。。。。
苛重量 6 1 1 1 1 。。。2 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
岩手 5 1 。2 1 1 。。。。。。。。4 。。。。。。。。3 。1 。。
宮主主 4 。。 。2 。。1 1 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
ti; 図 。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
山 形 20 3 1 4 2 3 2 1 。1 2 。1 。4 。。•) 1 。l 1 l 。。。。。
徳島 10 。2 l 。2 2 。ヲ 。1 。。。。。。。。。。。。。。。。。
i1E塩E 8 。1 3 2 2 。。。。。。。。1 ヨ 0 0 。。。。。1 。。。。
~木 8 1 l 。。3 。l 。2 。。。。。。。。。。。。。。。。。。
野 鳥 11 1 1 3 2 1 。1 。2 。。。。。。0 。。。。。。。。。。。
崎玉 16 2 3 1 l 3 2 3 l 

。。。。。l 。。。。1 。。。。。。。 。
千葉 31 3 3 6 3 l 3 1 2 5 1 1 2 。3 l 1 l 。。。。。。。。。。
東京 168 18 17 19 16 18 22 24 14 17 2 

。l 。l 1 。。。。。。。。。。。。
神奈川 39 7 5 4 4 2 5 5 3 3 l 

。。。。。。。。。。。。。。。。。
Z時溺 ll6 11 20 11 11 15 ll 8 11 8 5 3 l l l l 

。。。。。。。。。。。。
a山 10 l 。。1 。。5 l l 。。1 。2 l 。。。。。。l 。。。。。
石川 5 2 1 。1 。1 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
高E弁 28 l 1 2 4 5 4 1 3 3 l l l 1 2 。l 。。。。。。l 。。。。
山~ 4 0 l 2 。。。。。。l 。。。。。。。。。。。。。。 。。u 
長野 8 。。 2 l 。1 l l l 。l 。。。。。。。。。。。。。。。。
敏阜 40 4 4 4 8 4 5 8 

。2 。l 。。。。。。。。。。。。。。0 。
a，岡 18 2 3 3 l 1 4 3 。l 。。。。u 。。。。。。。。。。。。。
愛知 182 12 19 29 12 21 14 25 26 19 2 2 

。l 5 。l l 。。2 l 。。。。。。
三 JI: 19 0 4 5 2 2 l 3 。2 。。。。。。。。。。。。。。。。。。
滋賀 16 0 2 l 。l 4 8 。。。。。。l u l 。。。0 ・0 。。。0 。り
京都 75 9 9 12 6 12 4 10 8 3 l l 。。7 。。。l l l 2 1 。l 。。。
大阪 262 26 2甘 28 22 29 30 aa 21 16 10 8 5 。2-l 2 4 6 2 l 1 l l l 3 l l 。
兵庫 ω 7 3 11 6 4 7 5 4 4 l 4 4 。9 1 3 。l 2 。。。l 。。。
奈良 18 1 1 l 4 ~ 4 l 。l 。。。。1 。l 。。。。。。。。。。。
和歌山 18 l l 4 4 2 。4 2 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
鳥取 5 l 。l 1 。。2 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
th 怠 1-l 3 2 2 l 2 3 。。。。。。1 。。。。。。。。。。。。。 0 
岡山 73 7 7 7 8 10 11 12 4 3 。3 1 。l:S 。。3 2 。-l l 1 1 l 。。。
広島 幻 3 2 4 2 6 2 2 l 1 。。。。l 。。。l 。。。。。。。。。
山口 22 。2 5 . 0 4 4 3 2 1 1 。。。2 。。。1 l 。。。。。。。。
徳島 88 12 15 13 5 10 9 10 9 4 。。l 。。。。。。。。。。。。。。。
苔川 14 2 0 2 1 5 l l 2 。。。。。。。0 。。。。。。。•) 。。。
2 t量 13 2 0 1 3 2 2 2 l 。。。。。1 。。。。。。。。l 。。。。
高知 45 10 3 2 9 5 3 5 5 3 。。。。1 。。。。l 。。。。。。。
福岡 76 9 15 2 10 7 9 11 7 3 。2 1 。8 2 。。1 。。2 。l 2 。υ 。
佐賀 7 1 l 。。2 。1 1 0 l 。。。1 。。。。。。。。。。。1 ¥) 
長崎 15 1 。l 1 2 3 4 3 。。。。。。。。。。。。。。。。。。 0 
熊本 18 c 3 4 4 1 2 2 l 。。。。1 。。。。。。。。。。。。。。
大分 10 c 。1 3 2 2 l 。。l 。。。2 。。。l 。。。。。l 。•) 。
宮崎 l c 。c c 。。。l 。。。。。。。。。。。。。。。。。。
鹿児島 l 0 。0 c 。。。。l 。。。。。。。。。。。。。。。。。。
全国 1652 168 185 205 170 199 180 217 139 107 32 26 l') 5 95 9 12 11 11 

7 10 8 5 9 9 2 2 
。
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区分
IUi: 』月 2 3 ' 

北海道 1 0 。1 
青森 。。 。。
岩手 。。 。。
官 主主 。。 。。
秋田 。。 。。
山形 。。 。。
福島 0 () 。。
~基t 。。 。。
栃木 。。 。。
E手 鳥 。。 。。
崎玉 。。 。。
千 葉 。。 。。
東京 。。 。。
神奈川 。。 。。
新潟 。。 。。
富山 。。 。。
石川 。。 。。
徳井 。。 。。
山梨 。。 。。
長 野 。。 。。
岐阜 。。 。。
勝岡 。。 。。
変知 。。。。
三軍 。。 。。
la 賀 。。 。。
京 都 。。 。。
大 阪 。。 。。
兵庫 。。 。。
奈良 。。 。。
和歌山 。。 。。
鳥取 。。 。。
島援 。。 。。
岡山 3 3 。。
広島 。。 。0 
山口 。。 。。
徳島 。。 。。
香川 () 0 。。
’f I!量 。。 。。
高知 。。 。。
事E 岡 。。 。。
佐 賀 。。 。。
長崎 0 0 。。
熊本 。。 。。
大分 1 1 。。
宮崎 。。 。。
鹿児島 0 0 。。
全 E 5 4 。1 

表7-1 発病府県別初診年月別患者数（つづき6) 

昭

5 

司、

47 

6 7 

年

8 g JO II 12 同司白 得数

'/:/ 

。
1 

。
11 

1 

l 

。
。
。
4 

1 

15 

3 

2 

。
。
3 

。
160 

l 

3 

136 

5 

。
6 

43 

6 

l 

。
。
1 

19 

2 

。
4 

。
1 

l 

1 

。
。
l 

2 

1 

2 

562 
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3月 2 3 
‘ 。。。。

。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。l 
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。。
。。。1 

( ff>鰐・待経症状発表時Hi実例＋容疑例

年次不明

5 也 7 8 自 10 11 12 月不明

。。。。。。。。。
。。。。。。。。。
。() 。。。。。。 1 
。。。。。。。。。
。。。。。。。日 11 

。。。。。。。。 l 
。。。。。。。。 l 

。。。。。。。。。
。。。。。。。。。
。。。。。。。。。
。。。。。。。。 4 
。。。。。。。。 l 

。。。。。。。。 15 
J 。。。0 。。。 3 
。。。。。。。。 2 
。。。。。。。。 。
。。。。。。。。。
。。。。。。。。 3 
。。。。。。。。。
。。。。。。。。

160 。。。。。。。。 1 。。。。。。。。
3 。。。。。。。。
136 。。。。。。。。
5 。。。。。。。。。

。。。。。。。。
6 。1 。。。。。。 42 。。。。。。。。
6 。。。。。。。。
1 。。。。。。。。。

。。。。。、』 。。 。
白 。。。。。。。

1 。。。。。。。。
18 。。。。。。。。
2 。。。。。。。。。

。。。。。。。。
4 。。。。。。、s。。

。。。。。。。。
1 。。。。。。。。
1 。。。。。。。u l 。。。。。。。。。

。。。。。。。。。
。。。。。。 。。

1 。。。。。。 。。
2 。。。。。。。。
l 。。。。。。。。
2 。1 。目。 。。。。560 



表7ー2 知商府県別初診年月別患者数

（発病圃干申経症状発現時)i事実例

• ti 昭 36 年 以 ’E 区 分
afl l月 2 3 ． 5 6 7 

ー ー
10 】A 12 痔不明 穐.』月 2 3 ‘ 

5 6 7 
ー
． 10 u 12 月耳司月

北海道 215 12 14 12 14 26 12 20 24 2S 22 12 9 10 17 。。1 。4 1 3 2 1 。2 1 2 
膏軍最 16 1 0 2 3 1 。1 1 1 1 2 3 。。。。。。。。。。。。。。。
岩手 28 1 3 2 2 3 1 

。1 7 3 3 1 1 。。。。。。。。。。。。。。
宮担E 34 0 4 1 7 1 3 1 7 7 。1 2 。。。。。。。。。。。。。。。
秩図 20 。。 1 。2 1 。1 1 。2 1 11 。。。。。。。。。。。。。。
山形 151 7 11 10 15 14 18 12 16 17 13 4 11 3 4 

。。1 l 1 1 。。。。。。。
徳島 78 2 3 5 5 7 11 l 6 15 18 3 

。2 。。。。。。。。。。。。。。
表塩t 21 0 2 2 2 1 2 1 2 2 3 1 3 。。。。。。。。。。。。。。。
栃木 31 2 2 1 l 4 3 2 4 7 1 

。3 1 。。。。。。。。。。。。。。
野 鳥 21 l 4 3 l 3 

。1 。2 3 2 1 。。。。。。。。。。。。。。。
崎玉 101 9 9 4 6 5 8 17 13 11 9 6 1 3 1 。。。。。。。。。。。。1 
千葉 73 5 4 6 5 4 4 9 5 8 8 5 6 4 

。。。。。。。。。。。。。。
東京 575 36 38 51 31 49 41 64 臼 66 40 42 40 13 5 

。。1 。。。。。1 。3 。。
神奈川 171 13 ll 14 16 日 19 l‘12 16 20 10 10 3 1 。。。。。。。1 。。。。。
新軍事 203 12 18 17 17 22 14 22 19 18 15 11 16 2 

。。。。。。。。。。。。u 。
富山 47 3 0 4 6 3 10 8 4 3 2 

。4 。。。。。。。。。。。。。。。
石川 23 2 1 1 2 1 2 3 1 1 4 1 4 

。。。。。。。。。。。。。円 。
書店弁 54 2 3 3 2 3 6 5 6 7 3 6 6 2 1 

。。。。。1 。。。。。。。
山製 12 0 1 。。3 1 1 1 2 1 1 1 。。。。υ 。。。0 -u 0 0 。。u 
長野 161 2 2 5 3 4 

。5 3 5 7 1 2 122 。。。。。。。。。。。。。。
岐阜 137 10 13 8 11 9 14 17 17 11 7 13 6 1 2 

。。。l 。。。。。。。1 。
E， 岡 90 4 3 7 6 4 11 12 10 12 5 6 7 3 l 

。。 。。 。。0 0 。。l 。。
ヨE知 670 33 31 60 29 42 52 60 56 62 40 37 33 130 13 l 

。1 2 。l 。3 2 2 。1 。
三重 114 7 8 10 5 8 12 10 10 13 9 14 5 3 4 

。。1 。。2 。。。1 。。。
滋賀 65 1 5 8 3 10 3 9 5 3 6 6 6 

。。。。。。。。。。。。。。。
京 都 173 15 11 14 16 10 7 22 15 19 16 12 11 5 4 

。。。l 。1 。1 1 。。。。
大 阪 610 35 44 52 49 46 55 59 56 59 51 41 32 31 5 

。1 。。。1 。1 。。1 l 。
兵庫 214 16 12 16 18 19 14 21 19 29 17 17 15 1 2 

。。。1 。1 。。。。。。。
奈良 97 2 6 2 9 9 16 8 10 9 8 13 4 1 

。。。。。。。。。。。。。。
和歌山 64 5 3 5 5 7 5 10 5 6 8 1 4 。。。。。。。。。。。。。。。
鳥取 18 2 0 2 。2 c 4 1 2 3 2 。。。。。。。。。。。。。。。。
島恨 79 4 4 8 4 6 10 7 10 6 13 2 4 1 

。。。。。!.t 。。。。。。。。
岡山 必7 26 32 35 38 38 48 45 43 50 34 14 20 4 。。。。。。。。。。。。。。
広島 ll5 8 7 9 10 ll 10 6 6 10 20 10 5 3 1 

。。。。。。。。。。。1 。
山口 69 8 2 9 3 11 9 1 10 3 6 5 2 

。。。。。。。。。。。。。。。
徳島 247 17 13 27 22 20 '1:1 28 20 17 22 18 13 3 1 

。。。。。1 。。。。。。。
香川 69 s 2 9 6 9 2 7 6 9 7 3 l 。。。。。。。。。。。。。。。
’t E量 61 0 l 2 6 6 6 12 5 8 7 2 5 l 。。。。。。。。。。。。。(i 
高知 71 a 4 4 10 7 5 6 3 7 6 5 6 。。。自 。白 。。。。。。。。。
福岡 200 11 18 13 17 15 21 21 27 13 15 16 11 2 3 

。。I 。。。。。。。2 。0 
佐賀 29 。4 4 2 2 2 2 2 4 5 。2 。。。。。。。。。。。。。。(/ 
長崎 33 2 2 c 2 3 4 3 5 4 。l 7 。。。。。。。。。。。。。。。
Ml 本 ω 3 3 4 6 5 8 8 4 3 6 2 7 1 2 。。。。。l 。。。。。1 。
大分 42 3 3 5 6 7 2 7 2 l 5 。。1 。。。。。。。。。。。。。。
宮 崎 35 2 2 5 2 l 7 4 4 4 1 1 1 1 l 。。。l 。。。。。。。。。
鹿児島 15 l c 1 2 。2 c 2 l 2 4 。。。。。。。。。。。。。。。。
全国 自主39346 363 403 425 476 508 576 忌'3589 492 :ES 331 .369 68 1 1 6 7 5 11 3 8 5 3 

9. 6 3 
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表7-2 発病府県別初診年月別患者数（つづき 1) 

（ 与病－ ~liifil':ti:~現時 ） 確実例

昭 :fl 年 昭 38 年
区 分

同司島i!H主1月 2 3 4 5 6 7 8 9 』0 )) 12 略語皇 3月 2 3 ' 5 ti 
7 8 g JO ll 12 月利H

北海道 15 。。 。l 2 2 3 。3 3 l 。。14 。l l l 3 。3 0 2 。2 l 。
型F森 。。。。。。。。。。。。。。l 。。。。。。l 。。。。。。
岩手 。0 u 。。。。。。。。。。。。。。。0・ 0 。。。 。。。。。
宮 2定 。。。 。。。 。。。。。。。。。。。。。。。0 0 。。。。。
秋 図 。。。 。。。 。。~ 。。。。。。。。。。。。。。 。。。。。
山形 l 。。 。。。 。。。。。l 。。12 。2 。3 2 2 0 l 2 。。。。
徳島 。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
茨 主主 2 。。 。0 0 。l 。。l 。。。。。。。。。。。。 。。。。。
栃木
。。。 。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。。。。

野鳥
。。。 。。。 。。。。。。。。) 。。。。。。。。 。。。。。

崎 玉
。。。 。。。。。。。。。。。2 1 。。。。。l 。。。。。。

千葉 。。。。。。。。。。。。。。l 。。。。。。。。 。。l 。。
東 京
。。。 。。。 。。。。。。。。6 。。l 。。2 2 0 l 。。。。

神奈川 2 l 。。·~ 0 。。。。。l 。。l 。。。。。。。。 l 。。。。
新 潟
。0 u 。0 0 。。。。。。。。3 。。。。l 。0 l l 。。。。

11 山 。。。 。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。。。。
石川 。。。 。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。。。。
福弁 l 。。 。。。 。l 。。。。。。。。。。。。。。。 。。。。。
山製
。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。0 (J 。。。。。

長野
。。。 。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。。。。

岐阜 l 0 l 。。。。。。。。。。。l 。。。。。l 。。 。。。。。
俗 図 3 。。 。。l l l 。。。。。。2 。。。。。。l 0 l 。。。。
~知 3 0 l 。。。 。l 。。。l 。。5 l 。。。。。1 。1 2 。。。
三盆 l 。。 。0 1 。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。。。。
滋賀 。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
京都 l 。。。。。。。。。l 。。。2 。。。。。l 。。。。l 。。
大阪 3 0 l 。。。 υ l 。l 。。。。10 。。1 2 l 。。。2 l 2 l 。
長 E邑 l 。。。。。。。。。。。l 。5 l 。。l l l 。。l 。。。。
E長良 。) 0 。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。‘J 。。。
和歌山 。。。 。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。。。。
鳥 取 。。。 。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。。。。
島俊 。。。。。。 。。。。。。。。。。。(J 。。。。。。。。。。
岡山 。。。 主 。。 。。。。。。。。l 。l 。。。。。。。。 。。。
広島 。。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
山 口 1 。。。。。 l 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
徳島 2 0 1 。。。 。1 。。。。。。3 。。。l 。。。。 。。l l 。
香川 2 。。 。。。。。1 。1 。。。l 。。。。。。。。l 。。。。
震 t重 2 。。。。。 l 。l 。。。。。1 。。。。。l 。。 。。。。。
高知 。。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。。。。
沼岡 。。。 。。。。。。。。。。。2 。。。。。1 。。。。。lJ 1 

佐 賀 。。。 。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。。。。
長 崎 。。。 。。。。。。。。。。。l 。。。。。。0 l 。。。。。
熊本 。。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。。つ 。
大分 。。 。。。。 。。。。。。。。2 l 。。。。。l 。。。0 。。
宮 崎 。。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。。
鹿児島 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。o 。。。。。
金由 41 l 4 。l 4 5 9 2 4 6 4 1 C) 76 4 4 3 8 8 9 10 3 13 3 7 3 l 
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表7-2 抱丙府県別初診年月別患者数（つづき2) 

（発病・神経苦言状発現時）確実例

区分
昭 39 年 昭 40 年

－~ 
1月 2 3 4 5 ti 7 8 

ー
JO l1 12 防何層 喝事民 』月 2 3 a‘ 5 ti 7 8 g JO ll 12 月不明

北海道 25 2 1 2 1 1 4 1 1 4 4 2 2 。I29 1 2 2 3 4 。1 6 4 4 2 。。
育重量 。。。 。。。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。
岩手
。。。 。。。。。。。。。。。1 。。。。。。。。1 。。。。

宮塩E 。。。 。。。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。
秋田
。。。 。。。。。。。。。。。1 。。。。。1 。。。。。。。

山形 2 l 0 。。。。。0 1 。。。。14 。1 l 2 1 1 。l 3 。l 2 1 
福島 l 。。 。。。。。。。 。。。l 4 。。。1 。3 。。。。。。。
~ it 1 。。 。。。。。。。 。。1 。。。。。。。。。。。。。。。
ll5 木 。。。 。。。。。。。 。。。。3 。。。。。。。。1 1 。。 1 
Z事 ，！！＇， 。。。 。。。。。。。 。。。。2 。1 。。。。。。。。1 。。
崎玉 2 。。。。。。1 。。 1 。。。6 。1 。。。。2 1 2 。。。。
千葉 3 0 0 。。J 。1 。。 2 。。。7 1 。。。1 。1 1 。2 。l 。
東京 7 。。 。。。。3 2 0 1 。1 。30 1 3 2 3 3 2 4 3 3 1 3 2 。
神奈川 3 。。 。。。。。l 。1 l 。。8 。1 1 2 。2 。。。。1 l 。
新華3 1 。。 。。。。。。。。1 。。2 1 。1 。。。。。。。。。。
富山 。。。 。。。。。0 0 。。。。。。。。。。。。。。。。。。
石川 1 。。 。。。。。。。 。。1 。l 。。。。。。。。。。。l 。
箔井 2 0 1 。。。。。。。 1 。。。2 。。。。。1 。。1 。。。。
山製 。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
長野 。。。 。。。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。
岐阜 3 。。 。。。。1 1 1 。。。。4 。。白 。。。1 1 。1 1 。。
線開 3 。。 。。。1 。。。 。。2 。4 。1 。。。1 1 。1 。。。。
~知 13 1 1 2 1 1 1 。2 2 。1 1 。8 。。。l 。2 2 2 。1 。。。
三重 1 。。 。。。。。1 。。。。。9 2 。2 。。l 1 。l 。2 。。
E皇賞 3 。。 。。l 。。0 •) l l 。。2 。l 。。。。l 。。。。。。
京都 7 。。 l 1 。。。0 2 1 1 l 。6 1 。。2 。。1 。2 。。。。
大 阪 10 。。 。。。4 1 1 2 2 。。。24 1 1 2 3 1 2 3 1 3 2 1 3 1 
兵庫 6 。l 。2 。。2 1 。。。。。7 1 。。。。1 。l 3 。1 。。
奈良 3 。。 。。。1 1 。。 。1 。。3 。1 。。l 。。。。1 。。。
和歌山 2 。。 1 。。。。。。 。。1 。l 。。。。。。。1 。。。。。
鳥取 。。。 。。。。ヨ 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
島担 。。。 。。。。。。。。。。。1 。。。。1 。。。。。。。。
岡山 。。。 。。。。。。。 。。。。6 。1 。1 。1 1 。1 。l 。。
広為 。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
山口 3 。。。。。l 。1 。。1 。。l 。。。。。1 。。。。。。。
徳島 3 。。 。。1 2 。。。。。。。10 l 。1 。l 1 3 。1 。1 。l 
番、川｜ l 。。 。。。1 。。。 。。。。2 。1 。。。。。。。。1 。。
:fl E量 4 。。 。1 。。1 。。 2 。。。4 。。。1 。2 。。。。1 。lJ 
高知 。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。I) 

福岡 5 。l 。。。l 。。l 。1 1 。6 l 。。。。1 3 。。。。1 。
佐賀 。0 0 。。。。。0 0 。。。。1 。。l 。。。。。。。。。(J 

長 E奇 。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。円
熊本 3 。。 l 1 。1 。。。。。。。2 。1 。1 。。。。。。。。。
大分 l 。。 。1 。。。。。 。。。。3 。。l 。1 。l 。。。。。。
宮 崎 。。。 。。。。。。。 。。。。2 。。。。。1 。。1 。。。。
鹿児島 。。。 。。。。。。。。。。。1 。。。。。。。。。。1 。。
全国 118 4 5 7 7 4 17 12 11 13 16 10 11 1 217 11 16 lも ~ 14 24 26 18 28 13 18 11 4 
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表7-2 発病府県別初診年月別患者数 （つづき3) 

（発病＝神経症状苦手現時）確実例

昭 41 年 昭 42 年
区 分

丹羽島E歓 1月 2 3 ‘ 
6 ij 7 自 自 JO 11 12 唾富民 3月 2 3 4 5 6 7 自 自 lO u 12 月不明

北海道 :JO 2 6 2 。2 1 2 6 3 3 2 1 。22 3 。2 2 4 1 1 3 3 2 1 。。
育 S華 2 。。。。。。。。。1 。1 。 2 。。。2 。。。。。。。。。
岩手 。。。。。。。。。。。。。。 4 。。。。2 1 。。。1 。。。
宮 革主 1 
。。。 。。。。。1 。。。。11 。3 。3 。1 。。2 。1 1 。

秋田 。。。。 。。。。。。。。。。3 。。1 。1 。。1 。。。。。
山 形 14 
。
l 1 2 4 1 l 

。。2 。2 。17 1 1 。1 2 2 2 2 2 2 1 1 。
福島 1 。。。 。。。。。。。1 。。 9 l 。2 。。l 。2 1 1 1 。。
吉正 ~ 1 。。。 。。。。。。I 。。。l 。。。。。•) 。。。。1 。。
栃木 4 
。
1 。1 。。。1 。。。1 。 8 。。。。1 2 1 3 。。。1 。

軍事鳥 4 
。
2 1 。。。。。。。1 。。 3 。。。。2 。。。。1 。。。

崎玉 13 
1 2 2 。1 2 1 2 2 。。。。21 1 4 1 。2 3 2 3 2 2 1 。。

千葉 7 
。
0 1 。。。1 。1 1 l 。2 9 。1 。2 。。2 。2 。1 。白1 

東京 45 
2 2 3 1 3 3 5 5 7 4 9 1 。110 5 6 6 5 9 10 14 14 14 8 8 l1 。

神奈川 13 
。
1 。3 2 3 1 1 。。1 。1 37 。1 3 2 6 6 2 2 4 4 3 4 。

新潟 8 
。
2 2 。1 。1 1 。1 。。。15 。1 2 1 1 1 1 。1 1 2 4 。

富 山 8 
1 。。1 1 1 2 。。2 。。。14 。。。1 2 5 3 1 1 。。1 。

石川 3 
。。。 。。1 1 。。1 。。。4 。。1 。1 。。1 。。。1 。

福井 1 
1 。。 。。。。。。。。。。7 。。。。。1 。2 1 1 1 1 。

山梨 。-v 0 。。。。。。。。。。。3 。。。。1 。。。1 υ 。1 。
長野 。。。。 。。。。。。。。。。 5 。。1 。1 。。1 。2 。。。
厳 皐 9 

2 。。。。。2 2 1 。2 。。24 1 5 1 2 1 4 1 4 2 1 2 。。
勝間 7 v 1 2 。1 。1 。。1 1 0 。17 1 1 。1 1 2 3 2 1 。3 2 。
~知 30 

2 
0 3 1 1 4 l 2 4 3 4 5 。48 2 2 9 3 2 6 3 3 4 4 4 5 1 

三 !I 16 1 0 1 。1 4 1 1 2 2 2 1 。22 1 4 1 1 2 2 3 3 3 。1 1 。
滋賀 2 
。。。。。。l 。。。1 。。16 。。4 2 4 。。2 。2 。2 。

京事事 9 
。
1 。。。1 3 。。1 1 2 。28 1 0 2 2 1 1 2 6 4 3 2 4 。

大 阪 37 
1 2 5 2 1 6 1 6 4 。6 3 。114 3 11 6 6 6 14 10 15 13 13 8 7 2 

兵庫 20 
。
0 1 1 1 1 3 3 4 2 2 2 。23 。1 2 4 2 。3 3 4 2 2 。。、

奈良 4 
。。。 。。2 。。l 。。1 。16 。1 。2 。2 。3 2 1 5 。。

和歌山 5 
1 。。。。。。1 1 2 。。。14 。3 。1 2 。4 。1 2 。1 。

鳥取 。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
島復 2 
。。。 。。1 。。。。。1 。17 。。3 1 1 2 2 3 4 1 。。。

向山 3 
。。。。。。1 。2 。。。。77 1 2 4 4 7 9 7 12 11 8 1 11 。

広島 2 
。。。 。1 。。。。。。1 。 1 。。。。。1 。。。。。。。

山 口 9 
。。。 。3 1 1 1 l 2 。。。10 2 1 。。1 。。1 1 2 1 1 。

徳島 18 
。
0 4 。1 2 。4 。4 1 2 。36 2 3 2 1 ~ 2 5 3 7 1 4 2 ヨ

香川 5 
。。。 1 1 。。1 2 。。。。9 1 。1 。2 l 2 。1 白 1 。。

愛 E量 2 
。
1 。。。。1 。。。。。。14 。。。。2 。3 2 3 2 1 1 。

高知 。。。。 。。。。。。。。。。16 。。2 。1 1 3 。4 3 1 1 。
福岡 9 2 0 0 1 。。。。1 。3 2 。'ZI 。l 3 3 2 4 2 5 2 2 3 。。
佐賀 l 。1 。。。。。。。。。。。 3 。1 0 。。。。。。1 。1 () 
長 崎 3 。。。。。。。。。白 。3 。 5 1 2 。。。。。。1 。。1 円
熊本 4 l 。。。。1 2 。。。。。。12 1 。。。l 3 。。1 2 2 2 ~ 

大分 l 。。。。。。1 。。。。。。 4 l 1 1 l 。。。 。。。。。。
宮崎 l 
。l 。。。。。。。。。。。 2 。。。。。1 l 。。。。 。。

鹿児島 3 。。。 。。1 。l 。。1 。。3 。。。 。。1 。。。2 。。。
全国 357 17 24 28 14 25 36 34 38 37 33 39 29 3 総3 29 56 制〉 日 77 90 82 102 103 77 62 68 4 
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表7-2 抱青府県別初診年月別患者数（つづき 4) 

（発病ー？事量症状発現時）確実例

沼 43 年 昭 44 年
区分
.歓 1月 Z 3 ‘ 

5 ij 7 8 9 10 】i 12 丹羽島 縄.』月 2 3 • s 6 7 目 ． 10 u 12 月不明
北海道 21 l 2 1 l 。1 2 4 3 2 。4 。18 2 l 。2 3 。l l 4 4 。。。
育軍最 3 0 。l 。。 。。。1 。l 。。4 。。。。l 。。。。。l 2 。
岩手 4 0 1 。。。 。。。l 。2 。。10 。2 1 1 。。。l 2 2 。l 。
宮 it 9 0 l 。2 0 。。3 2 。。1 。9 。。1 。l 2 。3 2 。。。。
~回 1 0 。。0 1 。。。。。。。。4 。。。・3 。。。。1 。2 1 。
山形 33 2 4 2 3 2 4 5 5 

。2 。3 l 37 l l 2 l 。5 2 7 8 5 l 3 1 
福島 14 1 l 。3 3 2 。。3 l 。。。41 。l 2 1 3 4 l 2 11 15 l 。。
~ J)t 5 0 l 
。l l l 。。。。。1 。7 。。。l 。l 。2 l l 。1 。

栃木 4 1 1 。。。1 。。1 。。。。9 。。1 。2 。l 。4 。。1 。
野 鳥
。。 。。。。 。。。。。。。。6 。。。。l 0 1 。l 2 。1 。

崎玉 17 2 1 
。3 0 。4 2 l 3 l 。。25 2 。。2 。2 3 4 4 3 4 1 。千. 8 2 。l l 。2 l 。。。。l 。20 。l l 。2 l 2 4 4 2 l 2 。

東京 113 6 6 14 3 11 8 8 17 11 
9 9 11 0 132 8 8 12 7 8 4 15 12 17 16 10 14 1 

得奈川 39 3 2 3 3 3 2 4 3 3 
8 l 4 。-IO 5 2 4 4 l 2 5 2 6 6 2 l 。

新湯 33 l 1 3 1 6 4 6 4 2 
1 l 3 。68 3 4 3 7 5 4 9 6 8 7 4 8 。

富山 6 0 。l l 。2 。l 1 。。。。13 1 。3 3 。2 1 1 。。。2 。
石川 5 1 。。。。 。。。。2 l l 。8 1 l 。2 。。2 。l l 。。。
福井 18 0 l 3 。l 1 l 2 2 1 3 3 。8 l 。。。。。2 1 l 。l 2 。
山製 5 0 1 。。1 1 u 1 l 。‘’ 。。4 。。。。l 。l 。。1 l 。。
長野 5 0 1 2 l 0 。l 。。。。。。24 。l 2 。3 。3 2 5 5 1 2 。
厳阜 24 3 2 1 2 3 。2 3 3 2 2 1 。42 2 l 3 l 3 4 7 6 3 3 5 4 。
傍岡 24 2 0 2 ・2 1 2 

l 3 8 2 1 ) 。17 l 。l 2 。2 1 5 。2 。3 。
’t知 89 6 3 8 5 9 6 6 5 9 15 10 6 l 160 14 4 9 6 9 17 2l 16 22 11 16 15 。三.28 2 1 2 2 1 l l 3 5 3 5 2 。19 l 2 。。1 l 2 2 2 3 4 1 。
滋賀 16 1 l 3 l 2 。1 l 1 。3 2 。16 。1 。。2 3 。2 2 3 1 2 。
京都 29 3 2 4 3 l 1 2 3 1 5 3 1 。47 4 3 2 4 5 1 8 4 6 4 3 3 。
大阪 136 13 7 10 11 9 9 14 12 13 19 13 6 。98 6 9 9 10 11 3 7 10 13 6 5 8 1 
兵庫 44 2 1 5 1 5 4 4 3 4 5 5 ~ 。70 7 5 2 3 9 4 7 7 10 6 5 5 。
奈良 30 1 3 1 2 2 4 2 3 2 4 4 2 。25 。。1 1 1 4 5 4 3 2 3 1 。
和歌山 13 1 
。。0 2 2 2 。3 1 1 1 。21 3 。2 1 2 3 2 3 1 3 。1 。

鳥取 6 0 。1 。l (¥ 。。1 2 1 。。9 2 。。。1 。2 1 l l l 。。
島俊 27 2 2 2 1 1 1 4 5 。4 2 3 。24 l l 2 2 2 3 1 2 2 8 。。。
岡山 135 7 12 11 6 6 14 13 17 23 14 7 5 0 132 10 10 12 19 B 11 12 11 10 11 4 3 。
広島 16 1 1 。2 。3 1 。3 4 。l 。71 5 4 5 5 5 4 3 5 6 16 10 2 l 
山口 11 4 0 l 。l 1 。l 。。2 1 。?2 2 l ~ 同 2 2 2 。4 1 2 l 。。
徳島 36 2 。6 8 2 2 3 2 3 5 1 2 。86 0 一． 1 5 7 5 10 11 8 6 12 10 5 。
香川 21 3 l 3 。l 。3 2 2 4 l 1 。19 2 。3 5 1 。1 2 3 2 。。。
~ t量 13 0 。。l l 1 3 2 l l 。3 。14 。。1 l l 1 3 。4 2 。1 u 
高知 10 0 l l 3 1 l 。。1 2 。。。20 。l l 。l 1 3 l 2 l 4 5 。
福岡 34 1 。4 3 3 4 1 7 3 4 3 1 。n 1 7 4 4 7 7 9 10 5 8 3 6 。
佐賀 2 0 。1 。。。。。。l 。。。18 。l 2 2 l 2 l 2 4 3 。。。
長崎 7 0 。。l 。。。2 2 。l 1 。11 1 。。。2 3 1 l l 。。2 内
熊本 8 0 。。。l 。。l 2 2 。2 。17 l 。2 l 2 1 4 2 。2 。2 。
大分 10 。l 3 l 3 。1 。。1 。。。12 。l 。l 1 2 2 2 1 2 。。。
宮崎 6 l 。2 。l 。l 。l 。。。。21 l l 3 l 。5 2 3 2 1 l l 。
鹿児島 4 l 。。l 。。。。。。2 。。3 。。l l 。。。l 。。。。。
全国 1122 76 62 102 79 86 85 97 117 123 129 86 78 2 11552 94 75 107 110 124 121 64 162 190 184 105 112 4 
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表7-2 発病府県別初診年月別患者数（つづき5) 

（発病E御室E症状発現時）確実例

昭 4弓 年 昭 46 年
区分

i廟司出総敏 1月 2 3 
‘ 
5 ti 7 B 自 JO 】』 12 唾量弘 I )J 2 3 4 5 6 7 B 

ー

JO u 12 月羽耳

北海道 16 1 1 1 3 3 2 3 1 1 
。。。。。。。。。'.) 。。。。。。 。。

膏~ 4 l 0 1 l 
。。 。1 。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。

岩手 4 1 0 1 l l 。。。。。。。。4 。。。。。。。。3 0 l 。。
宮革主 4 
。。 。2 。。 1 l 。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。

秋田 。。。 。。。。 。。。 0 。。。。。。。。。。。。。。。 。。
山形 15 2 l 3 1 2 2 l 

。l 2 。。。2 。。。l 。。1 。。。。 。。
徳島 7 0 1 l 

。1 1 。2 。l 。。。。。。。。。。。。。。。 。。
茨主主 3 0 1 2 

。。。。。。。。LJ 。1 。。。。。。。。l 。。 。。
栃木 3 l 0 

1) 。l 。。。l 。。。。。。。。。。。。。。。。 。。
野鳥 6 l 1 2 1 

。。。。l 。。。。。。。。。。。。。。。。 。。
崎玉 11 2 1 1 l l 1 3 l 

。。。。。1 。。。。1 。。。。。。 。。
千葉 15 1 2 2 2 1 1 1 。1 1 1 2 。2 1 。l 。。。。。。。。 。。
東京 115 14 13 12 12 15 12 13 11 l:?. l 

。。。。。。。。。。。。。。。 。。
神奈川 25 4 4 3 2 1 4 2 2 2 l 。。。。。。。。。。。。。。。 。。
Z折渇 71 7 10 6 8 8 5 5 7 6 5 3 1 。。。。。。。。。。。。。 。。
富山 5 1 0 

。。。。 2 。1 。。1 。l 。。。。。。。1 。。o。。
石川 l 。。 。。0 1 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。
宿井 13 0 1 

。2 2 2 1 l 2 。1 。1 。。。。。。。。。。。。 。。
山番目 。。。 。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。
長野 5 2 0 

。2 。。 l 。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。
岐阜 26 2 4 3 5 2 5 3 。l 。1 。。。。。。。。。。。。。。 。。
静 岡 9 。。 2 1 0 2 3 。1 。。。。。。。。。。。。。。。。 。。
~知 169 11 19 27 11 20 13 24 23 18 2 1 

。。5 。1 1 。。2 1 。。。。 。。
三 lt 11 c 1 3 2 2 1 2 。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。
滋賀 9 0 1 l 

。
l 。6 。。。。。。1 。1 。。。。。。。。。 。。

~ ft!! 32 6 5 5 2 2 l 5 1 3 1 1 
。。3 。。。1 1 。l 。。。。 。。

大阪 136 10 11 16 13 16 15 22 9 8 8 5 3 0 10 1 1 3 2 l l 。1 。。。。。
兵庫 33 5 3 6 5 l 2 2 1 3 l 2 2 

。2 。1 。。。。。。。l 。。。
奈良 14 1 0 

。4 5 3 。。l 。。。。l 。l 。。。。。。。。。。。
和歌山 8 。。 2 3 l 0 2 。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。
鳥取 3 。。 l 。。。2 。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。
島綬 7 1 1 l 

。
1 3 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。

岡山 53 5 6 5 6 6 9 10 2 2 。1 1 0 12 。。3 1 。4 1 1 1 1 。。。
広島 21 2 2 4 2 5 2 2 l 1 

。。。。l 。。。1 。。。。。。。 。。
山口 10 。。 3 。3 2 。2 。。。。。2 。。。1 1 。。。。。。 。。
電E E』 50 6 8 9 5 6 7 5 3 。。。1 。。。。。。。。。。。。。 。。
番川 9 2 0 2 

。
4 0 1 0 0 。。。。。。。。。。。。。。。。 。。

I'. t量 6 。。 1 2 2 0 1 。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。
高知 24 s 2 。7 3 2 。2 。。。。。1 。。。。1 。。。。。。 。。
徳間 38 5 9 1 6 3 3 5 5 。。1 。。4 l u 。。。。1 。1 1 。。。
佐賀 3 u 1 。。1 0 1 。。。。。。1 。。。。。。。。。。。 1 。
長崎 6 。。 。1 1 1 2 1 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
熊本 12 c 2 1 3 1 1 2 1 。。。。1 。。。。。。。。。。。。 。。
大分 5 c 。。1 2 0 1 。。 1 。。。2 。。。1 。。。。。1 ''.) 。。
宮崎 1 c 。。。。。 。1 。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。
鹿児島 l c 。。。。。。。l 。。。。。。。。。。。。。。。。 。。
全国 1019 102 1111 128 117 124 103 134 79 67 24 17 11 2 56 

3 5 8 8 5 7 5 3 6 4 1 1 。
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表7-2 発病府県別初診年月別患者数（つづき 6) 

（発病I圃神径症状発現時）確実例

間 47 年 年次不明
区分
Ii致 1月 Z 3 

‘ 
5 ti 7 8 自 10 H 12 序利島 縄~ 』月 z 3 • 5 ti 7 且 g In 11 12 月利月

北海道 。。。 。 8 。。。。。。。。。。。(J 8 
育褒 。。。 。 。。。。。。。。。。。。。。
岩手 。。。 。 1 。。。。。。 。。。。。。l 
宮坂 。。。 。 。。。。。。。。。。。。。。
君主 因 。。。 。 11 。。。。。。。。。。。。11 
山形 。。。 。 。。。。。。。。。。。。。。
福島 。。。 。 1 。。。。。。。。。。。。l 
茨担t 。。。 。 。。。。。。。。。。。。。。
栃木 。。。 。 。。。。。。。。。。。。。。
Z手鳥 。。。 。 。。。。。。。。。。。。。。
崎玉 。。。 。 z 。。。。。。。。。。。。z 
千葉 。。。 。 l 。。。。。。0 I) 。。。。l 
東京 。。。 。 12 。。。。。。。。 。。。。12 
得奈川 。。。 。 z 。。。。。。。。。。。。z 
新潟 。。。 。 z 。•) 。。。。。。。。。。 2 
富山 。。。 。 。。。。。。。。。。。。。。
石川 。。。 。 。。。。。。。。。。。。。。
宿井 。。。 。 1 。。。。。。。。。。。。 1 
山製 。。。 。 。。。。。。。 。。。。。。。
長野 。。。 。 122 。。。。。。。。。。。。122
岐阜 。。。 。 t 。。。。。。。。。。。。l 
鯵間 。。。 。 3 。。。。。。。。。。。。 3 
ヨE知 。。。 。 128 。。。。。。。。。。。。128 
三盆 。。。 。 3 。。。。。。。。。。。。 3 
滋賀 。。。 。 。。。。。。。。。。。。。。
京都 。。。 。 5 。。。。。。。。。。。。 5 
大阪 。。。 。 27 。。。。。。。。。。。。27 
兵庫 。。。 。 1 。。。。。。。。。。。。l 
F詩良 。。。 。 1 。。。。。。。。。。。。 1 
和歌山 。。。 。 。。。。。。。。。。。。。。
鳥取 。。。 。 。。。。。。。。。。。。。。
島 a 。。。 。 l 。。。。。。。。。。。。l 
岡山 3 3 0 。 5 。。。1 。。 。。。。。。4 
広島 。。。 。 z 。。。。。。。。。。。。z 
山口 。。。 。 。。。。。。。。。。。。。。
徳島 。。。 。 z 。。。。。。。。。。。。z 
香川 。。。 。 。。。。。。。。。。。。。。
愛媛 。。。 。 1 。。。。。。。。。。。。l 
高知 。。。 。 。。。。。。。。。。。。。。
徳間 。。。 。 l 。。。。。。。。。。0 。 1 
佐賀 。。。 。 。。。。。。。。。。。。。。
長崎 。。。 。 。。。。。。。。。。。。。，、． 

熊本 。。。 。 。。。。。。。。。。。。。。
大分 1 l 0 。 l 。。。。。。。。。。。。 1 
宮崎 。。。 。 l 。。。。。。。。。。。。1 
鹿児島 。。。 。 。。。。。。。。3 。。。。。。
全国 4 4 0 。 346 。。。l 。。。。。。。。345 
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表8-1 発病府県別発病年月別患者数

確実例＋理事長例

• 豊k 昭 36 年 以 前
区分
富島敏 1月 2 3 • 5 6 7 8 自 10 l1 12 丹羽白 略語世 3月 2 3 ‘ 5 6 7 8 ー JO ll 12 P平明

北海道 392 20 24 24 22 29 41 29 30 58 46 37 22 10 21 3 
。。l 3 2 4 l 3 l 2 l 。

背 S年 27 0 6 4 2 2 l 5 2 。2 l l l 。。。。。。。。。。。。。 。
岩手 61 2 2 2 2 5 4 7 7 12 6 4 4 4 3 

。。。。。l 。2 。。。。 。
宮 主主 53 3 4 3 4 6 3 2 9 6 l 1 4 7 l 

。。。。。。。。。。1 0 。
f;; 回 118 5 3 8 5 6 6 5 7 2 6 6 7 52 。。。。。。。。。。。。。 。
山形 198 9 14 12 8 10 17 32 26 18 13 15 8 16 4 

。。l 1 。。2 。。。。。 。
福島 117 7 3 8 8 8 5 17 12 15 14 3 6 11 3 

。。l 。。。。。。。。。 2 
望長 理主 45 5 3 4 2 2 3 3 2 3 12 2 2 2 

。。。。。。。。。υ 。。υ 。
栃木 56 4 l 5 3 4 6 6 2 11 6 3 3 2 。。。。。。。。。。。。。。
Z宇 鳥 33 2 3 1 3 3 5 。2 4 ,, 1 2 2 。。。。。。。。。。。。。。
埼玉 148 8 14 7 8 7 15 13 18 16 14 6 9 13 2 

。。。。。1 。。。。0 1 。
千葉 128 7 6 13 8 9 10 13 15 14 8 12 ,, ’ 8 3 

。。。。1 。。l 。1 。。 。
！草色 1事 861 47 47 65 61 61 “87 124 84 72 49 57 41 14 。。2 1 。2 2 。。1 2 1 3 
神奈川 264 20 14 22 22 24 17 29 22 30 19 16 17 12 5 

。。。1 。。l 。。。l 2 。
新潟 3幻 忽 21 28 25 38 35 32 37 31 22 12 11 10 2 

。。。。。。1 。。。。。 1 

富山 81 7 3 1 6 8 6 14 12 6 4 4 2 8 。。。。。。。。。。。。。 。
石 川 55 2 6 3 1 2 8 7 8 5 8 。3 2 l 。。。。。1 。。。。。。 。
信弁 109 4 5 5 9 18 9 11 14 9 6 9 6 4 3 

。1 。。。。2 。。。。。 。
山製 32 3 2 。3 1 2 3 2 3 5 5 1 2 。。。。。。0 ll 。。。υ 0 。
長野 213 12 17 14 7 15 15 18 16 23 19 18 12 27 5 

。。。1 。。1 。1 1 。。 l 

岐阜 183 11 13 10 8 17 14 18 25 22 11 9 11 14 4 
。。。1 1 1 。。。。。。 1 

静岡 147 10 11 3 10 8 13 10 17 23 6 10 12 14 
。。。。。。。。。。。。。 。

愛知 72:) 43 41 39 30 54 70 86 86 ω 55 42 46 68 20 。。l l 2 4 6 3 l 1 1 0 。
三重 191 16 7 19 8 16 19 17 15 21 19 13 12 9 3 。。。。。2 。。。。。。 1 

滋賀 110 4 8 8 7 13 14 7 12 6 13 4 4 10 。。。。。。。。。。。。。 。
京 都 328 20 16 16 23 23 36 34 46 38 30 16 17 13 6 1 

。。。。2 2 。。。。。 1 

大阪 1103 57 61 68 63 93 108 113 141 102 82 50 53 112 13 2 1 
。。。5 。l 1 。1 l 1 

兵庫 409 22 18 20 31 39 34 39 46 日 35 21 16 35 4 。。。1 。1 1 。1 。。。 。
奈良 128 7 3 7 9 9 11 15 16 11 15 12 7 6 。。。。。。。。。。。。。 。
和歌山 103 4 5 6 4 6 12 19 11 13 7 4 3 9 。。。。。。。。。。。。。 。
鳥取 25 l 。。1 3 1 4 4 3 5 。2 l 。。。。。。。。。。。。。 。
島復 127 6 10 5 12 6 13 4 17 17 16 6 6 9 1 。。。。。。。1 。。。。。
岡山 581 ~ 32 42 3( 46 56 53 '12 59 47 29 28 51 l 。。。。。。1 。。。。。 。
広島 212 13 13 12 17 14 29 20 23 19 14 14 12 12 3 。。。。。1 。1 。。0 1 。
山口 135 4 12 10 ( 12 14 17 11 10 10 8 10 11 6 。。。。。l 。。1 1 0 l 2 
徳島 404 23 14 3€ ~ 29 51 53 29 41 34 25 20 25 3 。。。。。1 。。。。。。 2 

香川 106 2 4 7 7 13 l1 15 15 10 12 3 2 5 3 。。。。1 。。1 。。。。 1 

雪tE量 112 3 ' 5 4 10 16 12 16 13 10 5 6 7 l 。。。。。1 。。。。。。 。
高知 116 2 5 6 14 12 6 18 12 9 12 6 7 7 l 

。。。。。。。1 。。。。 。
箔岡 308 21 23 16 13 30 30 41 40 25 22 21 17 9 8 

。2 。。l 1 。l 。1 0 2 。
佐賀 45 4 3 3 4 4 4 2 11 6 2 l 。1 。。。。。。。。。。。。。 。
長崎 57 7 3 3 < 6 6 4 5 4 4 2 2 6 

。。。。。。。。。。。。。 0 

熊本 94 7 6 ' 6 9 12 7 9 5 12 5 9 3 1 
。。。。。l 。。。。。。 。

大分 93 2 1 4 13 12 0 9 14 14 8 5 5 1 6 。。。1 。1 。2 1 。1 0 。
宮崎 72 3 6 s 2 4 9 7 8 9 7 。3 9 2 。。。。。。1 。。。。。 1 

鹿児島 2S 4 l 1 ( l 2 2 2 l 5 l 。6 。。。。。。。。。。。。。 。
全母 9249 514 51£ 認4民4747 87( 959 1070 

ー“
781. 516 492 987 153 6 4 5 9 9 29 24 15 9 7 9 10 17 
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表8-1 発病府県別発病年月別患者数（つづき 1) 

磁実例＋容易例

昭 37 年 ild 38 年
区分
aa 1月 2 3 ‘ 

5 6 7 8 自 10 』A 12 丹開 得~ 』月 2 3 4 5 6 7 B 
ー
10 11 12 月不明

北海道 29 。01 2 。。5 4 2 7 5 2 2 。23 。l 2 。5 l 。4 2 3 2 3 。
膏量権 。。 。。。 。。。。。 。。。。l 。。。。。。l 。。。。 。。
岩 手 。。 。。。。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。 。。
宮.
。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。

獄 図
。。。。。 。。。。。 。。。。l 。。。。。。。。。。。 。l 

山形 4 0 。。。。。3 。。 。1 。。12 。l 2 。3 2 。。l 2 l 。。
調E島 l 0 。。。 。。。。。 。。。l l 。。。。。。。。。。。 。l 
~ . 2 0 。。。 。。。。。 2 。。。l 。。。。。。。。1 。。。。
llij 木 1 0 。。o。1 。。。。。。。2 。。l 1 。。。。。。。 。。
ff. 鳥 2 0 。。。 。。。1 。。l 。。l 。。。。。－0 。1 。。。 。。
崎玉
。。 。。。。。。。。 。。。。3 (J 。。。。l l 1 。。。。。

千葉 l 0 。。。 。。。。。。。。1 2 。。。。。1 。l 。。。 。。
東 京 5 0 。。l 。。2 1 0 1 。。。17 l 。。l 1 2 2 5 1 2 1 。1 
神奈川 4 0 。l 。。。。1 。1 。。1 4 。。。。。l 。。。0 l 。2 
新潟 2 0 。0 u 。。。。。 。l 。1 2 。。。l 。。l 。-u 。。 。。
富 山 1 0 。。o。。。。。。。。l 。。。。。。。。。。。。 。。
石川
。。 。。。 。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。 。。

福井
。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。

山梨
。。。。υ 。。 u 0 0 u u u 。。。。。。。。。。-v 。。。。

長野 3 0 l 。。 l l 
。。。 。。。。10 。2 。1 。。。。3 2 0 2 。

岐阜
。。。。。 。。。。。 。。。。3 。。。。。1 l 。。。。 。l 

，， 岡 3 0 。0 u 。。1 。。υ l 。l 2 。。。。。。l 。。。。 。l 
震 知 2 0 。。。 。。1 。l 。。。。13 。。。。。2 1 l 2 3 2 l l 
三 It l 。。。o 1 。。。。。。。。2 。。。1 。。l 。。。。 。。
滋 賀 。。 。。u 。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。 。。
京都 4 0 。。。 。1 。。2 。。l 。8 。。。。l 1 。1 l l 。l 2 
大医 14 l l 0 2 2 3 3 。l 1 。。。15 。l 1 l l 2 1 2 3 。。 l 2 

兵庫 1 0 。。。 。。。。。。1 。。6 l 。。。l 。2 1 。。。 J 。
奈良 1 1 。。o。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。
和歌山 。。 。。o。。0 Q 。。。。。2 。。。。。。1 。。。。1 。
鳥取 。。 。。。。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。 。。
島俊 。。 。。。。。。。o 。。。。l 。。。。。。。。1 。。。。
岡山 1 。。。。。。。。。 1 。。。。。。。。。。。。。。。 。。
広轟 1 。。l 。。。。。。。。。。3 。。。。1 。。。。0 1 。l 
山口 1 。。。。。。。。。 。。。1 4 。。。。。1 。。1 。。 。2 
徳島 3 0 。l 。l 。1 。。。。。。10 。。1 。。1 l 1 1 0 2 1 2 
香川 3 。。。。。。1 。。。1 。1 3 。。。。。1 。。1 1 。。。
愛 E量 2 0 。。。。。。。1 。。1 。2 。。。。。1 l 。。。。。。
高知 。。 。。。。。。0 0 。。。。。。。。。。。。。。。。 。。
徳間 1 。。。o。。。。。 。。。1 1 。。。。。。。。。。。 1 

。
佐賀 1 。。。。。。。。1 。。。。。。。。。。。。。。。。 。。
長 崎 1 。。。1 。。。。。 。。。。l 。。。。。。。。。。。 。 l 
熊本 2 1 1 。o。。 。。 。。。。3 。。。。。。1 。1 。1 。。。
大分 1 0 。。。1 。。。。 。。。。6 。。。1 l 。。2 1 l 。。。
宮崎 。。 。。。 。。。。。。{) 。。。。。。。。。。。。。。 。。
鹿児島 。。 。。o。。。。。。。。。l 。。。。。。。。。。。。1 
全国 98 3 3 5 4 6 11 16 5 13 11 8 • 9 166 2 5 7 7 14 18 16 20 20 15 11 15 19 
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表8-1 発病府県別発病年月別患者数（つづき2) 

確実例＋容疑例

昭 39 年 昭 40 年
区分
IHi: I月 2 3 ‘ 

5 ti 7 8 g JO 11 12 同司副 哩書証 3月 2 3 
‘ 
5 6 7 8 

ー

JO 11 12 月有明

北海道 43 0 4 2 1 3 3 2 3 7 8 6 4 
。74 3 4 4 1 4 10 4 8 l2 10 9 s 。

菅 E毎 2 0 。。。。。 2 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
岩手 。。 。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
宮主主 。。 。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
f武田 7 1 。。。。。 2 1 l 

。2 。。7 2 。。。。2 。。。1 。1 l 
山形 3 0 。。1 。。 。。。2 。。。9 。。1 l 。。2 3 。。l 1 。
徳島 3 0 。。。1 。。1 l 。。。。9 l 1 l 1 1 1 1 。。。。。 2 

~基E 1 0 。1 。。。 。。。。。。。1 。。l 。。。。 。。。。。。
続本 l 。。 。。0 1 。。。。。。。2 。。。。。。。。1 1 。。。
群鳥 。。。l 。。。。。。。。。2 1 。。。。。。。。。。1 。
崎玉 5 0 。。。1 。l 。1 。。1 l 12 。1 。。l 2 l 1 1 3 。1 l 
千葉 8 0 。品 。。。 。2 1 1 2 1 。10 1 1 l 2 。。1 。2 l l 。。
東京 24 l 
。2 1 。l 3 4 s 2 2 l 2 56 4 2 s 6 6 4 7 s 2 2 4 3 6 

神奈川 7 0 。l 。0 l 2 1 。1 。。l 13 2 。1 。l 1 玉 l 1 2 。1 2 
新潟 4 0 。。。。。 1 。。 l 。1 l 10 1 。1 l 。1 l 。。l 2 1 
富山 l 0 。。。。。 。。。 。。1 。。。。。。。。。 。。。。。。
石川 2 0 。。。。。 。1 。。。1 。1 。。。。。。。 。。1 。。。
福井 1 0 l 。。。。。。。 。。。。s 。。。。。。。1 l 1 1 1 。
山製 l 0 。。0 0 。。l 。。。。。l 。。 。百 -v l 。。u 0 。。
長野 8 0 1 。。0 1 2 2 0 。 。1 24 1 4 2 。。l 3 2 1 2 2 2 4 
敏阜 6 1 。。。。。1 2 l 。。。1 4 。。。。。。。1 1 2 。。。
勝間 8 0 。。l 0 l 。0 2 。。1 3 13 。。。1 () 2 0 2 4 l 1 2 。
2 知 15 2 0 l 

。l 2 1 3 l l l 2 。20 。2 l 1 1 1 4 3 。。4 2 l 
三重 3 0 。。1 。。 。1 。。。1 。8 。。1 。l 1 1 l 2 。1 。。
滋賀 3 0 。。。I 。。。。 2 。。。6 。。l 。。l 。。l 2 。1 。
京都 6 0 。。。0 l 。0 2 2 1 。。16 l 2 。l 。2 l 6 l 1 。。l 
大阪 26 1 
。
2 2 4 4 2 4 2 l l 2 l 42 3 l 2 。。4 0 10 3 9 4 2 4 

兵庫 16 。1 l 。2 3 4 3 l 。。。1 10 。。。2 。3 l l 。l l 1 。
奈良 5 0 。。。。。 2 l l 。l 。。6 。。1 。l 1 。。l l 1 。。
和歌山 。。 。。。。。 。。。 。。。。5 。1 。。。2 l 。。。。l 。
鳥取 。。 。。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。(J 。。
島侵 。。 。。。。。 。。。 。。。。4 。。。。l 1 。l 。1 。。。
岡山 2 0 。。。。。 l 。。 。。。l 6 。。。。。l 。1 1 。l 。2 
広島 4 0 。。。0 2 。。。 。。。2 s 。。。l 。2 l 。。。。。l 
山口 6 0 。。。1 2 2 。。 。。1 。6 。。。。3 l l 。1 。。 。。
徳島 12 。。 。。1 3 1 。l l 2 2 l 18 1 。。白 3 2 2 。2 3 2 。3 
香川 6 0 。。。0 2 1 1 。1 。。1 2 。。l 。。。。。。。。。1 
変緩 s 0 。l 。。。。l 2 l 。。。3 。。。。。1 。1 。。1 。。
高知 l 0 。。。。。 。l 。。。。。4 。。。。。。l 1 l 。。l 。
福岡 4 0 。。。。 1 。l l 。1 。。13 l 。。l 2 。3 2 。l l l l 
佐賀 。。 。。。。。 。。。。。。。2 l 。。。。 。。。。。。。
長 崎 l l 0 。c。。 。。 。。。。4 。。l 。l 。。。l 。。。l 
熊本 3 0 。1 l 0 l 。。。。。白 。s 。2 。。l 。。l 。l 。。。
大分 s 0 。。l 1 。， 。。。1 白 2 。7 。。。2 1 l 。2 1 。。。。
宮 崎 。。 。。。。。 。。。 。。。。5 。。。。。。2 。。1 。1 1 
鹿児島 1 1 。。。。。 。。。 。。。。1 。。。。。。1 。。。。。。
全国 260 8 7 13 10 16 29 30 34 30 25 2Xl 21 17 451 23 21 25 21 29 48 40 56 41 48 36 30 33 
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表8-1 抱青府県別掲青年月別患者数（つづき 3) 

確実例＋容東例

昭 41 年 昭 42 年
区分
m数 1月 2 3 4 5 ti 7 8 

ー

10 l1 12 月明白 籍軍主 3月 2 3 • 5 ti 7 日 由 10 11 12 月耳司凋

北海道 n 6 8 4 5 3 6 6 7 11 4 6 5 。31 1 2 3 1 6 4 4 2 5 3 。。。
事『議 2 。。 。1 。。 。。。1 。。。4 。1 。1 1 。。1 0 。。。。
岩手 2 
。。 。。0 1 。。。1 。。。12 。。1 。1 。3 1 2 1 。2 1 

宮主主 1 。。。。。。。。。。。1 。19 2 3 1 3 1 1 1 3 1 1 。1 1 
ti:: 国 14 1 0 。2 。1 1 3 。。2 2 2 18 。1 4 1 4 1 。1 。2 2 2 。
山形 15 0 3 1 1 0 2 4 2 1 

。1 。。24 2 3 1 1 1 2 1 3 4 1 3 2 。
福島 10 。。 。。。。 2 。2 2 1 1 2 15 2 。1 。1 。1 4 2 2 2 。。
~ Jjl; 3 0 1 。1 。。。。。1 。。。7 2 2 。。。。1 。。 1 。。 1 
栃木 10 
。。 1 2 。1 。。3 1 。2 。8 。。。。2 。3 0 2 1 。。。

Z平 鳥 2 0 1 
。。。。。。1 。。。。3 。。。。。1 。。。 2 。。。

崎玉 18 0 4 1 1 0 2 2 2 2 1 2 1 
。31 2 3 2 。2 4 2 3 5 2 3 3 。

千葉 10 。。 1 。1 1 。2 1 2 1 1 。16 l 。2 。3 1 4 1 l 1 2 。。
東京 79 3 2 6 3 4 6 6 14 9 11 5 9 l 182 5 10 13 6 10 9 22 36 24 

15 13 16 3 

持奈川 25 2 2 2 4 4 3 l 2 2 
。2 。l 47 3 3 2 3 3 4 6 4 6 6 2 5 。

新濁 14 l 0 
。。2 2 1 2 1 1 3 1 。24 2 1 。1 1 2 4 1 6 2 ;! 2 。

富山 10 1 0 
。2 1 1 1 1 。2 1 。。25 1 。。1 4 3 8 3 3 。1 1 。

石川 4 。。 。。。1 1 1 。。。。1 6 。1 1 。。。1 1 。2 。。。
福井 2 。。 。1 。。 。。。。1 。。16 。。。。1 2 1 3 3 3 1 2 。
山梨 2 。。 。。。。。。。2 。。。6 。。。2 。。。。2 u l 。. 
長野 30 2 3 2 3 3 。1 2 4 1 6 2 1 31 。1 3 。。3 7 6 2 6 2 1 。
妓阜 14 0 1 

。1 0 2 1 1 3 3 1 1 。34 2 2 2 。5 。7 2 5 3 2 3 1 
I) llill 12 1 0 。1 1 。。2 2 1 1 2 1 21 1 1 。。。3 3 1 7 1 1 2 l 
愛知 43 3 3 1 3 4 5 4 6 6 

。4 2 2 102 12 5 11 2 6 7 8 13 10 9 5 12 2 
三重 22 2 l 2 2 1 4 l 1 3 1 2 1 1 44 5 2 6 3 4 5 4 2 5 

4 1 2 1 

証皇賞 6 1 0 
。。。。 。l 1 。。;,: 1 18 2 。1 2 4 1 2 1 。3 。2 。

京都 20 1 2 
。3 2 3 4 2 1 。1 1 。51 3 。4 2 3 5 10 8 6 5 3 2 。

大阪 76 3 1 3 7 6 5 8 10 13 7 4 6 3 179 6 11 6 6 19 16 18 30 26 12 14 13 
2 

兵鳳 35 0 1 
。3 2 2 2 4 6 9 5 1 。45 2 2 。4 4 5 5 5 9 4 2 3 。

奈良 9 0 。1 1 0 2 。3 1 。。1 。25 。。1 。3 1 2 3 5 6 4 。。
和歌山 7 0 。。。1 1 2 1 1 。1 。。18 1 。。。1 2 1 3 5 3 1 。 1 
鳥取 3 。。 。。1 。1 。。1 。。。2 。。。。。。。。。 1 。。 1 
A 慢 3 。。 。。。。 。。。1 2 。。25 1 。。3 2 3 1 8 4 2 。l 。
向山 9 1 2 
。。0 1 。3 1 1 。。。98 2 4 8 4 6 11 10 16 13 14 3 7 。

広島 16 1 1 1 1 。2 2 3 1 1 1 1 1 53 4 6 6 3 4 5 5 5 8 3 1 1 2 
山口 16 1 1 2 1 2 1 1 1 1 2 1 2 

。16 1 2 。。 。3 2 0 。4 3 。
徳島 47 2 2 4 1 2 7 6 1 5 9 4 4 

。55 3 3 6 2 2 5 9 5 10 5 1 4 。
香川 7 。。 1 。2 。。。1 2 1 。。12 。1 1 2 1 。2 3 1 1 。。。
愛鐙 6 。。 。1 2 0 1 。。1 1 。。23 1 。1 。1 3 2 4 6 2 。1 2 
高知 2 。。 。。1 1 。。。。。。。21 1 。3 。1 。3 1 4 3 1 2 2 
沼岡 25 2 1 3 。1 1 3 4 2 ヲー 2 3 1 43 2 1 。2 2 8 6 6 6 5 4 。 l 
佐賀 3 1 1 。。。。 。1 。。。。。5 。1 。。。1 1 1 0 。1 。。
長崎 5 0 1 。。。l 1 。。。2 。。3 。1 。。。。。1 0 。。。 l 
熊本 5 l 1 。。l 1 。。。1 。。。16 1 。1 。 5 1 。1 1 2 3 。
大分 5 0 。1 。。。 2 l 。。1 。。8 。。1 3 1 。。1 。1 1 。。
宮崎 6 0 1 。。0 1 。。1 2 。1 。5 。。1 。。1 1 1 0 。。。 1 
~児島 5 1 0 。。。1 1 1 。1 。。。5 1 。。。1 。。。。3 。。。
全国 731 37 44 37 51 47 68 67 84 85 75 67 '51 _JS- 74 73 93 58 113 124 173 195 199 142 85 98 25 

） 

－

1
1
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表8-1 発病府県別発病年月別患者数（つづき4) 

確実例＋容疑例

区分
昭 43 年 昭 44 王手

IH: 1月 2 3 ‘ 
5 ti 7 8 

ー

JO 11 12 防相8健量良 2月 2 3 ' 5 ti 7 8 ー
1n 11 12 月存羽

北海道 34 3 2 2 3 1 4 :t 。5 4 7 1 。42 3 3 2 7 3 2 2 2 6 8 3 1 。
育 iii 6 。。 3 。。。:t 。。。1 。。 5 。1 l 。1 。。。。1 0 1 。
宕手 13 l 0 1 。0 1 1 1 3 3 1 1 。23 。2 。l 2 1 3 3 6 l 3 l 。
宮 Ill 14 1 1 1 。3 0 1 3 2 。。2 。9 。。l 。1 2 。2 3 。0 0 。
秋田 20 1 2 2 1 2 2 2 2 l 3 

。2 。3 。。2 1 。。。。。。。。 。
山形 38 1 l 
。2 4 3 9 9 3 2 1 3 。$ 4 4 2 。l . 5 8 8 9 6 7 1 。

福島 17 2 0 2 3 3 。1 1 。1 。4 。47 2 2 。‘ 1 4 9 5 10 9 0 1 
。

~ Ill 8 
。。 。l 0 1 1 1 2 1 。1 。16 1 。1 。1 2 。1 。7 2 1 。

樹木 9 l 0 1 。。。 2 。。。。。。11 。。2 。l 。。。4 1 3 0 。
Z草鳥 5 1 0 。1 0 3 。。。。。。。10 。。 。。2 1 。。3 3 0 l 。
崎玉 19 1 l 
。2 0 4 2 2 4 2 l 。。36 2 4 3 4 1 l 3 7 3 6 0 2 。

千葉 I 7 ・ 3 
。 l l l 2 l 2 1 3 1 

。28 1 。。2 1 4 3 4 7 1 3 2 。
東京 17宮 13 14 8 4 13 18 11 24 18 22 11 11 5 167 8 10 14 20 10 9 17 20 18 13 11 16 1 

神奈川 Eli 7 2 7 5 7 3 8 3 9 4 5 6 
。ω 6 2 ？ 5 

‘ 
2 6 5 10 5 5 3 。

新潟 41 4 l 5 3 3 3 4 6 5 3 l 2 1 109 2 4 7 7 8 12 9 21 17 15 4 
3 。

富山 14 l l 
。。2 l 1 3 2 1 2 。0 14 1 2 l 3 l l l 2 l l 。。 。

石川 18 2 4 l 
。l 3 1 。2 4 。。。17 。l l 。。3 2 5 3 l 。1 。

福弁 29 0 l 
2 3 4 2 3 4 2 1 5 2 。19 3 。l l 3 3 2 l 2 l l l 。

山製 8 l l 。l 。1 日 。。。3 l 。11 1 1 。。l l 2 1 1 2 1 。u 
長野 38 6 3 2 l 4 2 l 3 7 1 5 2 l 39 l 2 4 ~ 6 6 3 1 5 6 2 3 

0 

唱邑 .0. 46 2 3 4 2 4 2 。7 4 1 4 2 l 45 l 3 l l 3 2 7 ll 8 2 2 4 。
E，肉 32 2 2 2 l 3 2 2 7 5 l 4 1 

。
30 2 4 。4 2 2 l 4 3 2 2 4 。

’t知 132 8 12 6 4 12 9 18 12 19 15 6 u 。196 5 9 7 8 13 21 24 29 20 24 19 16 l 
三 lli 49 4 l 4 1 3 3 2 5 6 9 5 6 

。
41 3 2 3 。6 2 5 4 5 5 4 2 。

滋賀 18 0 3 3 2 3 2 1 l 1 
。2 。。33 l 2 2 。3 8 1 5 4 6 0 1 。

京郡 ~ 6 4 4 3 3 7 9 11 5 9 3 6 
。
82 5 2 2 3 5 6 6 9 18 11 8 6 l 

大阪 193 13 10 17 7 15 13 22 25 21 27 13 9 l 227 13 15 16 19 20 22 2.2 28 23 22 11 16 
。

兵庫 63 3 1 3 1 10 4 6 5 11 6 7 5 1 144 11 9 7 11 13 11 15 22 勾 14 5 5 l 

奈良 36 4 2 2 4 l :t 2 4 3 5 4 3 
。
28 l 。2 。1 2 8 4 。3 2 3 2 

和歌山 18 l 0 
。。2 3 5 l 4 。1 1 。29 1 2 3 2 2 2 6 3 3 4 l 。。

鳥取 6 。。。。 。。 。2 1 3 。。。10 l 。。。2 l l l 2 。0 2 。
島復 25 l 2 l l 0 3 l 2 5 3 l 5 

。
主呈 3 6 4 7 2 

‘ 
2 5 7 9 3 0 

。
陶山 178 6 9 12 9 13 l:t 18 19 27 22 17 13 l 167 13 13 15 17 21 21 12 23 12 8 6 6 

。
広島 46 1 1 l 4 2 7 5 8 2 3 8 4 

。
61 4 4 1 6 5 7 6 5 8 7 3 5 

。
山口 22 1 4 l 。2 l 2 2 2 3 2 2 。32 。4 4 5 2 3 3 4 3 2 1 1 。
ti! 島 61 5 6 3 2 0 8 4 8 5 8 7 ~ 

。
120 3 1 15 11 13 17 18 8 15 8 7 4 

。
香川 27 1 0 3 2 l 1 5 5 4 4 1 ，、、， 。31 1 2 。3 4 5 3 5 3 3 0 2 。
~ t量 20 1 2 1 。l l 3 6 。2 2 1 。36 1 2 2 2 4 7 4 3 4 3 1 3 。
高知 22 0 1 l 5 2 1 5 2 1 2 l l 

。
37 。2 。4 6 1 3 5 3 7 3 3 。

福岡 50 5 3 3 3 7 3 5 6 

‘ 
4 4 3 
。
95 4 5 8 3 7 6 12 17 11 7 9 6 

。
佐賀 5 。。 l 。。l 。l 1 1 。。。24 2 。2 2 4 1 1 8 3 1 。。 。
長崎 13 2 0 2 。0 l l 1 3 1 。2 。12 2 。。l l 2 1 2 。3 。。。
熊本 18 l 0 。3 2 l 。1 。6 。4 。23 。。。。2 。

‘ 
7 3 3 2 2 

。
大分 25 l 0 。3 l 3 3 2 6 3 1 2 。24 1 。2 l 4 。3 4 5 2 l 1 。
宮崎 16 0 2 。。 l 1 。l 5 3 。l 2 34 3 3 4 2 3 6 3 6 3 l 。。。
鹿児島 3 0 l 。。 。。l 。。l 。。。6 1 。1 。。1 。。l 。l 。l 
全 国 1770 117 03 112 88 136 lH 174 208 212 197 139 127 13 2340 117 128 且50167 196 219 Ul 310 295 244 136 130 7 
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表8-1 抱青府県別発病年月別患者数（つづき5) 

礎実例＋理事東側

昭 • S 年 昭 46 査芋
区分
IUt 1月 2 3 • 5 ti 7 且 自 10 』l 12 国欄 縄fl:』月 3 :l 4 5 6 7 

ー ー

10 11 12 月不明

北書道 14 1 。3 3 1 4 1 1 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
曹司量 6 。4 。。。1 。1 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
岩手 5 1 。。1 2 。。。1 。。。。。。。。。。。。。。。。。。
宮 塩t 3 。。。1 1 。。1 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
依田 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
山 形 18 2 2 4 l 1 3 3 1 

。。
o L‘ 。。。。。。。。。。。。。。。

綱島 8 。。3 。1 。3 1 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
ll:: if: 5 2 。l 。1 。l 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
栃木 10 3 1 

。。l 2 1 1 1 。。。。。。。。。。。。。。。。。。
野 鳥 5 。2 1 1 l 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
崎 玉 11 3 1 1 1 2 。1 2 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
千 葉 25 1 5 7 3 1 2 3 3 

。。。。。 1 。。。。l 。。。。。。。。
東京 125 12 9 15 18 17 15 14 15 7 

2 。。l 。。。。。。。。。。。。。。
得奈川l 28 。5 1 4 5 2 4 5 2 。。。。。。。。。。。。。。。。。。
新書3110 11 15 15 12 23 16 10 6 2 

。。。。。。。0 lr 。。。。。。。。。
富 山 8 2 。。。。。3 3 。。。。。 1 1 。。。。。。。。。。。。
石川l 5 。。。1 l 。2 。。。。l 。。。。。。。。。。。。。。。
宿 井 29 1 1 2 4 10 2 3 5 

1 。。。。l 。1 。。。。。。。り 。。。
山 製 2 1 。。。。。。。υ i: 。。。。。。0 -u 。。。 u 。。。。。
長 野 6 2 。1 1 1 1 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
使阜 28 5 4 3 3 4 6 1 1 

。。。1 。。。。。。。。。。。。。。。
際 関 19 4 4 1 2 2 3 2 1 

0 u 。。。。。。。。。。。。。。。。。
’E知 117 13 10 11 11 15 19 19 16 。2 。。l 。。。。。。。。。。。。。。
三 Ji 12 2 1 3 。。2 3 1 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
滋賀 16 。2 1 3 2 2 2 4 。。。。。1 。1 。。。。。。。。。。。
京 Ill 54 3 6 6 9 9 7 2 9 2 1 。。。3 。。。2 。1 。。。。。。。
大阪 218 15 19 21 19 26 島も 37 31 9 

3 
2 2 。2 。1 。。。。。。。。。1 0 

兵庫 51 5 3 9 9 7 5 3 5 4 1 。。。2 。1 。。。。。。1 。。。。
奈良 14 1 1 。4 3 3 1 1 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。 。
和歌山 16 1 2 3 2 。2 3 3 。。。。。。。。 。 。。。。。。
鳥取 4 。。。1 。。。， 1 。。。。。。。。。。。。。。。。。0 。
島 Iii 7 1 2 0 1 1 2 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
岡山 62 8 4 7 5 5 9 11 8 

3 1 
1 。。10 。。。1 1 l 。2 2 。1 2 。

広島 14 3 。2 2 2 3 l 1 。。。。。l 。l 。。。。。。。。。。。
山口 20 1 l 3 。l 4 5 2 l 2 。。。。。。。。。。。。。o. 。。。
徳島 58 9 2 6 8 7 7 11 6 2 

。。。。。。。。。。。。。。。。。。
司書 川 11 。1 l 。4 2 3 。。。。。。。。。。。。(J 。。。。。。。
~ t量 9 。l 。1 2 2 l l 。1 。。 。。。。。。。 。。。。。。。。
高 知 23 1 2 2 5 2 3 6 l 

。。
1 。。。。。。。。。。。。。。。。

福間 62 7 11 2 4 9 10 l2 3 l 2 。1 。l 。。。。1 。。。。。。。。
佐 賀 4 。1 。2 。。。。1 。。。。。。。。。。。。。。。。。。
長 崎 14 2 l 0 3 4 2 1 1 

。。。。。。。。。0 0 。。。。。。。。
熊本 15 3 2 2 2 2 3 l 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
大分 5 。1 。l 2 。1 。。。。。。。•) 。。。。。。。。。。。。
宮 崎 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
鹿児島 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
全国 lZ76 126 126 137 148 178 178 177 141 37 16 4 6 2 23 1 5 。3 3 2 。2 3 。1 3 。
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表8-1 発病府県別発病年月期l患者数（つづき6) 

確実例＋13疑例

昭 41 年 年次不明
区分

序羽目IH: 1月 Z 3 ' 5 ti 7 8 9 10 11 12 時数 E月 z 3 ' 
5 ti 7 8 自 10 11 12 月耳切

北海道 。。。 。 10 。。。。 。0 0 。。。。。10 
背~ 。。。 。 l 。。。。 。。。 。。。。。l 
岩手 。。。 。 3 。。。。。。。 。。。。。 3 
宮主主 。。。 。 6 。。。。。。。 。。。。。 6 
秋田 。。。 。 48 。。。。。。。 。。。。。48 
山形 。。。。 16 。。。。。。。 。。。。。16 
福島 。。。。 3 。。。。。。。。。。。。 3 
~ lJま 。。。。 1 。。。。。。。 。。。。。 1 
栃木
。。。。 2 0 。。。。。。。。。。。 2 

E草 鳥 。。。 。 2 。。。。。。。 。。。。。 2 
員奇 玉 。。。。 11 。。。。 。。。。。。。。11 
千葉 。。。。 7 。。。。。。。。。。。。 7 
東京 。。。。 20 。。。。 。0 1 。。1 。u 18 
神奈川 。。。 。 5 。。。。。。。。。。。。 5 
新苦言 。。。。 5 。。。。 。。。 。。。。。 5 
富山 。。。 。 7 。。。。 。。。 。。。。。 7 
石 川 。。。。 1 。。。。 。り 。。。。。。 1 
福井 。。。。 4 。。。。 。u 。。。。。。 4 
山 製 。。。 。 l 。。。。 。。。 。。。。。l 
長野 。u 。。 19 。。。。。。。 。。。。。19 
岐 阜 。。。 。 9 0 。。。。。。 。。。。。 9 
軍事 岡 。。。 。 7 。。。。。。。 。。。。。 7 
宮E 知 。。。 。 ω 。。。。。。。 。。。。。60 
三賞 。u 。。 6 。。。。。。。 。。。。。 6 
滋賀 。。。。 9 。。。。。。。 。。¥) 。。 9 
京都 。。。。 8 0 。。。 。。。 。。u 。。 8 
大医 。。。。 98 。。。。。0 u 。。。。。98 
兵庫 。。。 。 32 。。。。 。0 u 。。u 。。~ 

奈良 。。。 。 4 。。。。 。。。。。。。。 4 
和歌山 。。。。 8 。。。。。。。 。。。。。 8 
鳥取 。。。。 。。。。。。。。 。。。。。。
島綬 0 。。 。 9 。。。。 。。。 。。。。。 9 
岡山 。。。 。 47 。。。。 。0 u 。。。。。47 
広島 。。。。 5 0 。0 0 。。。 。。。。。 5 
山口 。。。 。 6 0 。。。 。。。 。。。。。 6 
徳島 。。。 。 17 。。0 0 。。。 。。J 。。17 
香川 。。。 。 1 。。。。 。。。 。。。。。 1 
哲~ tl量 。0 0 。 5 

。。。。 。。。 。。。。。 0 
高知 。。。 。 5 。。。。 。。。 。。。。。 5 
福岡 。。。 。 5 。。。。。。。 。。。。。 5 
佐賀 。。。。 l 

。。。。 。。。 。。。。。 1 
長崎 。。0 0 3 。。。。 。。。 。。。。。 3 
熊本 。0 。。 3 0 。。。 。。。 。。。。。 3 
大分 。。。 。 1 。。。。 。。。 。。。。。 1 
宮崎 。。。。 4 。。。。 。。。 。。。。。 4 
鹿児島 。。。 。 4 。。。。 。。。 。。。。。 4 
全冨 。。。。 529 

。。。。 。。l 。。1 。。527 
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表8-2 指南府県別発病年月別患者数

ii ~例

• II: 昭 36 年 以 1!I 
区分
&II: 1月 2 3 ‘ 

s 6 7 8 g 10 u 12 序相 哩量民 B月 3 3 ‘ 
s B 7 

ー ー

10 11 12 月方顎

北海道 215 13 10 11 12 16 24 16 17 36 24 20 11 5 ' 15 1 。。。2 2 3 l 3 1 2 。。
青森 16 0 4 1 2 2 1 2 1 。2 1 。。。。。。 。。。。 。。。。。。
岩手 28 l 2 1 1 3 1 3 1 8 2 2 1 2 。。。。 。。。。。。。。。。
宮 it 34 2 3 l 4 5 2 。7 5 。。2 3 。。。。 。。。。。。。。。。
f京国 20 2 0 4 2 4 3 。2 。。。。3 。。。。 。。。。 。。。。。。
山 形 151 6 9 10 7 9 16 25 20 14 10 10 4 11 3 。。。 l 。0 2 。。。。。。
宿島 78 6 2 6 4 6 3 13 9 7 8 1 5 8 3 。0 1 。。。。。。。。。2 
茨担t 21 l 2 2 2 1 2 2 1 1 5 。1 1 。。。。。。。。。。。。。。
~木 31 3 0 3 。3 3 4 1 8 3 2 1 。。。。。。。。。。。。。。。
軍事 j民 21 1 3 。1 3 2 。2 2 4 l 2 。。。。。 。。。。。。。。。。
局玉 101 4 13 5 7 3 lU 10 12 12 10 2 5 8 1 

。。。。。1 。。。。。。。
千 葉 73 4 3 8 7 4 5 7 9 9 5 3 3 6 2 

。。。。1 。。。。l 。。。
東 京 575 31 41 47 36 38 41 68 ω 55 42 35 37 24 10 。。1 。。2 2 。。 2 u 2 

神奈川 171 13 8 15 18 15 9 17 15 初 12 11 13 5 5 。。。 1 。¥) 1 。。。l 2 。
新宮3203 9 17 20 17 25 20 19 25 19 13 6 9 4 1 。。。。。0 1 。。。。。。
富山 47 4 2 l 4 4 6 7 7 1 4 2 1 4 

。。。。。。。。 。。。。。。
石 Ill 23 1 4 3 l 1 5 4 4 2 4 

。2 l 1 。。。。。l 。。。。。。。
徳井 54 4 2 1 4 10 3 6 6 5 3 5 3 2 2 。。0 。。0 2 。。。。。。
山 ~ 12 2 0 。l 。l 1 2 1 1 2 。1 。。。。 。u 0 。。。 。u u 。
長 野 161 10 15 11 7 10 10 15 14 19 16 12 10 12 3 。。。 1 。。。。1 l 。。。
敏 阜 137 8 12 9 2 13 10 13 21 13 10 8 8 10 2 。。。 l 。l 。。。。。。。
締 岡 90 5 7 2 6 4 8 9 7 14 6 4 9 9 

。。。。。。。。。。。。。。
愛知 670 37 38 37 28 49 65 76 83 58 52 41 42 64 19 。。1 1 1 4 6 3 1 1 。。
三賞 lH 8 3 9 7 9 14 7 10 16 9 12 8 2 1 

。。。。。1 。。。。。。。
iii 賀 65 2 6 5 5 9 6 5 6 2 9 4 3 3 。。。。 。。。 。。。。u 。。
J;{ ail 173 14 9 9 12 9 13 20 24 25 13 9 10 6 2 l 。。 。。l 。。。。。。。
大 阪 610 32 31 41 43 48 60 70 77 64 45 28 24 47 5 。l 0 。。2 0 l l 。。。:) 
兵 a・214 13 11 13 16 2目 14 19 28 25 17 13 12 13 2 。。。 。。。1 。1 。u 。。
奈良 97 6 2 6 7 9 10 13 11 5 9 10 6 3 

。。。。。。。。 。。。。。。
和歌山 64 3 2 5 2 3 9 12 8 8 4 2 2 4 。。。。。。。。。。。。。。
鳥 取 18 1 0 。l 3 。4 2 2 3 。l 1 。。。。。。。。。。。。。。
.a, 恨 79 2 7 2 7 5 8 4 11 11 11 3 4 4 。。。。。。。。。。。。。。
岡山 427 18 25 34 初 39 42 38 55 48 31 18 22 Z1 。。。。 。。。。 。。。。。。
広島 us 8 5 4 10 8 13 10 14 10 8 7 10 8 2 。。。。。。。1 u 。。1 u 
山 口 69 2 11 6 4 3 8 8 4 5 4 6 4 4 2 

。。。。。。 。。。。。l 1 
徳島 247 13 9 21 18 16 33 35 14 22 23 14 15 14 3 

。。。。。1 。。。。。。2 
型？ 川 69 2 4 5 4 11 7 9 7 6 8 3 2 l l 

。。。 。l 。。。。。。。。
愛 媛 61 l 2 2 3 7 7 8 9 10 4 2 2 4 

。。。 。。l 。。。。。。。
高知 71 l 2 3 9 " 2 10 

7 7 10 6 4 5 。。。。。。。。。。。。。。
福岡 200 16 16 13 8 18 15 30 27 16 14 15 10 2 4 

。。。 。l 。。l 。l 。1 。
佐賀 29 2 l 3 3 2 4 2 6 2 2 l 。l 。。。。 。。。。。。。。。。
長 崎 33 3 2 1 2 5 4 2 3 3 1 2 1 4 。。。。。。り 。。。。。。日
mi 本 ω 6 4 2 6 7 7 4 4 3 5 4 6 2 l 。。。 。。1 。。。。。。。
大分 42 l 0 l 6 8 2 3 8 7 4 l l 。1 。。。。。。。。l 。。。。
宮 崎 35 1 4 4 l 2 3 5 2 5 4 。l 3 2 。。。 。。。1 。。。。。1 
llltA 15 2 1 l 。。1 2 l 。4 1 。2 。。。。 。。。。。。。。。。
全国 5839 324 352 385 376 474 530 636 684 612 478 329 316 343 94 

2 l 3 5 6 18 19 7 8 6 6 5 8 
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表8-2 発病府県別発病年月別患者数（つづき 1) 

確実例
’皿

昭 37 年 昭 38 年
区分

剛司島.散 1月 2 3 ． 5 6 7 8 
ー

10 ll 12 喝圏直 3月 2 3 

‘ 
s 首 7 

ー ー

10 11 12 月耳切

北海道 21 0 。1 。。4 3 2 5 4 。2 。11 。。。。3 。。2 1 1 1 3 。
唱『 蓄量 。。 。。。。。。。。。。。。1 。。。。。。1 。。。。。。
望主 ヨ子 。。。 。。。。。白 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
宮 it 。。。 。。。。。。。。。。。。。0 。。。。。。。。。。。
駄図 。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
山形 3 。。 。。。。2 。。。1 。。12 。l 2 。3 2 。。l 2 1 0 。
宿烏 1 0 ・0 。。。。。。。 。。。1 。。。。。。。。。。。。。。
宅Eit 2 0 。。。。。。。。2 。。。。。。。。。。。。。。。。。
栃 木 1 。。 。。。1 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
書草鳥 2 。。 。。。。。l 。。l 。。1 。。。。。。。1 。。。。。
崎玉
。。 。。。。。。。。。。。。2 。。。。。。1 1 。。。。。

千葉 1 。。 。。。。。。。。。。1 l 。。。。。。。l 。。。。。
東京 3 。。 。1 。。2 。。。。。。8 。。。。。2 2 3 。。l 。。
待奈川 2 。。 。。。。。1 。l 。。。 l 。。。。。。。。。。1 υ 。
新潟 2 。。 。。。。。。。。1 。1 2 。。。1 。。l 。。。。。。
富 山 1 。。 。。。。。。。。。。l 。。。。。。。。。。。。。 。
石川
。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。0 。。。。。。 。

徳井
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

山 製
。。。 。。。。。。。0 。。。。。。。。。。。。。0 u 。。

長野 3 。l 。。l l 。。。。。。。9 。2 。1 。。。。3 2 。1 。
鍍阜
。。。 。。。。。。。。。。。1 。。。。白 1 。。。。。。。

傍 岡 3 0 。。。。。1 。。。1 。! l 。。。。。。1 。。。。。。
量t知 2 0 。。。。。1 。1 。。。。12 。。。。。2 1 l 1 3 2 1 1 
三重 l 0 。。。l 。。。。。。。。1 。。。1 。。。。。。。。。
滋 賀 。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
京都 3 0 。。。。1 。。1 。。1 。5 。。。。。。。l 1 1 。l l 
大医 10 1 l 。2 1 l 3 。1 。。。。10 。。。1 l 2 l 2 2 。。。 1 
兵庫 l 。。 。。。。。。。。1 。。 3 l 。。。l 。l 。。。。。。
策良 。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
和Ill:山 。。 。。。。。。。。。。。。1 。。。。。。l 。。。。。。
A 買E 。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
島 a 。。。 。。。。。。。。。。。1 。。。。。。。。l 。。。 。
岡山 l 。。。。。。。。。1 。。。。。。。。。。。。。。。。。
広島 。。 。。。。。。。。。。。。2 。。。。。。。。。。l 。 l 
山口 。。。 。。。。。。。。。。。

‘ 
。。。。。l 。。1 。。。 2 

徳島 3 。。1 。1 。1 。。。。。。8 。。1 。。l 1 1 。。1 1 2 
香川 2 0 。。。。。1 。。。l 。。3 。。。。。1 。。1 1 。。。
’E緩 2 0 。。。。。。。1 。。1 。1 。。。。。。1 。。。。。。
高 知 。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。。。。。
福岡 1 。。 。。。。。。。。。。l 1 。。。。。。。。。。。1 。
佐 賀 。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
長崎 。。。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
燃本 2 1 1 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
大分 1 。。 。。l 。。。。。。。。1 。。。。。。。1 。。。。。
宮崎 。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
鹿児島 。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
全国 75 3 3 2 3 5 8 14 4 9 8 6 4 6 103 1 3 3 4 8 12 12 14 12 10 8 8 8 
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表8-2 発病府県別発病年月別患者数（つづき2) 

確実例

昭 39 年 昭 40 年
区分

同島aa 1月 2 3 ' 5 ti 7 8 ー
10 H 12 縄ll3月 2 3 ' 5 8 7 司 9 10 11 12 見不明

北海道 25 。2 1 。2 2 2 2 6 3 4 1 0 33 2 2 1 。2 4 l 5 5 6 2 3 。
育 E降 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
岩手 。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
宮指定
。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

君主 国
。。 。。。。。。。。。。。。3 1 。。。。1 。。。。。。1 

山形 2 0 。。1 。。。。。1 。。。9 。。l l 。。2 3 。。l 1 。
徳島 2 0 。。。l 。。1 。。。。。8 。l l l l l 1 。。。。。2 
茨担E 。。。。。。。。。。。。。。1 。。l 。。。。。。。。。。
lliS木 1 0 。。。。1 。。。。。。。2 。。。。。。。。l l 。。。
野 鳥 1 0 。。1 。。。。。。。。。2 l 。。。。。。。。。。l 。
崎 支 1 。。。。。。l 。。。。。。9 。l 。。l 1 1 l l 2 。1 。
千 葉 6 0 。l 。。。。2 1 l l 。。5 。1 。l 。。l 。2 。。。。
東京 14 l 
。。l 。。3 4 2 2 。。l 44 3 2 5 4 5 3 4 5 2 2 2 3 4 

神奈川 3 0 。1 。。。2 。。。。。。自 1 。l 。1 。。l 。2 。。2 
新潟 3 0 。。。。。l 。。l 。1 。9 l u l l 1 。1 1 。。。2 1 
富山 1 0 。。。。。。。。。。l 。。。。。。。。。。。。。。。
石川 l 0 。。。。。。。。。。l 。1 。。。。。。。。。。1 。。
福 井 1 0 l 。。。。。。。。。。。2 。。。。。。。。。。1 1 。
山 Ii 1 0 。。。 。。。l 。0 u 。。。0 u υ 。。。。。。0 u 。。
長 野 7 0 1 。。。1 2 2 。。。。1 19 1 3 2 。。1 3 2 1 2 2 2 。
岐阜 5 l 。。。。。l 2 。。。。1 2 。。。。。。。l 。1 。。。
静岡 6 0 。。。。l 。。2 。。1 2 8 。。。。 。2 。1 2 l 。2 。
.知 15 2 。1 。1 2 l 3 1 1 1 2 。17 。2 1 。1 1 3 3 。。3 2 l 
三震 3 0 。。1 。。。l 。。。1 。7 。。1 。 l l l 1 。1 。。
滋・賀 3 0 。。。1 。。。。2 。。。4 。。1 。。l 。。。l 。1 。
京都 5 0 。。。。l 。。2 l 1 。。7 1 1 。1 。。l 2 1 。。。。
大阪 15 1 。。2 3 3 2 1 2 。l 。。22 1 l 1 。。3 。4 2 4 3 1 2 
兵庫 10 。1 1 。。2 2 3 1 。。。。5 。。。2 。。。1 。。1 1 。
奈良 4 0 。。。。。2 1 。。1 。。4 。。1 。1 l 。。。1 。。。
和~山 。。 。。。。。。。。。。。。4 。l 。。。2 。。 。。。1 。
鳥 取 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
島俊 。。 。。。。。。。。。。。。2 。。。。l l 。。。。。。。
銅山 2 0 。。。。。1 。。。。。1 4 。。。。。1 。。l 。l 。l 
広易 1 。。。。。。。。。。。。1 2 。。。。。。l 。。。。。1 
山口 3 0 。。。1 2 。。。。。。。2 。。。。l 1 。。。。。。。
徳島 6 0 。。。1 1 1 。。1 。2 0 13 l 。。。2 。1 。2 2 2 。3 
香川 3 0 。。。。2 1 。。。。。。2 。。1 。。。。。。。。。l 
’t E量 4 0 。。。。。。1 2 1 。。。2 。。。。。。。1 。。1 。。
高 知 1 0 。。。。。。1 。。。。。3 。。。。。。1 。l 。。1 。
福岡 2 0 。。。。。。l 1 。。。。9 1 。。。1 。2 2 。1 。l l 
世E’R 。。 。。。。。。。。。。。。2 l 。。。。1 。。。。。。。
長崎 l 1 。。。。。。。。。。。。4 。。l 。l 。。。1 。。。1 
熊 本 2 0 。1 1 。。。。。。。。。1 。1 。。。。。。。。。。。
大分 3 0 。。。l 。。。。l 。1 。3 。。。。。。。2 1 。。。。
宮 a奇 。。 。。。。。。。。。。。。4 。。。。。。2 。。1 。1 . 0 
鹿児島 1 1 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
全 国 164 7 5 6 7 11 U! 22 26 20 15 9 11 7 288 15 16 20 11 20 26 26 36 

24 28 20 25 21. 
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表8-2 発病府県別発病年月別患者数（つづき3) 

確実例

区分
昭 41 年 昭 42 年

IH生l月 2 3 ‘ 
5 ij 7 8 9 10 】』 12 丹羽島 給歓 1月 2 3 ' 5 6 7 8 9 10 ll 12 月利用

北海道 3:! 2 4 3 2 1 3 3 1 7 1 4 l 
。20 l l l 1 4 4 l 2 3 2 0 。。

青 森 2 0 。。1 。。。。。l 。。。4 。l 。l 1 。。1 。。。 。。
岩手 2 0 。。。。 1 。。。l 。。。4 。。。。。。2 。2 。。o) 。
宮主主 l 0 。。。。 。。。。。。 。12 2 2 。3 l l 。2 1 。。 。。
{j; 回 l 。。。。。 。。l 。。。。。7 。。3 。3 。。1 。。。 。。
山形 12 0 2 1 l 

。2 4 l 1 。。。。21 2 ヲ~ l 1 l 2 l 2 4 1 3 1 。
福島 6 0 。。。。 。2 。。l 。l 2 12 2 。l 。l 。l 3 2 1 1 。。
茨主主 3 0 1 。l 。。。。。1 。。。4 l l 。。。。1 。。。。 。1 
栃木 6 0 。l 。。 1 。。2 l 。 。6 。。。。2 {) 2 。2 。。。。
Z平鳥 l 0 l 。。。 。。。。。。。。2 。。。。。l 。。。1 0 。。
崎玉 12 
。4 l 1 0 1 2 。2 。。l 。23 l 3 2 。l 4 。3 4 2 2 1 。

千葉 5 
。。1 。1 。。1 。l 。l 。7 l 。2 。l 。l 1 。l 0 。。

東京 57 2 2 4 2 4 6 6 9 7 6 4 4 1 123 3 6 10 4 5 8 18 23 16 9 9 12 
。

神奈川 19 1 1 2 4 3 3 。2 。。2 。1 36 l 2 2 2 2 3 4 2 6 6 2 4 。
新潟 9 
。。。0 2 。1 l 1 1 2 l 。13 1 。。l 。1 2 。5 2 0 1 。

富山 7 l 。。l 1 l l 。。2 。。。15 l 。。l 3 3 4 l 1 0 l 。。
石川i 3 0 。。。。 l l 1 。。。。。l 。。。。。。。1 。。。 。。
径井 。o u 。。。 。。。。。。。。8 。。。。。1 。2 1 l l 2 。
山事担 l 0 。。。。 。。。。l 。。。3 。。。。。。。 。l 0 l 。l 
長野 28 2 3 2 3 3 

。。2 4 l 6 2 。23 。l 3 。。。7 6 1 4 1 。。
岐阜 11 
。1 。。。 2 ll l 2 3 l l 。28 2 2 l 。5 。5 2 3 3 2 2 l 

静岡 12 l 。。1 1 。。。2 l l 2 。15 。l 。。。3 3 1 4 1 0 1 1 
量E知 39 2 3 1 3 4 4 4 6 6 

。4 1 l 98 ll 5 10 2 5 7 7 13 10 9 5 12 2 
三重 20 2 l 1 2 l 4 l l 2 l 2 1 l 23 l l 2 2 2 3 l 1 5 2 l 2 

。
滋賀 5 l 。。。。 。 。。。2 。l 14 l 。l 2 3 l 2 l 。2 0 1 。
京都 15 l 2 

。2 2 2 3 l 1 。。l 。30 2 。3 。l l 7 5 6 3 l l 。
大阪 54 2 1 2 5 4 5 4 8 12 2 3 4 2 113 3 6 4 4 11 9 15 22 17 7 7 8 

。
兵庫 21 
。1 。2 1 。l 3 4 6 2 l 。27 2 l 。3 3 3 l 3 6 3 0 2 。

奈良 6 0 。1 。。2 。l l 。。l 。14 。。。。3 l 1 l 2 3 3 。。
和歌山 4 0 。。。1 l 2 l l 。l 。。11 l 。。。。l l 3 3 2 0 。。
鳥取 2 0 。。0 1 。玉 。。。。。。2 。。。。。。。。。1 0 。l 
島復 l 0 。。0 0 。。。。l 。。。17 。。。l 2 3 l 6 3 1 0 。。
岡山 6 l l 。。。 。。3 l 。。。。77 。3 6 3 6 10 7 14 12 9 2 5 。
広島 7 。。。1 0 。l 2 l 。。l l 8 l 。。。。2 l 1 。。。 1 2 

山口 10 
。。2 1 1 1 1 l l l l 。。8 。2 。。。。2 。。0 3 l 。

徳島 35 2 2 l l 2 6 5 
。5 5 3 4 。2J3 2 l 4 。。3 5 1 4 4 1 3 。

香川 6 
。。。。2 。。。l 2 l 。。11 。l l 2 l 。2 2 l l 0 。。

宮Et量 4 。。。l 2 。l 。。。。。。14 。。l 。。2 l 3 6 1 0 。。
高知 1 
。。。0 l 。。。。。。。。18 l 。2 。。。3 1 3 3 1 2 2 

箔岡 15 2 
。3 。。 l l l l 2 2 2 。28 2 l 。l l 5 3 5 4 2 4 。。

佐賀 1 0 1 。。。 。。。。。。。。3 。。 。。。l l 。。0 1 。。
長 崎 3 
。l 。。。 。。。。。2 。。2 。l 。。。。。1 。。。 。。

熊本 3 1 1 。。。 l 。。。。。。。12 1 。l (I 1 :-i l 。1 0 2 2 。
大分 2 0 。。。。 。l l 。。。。。5 。。l 2 l 。。。。0 1 。。
宮崎 2 0 1 白 自 。l 。。。。。。。3 。。1 。。。1 。。。。 0 l 

鹿児島 4 
。。0 ( 。l l l 。1 。。。3 l 。。。。。。。。2 0 。。

全国 494 23 34 26 35 37 50 47 so 64 43 43 32 10 956 47 44 63 36 70 86 b.15 136 139 89 55 64 12 
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表8-2 発病府県知l発病年月別患者数（つづき 4) 

碕実 911

昭 43 年 昭 44 年
区分
.量El月 2 3 ‘ 

s ti 7 8 
ー

10 』i 12 同司抱 絶歓 』月 2 3 4 s 6 7 
ー

． 10 11 12 月不明
北海道 20 3 。l 3 l 1 。。3 2 5 l 。23 3 l 1 4 l l 2 l 3 4 2 。。
育 i1i 3 0 。l 。。 。l 。。 。1 。。2 。。。 。l 。。。。 1 。。。
岩手 4 0 。l 。。 。1 。1 。1 。。11 。2 0 。1 。。1 4 1 l l 。
宮担t 7 0 1 。0 2 。。2 l 。。l 。 8 。0 l 。1 l 。2 3 。。。。
t主因 5 1 。。1 l 2 。。。。。。。 2 。。l 1 。。。。。 。。。。
山 形 31 1 1 

。2 4 3 7 8 l l 1 2 。35 2 2 2 。。4 5 5 7 5 3 。。
福島 12 2 
。l 2 2 。。l 。1 。3 。27 2 l 0 l l 2 6 3 5 5 。l 。

~ ;£ 4 0 。。1 。l 。l l 。。。。 5 。。。 。l l 。。。 '1 。l 。
砺木 4 l 。1 。。 。2 。。。。。。 8 。。l 。l 。。0 3 l 2 。。
Z宇 鳥 l 0 。。。1 。。。。。。。。 8 。。。 。2 。。0 2 3 。1 。
埼 玉 14 l l 

。2 0 2 2 2 3 l 。。。23 。3 l 3 l l 2 3 2 5 。2 。
千葉 9 2 。1 1 。l 。。l l l 。18 l 。。 2 。3 2 3 5 。1 l 。
東 京 106 6 13 4 2 7 8 9 14 11 

13 8 7 金 uo 7 10 11 11 5 5 10 11 l4 6 9 11 。
神奈川 40 4 1 5 5 5 

。6 l 6 。2 5 。41 6 1 4 4 2 2 2 4 8 3 3 2 。
Z肩書3 29 3 l 4 2 2 3 3 5 3 l 。2 。66 2 3 5 6 6 5 4 14 8 8 3 2 。
富 山 6 0 。。。。 l l 2 。l l 。。u l 2 l 2 。1 l 2 0 l 。。。
石川 6 1 2 。。。。。。l 2 。。。 7 。。。 。。l 1 2 2 l 。。。
高Z弁 12 0 1 。1 0 。2 2 2 1 3 。。11 3 。。 1 2 l 1 0 2 l 。。。
山製 3 1 。。l 0 1 。υ 。u 。。1 3 。。。 。。。1 l 0 。1 。。
長 野 25 4 3 l l l 2 1 1 5 

l 2 2 。29 1 l 2 。4 5 2 1 4 5 1 3 。
妓 阜 27 1 3 も 0 3 2 

。6 2 1 3 1 l 31 l 3 l 。3 2 6 8 6 2 2 3 。
静 岡 15 l l 2 

。1 l 1 ;j 3 l l 。。16 l 2 0 3 l 。l l l 2 l 3 。
愛知 123 7 10 6 4 11 9 16 11 18 

14 6 11 。18'.l 3 9 8 12 19 21 29 20 22 19 13 l 

三重 26 2 
。l l l 2 l 2 5 3 5 3 。23 2 0 2 。3 l l 4 3 3 3 l 。

lit 賀 ll 0 3 2 l 3 。。。。。2 。。14 。l 。。。4 。2 2 4 。l 。
京都 41 4 2 4 2 2 3 5 7 4 4 l 3 。37 3 。l l 2 2 3 4 8 4 6 3 。
大阪 115 9 6 11 6 8 9 15 11 11 18 7 4 

。112 7 7 10 10 5 10 10 14 14 13 6 6 。
兵庫 40 3 l 2 

。7 3 4 3 3 3 6 5 。65 5 6 3 3 2 5 7 14 8 5 3 3 l 
奈良 29 3 2 2 4 l l 2 3 2 3 4 2 11 25 l 0 2 。l 2 7 4 。2 2 3 l 
和歌山 13 0 。。。2 3 2 l 3 。l l 。17 1 0 2 l l l 5 2 2 2 。。。
鳥取 4 0 。。。。。。1 1 2 。。。 7 l 。。 。2 。l l l 。。l 。
島榎 19 1 2 1 1 。1 l 2 3 2 l 4 。30 。3 l 5 l 2 2 3 4 7 l 。。
岡山 127 4 7 8 7 10 10 14 H 20 15 8 9 l 131 7 10 13 15 19 14 10 18 9 5 5 6 

。
広‘ 24 1 l l 2 1 2 2 4 ー’1・2 3 3 。54 4 3 l 6 5 6 4 5 7 6 3 4 。
山口 14 1 4 l 

。。。l 1 2 2 l l 。15 。4 2 3 。l 2 。1 。1 1 。
徳島 33 3 4 2 2 。5 l 4 1 5 3 3 。76 。l 7 8 6 14 13 6 9 6 4 2 。
香川 18 l 。2 1 l 。4 3 2 3 l 。。17 l 2 。l 3 3 1 2 1 l 。2 。
量tE量 11 l 1 。。l l 3 2 。1 。l 。14 。l l l 3 2 l 2 l 1 l 。。
高知 11 0 1 l 3 l 。l l 。2 l 。。34 。。。 2 3 0 3 4 3 5 3 l 

。
遣問 35 2 l 3 2 4 l 5 5 3 3 4 2 。66 4 4 6 3 6 3 11 10 6 5 5 3 。
佐賀 3 0 。l 。。l 。。。l 。。。17 l 0 2 l 2 l l 6 2 1 。。。
長崎 5 1 。。。。 。l 。2 。。l 。 8 。。。 l 1 2 1 2 0 1 

。。。
熊本 13 
。。。3 2 。。l 。4 。3 。14 。。。。2 0 3 3 2 1 2 1 。

大分 11 l 。。2 1 2 1 。3 l 。。。β 。。。 l 3 。1 4 2 2 。。。
宮崎 7 0 l 。。。l 。。:i 2 。。。16 l 2 3 l 2 l l 2 2 l 。。。
鹿児島 3 0 l 。。。。l 。。l 。。。2 。。l 。。。。 。。。1 。。
全国 1119 76 75 74 65 85 83 116 124 132 118 83 81 7 11181 71 84 95 109 117 128 llss 203 186 153 95 82 3 
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表8-2 発病府県別抱青年月別患者数 （つづき5) 

確実例

昭 45 年 昭 46 年

区分
IH: 1月 2 3 ． 6 ・7 8 自 10 11 12 同司謁 ~ 3月 2 3 ‘ 5 6 7 I ー 10 11 12 月耳切

北海道 10 1 0 2 2 
。3 l 1 。。。。。。00 0 。。¥) 。。。。。。。 。

脊量革 4 0 3 
。。。1 。。。。。。。。。。 。。。。。。。。。。 。

岩手 s 1 0 。1 2 。。。1 。。。。。。。 。。。。。。。。。。 。
宮 it 3 0 。。1 1 。。1 。。。。。。。。 。。。。。。。。。。 。
秋田 。。 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。
山形 12 1 1 3 

。1 3 2 1 。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。
徳島 6 0 。2 。。。3 1 。。。。。。。。 。。。。。。。。。。 。
~ !It 2 0 
。1 。。。1 。。。。。。。。。 。。。。。。。。。。 。

llii 木 3 2 。。。。。。1 。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。
野 鳥 3 0 2 。。1 。。。。。。。。。。。 。。。。。。。。。。 。
梅玉 8 2 1 1 1 。。l 2 。。。。。。。。 。。。。。。。。。。 。
千葉 14 0 2 3 3 l l 3 1 

。。。。。。。。 。。。。。。。。。。 。
東京 86 9 8 12 11 12 7 11 11 

3 2 。。。。。。 。。。。。。。。。。 。
神奈川 14 0 3 

。2 2 l 2 4 。。。。。。。。 。。。。。。。。。。 。
新潟 67 2 13 10 6 14 11 5 4 

2 。。。。。。。。。。。。。。。。。 。
富 山 3 1 。。。。。。2 。。。。。。。。 。。。。。。。。。。 。
石川 2 0 。。。1 。1 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。
福井 16 1 
。1 2 8 l 1 2 。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。

山製 1 l 。。。 υU 。0 v υ 。。 。。0 0 。。。。。。。。。。 。
長野 5 2 。l l l 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。
岐 阜 17 3 3 3 l 2 2 l l 

。。。l 。。。。 。。。。。。。。。。 。
鯵 同 12 2 3 

。2 l l 2 1 u 日 。。。。。。 。。。。。。 。。。。 。
~知 105 12 9 10 10 14 17 16 14 

。2 。。l 。。。。。。。。。 。。。。 。
三. 8 l 1 2 。。2 2 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。
滋賀 11 0 l 1 2 2 。2 3 。。。。。1 。1 。。。。。。。。。。 。
京都 ?2 2 4 l s 2 2 1 4 l 

。。。。1 。。 。1 。。。。。。。。 。
大 阪 111 8 7 13 13 15 16 20 14 2 l l 。1 。l 。。。。。。。。。。 。
兵． 28 2 1 7 6 6 l 2 1 2 

。。。。。。。 。。。。。。。。。。 。
奈良 12 l 。。3 3 3 1 l 。。。。。。。。。0 。。。。。。。。 。
和歌山 10 1 1 3 1 。1 2 l 。。。。。。。。 。。。。。。。。。。 。
鳥 取 3 0 。。l 。。2 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。
島復 5 1 2 。。l l 。。。。。。。。。。 。。。。。。。。。。 。
岡山 45 6 4 7 4 3 6 6 4 3 1 1 。。10 。。 。1 1 1 。2 2 。1 2 。
広島 12 2 0 2 l 2 3 1 1 。。。。。l 。l 。。。。。。。。。。 。
山 口 10 1 1 l 。。2 2 2 。1 。。。。。。 。。。。。。。。0 。。
徳島 34 5 1 5 7 4 2 7 2 1 

。。。。。。。。。。。。。。。。。 。
番川 6 0 l l 0 3 l 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
’E緩 4 。。 。1 l 1 l 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。
高知 10 。l 0 4 0 2 2 。。。l 。。。。。 。。。。。。。。。。 。
福間 38 5 10 l 2 ‘ 

5 8 2 
。。。。1 。。 。。l 。。。。。。。。

佐 賀 2 0 。0 2 。。 。。。。。。。。。。 。。。。。。。。。。 。
長 崎 7 1 0 c 1 3 2 。。。。。。。。。。 。。。。。。。。。。 。
熊本 10 3 l 0 2 ，’， . 2 。。。。。。。。。。 。。。。。。。。。。 。
大分 2 0 。0 l l 。。。。。。。。。。。 。。。。。。。。。。 。
宮崎 。。 。0 c 。。。。0 。。。。。。。 。。。。。。。。。。 。
鹿児島
。。 。0 c 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

全国 788 79 84 93 99 U3 100 109 8Z 16 7 3 2 l 15 。3 。2 2 l 0 2 2 。l 2 。
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表8-2 発病府県別発病年月別患者数（つづき6)

確実例

昭 47 年 年次不 明

区分
afi 1月 Z 3 4‘ 5 ij 7 8 ヨ 10 』1 12 防符島 得I:3月 2 3 • 5 6 7 

ー
． 10 11 12 月不明

北海道 。。。 。 5 。。。。。。。。。。。。 5 
曹軍最 I) 。。 。 。。。。。。。。。。。。。。
岩手 。。。 。 2 。。。。。。。。。。。。 2 
宮家
。。。 。 3 。。。。。。。。。。。。 3 

獄図 。。。 。 2 。。。。。。。。。。。。 2 

山 形 。。。。 11 。。。。。。。。。。。。 11 

福島
。。。 。 1 。。。。。。。。。。。。 1 

茨.
。。。 。 。。。。。。。。。。。。。 。

栃木
。。。 。 。。。。。。。。。。。。。 。

群 鳥
。。。 。 。。。。。。。。。。。。。 。

調奇 玉
。。。 。 8 。。。。。。。。。。。。 8 

千葉
。。。 。 5 。。。。。。。。。。。0・ 5 

東 京 。。。 。 14 。。。。。。1 。0 1 。。12 
神奈川
。。。。 2 。。。。。。。。。。。。 2 

新潟
。。。 。 2 。。。。。。。。。。。。 2 

富 山
。。。 。 3 。。。。。。。。。。。。 3 

石川
。0 0 。 1 。。。。。。。。。。。。 1 

福井
。。。 。 2 。。。。。。。。。。。。 2 

山製
。。。 υ 。。。υ 0 u 0 u 。。。。。 。

長 野
。。。 。 10 。。。。。。。。。。。。 10 

岐 阜
。。。 。 7 0 。。。。。。。。。。 7 

’手 間
。。。 υ 5 0 。。。。。。。。。。。 5 

愛知
。。。 。 57 。。。。。。。。。。。。57 

三重
。。。。 1 。。。。。。。。。。。。 l 

滋賀
。。。 。 2 。。。。。。。。。。。。 2 

京都
。。。 。

5 。。。。。。。。。。ヨ 。 5 
大 阪
。。。 。 42 。。。。。。。。。。。。42 

兵庫
。。。 。 12 0 。。。。。。。。。。。12 

奈良
。。。 。 2 。。。。。。。。。。。。 2 

和歌山
。。。 。 4 0 。。。。。。。。。。。 4 

鳥取
。。。 。 。。。。。。。。。。。。。 。

島 Hi 。。。 。 4 。。。。。。。。。。。。 4 
周山 。。。 。 24 。。。。。。。。。。。。24 
広島
。。。 。 2 0 。。。。。。。。。。。 2 

山口
。。。 。 1 。。。。。。。。。。。。 l 

徳島
。。。 。 7 。。。。。。。。。。。。 7 

香川 。。。 。 0 0 
。。。。。。。。。・) 0 。

雪tE量 。。。 。 4 。。。。。。。。。。。。 4 
高知 。。。 。 3 。。。。。。。。。。。。 3 
沼岡 。。。 。 。。。。。。。。。。。。。 。
佐 賀 。。。 。 1 。。。。。。。。。。。。 1 
長 崎
。。。 。 3 。。。。。。。。。。。。 3 

Mi本 。。。。 2 。。。。。。。。。。。。 2 
大分 。。。。 。。。。。。。。。。。。。 。
宮 崎
。 。 。 。。 。。。 1 。。 l 。。 。。 。。

鹿児島 。。。 。 2 0 。。。。。。。。。。。 2 

全 国 。。。 。 262 。。。。。。1 。。I 。。 公泊
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表9 月別腹部症状発現状況

月 .BIJ 

Eι 分 総数
計

1月 2 3 

‘ 
5 ti 7 且 9 l 0 l l l 2 不明

（防明〉

7,8 ti ti 5 4 7 567 560 6 l 5 7 7 0 9 8 l 860 9 7 4 6 5 l 524 403 3 9 4 

Iii). 徴 9,2 4 9 
1,3 8 3 

(l 00.の ( 7.0) ( 7.2】 ( 7.4) ( 7.4) ( 9.S) (l 2.5) （】0.9) (l 2.4) ( 8.3) ( 6. 7) ( 5.1) ( 5.0) 

1,3 5 9 日1 1 0 0 9 0 82 11 7 162 l 6 7 l 9 5 l 3 0 93 66 76 

確 昭42年 1.4 0 0 
4 l 

(l 0 0.0) ( 6.0) ( 7.4) ( 6.6) ( 6.0) ( 8.6) ( 8.6) (1 2.3) (l 4. 3) ( 9.6) ( 6.8) ( 4.9〕 ( 5.6) 

安
l l 0 IO 3 I 7 5 I 7 4 1 5 9 126 l 0 I I l 4 

* 
1,61 8 I 0 0 l l l I 4 4 20 1 

43 1.6 4 6 
28 

例目現 (l 00.0) ( 6.2) ( 6.8) ( 6.4】 ( 6. 9) ( 8.9) (1 o. s) (10.8) (I 2.4) ( 9ι） ( 7.8) ( 6.2~ ( 7.0) 

年

＋次 1,9 8 2 l 31 1 2 9 I 3 4 I 7 2 I 8 6 207 230 2 7 7 I 9 8 I 2 7 l l 0 BI 

1,9 9 2 $1] 44 
(I 0 0.0) ( 6 6) ( 6.5) ( 6.8】 ( 8.7) 

R宅匂. 

l 0 

( 9.4) (l 0.4) (1 1.6) (I 4.0) (I 0. 0) ( 6. 4) ( 5.5) ( 4.1) 

（ 

再 979 I 3 8 l 0 8 I 3 4 I 21 I S l l 4 5 9 6 5 7 
1‘ 6 3 6 

軍主 l 
掲 45 960 

(l 0 0.0) (I 4.1) (l LO) Q.3. 7) (1 2.4】 (l 5.4) (l 4.8) ( 9.8) ( 5. S) ( l. 4) ( 0.6) ( 0.3) ( 0. 6) 
） 

伺J
2 I I 5 l I 5 l 2 2 1 0 0 2 。

46 2 I 
(1 0 0.0) ｛‘8) (2 3.s) ( 4.8) ( 4.8) (2 3.8) ( 4. s) ( 9.5) ( 9.5) ( 4.8) ( 9.S) 

47 0 。 。 。 。
s. 2 s 5 3 s 9 367 4 I 5 4 0 4 5 0 3 6 0 7 (S 7 5 6 3 7 4 l 5 3 s 4 262 2 6 7 

総 a S.8 3 9 6 s 4 

(I 0 0ーの ( 6.9) ( 7.5) （且O) ( 7.8) ( 9.7¥ (1.1 7) (I 1.1) (1 2.3) ( 8.0) ( 6.8) ( 5.1) ( 5.1) 

910 5 5 ti 8 6 I 5 9 8 4 I 0 8 98 l 3 7 86 
5‘ 5 2 4 8 

昭42年 9 3 6 
26 

(100.0) ( 6.0) ( 7.5) ( 6. 7) ( 6 S) ( 9.2) (l 1. 9) (lo. s) (1s.1) ( 9.5) ( 5. 9) ( 5.方 ( 5. 3) 

発 1.0 5 2 6 4 8 l 7 3 7 6 82 96 l 2 5 130 9 8 87 SS 82 
確

20 
現 43 1,0 7 2 

年
(1 00.0】 ( 6.1) ( 7. 7) ( 6. 9) ( 7.2) ( 7.8) ( 9.1) (l 1.9) (12.4) ( 9.3) ( 8.3) ( 5.司 ( 7.8) 

実

次 1,3 0 7 8 4 8 l 98 I I l 12 0 I 2 8 I 6 0 I S 2 1 2 I 92 7 0 60 

伺J,81] 44 1,3 I 2 
5 

(l 0 0.ゆ ( 6.4) ( 6.2〕 ( 7.5) ( 8.5) ( 9.2) ( 9.8) (I 2.2) (1 3. 9) ( 9.3) ( 7.0) ( 5.4) ( 4.6) 
〔

再 61 4 87 7 0 98 7 8 95 s 2 5 2 36 7 ・3 3 3 

Z畠 45 6 l 5 
】

） 

(IO 0.0) (1 4.2) (I l.4】 (1 6.0) (l 2. 7) (I 5.5) (1 3.ο ( 8.S) ( 5. 9) ( I.I) ( 0.5) ( 0.5) ( 0.5) 

I 6 I 3 l 。 4 I I 2 I 。 。 2 
46 I 6 

。
(I 0 0.の ( 6.3) (l 8.8) ( 6. 3) (2 5. 0) （ι3】 ( 6. 3) (I 2.5) ( 6.3) (I 2. 5) 

47 。 。 。 。 。
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表 10 月別神経症状葬現状況

月 1'11 

区 分 rg &:. 不明
計
B月 2 3 4 s ti 7 8 9 l 0 I I I 2 

｛除不扮

8,5 ti 2 s 14 SI 9 s 8 4 s ti 6) 747 8 7 0 959 1.0 7 0 944 7 8 I 5』6 4 9 2 

~ 豊E 9,2 4 9 
ti 8 7 

(l 0 0.0) ( 6.0】 ( 6.1) ( 6.8) ( 6.ti〕 ( 8. 7) (l 0.2) (l 1.2) ( 12.s) (11.0) ( 9.1) ( 6.0) ( f>. 7) 
，見

1.4 2 7 74 7 3 93 s 8 l 1 3 124 l 7 3 】95 l 9 9 14 2 8 5 98 

昭42年 1.4 s 2 2 ~ 

(100.0) ( 5.2) ( 5. 1) ( 6.5) ( 4.1) ( 7. 9) ( 8.7) (1 2.1) ( I 3.7) (1 3.9) (l 0.0) ( 6.0) ( 6.9) 

61 
発 l, 7 s 7 l 1 7 1 0 3 1 1 2 88 1 3 6 1 4.4 1 7. 20 8 2 I 2 I 9 7 1 3 9 1 2 7 

実 現 43 I, 7 7 0 
1 3 

年
(1 0 0.0) ( 6.7) ｛邑9) ( 6.4) ( s.o) ( 7. 7) ( 8.2) ( 9.9) ( 1 1.8) (! 2.1) (1 1.2) ( 7.9) ( 7.2) 

例
次 2.3 3 3 l 1 7 1 2 8 ISO 1 ti 7 I 9 ti 2 1 9 2 4 l 3 l 0 2 9 5 244 I 3ti 130 

＋ .811 44 2,3 4 0 
7 

(10 0.0) ( 5.0) ( 5. s) ( 6.4) ( 7.2) ( 8.4) ( 9.4) (l 0. 3) ( 1 3.3) (1 2.ti) (10.5) ( S.8) ( 5.6) 
（ 

容
1耳 1,2 7 4 l 2 ti l 2 ti 137 14 8 1 7 8 I 7 8 1 7 7 l 4 1 3 7 1 6 

a‘ 6 
疑 』B 45 1,2 7 ti 2 

、ー’
(100.0) ( 9 9) ( 9.9) (1 0.8】 (11.ti) (1 M ) (1 4.0) (1 3.9) ( 1 1.1) ( 2.9) ( 1.3) ( 0.3) ( 0.5) 

例

23 23 l s 。 3 3 2 。 2 3 。 I 3 

46 
。

(100.0) ( 4.3) (21. 7】 (1 3.0) 。3.0) ( 8.7) ( 8. 7) (13.日） ( 4.3) (I 3.0) 

47 。 。 。 。 。

5.4 9 ti 324 35 2 3 8 s 376 4 7 4 530 636 6 8 4 6 l 2 478 329 3 1 ti 

~ .a 5,8 3 9 343 

（』00.0) ( 5. 9) ( 6.4) ( 7.0】 ( 6,8) ( 8-6) ( 9.6) (1 I.ti) ( 1 2.4) 。1.1) ( 8. 7】 ( 6.0) ( 5. 7) 
9 44 4 7 44 ti 3 3 ti 7 0 8 ti 11 s l 3ti 1 3 9 8 9 55 ti 4 

昭42年 9 5 ti 
12 

確 (100.0) ( s. o) ( 4. 7) ( 6. 7) ( 3.8) ( 7.4) ( 9.1) (1 2.2) ( l 4.4) (1 4. 7) ( 9.4) ( 5.8〕 ( 6.8) 

発

2産
I. I 12 7 ti 75 7 4 ti 5 85 8 3 1 1 6 1 2 4 I 3 2 l l 8 8 3 8 l 

現

43 1,11 9 
7 

空手 (100.0) ( 6.8) ( 6. 7) ( 6. 7) ( 5.8) ( 7,6) ( 7.5) (1 0.4) ( 1 1.2) (11. 9) 。0.6) ( 7.5) ( 7.3〕
例 次

.811 
1,4 78 7』 84 95 1 0 9 1 1 7 128 I 5 S 203 1 8 ti IS 3 95 82 

44 1.4 8 1 
3 

ハ (100.0】 ( 4.8) ｛丘7) ( 6.4) ( 7.4) ( 7.9) ( 8 7) (1o.5) ( I 3.7) 。2.6) (10.4) ( 6.4) ( s.s) 
再

鍋
7 8 7 7 9 8 4 93 99 l I 3 1 0 0 1 0 9 82 1 6 7 3 2 

45 788 
1 

》

(100.0) (l O.o〕 (10. 7〕 (1 1.8) (12.6) (1 4.4) 。2.7) (1 3.9) ( 1 0.4) ( 2.0) ( o. 9) ( 0.4) ( 0.3) 
15 。 3 。 2 2 l 。 2 2 。 1 2 

46 1 5 
。

(100 0) (20.0) (1 3.3】 (13.3) ( 6. 7】 ( 1 3.3) (I 3.3】 ( 6. 7) (l 3.3) 

47 。 。 。 。 。
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表11. 腹部症状発現より神経症状発現までの期間別患者数

S置実例＋容疑例

期 間 .BIJ 期間

区 分 a e: 
計 同時期 37カ月

K除不明｝ u Iii 問時間 1カ月
2 3 4～6 7～12 13～24 25‘・3ti

以上 不明

~ 
9.2 4 9 7,9 0 0 I 7 2 2.6 9 7 2.3 I 7 842 4 I I 560 369 258 I 0 7 I 6 7 ).3 4 9 

~ 
K100.o) ( 3 4.1) (I 0.7) ( 5.2) ( 7.1) ( 4. 7) ( I 4 ) ( 2.1 ) ( 2.2) ( 2 9.3) ( 3.3 ) 

~ 数
目，687 7,5 7 2 I 66 2.5 82 2.2 4 0 8 0 4 3 8 s 53 8 3 s 4 2 4 I 1 0 4 1 5 8 I. 11 s 

｛除初診年次不明）
( 100.0) ( 2.2) ( 3 4.1) ( 2 9.6) ( I 0. 6) ( 5.1 ) ( 7.1 ) ( 4.7 ) ( 3.2 ) ( 1.4) ( 2.1) 

1.3‘9 1.1 8 8 I 7 3 6 2 3 45 l 2 2 59 9 4 6 4 46 33 46 I 6 I 

昭 4 l以前
(1000) ( I. 4) ( 3 0. s) ( 2 9.0) (I 0.3) ( 5.0) ( 7. 9) ( 5.4) ( 3 9) ( 2.8) ( 3.9) 

初

l.3 7 4 l.2 l 3 32 387 3 6 4 I 3 6 65 89 s 3 4 7 23 17 I 6 I 

4 2 
(100.0) ( 2.6 ) ( 3 l.9) (300) ( 11. 2) ( 5.4 ) ( 7.3) ( 4.4 ) ( 3.9 ) ( 1.9) ( 1.4) 

1.7 9 4 l.5 3 s 3 l 525 4 3 7 I 7 3 84 I 0 6 8 9 59 I 3 I 8 2 5 9 

4 3 
( I 00.0) ( 2.0) (34.2) ( 2 8.5) (I l. 3) ( 5.S) ( 6. 9) ( 5.8 ) ( 3.8) ( o.s) ( ~ － 2 ) 

主主

2.4 I 8 2.11 3 48 7 4 8 6・6 2 1 4 1 0 s 13 3 95 s 0 23 s 1 3 OS 

“ (I 000) ( 2.3 ) (35.4) ( 30.6) ( l 0.1) ( 5.0) ( 6.3) ( 4.5) ( 2.4 ) ( I.I ) ( 2.4) 

年 1.6 5 2 1.4 3 4 3 s 532 ・20 l s 2 7 0 107 4 9 33 1 2 2 4 21 8 

4 s 
(I 00.0) ( 2.4) ( 3 7.1) ( 2 9.3) ( 1 0.6) ( 4.9) ( 7.5) ( 3.4 ) ( 2.3 ) ( 0.8) ( 1. 7) 

9 s 8 4 3 24 2 8 6 2 9 4 邑 。 2 11 

• 6 
(100.0) ( 3.6) ( 2 8.6) ( 33.3) ( 7.1) ( 2.‘〉( l 0.7) ( 4.8) ( 7.1 ) ( 2.4) 

次

5 s 。 4 。 I 。 。 。 。 。 。 。
‘7 ( 100.0) (BO.O) ( 2 0.0) 

lla •2 + 4 3 
3,1 68 2.7 4 8 63 9 I 2 8 0 1 309 I 4 9 

195 1 4 2 1 0 6 36 3 5 4 2 0 

( l 0 0.0) ( 2.3) ( 3 3.2) ( 2 9.1) ( l l.2) ( 5.4) ( 7.1) ( 5.2) ( 3.9 ) ( 1.3) ( I. 3) 

｛再 錫 ）

昭 44 + . s 
4,0 7 0 3.5 4 7 83 l.280 1.0 6 6 3 6 6 l 7 s 

2 4 0 1 4 4 83 35 7 s 5 2 3 

( 1 00.0) ( 2.3) ( 3 6.1) ( 3 0. 1) ( l 0.3) ( 4.9 ) ( 6.8) ( 4.1 ) ( 2.3) ( 1.0 ) ( 2. i) 

（再 掲 ）
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表11. 腹部症状発現より神経症状発現までの期間別患者数（つづき）

確実例のみ（湾燭〉

期 間 .Bil 期間

区 分 ~数
計 同時期 37カ月

（絵不蹄
同時間 』カ月 2 3 ‘～6 7－・12 13-』 24 25－・36以前 以 上 不明

~ IQ: 
5,83 9 5.2 2 6 92 1.7 3 9 1.6 4 0 577 2 8 9 353 240 I 6 5 61 I 0 6 6 13 

• 100.0) ( 1.8) ( 33.3) ( 3 0. 7) (I l.O) ( 5.5) ( 6.8) ( 4.6) ( 3. 2) ( l. 2) ( 2..0) 

Ill fl 
1.6 5 2 5.4 9 3 4,9 9 9 88 J, 55 2 5 4 9 275 3 4 0 2 3 2 I 5 5 58 9 8 49 4 

（~最初診年次不明）
I 00.0) ( 1.8) ( J J.o) ( J 1. o) (11.1) ( 5. 5) ( 6.8) ( 4.6) ( 3.1) ( I. 2 ) ( 2.0) 

877 800 9 247 247 84 3 8 60 42 27 I 5 3 I 77 
思 4 I以前

(1 00.0) ( 1.1 ) ( 3 0.9) ( 1 o.s) ( 4.8) ( 7.5) ( 3.4) ( I. 9) ( 3. 9) ( 3 0. 9) ( 5.3 ) 

初

863 7 8 7 I 3 249 2 5 I 88 4 7 52 33 33 I 3 8 7 6 
4 2 

(100.0) ( I. 7) ( 3 I. 6) ( 31. 9) ( I 1.2) ( 6.0) ( 6.6) ( 4.2) ( 4.2) ( I. 7 ) ( 1.0) 

I.I 2 2 1.003 I 7 3 2 I 302 120 58 69 63 3 5 8 I 0 ! 11 9 
4 3 

(I 00.0) ( I. 7) (32.0) ( 30. I) (I 2.0) (5』） ( 6.9) ( 6.3) ( 3.5) ( 0.8) ( 1.0) 診
ー『

1. 55 2 1.4 I 9 29 4 7 6 458 1 5 I 7 6 8 6 62 3 I I 7 33 1 3 3 
4 4 

(1 oo.o) ( 2:0) ( 3 3.5) ( 3 2.3 ) ( JO. 6) ( 5. 4) ( 6.1 ) ( 4.4) ( 2.2) ( 1.2) ( 2.3) 

宝早 1.0 I 9 933 I 8 342 272 I 0 2 5 4 70 3 0 25 5 I 5 86 

‘5 (100.0) ( I. 9) ( 3 6.7) (29.2) (I 0.9) ( 5.8) ( 7.5) (3 2 ) ( 2.7) ( 0.5) ( 1.6) 

56 53 2 I 4 22 3 2 3 2 4 I 3 
• 6 

(100.0) ( 3.8) ( 2 6. 4) ( 4 1.5) ( 5.7) ( 3. 8) ( 5.7) ( 3.8) ( 7 5) ( I. 9) 

次

4 4 。 3 。 。 。 。 。 。 。 。
4 7 

(100.0) (7 s.o) ( 2 5.0) 

昭42＋‘ 3
1,9 8 5 1,7 9 0 3 0 5 7 0 553 208 1 0 5 I 2 I 96 6 8 21 I 8 I 9 5 

（蒋 掲）
(100.0) ( I. 7) ( 3 I. 8) ( 3 0.9) (I I. 6) ( 5.9) ( 6.8) (5.4 ) ( 3. 8) ( I. 2) ( 1.0) 

日B •• + •s
4 7 2.5 7 1 2目352 8 I 8 730 253 I 3 0 15 6 92 56 22 48 2 I 9 

（湾 自由 ） 
(I 00.0) ( 2.0 ) (34.8) ( 3 1.0.) (I 0. 8) ( 5.5) ( 6. 6) ( 3 9) ( 2. 4) ( 0.9) ( 2.0) 
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表12. 腹部症状発現より初診までの期間別患者数

確実例＋容疑例

期 問 .SU 期間

区 分 総数
計 同時期 37カ月

同時間 1カ月 2 3 4角－6 7～12 13～24 25～36 
除不明） 以前 以上 不明

9,2 4 9 7,6 1 4 798 2.3 1 7 1.1 1 2 531 3 2 6 6 1 0 659 51 4 2 9 0 4 5 7 1,6 3 5 
総 数

c 10.5) c 3 0. 4 ) c 1 4.6) c 7.0) c 4.3 ) c 8.0) c 8.7) c 6.8〕c 3.自） c 6.0) (100.0) 

E邑 歓
8,6 8 7 2.31 7 1.11 2 5 3 1 326 6 1 0 65 9 5 1 4 290 7, 6 l 4 798 457 1,0 7 3 

（除初診年次不明〉
c 1 00.0) ( 1 O.s) c 3 0.4 ) (14.6) c 7. 0) c 4.3 ) c s.o〕 c 8.7) c 6.8) c 3.8) c 6.0) 

1.3 4 9 l.l 6 0 230 4 1 4 l 4 1 65 36 62 82 58 3 8 3 4 l 8 9 
昭 4 1以前

c 10 0.0 cl 9.8) c 35.7) c 1 2.2 ) c 5目6) c 3.1 ) c 5.3) c 7.l) c 5.0〕c 3.3) c 2.9) 

初

l.3 7 4 l.2 3 6 1 4 6 407 l 86 88 5 0 95 92 8 2 49 41 l 3 8 

' 2 cl 00.0) c 1 l.8) ( 3 2. 9) c l 5.0) c 7.l ) c 4. 0) c 7.7) c 7.4) c 6. 6) ( 4.0) ( 3.3) 

l.7 9 4 l.S 6 8 l 6 3 5 3 8 209 l 0 5 5 9 125 125 96 5 1 97 226 
4 3 

(10 OD) ( l 0.4) ( 3 4.3) ( l 3.3 ) ( 6.7) ( 3.8 ) ( 8.0) ( 8.0) c 6.1) ( 3.3) ( 6.2) 診

2, 4 l 8 2.1 3 5 l 8 8 6 4 l 3 3 8 l 5 6 9 3 l 6 4 172 l 4 4・ l 5 9 2 83 
4 4 

( l 0 0.0) ( 8.8) ( 3 0.0 ) ( 1 5.8) ( 7.3 ) ( 4.4) ( 7.7) ( 8.1〕c 6.7) 3.7) ( 7.4) 

年 1.6 5 2 l.4 2 8 69 31 5 231 11 6 86 l 5 8 172 115 5 8 l 0 8 22 4 
4 5 

( 1 0 OD) ( 4.8) (22.l) c l 6. 2) ( 8.1 ) ( 6.0 ) (11.l) ( 1 2.0) ( 8.l) ( 4.l) 〔 7.6)

95 82 2 2 5 1 2 5 1 6 l 8 1 4 l 7 l 3 
4 6 

( l 00.0) ( 2.4) ( 2.4) ( 6. l) ( l.2) ( 2. 4) ( 6 .. 1) ( l 9. 5) (22.0) (l 7.l) (2 0. 7) 

次

5 5 。 。 2 。 。 l 。 1 。 1 。
' 7 l、1DOD) ( 4 0.0〕 〔20.0) ( 2 o.o) (2 o.o〕

昭42+43
3,l 6 8 2.8 0 4 3 0 9 9 4 5 395 l 93 1 0 9 2 2 0 21 7 1 7 8 100 1 3 8 364 

(100.0) ( l l.O) ( 3.3 7 ) ( 1 4.l ) ( 6.9) ~· 3. 9) ( 7.8) ( 7.7) ( 6.3) ( 3.6) ( 4.9) 
慎 掲〉

昭••＋ •s 4,0 7 0 3,5 63 257 9 5 6 569 272 1 7 9 32 2 3 4 4 25 9 138 2 6 7 507 

( l 0 00) ( 7.2) ( 2 6. 8 ) ( 1 6. 0 ) ( 7.6 ) c 5.0) ( 9.0) 〔 9.7) ( 7.3) ( 3.9) ( 7.5) 
（再 縄〉

つU
F
h
d
 



表12. 複部症状発現より初診までの期間別患者数（つづき）

確実例のみ〈再鋼 ）

期 間 別 期間

区 分 a ~ 
針 問時期 37:11月

除不明｝ 以前
同時間 1 :II月 2 3 ‘～S 7～12 13～24 25～3ti 

以 上 不明

Ill • s. 8 3 9 S.02 0 sos 1.4 6 7 7 3 8 363 227 408 4 s s JS 9 18 9 309 8 1 9 

( 100.o) (I 0. l) ( 2 9.2) (14.7) ( 1.2) ( 4.5) ( 8.1 ) ( 9.1) ( 7.2 ) ( 3.8) ( 6.2 ) 

Ill 歓
S.4 93 5,02 0 sos 1.4 67 738 363 227 408 4 s 5 359 18 9 30 9 473 

（除初診年次不明）
I 00.0) ( 1 0.1 ) (2 92) ( 1 4. 7〕 ( 7.2) ( 4.5 ) ( 8.1 ) ( 9.1 ) ( 7.2 ) ( 3.8 ) ( 6.2 ) 

昭 ‘1以前
877 7 89 1 4 8 287 92 so 26 4 0 56 37 2 4 29 88 

100.0) (I 8.8) ( 3 6.4) (11.1) ( 6.3) ( 3.3 ) ( 5.1 ) ( 7.1 ) ( 4.7) ( 3.0 ) ( 3. 7 ) 

初

863 796 89 262 I 3 5 58 34 58 6 l 48 31 20 67 
4 2 

100.0) ( 11.2) (32.9) (I 7.0】 ( 7.3) ( 4.3 ) ( 7.3 ) ( 7.7 ) ( 6.0) ( 3.9) ( 2.5) 

1.1 2 2 1.0 I 9 I 0 2 331 I 3 8 6R 38 82 93 69 3 6 62 103 ・3
＝量

100.0) ( 1 0.0) ( 3 2.5) (I 3.5) ( 6.7 ) ( 3.7〕 ( 8.0 ) ( 9.1 ) ( 6ι） (3. 5) ( 6.J ) 

1,5 s 2 1,4 3 0 11 9 ‘I 0 2 2 I I 0 6 67 I I 4 I 2 0 I 0 7 53 1 I 3 1 2 2 

“ I 00.0) ( 8.3) ( 28.7) (I 5.5) ( 7. 4) （‘. 7) ( 8.0) ( 8.4 ) ( 7.S ) ( 3.7 ) ( 7. 9) 

年 1,0 l 9 929 45 I 7 6 I 4 5 80 60 I I I 11 s 86 3 8 73 90 
• 5 

100.0) ( 4ι） (18.9) ( 15.6) ( 8.6) ( 6.5 ) (11.9) ( 12.4) ( 9.3) ( 4.1 ) ( 7.9) 

56 53 2 I 5 I 2 2 l 0 1 I 7 1 2 3 

' 6 100.0) ( 3.8) ( I. 9) ( 9.4) ( 1.9) ( 3.8) ( 3.8 ) 〔I8.9) ( 20.8) ( 1 3.2 ) ( 22.6) 

次

4 4 。 。 2 。 。 I 。 I 。 。 。
4 7 

( 100.0) ( 5 0.0) (25.0) ( 25.0) 

同1!!•2+43
1,9 8 s 1.8 IS I 91 593 273 I 2 6 72 1 4 0 154 11 7 6 7 82 170 

｛再 錫 ｝
(JOO.O) ( l o.s) ( 3 2.7) ( l 5.0) ( 6.9) ( 4.0) ( 7.7 ) ( 8.5) ( 6.4) ( 3. 7 ) ( 4.5) 

昭＇ '+' s 
2.S 71 2,3 s 9 l 6 4 586 366 l 8 6 12 7 225 23 5 l 9 3 9 I 1 8 6 2 I 2 

（再 掲 ）
(I 00.0) ( 7.0) ( 24.8) (I 5.5) ( 7.9) ( 5. 4 ) ( 9.S) (I 0.0〕 ( 8.2 ) ( 3.9 ) ( 7. 9) 
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表13. 神経症状発現より初診までの期間別患者数

確実例＋容疑例

All 間 別 期間

区 分 a fi 
針 同時期 37カ月

協 不明1以前
同時間 1カ月 2 3 4～6 7－・12 13～24 25‘・36

以 上 不明

¥& fi 
9.2 4 9 8,2 5 0 2,8 4 6 2.3 RR 867 H6  249 486 560 ‘3 3 218 3 5 7 999 
(IOOめ ( 2 8. 4) ( 2 8.9) ( 1 0. 5) ( 4.2〕 ( 3.0) ( 5.9) ( 6.8) ( 5.2 ) ( 2.6) ( 4.3) 

ril fi 
8.6 8 7 8,2 5 0 2,J 4 6 2,J 8 8 且67 3 4 6 2 49 (86 560 4 3 3 218 3 5 7 4 3 7 

（除初診年次不明〉
(100.0) ( 2 8.4 ) ( 2 8. 9) (I 0.5) ( 4.2 ) ( 3.0) ( s. 9) ( 6.8 ) ( 5. 2 ) ( 2.6) ( 4.3 ) 

1.3 4 9 1,2 0 9 565 3 I 8 9 7 3 6 I 5 35 66 3 2 26 19 I 4 0 昭4 I以前
( 100.0) ( 4 6. 7) ( 2 6.J) ( 8.0) ( J.0 ) ( 1.2〕 <. 2.9〕 ( 5.5 ) ( 2.6 ) ( 2.2〕 ( t.6 ) 

初

1.3 7 4 1,3 1 7 4 I 6 4 I 5 I 21 5 7 4日 80 71 6 4 21 3 2 57 

' 2 (I 00.0) (J!.6) ( 3 1.5) ( 9.2) ( 4.3 ) ( 3.0) ( 6.1 ) ( 5. 4 ) ( 4.9 ) ( 2.4 ) ( 1.6 ) 

1,7 9 4 I, 7 0 9 524 529 I 4 5 55 53 84 l 1 9 83 4 7 7 0 R5 

4 3 
(100.0) ( 3 0.7) (3 1.0) ( 8.5) ( 3.2 ) ( 3.1 ) ( 4.9 ) ( 1.0 ) ( 4.9 ) ( 2.8 ) ( 4.1 ) 

診

2，‘ 18 2,J 3 I 61 2 6 8 I 265 109 73 1 3 6 I 3 5 I 3 3 66 1 2 l 81 

4・ (I 00.0) ( 2 6.3) (2 9.2) (I 1.4) ( 4. 7 ) ( 3.1 ) ( 5.8) （丘8) （丘1) ( 2.8 ) ( 5.2 ) 

年 1.6 5 2 1.5 9 5 2 2 7 ‘35 236 8 5 67 I 4 5 I 5 0 99 50 I 0 I 57 

・5 (100.0) (14.2) ( 2 7.3) (I 4.8) ( 5.3 ) ( 4.2) ( 9.1 ) ( 9.4 ) ( 6.2) ( 3.1 ) ( 6.3 ) 

95 84 2 I 0 l 3 I 6 19 21 8 I 3 1 I 

' 6 ( 100.0) ( 2. 4) (I 1.9) ( 1.2) ( 3 6) ( 1.2 ) ( 7.1 ) (2 2.6) ( 25.0) ( 9.5 ) (I 5.5) 

次

5 5 。 。 2 I 。 。 。 。 I 。
' 7 (I 00.0) ( 4 0.0) 2 0.0) ( 2 o.o) ( 2 0.0) 

昭‘ 2+43
3,1 6 8 J,0 2 6 940 944 266 I 1 2 93 I 6 4 I 90 I 4 7 68 I 0 2 1 4 2 

（再 婦 ）
( 1 oo.o) (31.1) ( 3 1.2) ( 8.8) ( J. 7 ) ( 3.1〕 ( 5. 4 ) ( 6.3 ) ( 4.9) ( 2.2 ) ( 3.4 ) 

昭‘・＋＇s 4,0 10 3.8 2 6 8 3 9 I.I 16 5 0 I I 9 4 I 40 281 285 232 11 6 222 l“ 
（再 縄 ）

{I 00.0) (21.4) ( 2 8.4) ( I 2.8) ( 4.9 ) ( 3.6 ) ( 7.2 ) ( 7.J ) ( 5. 9 ) ( 3.0 ) ( 5. 7 ) 
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表13. 神経症状発現より初診までの期間別患者数（つづき）

確実例のみ（再掲 ）

Rl 間 .SIJ 期間

区 分 ~ ~ 
計 伺時期 37カ月

I除不明｝
問時間 1カ月 2 3 ‘－~ 7～12 13～2‘ 25～3ij 以前 以 上 不明

I& ~ 
5,8 3 9 s.2 a 2 1,4 8 9 1,4 9 2 576 231 l 5 7 308 3 7 l 291 l 4 l 226 s s 7 

( 100.0 (2 8.2) ( 2 8.2) ( 1 0. 9) ( 4.4 ) ( 3.0 ) ( 5. R) ( 7.0) ( 5. 5 ) ( 2. 7) ( 4.3 ) 

til 数
丘493 1,4 8 9 2 J t 3 7 1 2 9 1 5.2 8 2 1,4 9 2 576 1 5 7 308 1 4 1 226 21 l 

a最初診年次不明） <100.0) (2 8.2) (2 8.2) ( l 0.9) ( 4.4) ( 3.0 ) ( 5.8 ) ( 7.0) （日 ） ( 2. 7) ( 4.3) 

877 so 6 3 6 5 207 7 1 32 11 20 44 2 4 l 7 l 5 7 l 
昭 4 1以前

(100.0) ( 4 5.3) (25.7) ( 8.8) ( 4.0 ) ( 1.4) ( 2.5 ) ( s. 5) ( 3.0 ) ( 2.1 ) ( 1.9 ) 

初

863 837 2 61 2 81 88 32 23 4 6 4 4 35 11 l 6 26 
4 2 

(100.0) ( 3 1.2) (3 3. 6) ( l 0.5) ( 3.8 ) ( 2.7 ) ( 5. 5 ) ( 5.3 ) ( 4.2 ) ( 1.3 ) ( 1.9 ) 

1,1 2 2 1,0 7 9 328 3 2 4 94 33 3 2 59 7 7 56 35 4 l 43 

' 3 (100.0) ( 3 0.4) ( 3 o.o) ( 8. 7) ( 3.1 ) ( 3.0) ( 5.5) ( 7.1 ) ( 5.2 ) ( 3.2) ( 3ι） 診

I, SS 2 J,5 I 1 39 6 425 1 7 l 7 2 45 87 94 98 42 81 4 l 

4 4 
(100.日） ( 2 6.2) (28.1) (11.3) ( 4.8) ( 3.0) ( 5. 8 ) ( 6.2 ) ( 6.5) ( 2.R) ( 5. 4 ) 

年 1.0 I 9 9 91 l 3 7 250 l 4 9 58 46 92 l 0 0 65 3 l 63 2 8 

4 5 
(100.0) ( l 3.8) ( 2 5.2) (1 s.O) ( 5. 9 ) ( 4.6) ( 9.3 ) ( l 0.1) ( 6.6 ) ( 3.1 ) ( 6.4 ) 

5 6 54 2 5 l 3 。 4 1 2 12 5 l 0 2 

4 6 
(100.0) ( 3.7) ( 9.3) ( 1.9) ( 5. 6) ( 7.4 ) ( 2 2.2) ( 2 2.2) ( 9.3 ) ( 1 8. 5) 

次

4 4 。 。 2 I 。 。 。 I 。 。 。
4 7 

(1 oo.o) ( 5 0.0) ( 2 5.0) (25.0) 

昭42 + 4 3 
1,9 8 5 5 89 182 6 5 55 I 0 5 l 21 9 1 4 6 5 7 69 1. 91 6 605 

(100.0) ( 3 0. 7) ( 3 l.6〕 ( 9.5) ( 3.4) ( 2.9) ( 5. 5 ) ( 6.3) ( 4.7 ) ( 2.4 ) ( 3.0 ) 
（再 掲〉

昭44 + 4 5 
2,5 7 l 4 7 253 l 5 6 92 56 22 4 8 69 2,5 0 2 8 I 8 7 3 0 l 3 0 

(100.0) ( 2.0) ( 3 4.8 ) ( 3 1.0) (I 0.8) ( 5. 5 ) ( 6.6 ) ( 3.9) ( 2.4 ) ( 0.9) ( 2.0) 
｛再 婦 ）

戸同
M

F
hd
 



(J1 

σ3 

初

診

年

次

区 分

I& 数

総 量生

除初診年次不明】

Iii ・2 以前

‘2 

・3

‘4 

4 5 

・6

・7

昭‘2+' 3 
（再 鍋）

昭4・＋・5
｛再 婦）

総 数
討

｛除不明｝

9.2 4 9 9,2』1

(I 00.0) 

8.6 8 7 8.6 6 J 

( l 000) 

I 3 4 9 1.3 4 4 

(100.0) 

I 3 7 4 I, 36 7 

( I 001!) 

l.7 9 4 1.7 8 6 

(I 00.0) 

2,41 8 2. 41 2 

(I 000) ， 
1.6 5 2 1,6 5 2 

(100.0) 

9 5 95 

(IOOD) 

5 5 

( l 00.0) 

3, l 6 8 3,1 5 3 

( 1000) 

4,0 7 0 4,0 6 4 

(I 00.0) 

年

。～4才 5，』9 I 0内匂I4 I 5【ーI9 

3 I 0 30 I 8 9 

(0.0) (01) ( 0.3) ( 2J) 

3 I 0 29 ’7 I 
(00) (O.l) ( 0.3) ( 2.0) 

。 2 I 9 

(o.o) ( 0.l) ( l.4) 

1 5 5 33 

(0.0) (0.4) ( 0.4) ( 2.4) 

。 I 8 31 

(OJ) (0.4) ( 1.7) 

I 2 11 52 

( 0.0) ( 0.l) (o.s) ( 22) 

。 2 3 35 

( 0.1) (0.2) ( 2.l) 

。 。 。 I 

( I』｝

。 。 。 。

、 6 I 3 64 

( 00) (02) (0ι） ( 2.0) 

l 4 I 4 87 

(0.0) (0』） (0.3) ( 2.1) 

表 14. 性， 年令別患者数

男女計 確実例＋容疑例

令 jjq 年令

8 0才
20～24 2 5～29 30『－34 3 s-3 9 co－・‘ 4 5，』‘9 50，』54 5 S～59 ti 0～6・6 5-ti 9 7 0角－7‘75角田79 

以上 不明

3 7 5 5 l 3 643 833 9 5 l 898 8 88 I.I 2 8 I.0 I 5 8 8 I 505 2 5 7 9 2 3 8 

( 4.1) ( 5.6) (1D) ( 9D) (103) ( 9.7) ( 9.6) ( 122) ( ! l.O) ( 9.6) ( 5.5) ( 2.8) ( l.O) 

3 4 5 4 9 2 6 0 6 785 8 86 8 4 5 B 3 7 1,0 62 9 6 I R20 4 7 8 2 4 3 88 2 6 

（ω） (5.7) (7.0) (9.1) 。0.2) ( 9B) (9.7) ( 12.3) (I I.I ) ( 9.5) ( 5.5) ( 2.8) ( l.O) 

45 73 84 I 2 2 』4I I 4 7 I 2 9 i“Z 』57 I 2 7 7 I 47 I 7 5 

( 3.3) ( 5.4) (6.3) (9.1) (I 05) ( 10.9) ( 9.6) ( 12.1) (I l.7) ( 9.4) ( 5.3) ( 3.5) (I 3) 

6 5 75 I 0 7 I 2 I I 4 5 I 2 6 I 2 8 I 7 5 I 3 0 I 3 5 7 I 32 I 3 7 

( 4.8) ( 5.5) ( 7.8) (8.9) (106) ( 92) ( 9.4) ( 12.8) ( 9.5) ( 99) (5.2) ( 2.3) ( I 0) 

7’ 99 I 0 5 I 7 3 I 8 5 I 5 4 I 6 9 2 I 9 228 I 6 9 JOO 5 5 I 9 8 

( 4.0) ( 5.5) ( 59) (9.7) ( l 0.4) ( 8.6) ( 9.5) (I 23) (I 2.8) ( 9.5) ( 5.6) ( 3.1) ( lJ) 

92 I 3 9 I 7 8 2 I 0 253 245 2 4 B 296 2 4 I 2 2 0 I 3 3 63 2 B 6 

(38) ( 5.8) ( 7.4) ( 8.7) (I 0.5) (I 0.2) (I 03) ( 1 23) (I 00) ( 9J ) ( 5.5) ( 2.6) ( I 2) 

6 6 98 I 2 3 】55 I 5 6 l 6 5 I 5 3 I 9 J I 9 5 I 5 6 99 46 9 。
( 4.0) (5.9) ( 7.4) (9.4) ( 9.4) (I 0.0) ( 9.3) ( l』.6) ( l l.8) ( 94) ( 6.0) ( 2.8) ( 0.5) 

6 8 9 4 6 8 8 I 8 8 I 3 4 。 2 。
( 6.3) ( 8.4) (9.5) ( 4.2) (63) ( 8A) ( 8.4) ( 18.9) ( 8.4) (I 3.7) ( 4.2) ( 2.1 ) 

。 。 。 。 。 。 2 1 2 。 。 。 。 。
( 40.0) ( 20且〉 ( 4 0.0) 

I 3 6 I 7 4 2 I 2 294 330 280 297 39 4 3 5 8 3 0 4 I 7 I 8 7 3 2 I 5 

( 4.3) (5五） ( 6.7) ( 9.3) (I 0.5) (8.9) ( 9.4) ( 12.5) (I l.4) (9.6) (5.4) ( 2B) ( l.0) 

I 58 237 3 0 I 365 ‘09 4 I 0 4 0 I 4 8 7 4 3 6 376 232 l 0 9 3 7 6 

(3.9) ( 5.8) ( 7.4) (9.0) (I 0.1) ( 10,1) ( 9.9) (12.0) (I 0.7) (93) ( 5.7) ( 2.7) ( 0.9) 



υ、
『3

初

診

年

次

区 分

自主 散

t主 散

除初診年次不明3

昭 < I 以前

' 2 

• 3 

“ 

‘邑

“ 

4 7 

lllJ 4 2 + 4 3 
（再 la) 

昭 “ ＋4 5 

｛再 絢）

~ 歓 針

｛除不明｝

3,0 6 4 3.0 s 2 

(1000) 

2.8 5 5 2.8 49 

1'1000) 

4 I 9 4 I 9 

K• oo.o > 

48‘ 4 8 3 

(I 00.0) 

s 61 558 

(1 000) 

780 778 

(100.0) 

570 5 7 0 

(1 oo.o) 

4 0 40 

(100.0) 

I 

(I 00.0) 

1.0 4 s I 0 4 I 

( 100.0) 

1,3 5 0 1.3‘8 

(100.0) 

年

。～・才 5～9 IO－・I4 

4 I 8 

(00) (OJ ) ( 0.6) 

1 ． 17 
(0.0) (0 I) (0 6) 

。 。 2 

(0.5) 

。 2 3 

(0.4) {06) 

。 I s 

(0 2) ( 09) 

。 6 

(0.1) (0.8) 

。

( 0.2) (0.2) 

。 。 。

。 。 。

。 3 8 

{03) (0.8〕

I 7 

( 0.1) (0.1) (05) 

． 

表14. 性 ，年 令別患者数（つづき 1) 

男 ＂実例 ＋容疑例

令 別 年令

I S『 ・I9 20‘・2・ 25～29 30～34 3＆角－39 
‘o－’4‘ 

4 5内•4 9 so～5・ 5 s－・59 ti 0角・6・ ‘5－・4盛9 7。角－14
a o才

75『，79 
以上 不明

97 123 2 I 4 273 322 353 290 2 7 I 301 285 258 I 4 6 80 I 6 I Z 

( 3.2) （・.0) ( 7.0) ( 89) ( 10 6) ( 11 6) ( 9.5) ( 8.9) (9.9〕 ( 9.3) ( 8.5) （‘8) (26) (0.5) 

89 I I 0 206 25‘ 3 0 5 326 2 6 7 25 0 2 81 2 7 4 23 5 ’4 1 75 』・ 6 

(3』） (3 9) (7.2) (8 9) (I 07) ( 1 1.4) (9・｝ ( 8.8) {9.9) {96) ( 82) ( 4.9) (2.6) {O.S) 

7 、z 29 35 4 9 53 ・3 32 43 3 6 39 24 I 4 。

( 1.7) (29) (6.9) (8.・） (I 17) ( 12.6) (103) ( 7.6) (103) (8.6) ( 93) (5.7) (3.3) (0.2) 

I 5 2 8 32 4 9 46 5・ 4 4 3 9 57 4 6' 3 s 22 8 3 I 

(31 ) (5.8) ( 6 6) (I 0.1) (9.5) ( 11.2) (91) (81) (I 1.8) ( 9.5) ( 72) ( 4.6) ( 1.7) ( 0.6) 

I 6 25 4 5 36 62 66 37 5 4 53 69 4 4 28 15 2 3 

(2.9】 ( 4 5) (8』） ( 6.5) ( 111) ( 11 8) (6 6) ( 9.7) ( 95) ( 12‘｝ ( 7.9) (5.0) ( 2.7) (04) 

31 22 60 75 75 96 11 73 7・ 65 ‘4 33 20 6 2 

( 40) (28) (7.7) (96) ( 96) (I 23) (9.9) (9.4) ( 9.5) (8‘｝ (8.2) (42) ( 2 6) (011) 

20 20 37 55 7 I 55 63 47 4 6 55 4 6 3 3 18 2 。

(35) (35) ( 6.5) ( 9.6) ( 12.5) (9 6) （』11) (82) (8』〉 ( 96) ( 8J) ( 5.11) (3 2) (0.・〉

。 3 3 ‘ 2 2 3 5 1 3 7 I 。 。 。

( 7.5) ( 75) (I 00) ( 50) (So) ( 75) (125) ( 17.5) ( 7.5) (I 75) ( 2.5) 

。 。 。 。 。 。 。 。 I 。 。 。 。 。 。

(I 00.0) 

3 I 53 77 85 I 0 8 I 2 0 8 I 93 』I0 1 I S 79 so 23 5 
‘ 

(30) (SJ ) ( 7.4〕 ( 82) ( 10 4) ( 115) ( 7.8) (8.9) ( 10.6) ( 11.0) ( 7.6) ( 4.8) (22) (0.5) 

51 42 97 I 3 0 t・6 IS I l‘。 12 0 I 20 120 11 0 66 38 8 2 

(38) (31) ( 72) ( 9.6) (lOJl) ( 112) ( 10.・） (8.9) ( 8.9) ( 8 9) (8.2) （・9) (2.8) (0.6) 



。、
αコ

初

診

年

次

区 分

~ Ii 

rg 散

除初診年次不明3

昭 4 I 以前

4 2 

4 3 

・4

4 5 

“ 

‘7 

昭 42 + 4 3 
｛再 倒）

昭 44 ＋‘5 
｛再 J苗｝

~ 数 計

｛験不明

6.1 4 3 6. I I 8 

(100.0) 

5, 79 I 5, 7 7 2 

( 100.0) 

9 2 9 924 

( 100.0) 

886 8 8 I 

( I 0 OD) 

1.2 3 I 1.2 2 6 

(I OOJl〕

1.6 I‘ 1.6 I 0 
(1000) 

1.0 13 』.07 3 

( 100.0) 

5 4 5 4 

(I 000) 

‘ 
4 

(I 00.0) 

2,1 I 7 2.1 0 7 

(100.0) 

2,6 8 7 2目683 

(IOOD〕

年

。～4才 5-9 I 0～I 4 

2 6 I 2 

( 0.0) ( 0. I ) ( 0.2) 

2 6 I 2 

( o.o) ( 0. I ) ( 0. 2) 

I 。 。
( 0.1) 

3 2 

( 0.1 ) ( 0.3) ( 0.2 ) 

。 。 3 

( 0.2 ) 

。 2 5 

( 0.1 ) ( 0.3) 

。 2 

( 0.1 ) ( 0.2) 

。 。 。

。 。 。

3 5 

( 0.0) ( 0. I ) ( 0.2) 

。 3 1 

( 0,J ) ( 0.3) 

表14. 性， 年 令別患者 数 （つづき2) 

女 61~健例，＋曾慣例

令 .8¥J 年 令

8 0才
I S-19 20～24 2 s-2 g 3 o-J' 35『・39 4 0-4 4 ・s－・49 5 0情”5・55《－59 60～・6 4 65～69 7 0《－74 75角－79 

以上 不明

9 I 250 2 98 3 6 8 5 I I 596 602 6 I 3 821 727 6 I 5 356 I 7 4 76 2 5 

( 1.5) ( 4.1 ) ( 4.9) ( 6 0 ) (8ι） ( 9.7) ( 9.8) (I 0. 0) ( I 3.4) ( I 1.9) (I 0. I) ( 5.8) ( 2.8) ( 1.2) 

8 I 23 3 285 350 480 5 5 8 572 5 8 3 776 684 5 7 7 334 I 6 5 74 I 9 

( 1.4 ) ( 4.0 ) ( 4.9 ) ( 6.1 ) ( 8. 3) ( 9,7) ( 9.9) ( I 0.1 ) (13.4) ( I 1.9) (I 0.0) ( 5.8) ( 2.9) ( 1.3 ) 

I 2 33 4 4 49 7 3 88 I 0 4 9 7 I I 9 』2I 8 7 47 33 I 6 5 

( 1.3) ( 3.6) ( 4.8) ( 5.3) ( 7.9) ( 9.5) (11.3) (I 0.5) (I 2.9) （』3.I) ( 9.4) ( 5.1 ) ( 3.6) ( 1.7) 

I 8 3 7 4 3 5 8 7 5 91 81 89 I I 8 83 I 0 0 4 9 23 I 0 5 

( 2.0 ) ( 4.2 ) ( 4.9 ) （ι6) ( 8.5) ( I 0.3) ( 9. 2) ( I 0.J ) ( I 3.4 ) ( 9.4 ) (11.4) (5ι｝ ( 2.6 ) ( I.I ) 

I 5 4 6 5 4 69 111 1 1 9 I I 6 I I 4 I 6 6 I 5 9 1 25 72 40 1 7 5 

( 1.2) ( 3.8) ( 4.4) ( 5.6) （且1) ( 9.7 ) ( 9.5) ( 9.3) ( 1 3.5 ) ( I 3.0) ( I 0.2) ( 5.9) ( 3.3 ) (I. 4 ) 

20 69 7 9 I 0 I I 3 5 I 5 7 I 6 4 I 7 2 220 I 7 4 I 5 0 98 42 22 4 

( 1.2) ( 4.3 ) ( 4. 9) ( 6.3 ) ( 8.4 ) ( 9ι） ( 1 0.2 ) ( I 0.7) ( I 3.7) ( I 0.8) ( 9. 3) ( 6. I) ( 2 6 ) ( 1.4 ) 

I 5 45 60 68 84 I 00 102 ’06 1 4 2 I 4 0 I 0 9 Gs 27 7 。
( 1.4) ( 4.2) ( 5.6) ( 6.3) ( 7.8) ( 9.3) ( 9.5) ( 9.9) ( I 3.2 ) ( I 3.0 ) ( I 0. 2) ( 6. I ) ( 2.s) ( 0. 7 ) 

I 3 5 5 2 3 5 3 II 5 6 3 。 2 。
(I. 9) ( 5. 6) ( 9.3) ( 9.3 ) ( 3.7 ) ( 5.6) ( 9.3) ( 5.6) ( 2 0. 4 ) ( 9.3) ( 1 I.I ) ( 5.6 ) ( 3.7 ) 

。 。 。 。 。 。 。 2 。 2 。 。 。 。 。
( 5 0. 0 ) ( 5 0.0) 

3 3 83 97 I 2 7 I 8 6 21 0 I 97、 2 0 3 284 2 4 2 2 2 5 I 2 I 63 27 I 0 

( 1.6) ( 3.9) ( 4.6) ( 6.0) ( 8.8) ( I 0.0) ( 9.3 ) ( 9.6 ) ( I 3.5 ) （』1.5) ( I 0.7) ( 5. 7) ( 3.0 ) (I. 3) 

35 I I 4 I 3 9 I 6 9 2 I 9 257 266 278 362 3 I 4 25 9 I 6 3 69 29 

‘ （』3) ( 4.2) ( 5. 2) ( 6.3 ) ( 8.2 ) ( 9.6 ) ( 9.9) ( J 0.4 ) ( 13. 5) (11.7) ( 9. 7 ) ( 6.1 ) ( 2.6) ( I.I ) 



υ、《。

初

8 

年

次

区 分

総 霊k

総 敏

除711診年次不19])

附・2 以前

・2

4 3 

．． 

4 5 

“ 

4 7 

l沼 42 + 4 3 
(jlj jij ) 

昭 44 + 4 5 
(jlJ 18) 

~ 量生
針

｛除不明】

5,8 3 9 5.8 2』

( l 000) 

5,4 9 3 5,4 81 

(100.0) 

877 875 

(I 00且）

863 858 

( 100.0) 

I.I 2 2 l.』I7 

(100.0) 

l.55 2 1.5 5 2 

( I OOll) 

l.O l 9 1.0 I 9 

(1000) 

56 56 

( 1 o on) 

4 4 

( l 000) 

l,9 8 5 l,9 7 5 

(100.0) 

2.5 7 I 2.5 7 I 

(I 00.0) 

年

。～4才 5-9 I 0～2・
4 20 

( 0.0) ( 0.1 ) ( 0.3) 

I 4 I 9 

( 0.0) ( 0.0) ( 0.3〕

。 。 2 

( 0.2) 

I ’ 
2 

(0. I ) ( 0.1 ) ( 0. 2 ) 

。 2 

( 0.1 ) ( 0. 2) 

。 11 

( 0.1 ) ( 0. 7 ) 

。 2 

( 0.1 ) ( 0.2) 

。 。 。

。 。 。

I 2 4 

( 0.1 ) ( 0. l ) ( 0. 2 ) 

。 2 I 3 

( 0. I ) ( 0.5) 

表15. 性，年 メL
fl 5)1] 

令

I 5内－19 20～24 2 s-2 9 30『4‘ 35--39 40《 －4・
I 0 6 243 3 3 I 4 I I 5 4 4 6 0 8 

( I. 8) ( 4.2) ( 5. 7) ( 7.1 ) ( 9.3) ( I 0. 4) 

95 230 3 2 I 3 8 7 5 11 568 

( l. 7 ) ( 4.2) ( 5.9) ( 7.1 ) ( 9.3 ) (I 0.4 ) 

I 0 3 I 4 4 56 84 96 

( I. I ) ( 3 5) ( 5.0) ( 6.4) ( 9.6) ( I 1.0) 

I 9 4 5 5 I 5 7 7 9 93 

( 2.2) ( 5.2 ) ( 5.9) ( 6.6) (9.2) (I 0.8) 

I 8 51 6 7 70 l I 3 I I 4 

( l. 6) ( 46) ( 6 0) ( 6.3) ( I 0.1) (I 0 2) 

26 56 9 I I 20 138 I 7 0 

( I. 7) ( 3 6) ( 5.9) ( 7.7) ( 8.9) ( I 1.0) 

22 ‘S 62 7 6 95 94 

( 2.2) ( 4.4 ) ( 6.1 ) ( 7.5) ( 9.3) ( 9.2) 

。 2 6 8 2 

( 3 6 ) ( l 0 7) ( l 4.3) ( 3.6 ) ( l.8) 

。 。 。 。 。 。

3 7 96 I l 8 l 2 7 l 9 2 207 

( I. 9) ( 4.9) ( 6.0 ) ( 6 4) ( 9.7 ) ( I 0.5) 

48 』0l I 5 3 l 96 233 264 

( 1.9) ( 3. 9) ( 6.0) ( 7.6 ) ( 9. l ) ( l 0.3) 

壱 者 数

男女計 確実例のみ｛再鍋）

一別 年令

4 5『·• 9 5 o-s 4 55《－59 ti 0向－ti‘ 65《－ti9 
8 0才

7 （レ』14 7 5-7 9 
以 上 不明

562 583 7 23 646 553 309 I 3 3 4 4 I 8 

( 9. 7) ( I 0.0) ( I 2.4) ( I I. I ) ( 9.5) ( 5.3 ) ( 2.3 ) ( 0.8) 

529 5 4 8 682 61 I 5 I 5 292 I 2 7 4 l I 2 

( 9.7) ( I 0.0) ( I 2. 4) ( l I.I ) ( 9.4 ) ( 5.3 ) ( 2.3 ) ( 0.7 ) 

I 0 2 88 105 I 0・ 7 4 4 7 24 8 2 

( I I. 7) ( I 0. l ) ( I 2.0) ( I 1.9) ( 8.5 ) ( 5ι） ( 2. 7) ( 0.9) 

68 85 l 21 84 85 

“ 
I 7 6 5 

( 7.9) ( 9.9 ) (I 4.1 ) ( 9.8 ) ( 9.9) ( 5.1 ) ( 2.0) ( 0.7 ) 

96 I 0 4 I 3 4 I 3 5 11 2 61 32 ？ 5 

( 8.6) ( 9.3) ( I 2.0 ) ( l 2.1 ) (I 0 0) ( 5.5) ( 2. 9) ( 0.6) 

I 62 I 6 2 l 89 I 6 0 I 4 3 11 29 I 1 。
( l 0.4) (I 0.‘〉 ( I 2.2 ) ｛』0.3) ( 9.2) ( 5.0) ( I. 9) (I. I ) 

97 I 0 I l 2 6 I 20 90 60 25 3 。
( 9.5 ) ( 9.9) ( l 2.4) ( l 1.8) ( 8.8) ( 5.9) ( 2.5) ( 0.3) 

4 6 6 7 l l 3 。 。 。
( 7. l ) ( l o. 7 ) ( l 0.7) ( l 2.5 ) ( I 9.6) ( 5.‘） 

。 2 l I 。 。 。 。 。
( 5 0. 0 ) ( 2 5.0 ) ( 2 5.0 ) 

’64 l 8 9 2 5 5 2 l 9 l 9 7 l 0 5 ・9 I 3 I 0 

( 8.3 ) ( 9.6) ( l 2.9) (11.1) ( l 0.0) ( 5.3) ( 2.5 ) ( o. 7 ) 

259 263 3 I 5 2 so 233 l 3 7 54 20 。
( I 0. l ) (I 0.2) ( l 2.3) ( l 0.9) ( 9.1 ) ( 5.3) ( 2.1 ) ( 0.8) 



表15. i1： ，年令別患者数（つづきl) 

男 暖実例のみ（再18)

年 令 Bil 年令

区 分 ~ 敬
計 8 0才。～4才 s-g I 0角帽I4 I 5・・Ig 20～2・25向 日29 30～3・3S-3 9 40ι－・. 4 s－・49 5 0角 田54 55～59 ti 0～ti. 65-ti 9 70～74 7 5～7 9 （除不明｝ 以上 不 明

~ 喧弘
1.8 9 0 l.8 8 4 。 2 l 1 55 8 I I 3 4 l 80 2 0 I 227 l 7 4 I 7 6 I 7 7 I 7 6 』5I 89 40 I 0 6 

( l 00.0) (0.1 ) ( 0.6) ( 2.9) ( 4.3 ) ( 7.1〕 ( 9.6 ) ( l 0. 7 ) ( l 2.0) ( 9.2 ) ( 9.3 ) ( 9.4 ) ( 9.3 ) ( 8.0) ( 4.7) ( 2.l ) ( 0.5) 

~ 電鼠 I. 7 5 6 1.7 5 2 。 2 I 0 49 76 l 3 0 I 6 9 189 209 』59 I 6 0 I 6 4 I 6 7 I 3 6 85 38 9 4 

除初診年次不明3 (I 000) ( 0.1.) ( 0.6) ( 2.8 ) ( 4.3 ) ( 7.4 ) ( 9.6 ) ( I 08) ( I 1.9) ( 9.1 ) ( 9.1 ) ( 9.4 ) ( 9.5 ) ( 7.8) ( 4.9 ) ( 2. 2) ( 0.5) 

陥 ' I 以前
273 2 7 3 。 。 2 4 9 』7 25 3 2 39 32 22 27 I 6 28 I 3 6 。

初
( 100.0) ( 0.7) ( 1.5 ) ( 3 3) ( 6.2) ( 9.2) ( I 1.7 ) （’4.3) (11.7) ( 8.1 ) ( 9.9) ( 5.9 ) (I 0.3) ( 4ι） ( 2.2) ( 0.4) 

ーσ。ー

30 5 
30‘ 。 I I 0 I 9 22 28 28 3 7 22 28 3 4 3 4 21 I 4 4 I I 

' 2 
(I 00.0〕 ( 0.3) (0.3) ( 3 3 ) ( 6.3 ) ( 7.2) ( 9.2) ( 9.2) ( I 2.2 ) ( 7.2) ( 9.2) ( I I. 2) (I 1.2) ( 6.9) ( 4.6 ) ( I 3 ) (03) 

33 7 334 。 I 9 I 8 29 2 4 4 0 3 5 24 3 2 28 40 25 I 6 11 3 
4 3 

主量
(100.0) ( 0.3) ( 0.3) ( 2. 7) ( 5.4 ) ( 8.7) ( 7.2) ( I 2.0) (I 0.5) ( 7.2) ( 9.6) ( 8.4) ( I 2.0 ) ( 7.5) ( 4.8) ( 3.3 ) ( 0.3) 

485 485 。 。 6 
1‘ I 4 38 52 4 6 6 7 4 7 4 6 43 42 3 4 2 4 6 6 。

4‘ (I 000) ( 1.2 ) ( 2.9) ( 2.9) ( 7.8) ( I 0. 1) ( 9.5) (I 3.8) ( 9.7) ( 9.5 ) （且9) ( 8.7 ) ( 7.0) ( 4.9 ) ( 1.2) ( 1.2) 

3 3 I 3 3 I 。 。 。 ’2 ’6 22 3 6 4 3 3 0 33 28 29 3 2 22 』7 』t 。 。・5 (I 00.0) ( 3.6) ( 4.8) ( 6.6) (I 0.9) ( I 3.0) ( 9.1 ) (I 0.0) ( 8.5 ) ( 8.8) ( 9.7 ) ( 6.6) ( 5.1 ) ( 3.3) 

年

2 4 24 。 。 。 。 。 2 4 。 I 4 2 3 6 。 。 。
4 ti 

( 4.2) ( 4.2 ) (I 6.7 ) ( 8.3) ( I 2. 5) ( 4. 2) ( I 00.0 ) ( 8.3 ) ( 16. 7 ) ( 2 5.0) 

’ 
。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

4 7 
(I 000) ( I 00.0) 

古E
問 42 + 4 3 6 4 2 636 。 2 2 I 9 3 7 5 I 52 68 72 4 6 60 62 14 4 6 30 I 5 2 4 

(i'l jij) ( I 00.0) ( 0.3 ) ( 0. 3) ( 3. 0) ( 5.8) ( 8.0) (82) ( I 0. 7) (11.3) ( 7.2) ( 9.4 ) ( 9. 7 ) ( I 1.6) ( 7. 2) ( 4.7) ( 2.4 ) ( 0 3) 

開“＋‘s 81 6 8 I 6 。 。 6 26 30 60 88 8 9 9 7 80 7 4 72 7 4 5 6 4 I I 7 6 。
｛再 締） (I 000) ( 0. 7) ( 3.2) (37) ( 7.4) (I 0. 8) (I 0.9) (I 1.9 ) ( 9.8) ( 9.1 ) ( 8.8) ( 9.1) ( 6.9) ( 5.0) ( 2.1 ) ( 0.7) 



表15.性，年令別患者数（つづき2) 

女 確実例のみ（宵鍋〉

年 令 .91J 年 令

区 分 総 数
計 8 0才。～4才 5-9 In－・2・ I 5～I 9 2 o－・2・ 2 s－・29 30～34 35《－39 40角田44 ・s－・＇9 50‘・54 5 s－・59 60～64 65-69 70～7・ 75～7 9 
｛除不明｝ 以 上 不明

百邑 散
3,9 2 6 3.91 5 I 2 9 50 I 61 I 9 6 230 343 3 8 I 385 405 5 "3 469 3 9 6 21 9 9 I 3' 11 

(I 00.0) ( o.o) ( 0.1 ) ( 0.2) ( 1.3 ) ( ＇・』） ( 5.0) ( 5.9) ( 8.8) ( 9. 7) (98) ( I 0.3) ( I 3 9) （』2.0) ( I 0.1 ) ( 5.6) ( 2 3) ( 0.9) 

~ 数 3,7 I 4 J,7 0 7 2 9 45 I 5 3 I 9 0 21 7 322 359 367 386 5 I 5 4 4 3 373 2 0 6 87 32 7 

除VJ~ff.次不明n (I 0 OD) ( 0.0) ( 0. I) ( 0. 2) ( 1.2 ) ( 4.1 ) ( 5.1 ) ( 5.9) (8.7) ( 9.7 ) ( 9.9) (I 0・） (I 3 9 ) (I 2.0) ( I 0 I ) ( 5.6 ) ( 2.3 ) ( 0. 9) 

60 4 602 。 。 。 6 22 27 3 I 52 57 70 6 6 78 88 '6 3‘ I 8 7 2 
初 附 4 I 以前

( 1.0) ( 5.1 ) ( 9.5 ) ( I 1.0) ( 1.2) (100.0) ( 3.7 ) ( 4.5) ( 8.6〕 ( I 1.6) ( I J.O) ( I 4.6) ( 7.6) ( 5.6〕 ( 3 0) 

5 55 552 I 。 I 9 26 29 29 5 I 5 6 '6 57 87 49 64 30 I 2 5 3 
・2

( 5.3) ( I 0.3) ( 0 9) (I 0 OD) ( 0.2) ( 0.2) ( l.fi ) ( 4.7) ( 5.3) ( 9.2 ) ( I 0. I ) ( 8.3 ) ( I 5.8) ( 8.9) ( I I. 6〕 ( 5.4 ) (22) 

σ3 
トー 7 83 7 8 I 。 。 9 33 38 4 6 73 79 7 I 71 I 0 6 95 87 4 5 2 I 6 2 

4 3 
(0 I ) ( 1.2) （・2) ( 5.9) ( I 0.1 ) ( 9.1 ) (11.1) ( 0 8) 

et (100.0) ( 4.9) ( 9.3) ( 9.1 ) ( I 3 6) ( I 2. 2) ( 5』） (V) 

1.0 5' 1,0 5 4 。 I 5 11 4 I 53 67 92 I 0 3 I I 3 11 5 I 4 5 I I 8 
I o‘ 52 23 11 。

“ (I 000) ( 0 I ) ( 0 5) (I 0 ) ( 3 9) ( 5.0) ( 6. 4) ( 8 7) ( 9.8) ( I 0 7) (I 0.9) (I 38) ( I I 2 ) ( 9.9) ( '・ 9) ( 2 2) 
( 1.0) 

683 683 。 I 2 I 0 29 39 4 0 52 64 64 73 95 88 67 4 3 I 3 3 。
' 5 (1000) ( 0. I ) ( 0.3 ) ( 1.5) ( 4.2) ( 5.7 ) ( 5.9) ( 7.6) ( 9.4 ) ( 9 4 ) ( I 0. 7) ( I 3 9) ( I 2.9) ( 9.8) (63) ( 1.9) ( 0.4) 

!f. 

32 32 。 。 。 。 2 4 4 2 。 3 2 ' ' 5 2 。 。 。
・6

(1000) ( 6.3) ( I 2. 5) （’2. 5) ( 6. 3) (9 4) ( 6.3 ) ( I 2.5) (I 2.5) (I 5.6) ( 6 3) 

3 3 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 2 。 I 。 。 。 。 5 

' 7 (I 00.0) ( 6 6. 7) ( 3 3.3 ) 

次
l沼 ・2+' 3 l,J 3 8 1,3 3 3 I 。 2 I 8 5 9 67 7 5 I 2・ I 3 5 I I 7 ’28 I 9 3 I 4 4 I 5 I 75 33 11 5 

｛再 lit) ( IOOO) ( 0. I ) ( 0.2) ( " ) ( ")  ( 5.0) ( 5.6) ( 9.3) ( I 0 I) ( 8.8) ( 9.6) ( I 4.5) (I 0.8) ( I I. J) ( 5.6) ( 2. 5) ( 0.8) 

昭 4・＋・s 1,7 3 7 1,7 3 7 
。 2 7 2 I 70 92 I 07 I 44 I 6 7 I 7 7 ’88 240 206 I 7 I 95 3 6 I 4 。

｛再 』晶） (1000) ( 0.1 ) ( 0. 4 ) ( 1.2) （・.0) ( 5.3) ( 6.2 ) ( 8.3 ) ( 9.6) ( I 0. 2) (I 0.8) (I 3. 8) ( I 1.9) ( 9.8) ( 5.5) ( 2.1 ) ( 0.8) 



σ3 
Nl 

区 分

昭和 44年

推計人円｛単位 1,000人）

全 ~ 温L 診

相自 4 2 
年

次
4 3 

'1 jlJ 

初
・4

.}t 

4 5 

昭和44年

雄副人口（単位 1.000人）

全 受 2量

年
昭 ・2

次
4 3 

女別

初
4 4 

E島

4 5 

a& 散
総 敬 。～4-t'

居生不明｝

50.4 3 I 5 0,4 3 I 4, 4 7 2 

3,0 6 4 3,0 5 2 I 

( 6 I】 ( 6.1) Co.ol 

4 8 4 483 。
( 1.0) ( 1.0】

5 6 I 55 8 。
( l. I) (I.I) 

780 7 7 8 

(I. 5) (I. s) ねO)

570 570 。
(I.I) (I. I) 

5 2,2 I 6 5 2,2 I 6 4,2 3 0 

6,1 4 3 6, I I 8 2 

( I 1.8) ( 11.7) !o. O) 

886 88 I 

( 1.7】 ( l. 7) Co.o) 

1.2 3 I 1.2 2 6 。
( 2.4) ( 2.J) 

1.6 I 4 1.61 0 。
( 3.1) ( 3.1) 

1,0 7 3 1.0 7 3 。
( 2.1) ( 2. I) 

表 16 性，年令別受診患者 率｛人口 10万対 ）

年 令

5－・9 I 0-1 4 』S向－19 2 0～24 2 s-2 9 30～34 3 5～39 4 0～4 4 45『 ・49 

4,0 4 4 4,0 5 3 4,9 2 9 5.1 0 I 4,5 5 0 4, I I 3 4.0 5 0 3,5 8 2 i fi I 7 

4 I 8 9 7 I 2 3 2 I 4 2 7 3 322 353 290 

( 0 I ) ( 0.4 ) ( 2.0 ) ( 2.4】 ( 4.1) ( 6 6】 ( 8 0) ( 9.9) (I 1.5) 

2 3 I 5 28 3 2 49 ・6 5 4 4 4 

<oo) ( 0 I) ( 0 3) ( 0.5】 ( 0. 7) ( l 2) ( I.I) ( I 5) ( I. 7) 

5 I 6 25 45 36 6 2 66 37 

( 0 0) ( 0 I ) ( 0 3〕 ( 0.5】 ( 1.0) ( 0.9) ( 1.5) ( I 8) (I. s) 

。 6 31 22 6 0 7 5 7 5 96 77 

( 0 I ) ( 0.6) ( 0. 4】 ( l J) ( 1.8) ( 1.9】 ( 2. 7) ( 3.1】

20 20 3 7 55 7 I 55 63 

( o.o ) ( o.u) ( 0. 4) ( 0. 4 ) ( 0. 8、( 1.3) ( 1.8) ( I. 5) ( 2.5) 
3,8 9 0 3,9 I 2 4,7 7 9 5, 0 4 7 4,6 4 2 4, I 5 3 ‘.o 21 3,6 5 2 3, I I 7 

6 I 2 91 250 2 9 8 368 5 I I 5 9 6 60 2 

( 0 2) ( 0 3) ( I. 9) ( 5 .o】 ( 6. 4】 ( 8.9) 0 2 7】 ( I 6. 3) (I 9.3) 

3 2 I 8 37 4 3 58 7 5 9 I 8 I 

( 0 I ) ( 0 I ) ( 0.4) ( 0. 7) ( 0.9) ( l. 4) ( l g) ( 2.5) ( 2.6) 

。 3 I 5 46 5 4 69 I I’ I I 9 I I 6 

( 0 I ) ( 0 3) ( 0 9) ( 1.2) ( I 7) ( 2.8) ( 3. 3) ( 3. 7) 

， 
2 5 20 69 79 I 0 I I 3 5 I 5 7 I 6 4 

( 0. I ) ( 0 I ) ( 0.4 ) ( 1.4) ( l. 7) ( 2. 4) ( 3 4) ( 4 3) ( 5 3) 

2 I 5 45 6 0 68 84 I 0 0 I 0 2 

( 0.0 ) ( 0.1 ) ( 0.3) ( 0.9 ) ( 1.3) ( I. 6) ( 2.1) ( 2.7) ( 3.3) 

確実例＋容疑例

.Bil 年令

80才
50～54 55～59 60’～6 4 6 5～69 70～7 4 7 5《町79 

l;r-明以上

2,1 I 4 2.0 5 0 1,7 2 3 1,3 8 6 9 2 3 5 I 0 3 I 5 レ
2 7 I 3 0 I 285 258 I 4 6 80 I 6 

(l 2.8) ( l 4. 7) ( I 6 5) ｛』86) (1 5.8) (J 5. 7) K s.11 
12 

39 57 46 35 22 8 3 

( 1.8) ( 2 8) ( 2. 7】 ( 2.5) ( 2. 4) ( 1.&: I< 1.0) 
I 

5 4 53 69 4・ 28 I 5 2 

( 2. 6) ( 2.6) ( 4 0) ( 3.2) ( 3.0) ( 2.9】 0.6) 
3 

73 7 4 65 6 4 33 20 6 

( 3.5) ( 3ι） ( 3 8) ｛・，6) ( 3.6) ( 3.9 ば 1.9) 
2 

4 7 46 5 5 4 6 3 3 I 8 2 

( 2.2) ( 2. 2〕 ( 3 2) ( 3.3) ( 3.6) ( 3.5) ( 0. 6) 
。

2.5 3 8 2.3 6 5 1,8 9 6 1.5 5 I l,J I 5 7 12 597 レ
6 I 3 8 2 I 7 2 7 6 I 5 356 ’7 4 7 6 
(2 4.2】 ( 3 4. 7) ( 3 8 3) ( 3 9 7) (3 l. 9) (2 4.4) I 2. 7) 

25 

89 I I 8 8 3 I 00 49 2 3 I 0 

( 3.5) ( 5.0】 ( 44) ｛ι4) ( H)  ( 3.2) ~ I. 7】
5 

I l 4 l 6 6 I 5 9 I 2 5 72 4 0 I 7 

( 4.5) ( 7.0) ( 8 4) ( 8.1) ( 6.5) ( 5.6 ( 2.8) 
5 

I 7 2 220 l 7・ I 5 0 98 42 22 

( 6.8) ( 9.3) ' 9.2) ( 9.7) ( 8.8】 ( 5.9 3. 7) ‘ 
I 06 l 4 2 l 4 0 I 0 9 65 27 7 

( 4. 2) ( 6.0) ( 7.・） ( 7.0) ( 5.8) ( 3.8〕( l. 2) 
。



表 1 7 職業別患者数

全例

昭 40. 1 0. 1 金 ~J 昭 42 + 4 3 
〔鵠）

昭 44 + 4 5 
（鵠）

区 分 国事号踊盗人口

( ~：由J整骨十値）
患者 量k 人口10万対率 患者数

主主平均
患者 数

年平均
単位 1.0 0 0人 C%】 人口 I0万対率 人口 10万対率
， 

医療従$者 6 7 6. 5 1 2.9 1 9.0 4 9 3. 6 6 0 4.4 

その他の専門職 2, 0 0 2. 3 3 1 0 1 5,5 9 4 2. 3 1 5 1 3.8 

管 理 1. 4 1 4. 9 1 1 9 8.4 4 0 1. 4 5 3 1. 9 

• 務 6,181.6 1. 2 6 3 2 0. 4 4 8 3 3.9 5 0 7 4.1 

ll.11 売 s. 5 8 6. 8 3 1 I 5,6 I 1 9 1. 0 1 1 4 1. 0 

§ 林 1 1, 1 1 4. 0 5 9 4 5,3 2 0 3 0. 9 2 8 3 1. 3 

漁 業 5 6 2. 0 1 7 3. 0 7 0.6 7 。.6

採 主主 2 2 7. 9 1 8 7. 9 3 0. 6 1 3 2.9 

選 輸 2,0 7 5.9 1 3 2 6. 4 4 2 1. 0 6 9 l. 7 

工 員 1 4, 3 2 6. 8 3 8 8 2. 7 1 3 3 0. 5 1 7 7 0.6 

サ ビ コλ 3, 4 4 l. 2 1 7 2 s.o 4 7 0. 7 9 1 1. 3 

.:r. 婦 以I4, 8 2 2. 6 2, 2 2 9 I 5,0 8 0 7 2. 7 9 5 6 3.2 

無駿・その他 ~；E i 3, 2 6 o. o 2. 0 8 3 1 6. 0 6 7 2 2. 5 9 0 5 3.4 

児童・生徒・学生 ~Zi 2 1.1 4 3.o 1 8 9 0. 9 5 9 0.1 96 0.2 

分類不能／ 1 8 6 3 8 1 2 1 

無 配 入 ／ ／  1, 1 0 9 3 7 2 4 6 7 
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表 18 主な項目の性，年令別集計成績

新・1日商調査票共通項目σ弛
（ヨード／稲 2s.-』 29.39, 45, 56, 83～8 5) 

J鉱2s 受療状況
A;. 2 6 歩 汀ー

区 分 総数
（新；診断時．旧；鈍査時）

昔t I 2 3 計 I 2 3 
不明 かろうじて ほぽ正常 不 明

｛除不明｝ 入院 通院 その他 （除不扮 不鐙 可 ～正常

8,3 2 2 2.6 2 I 3,7 7 I 1.9 3 s 8,1 7 8 1.1 4 4 2.5 2 6 4.S 0 8 

軍主 数 9.2 4 9 922 1. 0 7 1 

(I 00.0) (31. s ) ( 4 5.3 ) (2 3.2) (1 00.0) (1 4.0) (30.9) (s s.1) 

8,2 6 2 2.6 0 4 3, 7 3 7 1.9 2 I 8.1 1 8 1.1 3 4 2.S I 0 4.4 7 4 

総 数 9.17 0 908 1. 0 s 2 

(1 0 0. 0) (3 I. 5) ( 45.2 ) (2 3.3) (1 00.0) (1 4.0) (3 0. 9) (s s.1) 

男
2.3 1 2 6 4 7 1.0 8 2 583 2.2 6 3 204 564 1.4 9 5 

～3 9才 2,5 9 0 278 3 2 7 

(I 00. 0) (2 8. 0) ( 46.8 ) (2 5.2) (100.0) ( 9.0) (2 4. 9〕 (6 6.1) 

女

性 3. 4 7 1 ],] 0 0 1.60 0 7 7 1 3.4 I 3 4 0 4 1.0 7 6 1.9 33 

4 0 －・59 3,8 4 7 376 4 3 4 

計 (100.0) (31. 7〕 ( 4 6.1 ) (22.2) (1 oo. o) (1 1.8) (S 1.5) (5 6.6】

年 2,4 7 9 8 5 7 1,0 5 5 567 2.4 4 2 s 2 6 870 1.0 4 6 

6 0才～ 2.7 3 3 2 5 4 2 9 I 

令 (I 00.0) (3 4.6 ) (42.6) (2 2. 9) (I 00.0) (21. s) (3 5. 6) ( 4 2.8) 

.BIJ 2. 7 2 6 789 1.31 0 62 7 2.7 0 5 298 7 4 4 1.6 6 3 

総 敏 3.05 2 326 3 4 7 

，向、 (1 0 o. 0) (2 8. 9 ) ( 4 8.1 ) (23 0) (100.0) (J l. 0) (27.5) ( 61. s) 

除

9 3 7 243 4 5 I 243 9 2 6 7 3 2 0 2 6 5 I 

性 ～3 9才 1.0 s 2 I I 5 I 2 6 

(1 0 0. O) (2 5. 9 ) ( 4 8.1 ) (2 5.9) (100.0) ( 7.9) (21ι〉 (7 0.3) 

年 男

1.0 8 2 322 s 2 s 2 3 5 1.0 7 B 94 302 682 

令 4 0角－s9 1.21 5 I 3 3 I 3 7 

(I 00. 0) (2 9. B ) (48.5) (2 1.7) (1 00.0) ( 8. 7) (2 8.0) (6 3.3) 

不

7 07 2 2 4 33 4 1 4 9 701 131 240 3 3 0 

明 6 0才～ 785 78 8 4 
） 

(100.0) (31.7 ) ( 4 7.2 ) (2 1.1) (I 00.0) (18. 7) (3 4.2) ( 4 7.1〕

s.s 3 6 1.8 1 5 2,4 2 7 1.2 9 4 5, 4 1 3 836 1, 7 6 6 2,8 I I 

総 数 6,1 1 8 582 7 0 5 

(1 00.0) (3 2. 8) ( 43.8 ) (2 3. 4) (100.0) (1 5.4) (3 2. 6) (51. 9〕

1,3 7 5 4 0 4 6 3 1 340 1,3 3 7 I 3 1 362 844 

～3 9才 1,5 3 8 1 6 3 、20 I 

(100.0) (2 9.4 ) (45.9) (2 4. 7) (100.0) ( 9.8) (2 7.1) (6 3.1) 

女

2,3 8 9 市＇77 8 l,O 1 5 5 3 6 2.3 3 5 310 774 1.2 5 I 

4 0～5 9 2.6 3 2 2 4 3 2 9 7 

(100.0) (3 2. 6 ) (45.0) (22.4) (100.0) (I 3.0) (3 3.1) (53.6) 

1.7 7 2 6 3 3 7 21 41 8 1. 7 4 I 3 9 5 6 3 0 7 1 6 

6 0才 1.9 4 B I 7 6 2 0 7 

(I 0 0.0〕 （~ 5. 7 ) (4 0. 7 ) (2 3. 6) (100.0) (2 2. 7) (3 6. 2) (41.1) 
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表18 主な項目の性，年令別集計成績（つづき 1) 

新 ・｜自衛関査察共通項gのみ

40. 2 7 
視 カ

経 過
( S折；診断時＇18；関査時）

40. 2 8 

区 分 総数
計 I 2 3 計 I 2 3 4 5 

不明 不明
（除不明 全 盲 低下 正常 （除不明） 死亡 感化 不変 軽快 治ゆ

7, 9 4 6 2 I 3 1.7 3 4 5.9 9 9 7,9 I 4 503 4 7 6 2.4 s 4 4,1 3 8 3 43 

IR ~ 9,2 4 9 1,3 0 3 1,3 3 s 

(I 00.0) ( 2. 7) ( 2 1.8) (1 s.s) (100.0) (6.4) (6.0) (3 l O) (52.3) ( 4.3) 

7,8 85 212 1.7 I 9 s, 9 s 4 7,8 5 3 4 9 9 472 2.4 3 6 4.1 0 s 3 4 I 

総 数 9.17 0 1.2 8 5 1.3 I 1 

(100.0) ( 2. 7) ( 21. 8) (7 5.5) (100.0) (6. 4) (6.0) (31. 0) (5 2 3) ( 4.3) 

2.2 IS 4 3 382 1.7 9 0 2,1 92 6 s 99 524 1,3 I I I 9 3 
男 ～ 3 9才 2.5 9 0 375 398 

住

女
(1 00.0】 (I. 9) ( I 7.2) (8 0. 8) (I 00. 0) (3.0) ( 4.5) (2 3. 9) (5 9.8) (8.8) 

． 
a , o～ 3,3 0 7 I 0 I 682 2.5 2 4 3,2 8 5 I 5 4 I 9 S 1.0 1 2 1,7 5 7 107 

年
3,8 4 7 s 4 0 562 

s 9才 (! 00.0〕 (3.J〕 ( 20.6) (1 6.3) (100.0) ( 4. 7) (5. 9〕 (3 2.6) (5 3. s〕 (3.3) 

令
2.3 6 3 6 8 6 5 5 1.6 4 0 2.3 7 6 280 I 7 8 840 1.0 3 7 4 I 

.81J 
6 0才～ 2.13 3 3 7 0 3 s 7 

(1 oo.o) ( 2.9) ( 2 7. 7) (6 9.4】 (I 00.0) (I 1.8) (7.5) (3 5.4) ( 43. 6) (!. 7) 

F、
除

2.6 3 0 11 587 1.9 7 2 2.63 4 I 68 I 5 0 822 1.3 5 4 I 4 0 

~ 数 3,0 5 2 ‘22 4 18 

性
(J 00.0) (2. 7) ( 22.3) (1 5.0) (I 00ρ） (6.4) (5.7) (31. 2) (51.4〕 (5.3) 

年
906 I 8 I 7 2 7 I 6 904 2 6 ‘也 222 537 79 

～3 9才 J,0 5 2 I 4 6 1 4 8 

令 男
(! 00.0】 ( 2.0) ( I 9 0) (7 9.0) (100.0) (2. 9) (4. 4】 (24.6) ( s 9.4) （且7)

不
4 0～ 1,0 3 8 3 8 2 I 0 7 9 0 1.0 4 8 4 6 60 3 s 9 5 4 0 43 

1.2 I 5 I 7 7 1 6 7 

明
5 9才 (I 00.0) ( 3. 7) ( 2 o. 2) (76.1) (!00.0) ( 4.4) (5. 7) (3 4.3) (5 I. s〕 (4.1) 

...., 

686 I 5 205 4 6 6 6 8 2 96 5 ( 2 4 I 2 11 I 8 

6 0才～ 785 99 I 03 

(1 oo.o) ( 2.2】 ( 2 9.9) ( 6 7. 9) (I 00.0) (I 4.1) (7.3) (35.3) ( 40. 6) (2. 6) 

S.2 5 s I 4 I !, 13 2 3,9 8 2 5,2 I 9 3 3 I 3 2 2 J,6 I 4 2. 7 S I 20 I 

ti 数 6,1 I 8 836 899 

(! 00.0) ( 2. 7) ( 2 1.5) (75.8) (I 00. 0) (6. 3) (6.2) (30. Y) (5 2. 7) (3. 9) 

1.3 0 9 2 s 21 0 1.0 7‘ 1,2 8 8 3 9 59 3 02 1 1 4 I 1 4 

～3 9才 1,5 3 8 229 250 

女 000.0) (I. 9) ( I 6. 0) (8 2. 0) (I 00.0) (3. 0) ( 4. 6) (23.4) I (60.1) (8. 9) 

4 0～ 2.2 6 9 6 3 472 1.7 3 4 2.2 3 7 I 0 8 I 3 5 7 I 3 1.2 l 7 64 

2.6 3 2 3 63 395 

5 9才 (1 00.0) ( 2.8〕 ( 2 0. 8) (76.4) (1 00.0) ( 4.8) (6. 0) (3 I. 9) (s U)  (2. 9) 

1,6 7 7 53 ‘5 0 1.1 7 4 1.6 9 4 I 8 4 I 2 8 599 760 23 

6 0才～ 1. 9 4 8 2 1 I 2 5 4 

(100.0) ( 3.2】 ( 2 6.8、 (70.0) (1 00. 0) ( 10. 9) (7.6) (3 5. 4) ( 4 4.9) (1.4) 
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表18 主な項目の性 ， 年令別集計成績｛つづ~ 2 )

fi・旧丙II査察共通項目のみ

,,., 2 9 家~からの発病 必：39 異常知覚の有無 J時..4 ~ 下腹筋力低下の有無

区 分 rt数 針 I 2 計 I 2 t十 I 2 
不明 不明 不明

｛除不明 あり な し （除不吻 あ P なし （除不扮 あり なし

7.6 3 0 2 34 7.3 9 6 8,4 9 8 7,9 4 3 SSS 8,2 8 7 s. 8 3 2 2.4 5 5 
総 数 9.2‘9 1.6 I 9 7 SI 962 

(! 00.0) (3.1) ( 9 6. 9) (1 00,0) (9 3. 5) (6. 5) (1 00. 0) ( 7 0. 4) (2 9.6) 

7,5 7 7 233 7.3 4 4 a. 4 J 1 7.8 8 6 5 4 s 8,22 3 5, 7 8 9 2.4 3 4 

.~ 数 9,170 1.5 9 3 7 3 9 947 

(! 00.0) (3. !) ( 96. 9) (1 00.0) (93. s) (6.5) (! 00.0) (7 o. 4) (29.6) 

男
2,1 0 7 82 2.0 2 s 2.3 8 7 2.1 9 9 1 8 8 2,J 3 8 1.5 0 3 835 

性 ～ 3 9才 2.5 9 0 4 8 3 203 2 s 2 

女
(100.0) (3. 9) (96. !) (I 00.0) (92.1) (7,9) (100.0) ( 6 4.J) (3 5. 7) 

4 0‘’ 3,1 7 2 89 3.0 8 3 3.5 4 3 3.3 3 7 206 3.4 3 8 2.3 61 1.0 7 7 

年 3,8 4 7 675 304 ‘0 9 
計
5 9才 (! 00. 0) (2.8) (9 7.2) (! 00. 0) (9 4.2) (5.8) (1 00. O) (6 8 7) (31.3) 

令

2.2 9 8 6 2 2.2 3 6 2.5 0 1 2.3 5 0 』SI 2.4 4 7 J,92 s 522 

Bil 6 0才～ 2.7 3 3 43S 2 3 2 286 

(I 00.0) (2. 7) (9 7.3) (I 00.0) (9 4 0) (6.0) (100.0) (78.7) (2 1.3) 

，句、

除 2.5 0 0 7 4 2.・26 2.7 9 9 2.60 3 196 2.7 I 2 1.7 9 6 91 6 

~ 数 3.0 5 2 552 253 3・0
性 (100.0) (3. 0) (9 7.0) (I 00. 0) (93. 0〕 (7 0) (1 00. 0) (6 6φ2) ( 3 3. 8) 

年 852 28 82 4 9 6 I 883 78 938 559 3 7 9 

～ 3 9才 1,0 s 2 2 0 0 91 I I 4 

令 (100.0】 (3.3) (9 6. 7) (100.0) (91. 9) (8 1) (1 00. 0) ( 5 9.6) ( 4 0.4) 

男

不 4 0～ 987 20 967 I.I I 9 1.0 4 9 7 0 1,0 8 0 7 I I 369 

1.2 I 5 2 2 8 9 6 I 3 S 

明 る9才 (!00.0) 〔2.0) (98.0) (100.0) (93.7) (6 3) (100.0) (65.8) (3 4 2) 
） 

6 6 I 26 635 7 1 9 6 7 I 4 8 694 5 2 6 I 6 8 

6 0才～ 785 I 2‘ 66 9 I 

(1 00.0) (3. 9) ( 9 6.1) (!00.0J (9 3. 3) (6. 7) (! 0 0. 0) (75.8) (2 4. 2) 

5,0 7 7 I 5 9 ‘．宮18 s. 6 3 2 E九283 34 9 S.51 I 3,9 9 3 1.5 1 8 

総 Z宣 6,1 I 8 1.0 41 486 6 0 7 

(1 00.0) (3.1) (96.9) (I 00. O) (9 3.8) (6 2) (! 00.0) (7 2ι） ( 27. 5) 

1.2 5 s 5 4 1.2 0 I 1.42 6 1.3 I 6 I 1 0 1.4 0 0 944 4 s 6 

～ 3 9才 1.5 3 8 283 11 2 I 3 8 

女
(I 00. 0) (4.3) (9 5. 7) (I 0 0. 0) ( 9 2. 3) (7. 7) (1 00. 0) ( 6 7 4) (3 2.6) 

4 0～ 2.1 8 5 69 2,11 6 2.4 2 4 2.2 8 8 13 6 2.3 5 8 J.650 708 

2,6 3 2 4 4 7 208 274 

5 9才 (1 00.0) (3.2) ( 96. 8) (1 00.0) (9 4. 4) (5.6) (1 00. 0) (70. 0) (3 0. 0) 

1.6 3 7 3 6 1.6 0 I 1,7 8 2 1.6 7 9 I 0 3 I. 7 5 3 1.3 9 9 3 5 4 

6 0才～ I, 9 4 8 31 1 1 6 6 I 9 5 

(100.0) (2. 2) (97.8) (I 00.0) ( 9 4.2) (5ι〉 (100.0) (79.8) (2 0.2) 
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表18 主な項目の性，年令別集計成績（つづき 3) 

新・ l日開調査票共通項目のみ

必 56 鹿島~.彊.障害

区 分 軍邑 型民 計 I 2 

不明
（除不鈎 あり なし

8,07 2 1.4 9 2 6.5 8 0 

Ii It. 9.2 4 9 I.I 7 7 

(100.0) (! 8. 5) ( 81. 5) 

8,0 0 9 I.‘80 6,5 2 9 
録 Ii 9.1 7 0 I.I 61 

(I 00.0) (! 8.5) (81.5) 

2.2 7 5 355 1.9 2 0 

男 ～ 3 9才 2.5 9 0 3 I S 

性 (I 00.0) (I S. 6) (8 4.4〕

女

4 0～ 3.3 7 I s 7 0 2.8 0 I 
計 3,8 4 7 476 

年 s 9才 (100.0) (! 6.9) (8 3.1) 

令 2.3 6 3 s s s 1.808 

6 0才～ 2. 7 3 3 370 

j!J (100.0) (2 3. 5) (7 6.5) 

，、 2.6 5 2 5 I 8 2.1 3 4 

除 m Ii 3,0 s 2 400 

(1 00.0) (1 9.5) (80. 5) 

性

924 I 5 8 766 

ま早 ～ 3 9才 1.0 5 2 I 2 8 

男
(1 00.0) (I 7.1) (8 2. 9) 

令

4 0～ 1.0 5 2 172 880 

不 1.2 I 5 I 6 J 

5 9才 (1 00.0) (16.3) ( 8 3. 7) 

明
'-J 

676 I 88 488 

6 0才～ 785 I 0 9 

(1 00. 0) (2 7.8) ( 7 2.2) 

s. J s 7 962 4,3 9 5 

総 Ii 6,1 I 8 7 6 I 

(I 00.0) (18. 0) (82.0) 

1.3 SI I 9 7 1,1 5 4 

～ 3 9才 1.5 J 8 I 87 

女
(! 00.0) (I 4.6) (85.4) 

4 0～ 2.3 I 9 3 9 8 1,9 2 I 

2.6 3 2 JI 3 

s 9才 (100.0) (I 7.2) (82.8) 

I. 6 8 7 3 6 7 1.3 2 0 

6 0才～ 1.9 4 8 2 6 I 

(100.0) (21.8) (7 8.2) 
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表18 主な項目の性 ，年令別集計成績（つづき4) 

新・旧両調査察共通項目のみ

If(. 8 3 腹部症状 - 神経症状の期間 ( 1 0区分別）

医 分 .1$ 数 計 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 期間
同時期 37カ月

｛除不明 以前 同時期 1ヶ月 2 3 4～6 7～1 2 l 3～2 4 2 5～3 6 以上 不明

7, 9 0 0 1 7 2 2.6 9 7 23.l 7 842 4 l l 5 6 0 3 6 9 258 I 0 7 l 6 7 

総 数 9.2 4 9 1.3 4 9 

(100.0) (2.2) ( 3 4.1) ( 2 9.3) (I 0. 7) (5.2) (7.1) (4. 7) (3.3) (1.4) (2.1) 

7,8 3 s 1 7 l 2.6 7 8 2.2 9 6 8 3 I 4 l 0 s s 7 3 6‘ 2 s 7 1 0 6 l 6 s 
/;l; 数 9.17 0 1.3 3 s 

(1 0 0. 0) (2.2) ( 3 4. 2) ( 2 9.3) ( 10.6) (5.2) (7.1) (4句6) (3. 3) (1.4】 (2.1) 

男
2.2 3 9 43 733 6 6 s 235 l 1 7 l 7 5 l 14 82 3 2 43 

～ 3 9才 2.S 9 0 3 SI 
性

(100.0) (1. 9) (32.7) ( 2 9. 7) (1 o. s) (5.2) (1.8) (5.1) (3. 7〕 (1.4) (1. 9】
女

；十
4 0～ 3.2 7 6 7 4 1.1 l s 9 4 5 352 1 8 1 2 3 1 1 5 5 1 1 0 38 75 

3, 8 4 7 5 7 l 
年

s 9才 (1 00.0) (2.3) (3 4. 0) (2 8.8) (10.7) (5.5) (1.1) ( 4. 7) (3.4〕 (l. 2】 (2.3) 

令
2.3 2 0 54 830 686 2 4 4 1 1 2 I 51 95 6 s 3 6 4 7 

6 0才～ 2.7 3 3 41 3 
$!] 

(1 00. 0) (2.3) (3 5ι） (29.6) (1 0.5】 ( 4.8) (6.5) (4.1) (2.8) (1.2) (2.0) 

（ 

2.5 4 7 3 9 9 l 3 723 2 7 0 I 3 6 1 7 2 1 I 2 8 7 3 6 5 9 
高生

総 数 3.0s 2 505 

性
(100.0) (1. 5) (3 5.8) ( 2 8.4】 (I 0.6) (5.3) (6.8) (4.4) (3.4) (1.4) (2.3) 

890 1 0 3 0 6 252 89 '9 7 1 4 6 4 I 11 1 5 
年

～ 3 9才 1.052 I 6 2 

(l 0 0.0) (I.I〕
令 男

(3 4. 4) (2 8.3〕 (10. 0) (5.~ ） (8.0) (5.2) (4. 6) (1.2】 (1. 7) 

4 0～ 1. 0 J 8 20 362 2 9 7 1 1 0 5 8 59 4 8 24 1 5 25 
不

l,2 I 5 I 9 7 

s 9才
明

(1 00.0) (2.0) (3 5.6) (2 9.2〕 ( 1 0. 8) (5. 7) (5.8) (4. 7) (2. 4) (LS) (2.5) 

、＿，

6 3 9 9 2 4 5 l 7 4 7 l 2 9 4 2 1 8 22 1 0 I 9 

6 0才～ 785 I 4 6 

(100.0) (1.4) ( 3 8.3) (27.2) (1 l.J) ( 4.5) (6. 6) (2. 8) (3.4) (L 6) (3.0) 

5,2 8 8 l 3 2 1. 7 6 5 l,S 7 3 5 6 1 274 385 252 1 7 0 70 I 0 6 

li 数 6.11 8 83 0 

(1 00.0) (2. s) (3 3. 4) ( 2 9. 7) (l 0ι） (5.2) (7.3) ( 4.8) (3 2) (I. 3) (2.0) 

1.3 4 9 33 4 2 7 4 1 3 1 4 6 68 l 0 4 68 4 1 2 l 28 

～ 3 9才 1.5 3 8 l 8 9 

(J 00』） (2. 4) 
女

(3 1.7) ( 3 o. 6) (1 0ι） (5.0) (7.7) (5.0) (3. 0) (1. 6】 (2.1) 

4 0～ 2,2 5 8 54 753 6‘且 2 4 2 l 2 3 l 7 2 1 0 7 86 23 5 0 

2.6 3 2 3 7 4 

5 9才 (J 00.0) (2. 4】 ( 3 3. 3) (2 8. 7) (l 0. 7) (5.4) (7.6) ( 4.7) (3. 8) (l. 0) (2.2) 

J, 6 8 1 45 585 5 1 2 I 7 3 8 3 l 0 9 7 7 43 2 6 28 

6 0才～ 1.9 4 8 2 6 7 

(l 00.0) (2. 7】 (3 4.8) (30. 5】 (I 0.3) (4. 9) fι5) ( 4ι） (2.6) (1. 5) (1. 7) 
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表18 主な項目の性， 年令別集計成績（つづきr5 ) 

車両 ・｜日商絢査察共通噴ヨのみ

J唯.8 4 腹部症状 ーー， 初診の期間 ( I 0区分,Bil) 

区 分 総 数 計 2 3 4 5 6 7 8 9 I 0 期 間
同時 3 7カ月

（除不明】 以前 同時期 1ヶ月 2 3 4～ 6 7《 ・12 I 3～－2 4 25～36 以 上 不 明

7.6 I 4 796 2,3 I 1 1,1 I 2 5 3 I 326 6 1 0 6 5 9 5 1 4 2 9 0 4 5 7 

tg 教 9.2 4 9 1,6 3 5 

(1 o o.o) ( 1 o.s) (3 0.4】 (1 4.6) (7.0) ( 4.3) (8.0) (8.7) ( 6. 8) (J.R) ( 6.0) 

7,5 5 8 796 2.3 0 1 I.I 0 I 5 2 6 323 6 0 6 6 5 2 5 0 9 289 4 5 5 

総 数 9,110 1,61 2 

(100.0) (I 0. 5) ( 3 0.4) ( 1 4.6) (7.0) ( 4.3) (8.0】 「8.6】 (6. 7) (3.R) ( 6.0】

2.1 81 I 5 4 685 352 I 7 2 9 5 I a 6 200 I 4 9 7 5 I I 3 
男
～ 3 9才 2.5 9 0 4 0 9 

性
(100.0〕 ( 7.1) (3 1.4) (I 6.1) (7. 9) ( 4.4) ( 8.S) (9.2) ( 6.6】

女
(3.4) ( 5.2) 

． 
計
4 0～ 3,1 4 7 33 6 905 453 220 I 4 R 270 296 2 0 5 I 2 6 I 8 8 

宝早
3,8 4 7 700 

5 9才 (100.0) (I 0. 7) (2 8.8) (! 4.4) (7.0) ( 4. 7) (8.6) 「9.4) ( 6.5) ( 4.0) 「6.0)

令
2.2 3 0 306 11 I 296 I 3 4 80 I 5 0 I 5 6 I 5 5 88 I 5 4 

6 0才～ 2.7 3 3 503 
,81] 

(I 0 0. 0】 (13.7) (3 I. 9) (I 3.3) ( 6.0) (3. 6) (6. 7) 「7.0】 (1.0) (3.9) ( 6. 9) 

（ 

2.4 3 9 269 7 t 3 338 I 5 4 I 0 4 19 9 2 2 4 I 8 9 9 6 I :, 3 
除

総 数 3,0 5 2 61 3 

性
(I 00.0) (11.0) (2 9.2】 (I 3.9) ( 6.3) (4.3) (8.2) (9.2) ( 7.7) (3.9) ( 6 3 l 

8 6 9 6 0 260 l 2 7 5 3 39 8 4 8 3 7 9 3 I 53 
年

～3 9才 1,0 5 2 l 8 3 

(! 0 o.o】 ( 6.9) (2 9.9) (I 4.6】 fιI) ( 4.5】 ( 9.7) (9.6) ( 9.1) (3.6】 ( 6.1) 
令 男

不
4 0～ 9 6 3 12 I 262 l 3 I 6自 so 77 9 5 6 7 4 2 5 0 

l.2 l 5 ~5 2 

明
5 9才 (100.0) (I 2.6) (2 7.2) (1 3.6) (1.1) ( 5.2) (8. O) ( 9.9) (1. 0) ( 4.4) (5.2) 

、J
6 0 7 88 I 9 I 8 0 33 I 5 3 8 4 6 43 23 5 0 

6 0才～ 7 8 5 I 7 R 

(100.0 i (I 4. 5) (3 L.5) ( l 3.2) (5.4) (2.5】 (6.3) (7. 6) (1.l) (3.8) （~.~ ） 

5, l l 9 527 1,5 8 8 7 6 3 372 2 l 9 407 4 2 8 320 I 9 3 302 

事S 数 6,1 1 8 99 9 

(100.0) (1 0.3) (3 1.0) ( l 4. 9】 (7.3) ( 4.3) (8.0) (8.4) ( 6.3) (3.8) (5. 9) 

1,3 l 2 94 425 225 I I 9 56 l 0 2 l I 7 7 0 4 4 ti 0 

～3 9才 1.5 3 8 2 2 6 

(1 0 0.0) ( 7.2) ( 3 2. 4) (I 7.1) ( 9.1) ( 4.3】 (7.R) • 8.9) (S.3) (3. 4) ( 4. 6) 

女

4 0～ 2.1 R 4 2 I 5 6 4 3 322 l 5 2 9R I 9 3 2 0 l l 3 8 8 4 I 3 8 

2.6 3 2 ~ 4 8 

5 9才 (1 o o.o) ( 9.8) (2 9. 4) (1 4. 7) (7.0) ( 4. 5】 (8.8) (9.2) (6.3) (3.8) (6.3) 

I. 6 2 3 21 8 520 2 I 6 l 0 l 65 l l 2 I l 0 I I 2 6 5 l 0 4 

6 0才～ l,9 48 3 2 5 

(! 0 0.0) (I 3.4) (32.0) (I 3.3 l （ι2) ( 4.0) (6.9) ( 6.R) ( 6.9) ( 4.0) ( 6.4) 
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表18 主な項目の併，年令別集計成績（つづきr6 ) 

新・18両調査察共通項目のみ

4": 8 ~ 持経症状 ・．， 初診の期間

区 分 ~数 ft 1 2 3 4 5 6 7 8 9 l 0 期 間

同時期 3 7ヶ月
｛験不明E 以前 同時期 1ヶ月 2 3 ‘～6 7～l 2 l 3～2 4 2 s～36 以 上 不 司時

8.2 s 0 2.3 4 6 2.3 88 867 Z‘6 249 4 8 6 560 43 3 2 1 8 3 s 7 

~ 敬 9.2 4 9 999 

(I 0 0.0) (2 8.4) (28.9) (1 o.s) ( 4.2) (3.0) (5. 9) ( 6 a) (S.2) (2.6) (4.3) 

8,1 8 7 2,3 3 2 2.3 6 7 且6l 3 4 2 2 41 4 8 2 s s 4 431 2 l 7 3 5 4 

総 豊k 9,1 7 0 9 8 3 

(l 00.0) (2 8.S) (2 8.9】 (1 o.s) ( 4.2) (3.0】 (S. 9) ( 6.8) (S. 3) (2.7) f‘・3)

男 2,3 2 9 625 737 2 6 8 106 67 l‘5 l s s 11 2 4 1 73 

性 ～ 3 9才 2.s 9 o 2 6 I 

女 <1 o o.o) (2 6.8】 (3 l目6) (1 1.5) ( 4.6) (2.9) (6.2) ( 6.7) (4.8】 (l.8) (3.1) 

． 
計 4 0～ 3,4 3 I 938 950 378 I 6 0 I 0 8 2 12 243 I 9 0 I 0 7 1‘s 

童手 3, 8 4 7 4 I 6 

s 9才 (100.0) (2 7.3) (2 7.7) (l 1.0) ( 4. 7】 (3.1〕 (6.2) (7.1) (5. S) (3.1) (4.2】

令

2.4 2 7 769 680 2 IS 76 72 12 s ls 6 l 2 9 69 l 3 6 

,SIJ 6 0才～ 2.7 3 3 3 0 6 

(100.0) (3 1.7】 (2 8.0) ( 8.9) (3.1) (3.0〕 （且2) (6.4) (S. 3) (2.8〕 (5. 6) 

ハ

除 2.6 9 8 743 760 295 11 6 88 l 7 3 l 8 6 I 5 8 69 11 0 

1$ ・!l: 3,0 s 2 3 s 4 

性 (l 0 0.0) (27.S) (2 8.2) (l 0.9) ( 4.3】 (3.3】 (6.4】 (6.9) (5.9】 (2.6) (4.1】

宮阜 9 43 232 2 9 3 l 0 2 4 3 33 7 I 56 59 18 3 6 

～ 3 9才 l. 0 s 2 l 0 9 

令 男 (1 0 o.o可 (2 4.6) (3 l.l) (l 0.8) （‘.6) (3.S) (7.s) (s. 9) (6.3) (1.9) (3.R) 

不 4 0～ l, 0 6 s 2 98 270 1 2 8 53 3 6 69 8 I 62 3 4 3・
1,2 I S l s 0 

明 s 9才 (I 0 0.0) (2 8. 0) (2 5.4) ( l 2.0) (S.O) (3.4) (6. s) (7.6) (5.8) (3.2) (3.2) 

） 

690 2 l 3 l 9 7 65 20 I 9 33 49 3 7 I 7 4 0 

6 0才～ 785 95 

(l 0 0.0) (3 0. 9) (2 8.6】 ( 9.4) (2.8) (2.8) (4. 9) (1目l) (5. 4) (2.5) (5.8) 

5,4 8 9 1,5且9 1.6 0 7 566 2 2 6 l 5 9 309 368 2 7 3 1‘s 2 44 

総 豊E 6,11 8 629 

(100.0) (2 8. 9) ( 2 9.3) (l 0.3) ( 4.1) (2.9) (S. 6) (6.7) (S.O) (2.7) (4.‘1 

1,3 8 6 3 93 4 4 4 l 6 6 63 3 4 7 4 99 53 2 3 3 7 

～ 3 9才 l,S 3 8 l 52 

(1 0 0.0) (2 8.4) (3 2.0) (l 2.0) ｛‘S) (2.S) (S.3) (7.1) (3.8) (1.7) (2.7】

女

4 0～ 2,3 6 6 6 4 0 680 2 5 0 l 0 7 7 2 l 4 3 l 6 2 12 8 7 3 11 I 

2. 6 3 2 266 

s 9才 (I 0 0.0) (2 7.0) (2 8. 7) ( 1 0.6) ( 4.5) (3.0) (6. 0) (6.8】 （且4) (3.1) (4. 7】

I, 7 3 7 556 483 IS 0 s 6 53 92 I 0 7 92 52 96 

6 0才～ 1,9 4 8 2 I l 

(l 0 0.0】 (32.0) (2 7.8) ( 8.6) (3.2) (3.I〕 (S.3) (6.2) (5. 3) (3.0) (5. s) 
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表 19 主な項目の単純集計成績

区 分 確実例H 容疑例

総、 数 (4q)qj 9, 2 4 9 

ぷ 30 1. i£i り (3, 6 0 1) 

.Mi 3 5 2. 在 し ( 1 1 5 ! 

腹 不 明 (\ '2~1ノ 5, 5 3 3 

部 （ 腹痛る b ( 2, 6 0 3 ,' 

再 ， 
症 掲 下痢 i£i.9 2. 5 1 4 J 

） 

状 その他の腹部症状ぁb 3 1 3 ' 

i喜3:重
1. i余 々 ( 9 1 7 ) 

2. 急性または豆急性 ( 2, 6 2 0 ) 

の 不 明 Q.a；ユ）5, 7 1 2 

J広35 1. i£i 9 ( 3, 6 6 6 . 

.Mi 3 8 2. 念 し 1 5 0 ， 

知
不 明 ぺ15i〕5,4 3 3 

覚 碕側性のもの
Ill 

（ 

再
害 渇 下半身につよい ／、3.2 2 1 i 

） 

上界不鮮明 i l, 1 6 9 i 

必393桝／
レ1 あ jJ 7, 9 4 3 

2 在 し 5 5 5 
d五4

、不 明 7 5 l 

異 ものがついている (1.352) （ 

常

知
再 しめつけられる

党 掲 ジンジンナる ( 2, 0 4 4 ) 

、＿，
その他の異常b9 3 B 1 I 

.Mi 4 4 1. 事b 9 
知下ー

覚障 校の
2. 左 し

害深 不 明 l' ~ 3 ~ ) 6, l 1 6 
吉事。

＊ 旧縁式で提出された分は全て不明として処理されている。

＊＊ J伝39異常知覚は新旧両様式共に集計した。ただし、再箔

の項目は新緑式のみ。

新様式調査察のみの項目陀ついて＊

確 事E 例り n全－？ヲ 疑 'WIJ 

( 11 '7 ;JI S, 8 3 9 (1つ Cl~ ） 3, 4 1 0 

( 2, 4 2 5 '1 ( 1.176) ， 

( 3 0 1 : 8 5 J’ 

(ft 5) 3, 3 8 4 （ち］s ) 2, 1 4 9 
) ( I. 8 3 2 i 「77 1・. 
1. 7 0 8 i 8 0 6 ノ

‘ : 2 0 8 ' 1 0 5 ) -

4 7 3 】

. l, 8 7 7 ) ， 

「r2) i 3目 48 9 (blユ）2. 2 2 3 

( 2, 4 3 3 (I. 2 3 3 ) . -

( 5 7 

rt-r o ~ 3. 3 4 9 （む7j ) 2, 0 8 4 
’1. 8 9 4 I 8 4 3 ) 

; 2. 1 7 5 、L I 、1.o 4 6 I 

r 8 0 9 3 6 0、
J 

5. 2 2 4‘ ν 2. 7 l 9 

2 8 8 2 6 7 

3 2 7 4 2 4 

( 7 8 8 、，

( 2 3 3 、 ( l 4 8 ) 

I l, 4 4 5 • v { 4 8 0 ) 

， 7 l 2 4 9 6 ) 

i I i) ! j J 3. 6 8 2 （ ~ 2 ~ ） 2.434 

r 

.-' 

／ 

レ



表19 主な項目の単純集計成績（つづき 1) 

新機式調査察のみの項目陀ついて

区 分 確実智IJ＋容疑例 薙 事産 仔U n色hT 疑 官IJ

総 数 ( 4-'!bり9,2 4 9 。＇7°)5, 8 3 9 (179q) 3, 4 l 0 ’ 

Ali. 4 5 II i. る ~ s. 8 3 2 3. 9 1 5 ‘／ l. 9 l 7 ， 
筋． 下

カ Z主 2. 在 し 2, 4 5 5 l. 4 4 3 1. 0 l 2 
低 <Tl 

下
＼ 
不 明 9 6 2 4 8 l 4 8 l 

.£ 4 6 l. る ~ (i.s33 I、ν ( 585) ¥ 

.£ 4 9 2. 在 し ( 1 1 9 I’ ( 5 7 8 

錐 不 号尾 (1判4)s. 7 7 4 c ~ 5 3 )3. 5 2 7 ( b s 6) 2. 2 4 7 
t事

( 3 9 9 I、銘 （ 下校腿反対 ・ 充進 ~9 (l.546) (1.1 4 7）〆
徴 再

侯 掲 B!.binski ( t ) ( 5 2 l) 「37 1 I , ( 1 5 0 ）、
） 

その他のS重体路徴候基h9 I 1 1’ 、，
Ali. 5 0 1. 事5 9 「17 8 ) / 「 92 ) 
動上

( 3白 3 6 0 ) 自量 投 2. 在 し ( 2, 2 o 7 I 
害 σコ
運 不 明 l I f14) s. 6 i 9 ( 7~ £ )3. 4 5 4 ( ') 5司2,1 6 5 

;fl; 5 1 1. 事う 9 ( 5 4 7 ¥ ( 3 6 5 ）‘ ' 1 8 2 ) 
知上

、

覚 Z支 2. 左
揮の

し ~ 3. o s 4 I ( 2. 0 0 2 i ( l・05り

警 不 明 (i ?bS) s. s 4 s ( f ~ 3 ). 4 7 2 ’S6S )2. l 7 6 

ノ伝52 v 1. る 9 1. 9 4 6 1. 3 5 7 ‘、， 5 8 9 

視商｜
力側 2. 在 し 6. 4 3 3 4, 0 6 1 2. 3 7 2 

障性
不筈 ＼ 明 8 7 0 4 2 1 4 4 9 

J伝53 1. 事b b ( 2 7 7) ¥ 1 9 0 .J 、， ( 8 7 ) 〆

症脳
2 在 し ( 3. 2 7 2、 ( 2. 1 5 2) 

精

状神 不 明 ( !4 2 0 ) s. 7 0 0 ( t 2 ~ ) 3. 4 9 7 r sq2.)2. 2 o 3 

1165 4 1. ~ 9 ( 3 8 4 I 
・．

緑

色 2 在 し r 2. 1 s s ) (!. 7 8 2 l ( 9 8 6 ) 

舌
宇省ー 不 明 Us I '/ ) s. o 9 1 「10ワfI 3, 7 4 7 (71守）2.3 5 0 

-7 2-



表19 主な項目の単純集計成績 ［つづきr2 ) 
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昭和43年末現在全受診患者率（確実＋容疑）

患者の現住所府県別 （奈良県は推定値）

図 1

全国（除奈良県）4,280名（人口10万対4.4) （昭和45年3月20日報告時）

4.5）（昭和45年11月協議会報告書
No. 1作成時）
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図2 全受診患者率 （確実＋容疑）

患者の現住所府県別

全国9,249名 （人口10万対9.2)
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初診患者率（確実＋容疑）

（昭42、43平均）

患者の現住所府県別

図3

全国昭42: 1, 37 4名計3,168名（年平均人口10万対1.6) 
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初診患者率（確実＋容疑）

（昭44、45平均）

患者の現住所府県別

図4

全国昭44:2,418名
計4,070名（年平均人口10万対2.0)

昭45:1,652名
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例
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国5- 1 半年別初診患者数（確実＋容疑9,249名中初診年月
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図6-1 半年耳IJ発病患者数
（擁笑＋容疑9,249名中発病年月不明687名を除＜ 8,562名について）

（発病＝神経症状発現）

1-a 

図6-2 年次別月別発病患者数（確実＋容疑）

昭和42～47年

（発病＝神経症状発現）

昭43
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全国スモ ン患者のキノホ 1レム剤服用状況調査成績
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図 2 患者発生数と軽症患者の比率の年次変動

図 3 県別，軽症患者の比率

図 4 病院別，軽症患者の比率

図 5 初診ー神経症状発現の時期的前後別にみたキノホルム使用の有無（全国 ・病

院別 ）

図 6 初診ー神経症状発現の時期的前後別にみたキノホルム使用の有無（ブロック

別）

図 7 県別，神経症状発現前6ヶ月キノホ／レム平均使用量の分布

図 8 病院別，神経症状発現前 6ヶ月，キノホルム平均使用量の分布

園 9 腹部症状発現から神経症状発現迄の期間別患者分布（全国 ）

図 10 神経症状発現前6ヶ月のキノホルム使用の有無別，腹部症状発現から神経症

状発現迄の期間別患者分布

図 11 神経症状発現前6ヶ月キノホルム投与量別患者分布（全国）

図 12 神経症状発現前 6ヶ月キノホルム投与量別患者分布（性別）

図 13 神経症状発現前 6ヶ月キノホノレム投与量別患者分布（年令別 ）

現 14 神経症状発現前6ヶ月キノホルム投与量別患者分布（キノホルム製剤別）

宮 15 神経症状発現前6ヶ月キノホルム投与量別患者分布（ブロッ ク別，北海道一
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要約

1. 調査の 目的

全国のSMO N患者のキノホ／レム剤服用状況を調査し， 両者の因果関係を検討すること。

2.調査の経過

この調査の第1回は，既に昭和45年に，SMO N調査研究協議会臨床査所属の班員 1a氏によっ

て行われた。今回は，j昭和 46年に1引き続き， 1 a班員を含む全国医師に協力を求めて行ったもの
で，いわば第2回の調査成績である。

3.調査の方法

昭和 年 月，各都道府県衛生部と医師会の協力を得て， ~I胸元添付の調査票を各医師に送付し，

記載を依頼した。提出された記載済調査票は，重訟班員の許で整理し，山本班員が集計を担当して東

京大学，医学部，疫学教室において集計した。

4. 調査の結果

表 1～ 60の通り

5.調査の総括

(1) 今回の調査標本であヤ~ 5 6竺王都道府県別患者分布に比例して抽出されてはおらず，大阪，

兵庫，岡山，広島（四県で全体の 38 % ）等，関西の府県に偏在する傾向があり，その意味での偏

りがみうけられる。

(2) しかし一般的に，スモンの示す実態像には，著明な地域差はみられないので，このことは，大き

な問題ではないと考えられる。むしろ， 2 4 5 6例という多数患者についての調査ができたことは，

大きな収獲であったと言える。

(3）臨床班員によって昭和45竺炉諸われた第 1回調査と，今回の全国調査とをくらべると，今回

のは対象数では約2.5倍と多くなっているが，データの精度の点では，逆に前者に劣ると思われる。

しかし得られた結果について比較してみると，両者はほとんど大差ない成績である。このことは，

この 2回にわたる調査結果に対する信頼性を裏書きするものであると思われるs

(4) ただ，調査結果の解釈にあたっては，記載の不明軍さ，サンプJレ数の不均ーさ，対照群を欠くこ

となどの理由のためむ慎重でなければならず，今回の結果は，他の疫学調査の結果と併せて検討

するととによって，はじめてその意味する所を正しく評価することができると思われる。

phυ 。。



(5) 以上のような点をふまえた上で，今回の成績を検討してみると，神経症状発現前6ヶ月にキノホ

ルムを「服用した」ものは 75.1% （前回調査 82. 2 % ) ' 「確実に服用していない」と報告され

たものは 14. 6 % （前回 14. 8 % ），服用不明 ・不確実 10. 3 % （前回 3.0 % ）であり，不明 ・不

確実が上まわった分だけ，服用ありが減っている。

(6) 「神経症状発現前にキノホノレム使用あり」群の 12 7 3例（表 6）について，使用量の分布をみ

ると，使用総量 21～4 0 ？－にそードをもっ対数正規分布様の分布がみられる。ところが神経症状

発現後のキノホルム使用量の分布は，正規分布その他の確率分布型を推定するには程遠い不規則な

ものであった。

(7）使用キノホルム量と，スモンの各症候（下痢・腹痛 ・知覚障害 ・運動障害 ・視力障害・緑色舌苔）

の程度，経過，重症度，再燃、の有無既往の手術あるいは也年令との関係を，キノホルム使用の

有無が明らかな 15 2 7例について観察した結果（表 7～48 ) 視力障害の程度．緑色舌苔の合

併率，重症度及び再燃率については，神経症状発現前のキノホルム使用量との間には相関がみられ

ないにもかかわらず，神経症状発現前 ・後の総量との聞には，正の相関が認められた。

(8) 神経症状発現前 6ヶ月iこキノホルムを使用した者の中で，量的記載の明らかなものは 10 0 7名

いるが（表56 ），その使用平均置は 40. 1 ？－／ 人（標準偏差 56. 6 ?-）である。とれを性別にみ

ると男（ 4 0. 4 ?-），女（ 3 9. 9? ）で，男女によるキノホルムの投与量に差はない。叉，年令別

に39才以下と 40才以上についてみても， 3日才以下のスモン群（平均 38. 8?  ／人） と． 4 0 

才以上のスモン群（平均 40. 7?  ／人）との間に有意差を認め得ない。

(9) キノホルム製剤別の神経症状発現前 6ヶ月のキノホルム使用者内訳は，エマホルム散の45 2例

( 4 5 9ら〉，エンテロピオフォルム散の 25 4例（ 2 5. ,2 % ）， 強力メキサホルム錠の 10 4例

( 1 0. 3 % ）などとなっている。また，神経症状発現前6ヶ月の使用量をみてみると，メキサホfレ

ム散が，平均7.0 ?-／人と他のキノホルム製剤とくらべてきわだって小さい値であり，この点につ

いては，今後色々の角度から検討する必要があると思われる。

(10 SMO Nの報告数が少ない都道府県程軽症患者の割合が低い傾向がある。

(II) S MO Nの神経症状発現が初診前に起った群と，初診後に起った群とをくらべると，後者の方が

キノホルム服用率について地域間の偏りが少なく，神経症状発現前6ヶ月のキノホルム「使用あり」

は 78. 7 %～9 3. 1 9ら， （平均 86. 4 % ）であった。

回 神径症状発現前 6ヶ月のキノホルム使用i総量別に患者分布をみると，性別・年令別 ・地区ブロッ

ク別・キノホノレム製剤別に関係なく一様に 21～4 0 Fにモー ドをもっ対数正規分布様の分布を示

すa
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⑮ スモ ン調 査研究協議 会

スモン患者のキノホルム剤服用状況調査票
（隙なスモン患者で、発病前後の』眠状況の明らかなものを対象とするパ

従って、出来れば貴施設の自験例であるととが望ま しい。 J 

貧 B主役名

所在地

調査担当者氏名

記 敏 年月日 昭和 年 月 日

7 'Iガナ ！ 同1男 年 月 自生 （満 才）患者氏名 l

年 月 自

j山部広」x
発現年月日 ’

年 月 !:l t}i 

神経症状発現後の服用

2医師による投薬

品名 方 投与期間｜東

(1) 

(2) 

(3) 

服用期間 処

正月目、年月日年月日『年月目

）

l
 

a
n

－－’
hu 

（

（

 

｜凶
(5) 

(Sli 

I (7) 

｜（ベ
1(9) i 

i U団；

」ー」ーー・

）

｝

 

戸

hu

”’

（

｛

 

(8) 

'(9) 

！町

知覚障害の範囲 lなし ｜運動障害の程度 lなし l視力障害 lなし ［経色 iなし
神径症状 2足閉口 3膝t<4そけい部口 l2下肢の脱力 3歩行困難 i 2軽度 3 中等度 ~l!llT\s 2慨 3中報

,. （段竺〉 ＇.＿~竺で 6竺他竺竺 i 4 起立不能 5 その他~~~－＂－... ~.竺＿＿：三戸＿J今年f竺ヰ 5不明
｜ i：不明 2悪化 3不変 4軽快 I lli: 症度i

経 過｜ I I l軽症 2中等症 3重疲
｜（数カ月で、l年ぐらいで、数年で） 5治癒 6死亡 ｜（綜合印象〉｜

i m固昭和 年 月 日｜再 燃時の ｜ lなし 2晶り（下痢・l.IJ'ili・
再 燃 Ii なし 2あり 第Z回，招和 年 月 8 I I 1なし 2あり（下痢・盟締・

｜ 第3回沼稲 年 月 ーID:忽症状合併｜ iなし 2あり （下痢・!ll痛・

一一－--• i' ’ l!8t百五Fーキーす－－9て!ifiJ'~ 月 日 ｜ ｜第l回昭和ー年月 日～昭和年月 自

賛観察期間 ｜外来｜第2回昭如年月 E～昭和年月 日｜入院｜第Z包昭和年月 ヨ～昭和年月 日
｜ ｜第3図昭和年月 8－昭和年月目 ｜ ｜第3＠］昭和年月 日～型!11 年月

神経症状発表前6カ月｜ 1なし 2あり（手術期日：昭和 年 月 目、病名： 術式名．

以内の手術の既往歴 ｜術後1ζキノホルム斉j l使用せず 2使用した（ 自問、総量 n 

注： 渡部症状というのは スモンIC直接関連があると思われる腹筋症状という意味IC解して下さい。
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別紙1
スモン発第 1 号

昭和 46年 7月 15日

都道府県
各 衛生主管部（局）長段
指定都市

スモン調査研究協議会

会長甲野礼作

スモ ン患者調査等の依頼について

スモンの調査研究につきましては，平素からご協力を賜わりお蔭をもちまして調査研究が円滑

に推進していることを感謝致しております。

さて，スモン患者および患者のキノホルム剤服用状況調査につきましては，従来からど協力を

頂き実施致 しておるところでありますが，本年度においても患者の実態をは握し，疫学的解析の

資料とするため昨年度と同様別添調査票のとおり，調査を実施致したいと存じますので，ご多用

中誠に恐縮で、すが，下記事項にご留意のうえ，本調査に格別のご協力をお願い申し上げます3

記

本症の特殊性にかんがみ調査の実施方法等について，医師会，大学，主要病院等と調査前に十

分協議を行なわれ調査洩れのないように注意して下さし、。
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'*'i. 調査対象

昭和 46年4月1日から昭和 47年3月31日までの聞に各都道府県，指定都市管内の医療機

関で受診したスモン患者およびその疑いのあるもの（ ただし，患者のキノホルム服用状況調査に

ついては， 確実なスそ ン患者で発病前後のキノホルム剤の服用状況の明らかなもの）のうち，当

該医療機関における初診の者をす々て調査の対象として下さし、σ

2. 調査事項

1 の調査対象者につき， ~IJ添スモン調査個人票およびスモン患者のキノホルム剤服用状況調査

票に掲げる調査事項に基づいて調査して下さい。

3. 調査票の作成

各医療機関で受診 したそれぞれの患者について， l枚の調査票を作成して下さし、ただし， 2 

カ所以上の医療機関で受診 したことが明らかな者については，受診医療機関ごとにそれぞれ作成

して下さい。

4 報 告

本年度の調査結果報告につきま しては，昭和46年4月 1日から同年8月31日までの分を同

年 9月30日までに一括して，また，昭和 46年 9月以降の分につきま しては，月毎に翌月末日

までに 1月分を取ηまとめのうえ，それぞれ厚生省公衆衛生局防疫課予防係あて送付して下さい。

5. その他

上記の調査対象（昭和 46年 4月l日以降の分）について，すでに報告しである場合は，それ

以後のものについて調査のうえ報告して下さい。
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スモン患者のキノホルム剤服用状況調査票集計用コード一覧表

別紙 2.

40. 項

i I府県番号

21患者番号

3 I性別

4 I神経症状発現時年令

s I初診年

6 I腹部症状発現年

7 I腹部症状発現月

Bl腹部症状発現日

9 I神経症状発現年

1 o I神経症状発現月

1 I I神経症状発現日

目 コラム

1 ' 2 

3 ' 4 ' 5 

7 

8' 9 

1 0 . 11 

1 2 ' 1 3 

1 4 . 1 5 

1 6 • 1 7 

1 8 1 9 

2 0 ' 21 

2 2 • 2 3 

1 2 I初診日と神経症状発現日との時 I2 s 

期的前後の関係

コ

2けたの数

3けたの数

ド

1）男 2）女 3）不明

2桁 （年令不明 0 0 ) 

2桁 （年不明 99 ) 

2桁 （年不明 99 ) 

2桁 （月不明 99 ) 

2桁 （日不明 99 ) 

2桁 （年不明 99 ) 

2桁 （月不明 99 ) 

2桁 （日不明 99 ) 

1）初診→神経症状発現

2）神経症状発現→初診

3）前後不明

1 3 I神経症状発現前キノホルム 1日126,27,28 14桁 （不明は9.99 なし＝0. 0 0) 

投与量 I 2 9 
1 4 I神鑑歪減現前キノオJレム投与日数 130,31,32 13桁 （不明は 999 なし＝ 0 ) 

I s I神経症機現前の使用キノホル 133 '3 4 

ム剤（以下＠略） の種類

1 6 I神経症状発現前6ヶ月以内＠剤I3 s. 3 s 
服用の有無

1 7 I神経症状発現後の制服用の有I3 7 • 3 s 
無
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1）キノホルム 2）エマホノレム 3）エマ

ホ／レム錠 4）エマホルムP 5）エンテロ

ピオフオルム 6）エンテロピオフオルム錠

7）メキサホJレム 8）メキサホルム錠

9）強力メキサホノレム 10）強力メキサホ

ルム錠 11 ）以上 2種以上の併用 12）そ

の他，不明 13）キノホ／レム使用なし

l桁自 1）確実になし のないらしいが

不確明 3）あり 4）不明

2桁目 確実になしの裏ずけ

1）患者から直接 2）主治医のカ

ルテ 3）その他不明

4）患者と主治医のカルテ

1桁目 1）確実になし のないらしいが

不確実 3）あり 4）不明



,{;_ 項 目 コラム コ 一 ド

2桁目 確実になしの裏ずけ

1）患者から直接 2）主治医のカ

ルテ 3）その他不明

4）患者と主治医のカルテ

1 8 神経症状発現前＠剤服用総量 3 9 • 4 0 0）確実になし 1) 1～1 0 ?' 2) 11～却F

3) 21-409" 4)41-60 S'" 5) 6ト 10OS'" 

6) 101～140? 7) 141-2209" 8) 221--3009" 

9) 301斗 60? 10) 461？以上 11）服用あ

り量不明 12）不明（不明 ．不確実）

1 9 神経症状発現後＠剤服用総量 41. 4 2 o）確実になし 1)1～109" 2) 11～.ZO? 

3) 21-40? 4) 41～60? 5) 61吋 00?"

6) 101--140? 7) 141-220? 8)221-300? 

9) 301叫 60?10) 461 y以上 11）服用あη

量不明 12）不明（不明 ．耳鳴実）

20 神経症状発現前後の＠剤服用総 5 3 • 5 4 o）確実になし 1)1～10? 2) 11-20? 

量 3) 21～40? 4) 4 1~ 0? 5) 61～・10 OP' 

6) 10 l～川？＇ 7) 141-220? 8) 221-..100?' 

9) 301～4印 ？＇ 10) 461？＇以上 ll）服用あ

り量不明 12）不明（不明 ，不確実）

2 1 下 痢 5 5 1）なし 2) + 3）件
4) 十件 5）不明 6）あり強さ不明

2 2 腹 痛 56 1）なし 2) + 3）千十
4）桝 s）不明 のあり強さ不明

23 知覚障害の範囲 5 7 1）なし 2）足関節まで 3）膝まで

4）そけい部まで 5）へそまで

6）その他 7）不明

24 運動障害の程度 5 8 1）なし 2）下肢の脱力 3）歩行困難

4）起立不能 5）その他 6）不明

2 5 視力障害の程度 59 1）なし 2）軽度 3）中等度

4）高度 5）不明

2 6 緑色舌苔の合併 60 1）なし 2）軽度 3）中等度

4）高度 5）不明

2 7 経 過 61 1桁目 1）不明 2）悪化 3）不夏、

4）軽快 5）治ゆ 6）死亡

62 2桁目 軽快のみについて
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必． 項 目 コ ラム

2 a I重症度（総合印象） 63 

29 I再燃 I 6 4 

3 o I神経症状発現前6ヶ月以内の手 I6 s 

術の既往歴と術後のキノホルム

剤の使用 6 6 

3 1 I病院名 6 7 

コ ド

1）数ヶ月で 2) 1年位で

3）数年で 4）記入なし ，不明

1）軽症 2）中等症 3）重症

4）記入なし， 不明

1）なし のあり 3）記入なし，不明

1桁目 1）なし 2）あり

3）記入なし ，不明

2桁目 ありのみについて

1) R剤使用せず 2) R剤使用し

た 3）記入なし，不明

0）報告数19以下の病院

3 2 I姓 名

1）～19）報告数20以上の病院名コード

2枚目のカード｜
l～2 o I 1）～51）あいうえお順

3 3 I年 号（ 生年）
3 4 I生年月日

2 1 

2 2～2 7 

-9 2-

但し濁音は清音としてコード化

1）明治 2）大正

6桁 （生年不明 9 9 ) 

（生月不明 9 9 ) 

（生日不明 9 9 ) 

3）昭和



表 1 県別・受領調査表枚数並びに報告医療機関数

重複チエ 報告医 内 訳
報告総数 ツクでお 集計総数 療機関 30名以 29～20 19-10 9～5名 4名以下

とした数 数 上報告 名 報告 名 報告 報 1:とl 報 告

全 国 2.4 8 8 32 2.4 5 6 6 71 1 1 8 2 3 62 5 6 7 

北海道 1 3 0 3 1 2 7 4 7 1 。 。 3 43 

青 森 23 。 23 1 1 。 。 。 2 9 

岩 手 2 5 1 2 4 1 4 。 。 。 1 1 3 

宮 域 29 。 2 9 2 1 。 。 。 。 2 1 

山 形 94 2 92 2 0 1 。 l 。 1 8 

福 島 84 3 81 37 。 。 1 3 33 

茨 城 l 1 。 11 6 。 。 。 。 6 

栃 木 3 3 。 3 3 2 3 。 。 。 1 22 

群 馬 1 7 。 1 7 9 。 。 。 1 8 

埼 玉 42 。 42 1 8 。 。 。 2 1 6 

千 葉 29 。 2 9 1 7 。 。 。 1 l 6 

神奈川 26 。 2 6 1 3 。 。 。 1 1 2 

新 潟 1 1 8 。 1 1 8 2 1 l 1 2 2 1 5 

富 山 2 6 。 2 6 8 。 。 1 。 7 

福 井 50 1 4 9 22 。 。 。 4 1 8 

山 梨 1 4 。 1 4 6 。 。 。 I 5 

岐 阜 78 4 74 1 6 。 2 。 2 1 2 

静 岡 5 6 。 5 6 2 I 。 。 。 5 1 6 

愛 知 91 1 90 2 6 。 1 。 4 2 1 

一 重一 43 。 43 4 。 1 1 。 2 

滋 賀 6 8 1 67 24 。 。 l 4 1 9 

京都 8 4 。 84 1 3 。 1 4 1 7 

大 阪 40 7 6 4 0 1 62 5 1 3 2 51 

丘 庫 11 5 1 11 4 5 1 。 。 1 6 44 

奈 良 8 。 8 2 。 。 。 1 1 

和歌山 47 。 ・4 7 1 9 。 。 1 。 1 8 

鳥 取 1 1 
。 11 6 。 。 。 。 6 

島 根 7 8 3 75 1 9 。 1 2 。 1 6 

岡 山 2 1 0 2 208 6 2 。 2 1 1 

広 島 2 1 0 2 2 0 8 2 1 1 。 。 1 1 9 

徳 島 2 9 。 2 9 1 0 。 。 。 2 8 

香 J 11 3 3 
。 33 1 7 。 。 。 2 1 5 

愛媛 3 5 
。 3 5 1 2 。 。 1 1 1 0 

高 知 3 3 。 33 1 1 。 。 l 2 8 

福岡 50 
。 50 1 4 。 。 l 3 1 0 

長崎 2 1 1 20 1 0 。 。 。 1 9 

大 分 2 4 l 2 3 l 0 。 。 。 2 8 

鹿児島 6 
。 6 4 。 。 。 。 4 
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表 2 性・年令構成

年 令 ~lj 
区 分 総数 年令巧司月

全年令 O～9才 10-19 20～29 30-～39 4ひ』4950～る9 6かる970才以k
2456 2355 。 77 234 415 458 545 428 198 101 

男女計

"' 
100% 。 3.3 9.9 17.6 1 9.5 2 3.1 18.2 8.4 

71 8 687 。 38 67 160 136 131 112 43 31 
男

¢ 100% 。 5.5 9.8 23.3 19.8 1 9.1 1 6.3 6.3 
1 73 5 1665 。 39 167 255 321 413 316 154 70 

女

"' 
100% 。 2.3 1 0.0 15.3 1 9.3 24.8 1 9.0 9.3 

男女不明 3 3 。 。。 。 1 1 。 1 。

表3 初診年・神経症状発現年別患者数

年 次 .80 年次
区 分 総数 全年次

昭年和以3前6 不明
合計

37年 38 3 9 40 41 42 43 44 45 46 

2456 2395 34 26 33 52 111 178 365 489 669 434 4 61 
初診 年

"1 10 Oo/c 1.4 1.1 1.4 2.2 4.6 7.4 15.2 2 0.4 27.9 1 8.1 0.2 

神経症状 2456 2376 12 21 35 59 131 192 352 5 03 6 67 40 1 3 80 

発現年 ¢ 10~ 0.5 0.9 1.5 2.5 5.5 8.1 14.8 21.2 28.1 16.9 0.1 

表4 神経症状発現前6ヶ月 ・神経症状発現後のキノホノレム使用状況別患者数

＠薬剤使用状況別
確実にな し 使

総数 な しの裏づ け ないら 用

区 分 総数 （除不 「患者にき しいが
状

明〉 計 いた」「カ 患者に
カルテ
その他 あ り

況

ノレテを調べ きいた
を調べ
不明
不確実 不

た」の両者
た 明

神経症状 245 6 1839 269 41 52 153 23 189 1381 617 

発現前6 % 100% 1 4.6 1 0.3 75.1 

ヶ月の間 100% 15.2 1 9.3 56.9 8.6 

2456 2029 4 96 43 25 374 54 94 1439 427 
神経症状

"1 100% 24.5 4.6 7 0.9 
発現後

10 03 8.7 5.0 7 5.4 10.9 
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表 5 神経症状発現前・後のキノホ／レム使用状況

神経症状発現後

区 分 除不確実・不明 ないらし
総数

い納確実
不 明

計 確実こなし あ り

神
総 数 2456 1935 49 6 143 9 94 42 7 

経 ー

症
除 計

16 5 °' 1527 33 2 1195 21 102 
状 不不

確実にな lプ 26 9 254 174 80 3 12 
発 確 1・・ ， 
現
ぁ b

』亀

実明 1381 1273 158 1115 18 90 
目lj ，，－ 、

6 ないらしいが不u.－；.確ー実、189. 127 64 63 49 13 
ケ

月
不 明 61 7 281 100 181 24 312 

ー

以下表47まで亡二コの中について集計分析

表6 神経症状発現前 ・後および前後計別キノホノレム使用量の分布

区 分 神経症状発現前 神経症状発現後 神経症状発現前後

総 数 1527 1527 1527 

確実になし 254 332 174 

あり （合計） 1273 100% 119 5 100% 13 53 100% 

計 9 50 74.6 100% 921 77.1 100% 1113 82.3 100% 

1～10 g 136 14.3 187 20.3 51 4.6 

あ 11～ 20 195 20.5 119 1 2.9 87 7.8 

り 使 21～ 40 349 ． 3 6.7 127 13.8 196 1 7.6 

の 用 41～ 60 122 12.8 84 9.1 142 12.8 

内 総 61～100 75 7.9 92 10.0 1 72 15.5 

訳 :ID: 101～140 37 3.9 57 6.2 97 8.7 

141～220 27 2.8 97 10.5 122 11.0 

221～30 0 8 0.8 53 5.8 89 8.0 

301～460 1 0.1 50 5.4 76 6.8 

461～ 。 0.0 55 6.0 81 7.3 

あり量不明 323 25.4 274 22.9 240 1 7.7 
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表 7 神経症状発現前・後におけるキノホ／レム使用有無別下痢の強さ

神経症快発現 神経症状 総 数 総 数 下痢あ り
なし 不 明

前 6ヶ月⑨ 発現後をう 除不明） Z十 ＋ ＋十 判＋ 強さ不明

1527 1443 3 3 7 1106 619 295 98 94 84 
総 数

% 100% 2 3.4 76.6 42.9 2 0.4 6.8 6.5 

確実に 332 315 89 226 131 5 5 18 22 17 
総 数
なし '!; 100% 2 8.3 71.7 41.6 1 7.5 5.7 7.0 

119 5 1128 248 880 488 240 80 72 67 
あ 。

% 100% 22.0 78.0 43.3 21.3 7.1 6.4 

254 2 41 81 160 99 35 13 13 13 
結、 数

係 100% 3 3.6 66.4 41.1 14.5 5.4 5.4 

確実に 174 163 63 100 62 20 10 8 11 
確実になし
なし % 100% 3 8.7 61.3 3 8.0 1 2.3 6.1 4.9 

80 78 18 60 37 15 3 5 2 
あ り

% 100% 23.1 76.9 4 7.4 1 9.2 3.8 6.4 

1273 1202 256 94 6 520 260 85 81 71 
総 数

% 100% 21.3 7 8.7 43.3 21.6 7.1 6.7 

確 実 に 158 152 26 12 6 69 35 8 14 6 
あ り
なし % 100% 1 7.1 82.9 4 5.4 23.0 5.3 92 

1115 1050 230 820 451 225 77 67 65 
あ り

ヲ6 100% 21.9 7 8.1 4 3.0 21.4 7.3 6.4 

表8 神経症状発現前におけるキノホノレム使用量別下痢の強さ

符翻歪状発現 総 数 あ り
総 数 な し 不明

前 6ヶ月号う （除不明） 計 ＋ 4十 村＋ 強さ不明

1527 1443 337 1106 
総、 数

619 295 98 94 84 

¢ 100% 2 3.4 76.6 4 2.9 2 0.4 6.8 6.5 

25 4 241 81 160 99 35 13 13 13 
確実にな し

各 100% 3 3.6 6 6.4 41.1 14.5 5.4 5.4 

1273 1202 256 946 520 260 85 81 71 
総 数

ヲ6 100% 21.3 7 8.7 43.3 21.6 7.0 6.7 

328 314 68 2 46 135 68 23 20 14 
あ 20g以下

% 100% 21. 7 7 8.3 43.0 21.7 7.3 6.4 

475 453 87 366 198 108 36 24 22 
21『イヨOg

% 80.8 100% 1 9.2 43.7 2 3.8 7.9 5.3 

148 146 32 114 64 31 10 9 2 
り60g以上

¢ 100% 2 1.9 7 8.1 43.8 21.2 6.8 6.2 

32 2 289 69 220 123 53 16 28 33 
量不明

ヲ6 100% 2 3.9 7 6.1 42.6 1 8.3 5.5 9.7 
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表 9 神経症状発現前・後合計のキノホルム使用量別下痢の強さ

総数 あ り
区 分 総 数 な し 不 明

（除不明） 計 ＋ ＋＋ 村＋ 強さ不明

1527 1443 337 110 6 619 2 95 98 94 84 
維、 数

% 100% 2 3.4 76.6 42.9 20.4 6.8 6.5 

174 16 3 63 10 0 62 20 10 8 11 
確実になし

% 100% 38.7 61.3 38.0 1 2.3 6.1 4.9 

1353 1280 274 1006 557 275 88 86 73 
総 数

% 100% 2 1.4 78.6 6.9 6.7 435 21.5 
の... 

33 2 31 8 66 25 2 138 76 17 21 14 
40 g以下

% 100% 20.8 7 9.2 43.4 2 3.9 5.3 6.6 

412 390 84 306 166 86 28 2 6 22 
41:～140g 

% 100% 21.5 78.5 42.6 22.l 7.2 6.7 

36 6 344 76 268 147 71 31 1 9 22 
141g以k

号も 100% 22.1 77.9 42.7 20.6 9.0 5.5 
り

243 22 8 48 180 106 42 12 20 15 
量不明

% 100% 21.1 78.9 46.5 18.4 5.3 8.8 

表10 神経症状発現前・後におけるキノホノレム使用有無別腹痛の強さ

神経症状発 神経症状
総数
総数

な し
あ り

不明
現前6ヶ月 発現後 〈除不明） 計 ＋ す十 ＃＋ 強さ不明

1527 143 9 192 1247 735 2 86 12 8 9 8 88 
総数
% 100% 13.3 86. 7 1 9.9 6.8 51.1 8.9 

総
33 2 312 5 8 254 156 56 21 21 20 

数 確実になし
% 100% 1 8.6 81.4 50.0 1 7.9 6.7 6.7 

1195 1127 134 99 3 579 2 3 0 107 77 68 
あ り

% 100% 11.9 88.1 51.4 20.4 9.5 6.8 

数
254 241 59 182 121 35 10 1 6 1 3 

総
% 100% 50.0 24.4 75.6 1 4.5 4.1 6.6 

174 1 62 45 11 7 81 21 6 9 12 
確実になし 確実になし

% 100% 27.8 50.0 1 3.0 72.2 3.7 5.6 

80 79 14 65 40 14 4 7 1 
あ り

% 100% 17. 7 82.3 5 0.6 1 7.7 5.1 8.9 

1273 1198 13 3 1065 614 2 51 118 82 75 
総、 数

% 100% 11.1 88.9 5!1..3 21.0 9.8 6.8 

158 150 13 137 75 35 15 12 8 
あ り 確実こなし

% 8.0 100% 8.7 91.3 50.0 23.3 10.0 

1115 104 8 120 928 539 216 103 70 67 
あ り

% 100% 11.5 88.5 51.4 20.6 9.8 6.7 
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表11 神経症状発現前におけるキノホノレム使用量別腹痛の強さ

総 数 あ り
区 分 総 数 な し 不明

（除不明） 計 ＋ ＋十 判＋ 強さ不明

152 7 1439 192 1247 7 3 5 286 128 98 88 
総 数

% 100% 1 3.3 86.7 51.1 19.9 8.9 6.8 

254 241 59 182 121 35 10 16 13 
確実になし

ヲb 100% 24.5 7 5.5 5 0.2 14.5 4.1 6.6 

12 7 3 1198 133 1065 614 251 118 82 
総 数

ヲも 100% 11.1 88.9 513 21.0 9.8 6.8 75 

328 318 32 286 159 76 31 20 
あ 20 g以下

% 100% 10.1 8 9.9 5 0.0 23.9 9.7 6.3 10 

475 45 2 49 403 224 100 53 26 
21～605 

% 100% 1 0.8 89.2 4 9.6 2 2.1 11.7 5.8 23 

148 143 19 124 72 30 14 8 
り 61 gl.;l上

% 100% 1 3.3 8 6.7 50.3 21.0 9.8 5.6 5 

3 22 285 33 252 159 45 20 28 
長不明

¢ 100% 11.6 88.4 55.8 15.8 7.0 9.8 37 

表 l2 神経症状発現前後合計のキノホルム使用量別腹痛の強さ

総 数 あ り
区 分 総 数 な し 不 明

（除不明） 言十 ＋ 十十 ＋＋＋ 強さ不明

1527 1439 1 92 12 4 7 735 286 128 98 88 
総、 数

ヲ6 100% 1 3.3 86.7 51.1 1 9.9 8.9 6.8 

174 162 45 11 7 81 21 6 9 12 
確実になし

% 100% 27.8 7 2.2 50.0 13.0 3.7 5.6 

1353 1277 147 113 0 654 265 122 89 76 
総 数

% 100% 11.5 88.5 51.2 2 0.8 9.6 7.0 

332 322 37 285 166 70 31 18 10 
あ 40 g以下

ヲ6 100% 11.5 8 8.5 51.6 21. 7 9.6 5.6 

412 389 44 3 45 185 85 47 28 23 
4）：－』140g

号も 100% 11.3 88.7 47.6 21.9 1 2.1 7.2 

366 346 41 305 171 77 31 26 20 
り 140gt）..上

% 10 09ら 11.8 88.2 49.4 2 2.3 9.0 7.5 

243 220 25 195 132 33 13 17 23 
量不明

% 100% 11.4 88.6 60.0 15.0 5.9 7.7 
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表 13 神経症状発現前・後におけるキノホノレム使用有無別知覚障害の範囲

神経症状発 神経症状 総数 あ り
総数 な し 足関節 そけい 不明

現前6ヶ月 発現後 （除不明） 計
まで
膝まで
部まで へそまで

他

総 数
1527 146 8 16 1452 139 340 5 00 414 59 59 

t!J 100% 1.1 98.9 9.5 2 3.2 3 4.1 2 8.2 4.0 

確実に 33 2 315 9 306 33 87 108 65 13 17 
総 数

なし % 100% 2.9 9 7.1 1 0.5 27.6 34.3 2 0.6 4.1 

119 5 1153 7 1146 106 253 392 349 46 42 
あ り

'1i 100% 0.6 9 9.4 9.2 21.9 34.0 3 0.3 4.0 

2 54 2 44 8 236 32 64 73 50 17 10 
総 数

% 100% 3.3 96.7 1 3.1 26.2 2 9.9 2 0.5 7.0 

確実に 174 164 8 156 18 39 54 33 12 10 
確実になし

な し 係 100% 4.9 9 5.1 11.0 23.8 3 2.9 2 0.1 7.3 

80 80 。80 14 25 19 17 5 。
あ り

% 100% 。10 0.0 1 7.5 31.3 23.8 21.3 6.3 
1273 1224 8 12 1 6 107 276 42 7 3 64 42 49 

総 数
% 100% 0.7 9 9.3 8.7 2 2.5 34.9 2 9.7 3.4 

確実に 158 1 51 1 150 15 48 54 32 1 7 
あ り

な し 守る 100% 0.7 9 9.3 9.9 31.8 35.8 21.2 0.7 

111 5 10 73 7 10 66 92 22 8 373 332 4 1 42 
あ り

% 100% 0.7 9 9.3 8.6 21.2 3 4.8 3 0.9 3.8 

表 14 神経症状発現前におけるキノホノレム使用量別知覚障害の範囲

総数 あ り
区 分 総 数 な し 足関節 そけい

ド＼そまで その他
不明

（除羽月） 計
まで
膝まで
間まで

1527 146 8 16 14 52 139 340 50 0 414 59 59 
総 数

% 100% 1.1 98.9 9.5 23.2 3 4.1 2 8.2 4.0 

254 244 8 2 36 32 64 73 50 17 10 
確実になし

"' 
100% 20.5 7.0 3.3 96.7 1 3.1 26.2 2 9.9 

1273 122 4 8 1216 107 276 427 364 42 49 
給、 数

% 100% 0.7 99.3 8.7 22.5 3 4.9 29.7 3.4 

32~ 32 0 3 317 26 70 114 96 11 8 
あ 20g以下

¢ 100% 0.9 9 91 8.1 21.9 35.6 30.0 3.4 

475 460 1 459 39 99 163 137 21 15 
21～60g 

% 100% 2 9.8 4.6 0.2 9 9.8 8.5 21.5 3 5.4 

1 48 147 。147 15 40 46 42 4 1 
り 61g以上

100% 28.6 2.7 % 。1 oo.o 10.2 27.2 31.3 
322 297 4 2 93 27 67 104 89 6 25 

量不明
% 100% 3 5.0 30.0 2.0 1.3 9 8.7 9.1 2 2.6 
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表 15 神経症状発現前後合計のキノホ／レム使用量別知覚障害の範囲

総 数 あ り
区 分 館、 数 な し 足関節 そけい 不 明

（除不明） 計
ま で

膝まで
部まで 〈ぞ宮で

その他

1527 146 8 16 1452 139 3 40 500 414 59 59 
総、 数

¢ 100% 1.1 98.9 9.5 2 3.2 34.1 28.2 4.0 

174 164 8 156 18 39 54 33 12 10 
確実になし

% 100% 4.9 95.1 11.0 23.8 32.9 20.1 7 3 

1353 1304 8 1296 121 301 446 381 47 49 
総 数

% 100% 0.6 9 9.4 9.3 23.1 34.2 29.2 3.6 

33 2 320 5 315 30 85 116 73 11 12 
あ 40 g以下

% 100% 1.6 9 8.4 9.4 2 6.6 3 6.2 2 2.8 3.4 

412 396 1 395 38 
41～140 

76 139 121 21 1 6 

% 100% 0.3 9 9.7 9.6 19.2 3 5.1 3 0.6 5.3 

366 356 2 354 32 85 107 118 12 1 0 
り 14lg以上

¢ 100% 0.6 9 9.4 9.0 23.9 3 0.1 3 3.1 3.4 

243 232 。232 21 55 84 69 3 11 
量不明

¢ 100% 。1 oo.o 9.1 2 3.7 36.2 2 9.7 1.3 

表 16 神経症状発現前・ 後におげるキノ ホルム使用有無別運動障害の程度

神経症状発 神経症 総数 あ り
総 数 な し 下肢の 不 明

現前6ヶ月 状発現後 （閥之明） 計 脱力
歩行困難 起立不能 その他

総 数
1527 1477 247 1230 314 532 368 16 50 

% 100% 16.7 8 3.3 21.3 3 6.0 24.9 1.1 

確実に
33 2 320 62 2 58 79 111 63 5 12 

総 数
な し ヲb 100% 1 9.4 80.6 24.7 3 4.7 19.7 1.6 

あ り
119 5 1157 185 972 235 421 305 11 38 

% 100% 1 6.0 84.0 2 0.3 3 6.4 2 6.4 1.0 

254 244 45 199 56 85 54 4 10 
総 数

% 100% 18.4 81.6 2 3.0 34.8 22.1 1.6 

確実に
174 166 28 13 8 37 63 34 4 8 

確実になし
なし % 100% 1 6.9 83.1 22.3 38.0 20.5 2.4 

80 78 17 61 1 9 22 20 。 2 
あ り

% 100% 21.8 78.2 2 4.4 28.2 25.6 。
数
1273 1233 202 1031 258 447 31 4 12 40 

総
% 100% 16.4 83.6 20.9 36.3 2 5.5 1.0 

確実に
158 154 34 120 42 48 29 1 4 

あ り
な し ¢ 100% 2 2.1 7 7.9 2 7.3 31.2 18.8 0.6 

1115 10 7 9 168 911 216 399 2 85 11 36 
あ り

% 100% 15.6 84.4 2 0.0 3 7.0 2 6.4 1.0 
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表17 神経症状発現前におけるキノホ／レム使用量別運動障害の程度

総、 数 あ り
区 分 ，~'c; 数 な し ー 不 明

（除不明〉 計
下肢の
歩行困難 起立不能 その 他

脱力

1527 1477 247 1230 314 5 32 368 16 50 
総 数

% 100% 16. 7 83.3 21.3 3 6.0 2 4.9 1.1 

254 244 45 1 99 56 85 54 4 10 
確 実 に な し

% 100% 18.4 81.6 23.0 34.8 22.1 1.6 

1273 12 33 202 1031 25 8 4 47 314 12 40 
総 数

% 100% 16.4 83.6 20.9 3 6.3 2 5.5 1.0 

328 322 60 262 62 110 87 3 6 
あ 20 g以下

% 100% 1 8.6 81.4 1 9.3 34.2 2 7.0 0.9 

475 464 73 391 10 2 167 119 3 11 
21～6 Og 

% 100% 15. 7 84.3 22.0 3 6.0 25.6 0.6 

148 147 21 126 35 51 39 1 1 
り 6 lg以上

号b 100% 1 4.3 85.7 2 3.8 34.7 26.5 0.7 

322 30 0 48 252 59 11 9 69 5 22 
量不明

% 100% 16.0 84.0 1 9.7 3 9.7 23.0 1.7 

表 18 神経症状発現前後合計のキノホノレム使用量別運動障害の程度

総 数
総 数 あ り

区 分 な し 下肢の 不明
（除不明） 計

脱力
歩行困難起立精色 その他

総 数
1527 1477 24 7 12 3 0 314 532 368 16 50 

% 10 0% 1 6.7 83.3 21.3 3 6.0 24.9 1.1 

174 1 66 28 138 37 63 34 4 8 
確 実 に な し

% 100% 16.9 8 3.1 2 2.3 3 8.0 2 0.5 2.4 

総、 数
1353 13 11 219 1092 277 469 334 12 42 

% 100% 16.7 83.3 21.1 3 5.8 2 5.5 0.9 

33 2 32 5 61 264 76 11 8 68 2 7 
あ 40g 以E下

% 100% 18.8 81.2 2 3.4 3 6.3 20.9 0.6 

412 398 60 338 85 138 112 3 14 
41～14‘）g 

% 100% 1 5.1 8 4.9 21.4 34.7 28.1 0.8 

36 6 355 61 2 94 72 11 7 103 2 11 
り 141 gtl!: 

9も 100% 1 7.2 82.8 2 0.3 33.0 2 9.0 0.6 

243 233 37 196 44 96 51 5 1 0 
量 不明

% 100% 15.9 8 4.1 1 8.9 41.2 21.9 2.1 
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表19 神経症状発現前・後におけるキノホルム使用有無別・視力障害の程度

神経症状発現 神経症状 総 数 あ り
庁認也~、 数 な し 不 明

前 6ケ月 発現後 （除不明） 計 軽 度 中等度 高 度

出
1527 1442 10 23 419 207 88 12 4 85 

総、 - 100% % 7 0.9 2 9.1 14.4 6.1 8.6 

確実tこなL
332 307 241 66 43 12 11 25 

総 数
% 100% 7 8.5 21.5 14.0 3.9 3.6 

119 5 1135 782 353 164 76 113 60 
あ り

% 100% 6 8.9 31.1 14.4 6.7 10.0 

254 236 173 63 34 15 14 18 
総 数

省 100% 7 3.3 26.7 1 4.4 6.4 5.9 

確実になし 確努こなし
174 159 120 39 24 9 6 1 5 

¢ 100% 7 5.5 2 4.5 15.1 5.7 3.8 

80 77 53 
あ り

24 10 6 8 3 

% 100% 6 8.8 31.2 1 3.0 7.8 10.4 

1273 1206 850 356 173 73 110 67 
総 数

係 100% 7 0.5 2 9.5 1 4.3 6.1 9.1 

確実になし
158 148 121 27 19 3 5 1 0 

あ り
ヲ6 100% 81.8 182 12.8 2.0 3.4 

111 5 1058 729 329 154 70 10 5 57 の4』 り
% 100% 6 8.9 31.1 14.6 6.6 9.9 

表 20 神経症状発現前におけるキノホルム使用量別視力障害の程度

総 数 あ り
区 分 総 数 な し 不 明

（除不明） 計 軽 度 中等度 高 度

総 数
1527 144 2 1023 419 207 88 124 85 

ヲも 100% 7 0.9 29.1 14.4 6.1 8.6 

確実になし
25 4 236 173 63 34 15 14 1 8 

% 100% 7 3.3 2 6.7 1 4.4 6.4 5.9 

総 数
1273 1206 850 356 173 73 110 67 

¢ 10現梯 7 0.5 2 9.5 1 4.3 6.1 9.1 

32 8 311 231 80 41 17 22 1 7 
あ 20 g以下

¢ 100% 7 4.3 25. 7 1 3.2 5.5 7.1 

475 461 338 123 58 28 37 14 
21～60 g 

% 100% 7 3.3 2 6.7 12.6 6.1 8.0 

148 142 97 45 1 9 9 1 7 6 
り 61g 以上

% 100% 6 8.3 31.7 1 3.4 6.3 12.0 

32 2 292 184 1 08 55 19 34 30 
量不明

% 100% 6 3.0 3 7.0 1 8.8 6.5 11.6 
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表21 神経症状発現前・後合計のキノホルム使用量別視力障害の程度

総、 数 あ り

区 分 総 数 な し 不明
（除弓司月） 言十 軽 度 中等度 高 度

1527 1442 1023 419 207 88 124 85 
総、 教

ヲ6 100% 70.9 29.1 14.4 6.1 8.6 

174 159 120 39 24 9 6 15 
確実になし

% 100% 75.5 24.5 1 5.1 5.7 3.8 

1353 128 3 903 380 183 79 118 70 
総 数

% 100% 7 0.4 2 9.6 14.3 6.2 92 

332 31 5 251 64 39 13 12 1 7 
あ 40g以下

% 100% 7 9.7 20.3 12.4 41 3.8 

412 394 295 99 50 27 22 13 
41～140B 

% 100% 7 4.9 25.1 1 2.7 6.9 5.6 

36 6 3 48 211 137 53 23 61 18 
り 140 g t...1上

% 100% 6 0.6 3 9.4 1 5.2 6.6 1 7.5 

243 226 146 80 41 1 6 23 1 7 
At不明

% 100% 6 4.6 3 5.4 1 8.1 7.1 10.2 

表22 神経症状発現前 ・後におけるキノホルム使用有無別 ・緑色舌苔の合併

神経症状発 神経症状 総 数 it』コ り
総 数 な し 不明

現前6ヶ月 発 現後 （除不明） 計 軽 度 中等度 高 度

総 数
1527 11 64 96 6 198 99 75 24 363 

% 100% 83.0 1 7.0 8.5 6.4 2.1 

総 数 確実になし
332 266 253 13 5 4 4 66 

% 100% 95.l 4.9 1.9 1.5 1.5 

119 5 898 713 
あ り

185 94 71 20 297 

qも 100% 79.4 2 0.6 10.5 7.9 2.2 

254 210 193 17 5 5 7 44 
総 数

% 10 0% 91.9 8.1 2.4 2.4 3.3 

確実になし
174 1 46 142 4 1 1 2 28 

確実になし
% 100% 97.3 2.7 0.7 0.7 1.4 

80 64 51 13 4 4 5 16 
あ り

% 100% 79.7 20.3 6.3 6.3 7.8 

12 7 3 954 7 7 3 181 94 70 1 7 319 
総 数

t{6 100% 81.0 19.0 9.9 7.3 1.8 

158 120 111 9 4 3 2 38 
aみ，') り 確実になし

% 100% 92.5 7.5 3.3 2.5 1.7 

111 5 834 6 62 172 90 67 15 281 
あ り

ヲ6 100% 79.4 20.6 10.8 8.0 1.8 
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表 23 神経症状発現前におけるキノホノレム使用量別繰色舌苔の合併

総、 数 あ り

区 分 総 数 な し 不 明
（除不明） 計 軽 度 中等度 高 度

1527 116 4 966 198 99 7 5 24 363 
総、 数

% 100% 8 3.0 1 7.0 8.5 6.4 2.1 

254 210 193 17 5 5 7 44 
確実に な し

% 100% 91.9 8.1 2.4 2.4 3.3 

1273 954 773 181 94 70 17 319 
総 数

% 100% 81.0 1 9.0 9.9 7.3 1.8 

32 8 237 194 43 22 17 4 91 
あ 20 g以下

ヲ6 100% 81.9 1 8.1 9.3 7.2 1.7 

475 341 272 69 36 26 7 134 
21～ 60g 

% 100% 79.8 2 0.2 10.6 7.6 2.1 

148 10 4 85 19 12 5 2 44 
り 61 g以上

% 100% 81.7 18.3 11.5 4.8 1.9 

3 22 272 222 50 24 22 4 50 
量 不 明

% 100% 81.6 18.4 8.8 8.1 1.5 

表 24 神経症状発現前 ・後合計のキノホルム使用量別緑色舌苔の合併

総 数 あ り
Eζ 分 総 数 な し 不 明

（除不明） 計 軽 度 中等度 高 度

結、 数
1527 1164 966 198 99 75 24 363 

% 100% 83.0 1 7.0 8.5 6.4 2.1 

174 146 142 4 1 1 2 28 
確実になし

ヲ6 100% 97.3 2.7 0.7 0.7 l.4 

1353 1018 82 4 194 98 74 22 33 5 
総 数

ヲ6 100% 8 0.9 19.1 9.6 7.3 2.2 

332 24 1 2 09 32 14 15 3 91 
のJ』， 40 g以下

% 100% 86.7 13.3 5.8 6.2 1.2 

412 312 259 53 28 1 9 6 10 0 
4 1～1 40 g 

% 100% 830 1 7.0 9.0 6.1 1.9 

366 269 196 73 38 27 8 97 
り 14 1 g以上

% 100% 72.9 2 7.1 14.1 1 o.o 3.0 

243 196 160 36 18 13 5 47 
量 不 明

% 100% 81.6 18.4 9.2 6.6 2.6 
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表25 神経症状発現前 ・後におけるキノホ／レム使用有無別経過

神経症状発 神経症状
総数
総数

悪化 死 亡 不 明治 ゆ 軽快 不 変
現前6ヶ月 発現後 （除不明〉

1527 1439 60 827 398 55 99 88 
総 教

o,b 100% 4.2 57.5 2 7.7 3.8 6.9 

332 318 17 195 87 9 10 14 
総 数 確実になし

% 100% 5.4 61.3 27.4 2.8 3.1 

11 95 1121 43 63 2 311 46 89 74 
あ り

% 100% 3.8 5 6.4 27.8 4.1 7.9 

254 2 40 20 133 65 9 13 14 
総 数

% 100% 8.4 55.4 2 7.0 3.8 5.4 

確実になし
174 1 64 14 89 48 6 7 1 0 

確実になし
% 100% 8.6 54.2 2 92 3.7 4.2 

あ り
80 76 6 44 17 3 6 4 

% 100% 7.9 5 7.9 22.4 3.9 7.9 

， 1273 1199 40 694 333 46 86 74 
総 数

% 100% 3.3 57.8 2 7.9 3.8 7.2 

のJ』， 時実になし
158 154 3 106 39 3 3 4 

り
ヲ6 100% 1.8 68.8 2 5.9 1.8 1.8 

あ り
1115 1045 37 588 294 43 83 70 

% 100% 3.5 56.l 28.4 4.1 7.9 

表 26 神経症状発現前におけるキノ ホルム使用量別経過

区 分 総 数
総 数

治 ゆ
（除不明）

軽 快 不 変 悪 化 死亡 不 明

1527 14 39 60 827 398 55 99 88 
総、 数

% 100% 4.2 5 7.5 2 7.7 3.8 6.9 

25 4 240 20 133 65 9 13 1 4 
確 実にな し

% 100% 8.3 55.4 2 7.1 3.8 5.4 

1273 1199 40 694 333 46 86 74 
総 数

% 100% 3.3 57.9 27.8 3.8 7.2 

328 306 15 183 73 11 24 22 
あ 20 g以下

% 100% 4.9 59.8 2 3.9 3.6 7.8 

475 452 12 269 122 15 34 23 
21～60g 

% 100% 2.7 5 9.5 2 7.0 3.3 7.5 

148 139 5 75 43 7 9 9 
り 61 g以上

ヲら 100% 3.6 54.0 3 0.9 5.0 6.5 

322 302 8 167 95 13 1 9 20 
量不明

% 100% 2.6 5 5.3 3 1.5 4.3 6.3 
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表27 神経症状発現前後合計のキノホルム使用量別経過

総 数
区 分 総 数 治 ゆ 軽

（除不明）
快 不 変 悪 イヒ 死 亡 不 明

1527 1439 60 827 398 55 99 88 
総 数

% 100% 4.2 5 7.5 27.7 3.8 6.9 

174 164 14 89 48 6 7 10 
確実になし

% 100% 8.5 5 4.3 29.3 3.7 4.3 

1353 1275 46 738 350 49 92 78 
総 数

% 100% 3.6 5 7.9 27.5 3.8 7.2 

332 310 14 1 94 76 7 19 22 
あ 40 g以下

% 100% 4.5 6 2.6 2 4.5 2.3 6.1 

412 390 13 233 101 12 31 22 
41～140g 

% 100% 3.3 5 9.7 2 5.9 3.1 7.9 

366 347 10 184 106 20 27 19 
り 141 g以上

% 100% 2.9 5 3.0 3 0.5 5.8 7.8 

243 228 9 127 67 10 15 15 
最 不 明

% 100% 3.9 5 5.7 2 9.4 4.4 6.6 

表 28 神経症状発現前・後におけるキノホルム使用有無別重症度

神経症状発 神経症状 総 数
総 数 軽 症 中等度 重 m: 不 明

現前6ヶ月 発現後 （除不明）

総 数
1527 14 50 549 591 310 77 

% 100% 37.9 40.8 21.4 

1総 数 確実になし
332 319 147 140 32 13 

% 100% 46.l 43.9 10.0 

あ り
1195 1131 402 451 278 64 

% 100% 35.5 3 9.9 2 4.6 

総 数
254 24 3 115 93 35 11 

号b 100% 47.3 38.3 14.4 

確実になし 確実になし
174 166 76 69 21 8 

% 100% 45.8 41.6 12.7 

あ り
80 77 39 24 14 3 

% 100% 5.0. 6 31.2 1 8.2 

総 数
12 73 1207 43 4 498 275 66 

ヲb 100% 36.0 41.3 22.8 

158 153 71 71 11 5 
あ り 確実にな し

% 100% 46.4 4 6.4 7.2 

あ り
1115 1054 363 427 264 6 1 

% 100% 3 4.4 40.5 25.0 
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表 29 神経症状発現前におけるキノホルム使用量別重症度

総 数
区 分 総 数

（除不明）
軽 症 中等症 重 症 不 明

1527 1450 549 591 310 77 
総、 数

o,6 100% 3 7.9 4 0.8 21.4 

254 243 115 93 35 11 
曜実になし

% 100% 47.3 3 8.3 1 4.4 

1273 1207 434 498 275 66 
総 数

¢ 100% 36.0 41.3 22.8 

32 8 31 7 12 2 125 70 11 
あ 40 g以下

各 100% 38.5 3 9.4 22.1 

475 45 7 15 5 193 1 09 18 
41～140g 

% 100% 33.9 4 2.2 2 3.9 

148 140 52 55 33 8 
り 141 g以上

% 100% 37.l 3 9.3 23.6 

322 293 105 125 63 29 
量 不 明

% 100% 35.8 4 2.7 21.5 

表 30 拘佳症状発現前後合計のキノホノレム使用量別重症度

数
総 数

区 分 前~r,芯、 軽 症 中等症 重 症 不 明
（除不明）

1527 145 0 549 59 1 310 77 
総 数

% 100% 3 7.9 4 0.8 21.4 

174 166 76 69 21 8 
確実になし

係 100% 45.8 41.6 12.7 

1353 12 84 4 73 522 28 9 69 
総 数

% 100% 3 6.8 4 0.7 22.5 

33 2 319 135 13 8 46 13 
あ 20 g以下

% 100% 42.3 43.3 14.4 

412 392 127 177 88 20 
21～60 g 

% 100% 32.4 45.2 2 2.4 

3 66 347 134 106 10 7 1 9 
り 61 g以＿.I:

% 100% 3 8.6 3 0.5 30.8 

243 226 77 101 48 17 
主Z旦¥. 不 明

係 100% 3 4.1 4 4.7 21.2 
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表 31 神経症状発現前 ・後におけるキノホノレム使用有無別再燃

神経症状発現 神経症状 総 数
総 数 な し あ 。不 明

目IJ 6カ月 発 現 後 （除不明）

152 7 13 3 1 1118 213 196 
総 数

ヲ6 100% 84.0 16.0 1 4.7 

総 数 確実になし
332 292 26 4 28 40 

領 100% 90.4 9.6 1 3.7 

1195 1039 
あ り

854 185 156 

¢ 100% 82.2 1 7.8 1 5.0 

254 222 188 34 32 
結、 数

% 100% 84.7 15.3 14.4 

確実になし 確実になし
174 148 134 14 26 

% 100% 90.5 9.5 1 7.6 

あ り
80 74 54 20 6 

qも 100% 73.0 27.0 8.1 

総 数
1273 11 09 930 179 16 4 

% 100% 8 3.9 1 6.1 14.8 

あ り 確実になし
158 144 130 14 14 

% 100% 9 03 9.7 9.7 

あ り
1115 9 6 5 800 165 150 

% 100% 82.9 1 7.1 15.5 

表32 神経症状発現前におけるキノホノレム使用量別再燃

区 分 総
総 数

数
（除不明）

な し あ り 不 明

総、 数
15 2 7 1331 111 8 213 196 

ヲ6 100% 8 4.0 1 6.0 

確実 に なし
254 22 2 188 34 32 

% 10 09ら 84.7 1 5.3 

総 数
1273 1109 930 179 164 

% 100% 83.9 16.1 

あ 20 g以下
32 8 2 86 245 41 42 

% 100% 85.7 1 4.3 

475 422 350 72 53 
21～60g 

% 100% 8 2.9 1 7.1 

148 130 108 22 18 
り 60 g以上

% 100% 83.1 1 6.9 

32 2 271 227 44 51 
不 明

% 100% 83.8 1 6.2 
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表 33 神経症状発現前後合計のキノホノレム使用量別再燃

区 分 総 数
総数

（除不明）
な し あ り 不 明

総、 数
1527 1 331 1118 213 19 6 

% 100% 84.0 1 6.0 

確実になし
174 14 8 134 14 26 

% 100% 9 0.5 9.5 

総 数
1353 1183 984 199 170 

% 100% 83.2 16.8 

33 2 294 262 32 38 
あ 40 g以下

% 100% 89.1 1 0.9 

412 362 309 53 50 
41～140 g 

% 100% 85.4 14.6 

141g以上
366 32 6 2 46 80 40 

り
% 100% 75.5 24.5 

i『邑， 不 明
243 201 167 34 42 

% 100% 83.1 1 6.9 

表 34 神経症状発現前後におけるキノホルム使用有無別手術の既往歴と術後のキノホノレム使用状－況

神経症状発
あ り

神経症状
総 数
総数

な し 手術後のキノホ／レム使用 不 明
現前6カ月 発現 後 係不明） 計

な し .｝.・・'.> 不 明り

1527 140 4 1268 136 38 80 18 123 
総 数

% 100% 90.3 9.7 2.7 5.7 1.3 8.8 

33 2 314 291 23 16 5 2 1 8 
総 数 確実にな し

% 100% 92.7 7.3 5.1 1.6 0.6 5.7 

1195 1090 977 11 3 22 75 16 10 5 
の... り

% 100% 8 9.6 10.4 2.0 6.9 1.5 9.6 

254 23 6 217 19 15 2 2 18 
総 数

100% 8.1 6.4 0.8 0.8 % 91.9 7.6 

174 163 149 14 1 2 。 2 11 
確実になし 確実になし

% 100% 91.4 8.6 7.4 。1.2 6.7 
80 73 68 5 3 2 。 7 

あ り
% 100% 9.6 93.2 6.8 4.1 2.7 。
1273 116 8 1051 117 23 78 16 105 

総 数
% 100% 9 0.0 10.0 2.0 6.7 1.4 9.0 

158 1 51 142 9 4 5 。 7 
あ り 確実になし

% 100% 9 4.0 6.0 2.6 3.3 。 4.6 
1115 1017 909 108 19 73 16 98 

あ り
1.6 9.6 % 100% 8 9.4 1 0.6 1.9 7.2 

-109-



表 35 神経症状発現前におけるキノホルム使用量別手術の既往歴と手術後のキノホノレム使用状況

総 数
あ り

区 分 総 数 な し 手術後のキノホ／レム使用 不 明
（除不明） 計

な し あ り 不 明

1527 1404 1268 136 38 80 18 123 
総 数

ヲb 100% 9 0.3 9.7 2.7 5.7 1.3 

254 236 217 19 15 2 2 18 
確実 になし

〆!J 100% 91.9 8.1 6.4 0.8 0.8 

総 数
12 7 3 1168 1051 117 23 78 16 105 

ヲ6 100% 9 0.0 10.0 2.0 6.7 1.4 

328 2 94 276 18 3 13 2 34 
あ 20 g以下

% 100% 9 3.9 6.1 1.0 4.4 0.7 

475 4 40 40 6 34 9 21 4 35 
21～60g 

<Ii 100% 92.3 7.7 2.0 4.8 0.9 

14 8 129 123 6 1 2 3 19 
り 61 g以上

% 100% 9 5.3 4.7 0.8 1.6 2.3 

32 2 305 246 59 10 42 7 17 
量 不 明

'f6 100% 80.7 1 9.3 3.3 13.8 2.3 

表36 神経症状発現前後合計のキノホノレム使用量別手術の既往歴と手術後のキノホノレム使用状況

総 数
あ り

区 分 総 数 な し 手術後のキノホノレム使用 不 明
（除不明） 計

な し あ り 不 明

1527 1404 1268 136 38 80 18 123 
総 数

% 100% 9 0.3 9.7 2.7 5.7 1.3 

174 16 3 149 14 12 。 2 11 
確実 になし

¢ 100% 91.4 8.6 7.4 。 1.2 
1353 1241 1119 122 26 80 16 112 

総 数
% 100% 9 0.2 9.8 2.1 6.4 1.3 

332 311 287 24 9 14 1 21 
あ 40 g以下

% 100% 9 2.3 7.7 2.9 4.5 0.3 

412 372 332 40 6 3 1 3 40 
41～140g 

% 100% 89.2 1 0.8 1.6 8.3 0.8 

366 3 36 307 29 3 22 4 30 
り 14.lg以上

% 100% 91.4 8.6 0.9 6.5 1.2 

243 222 193 29 8 13 8 21 
量 不 明

喚 100% 86.9 13.1 3.6 5.9 3.6 
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表 37 性 ，年令別神経症状発現前6カ月のキノホ／レム

使用状況 年令不明 2名を除く

男 女
区 分

3 9才以下 4 0才以上 3 9才以下 40才以上

総 数 169 278 306 7 72 

確実になし 22 66 47 11 9 

計 109 162 196 482 

1～lOg 12 24 37 63 

あ 11～20 23 28 42 102 

21～40 41 52 65 190 

り 41～60 15 33 22 52 

61～iOO 9 11 15 40 

量 101へ-140 3 7 7 20 

1 41～:22 0 6 6 6 9 

~Jj 221へ800 。 1 2 5 

301斗 60 。 。 。 1 

461以上 。 。 。 。
あり量不明 38 50 63 171 
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表 38 下痢の程度別 ，神経症状発現前におけるキノホルム服用量別知覚障害の範囲

下 あ り
薬剤の 総数

総数 な し 足関節 そけい 不 明
服用量 （除不明〉 計 膝まで へそ古で その他

痢 ま で 部まで

250 243 5 238 19 53 87 66 13 7 
総 教

% 100% 2.1 97.9 7.8 21.8 35.8 2 7.2 5.3 

63 59 5 54 6 17 1.9 8 4 4 
確実こなし

% 100% 8.5 91.6 1 0.2 2 8.8 3 2.2 13.6 6.8 

68 66 。 66 2 16 27 19 2 2 
20 g以下

% 100% 。100 3.0 24.2 40.9 28.8 3.0 
87 86 。 86 5 14 31 29 7 1 

21～60g 
% 100% 。100 5.8 1 6.3 3 6.0 3 3.7 8.1 
32 

61gfil 
32 。 32 6 6 10 10 。 。

% 100% 。100 1 8.8 1 8.8 31.3 31.3 。
459 448 5 44 3 45 10 9 165 110 14 11 

総 数
ヲb 100% 1.1 98.9 10.0 24.3 36.8 24.6 3.1 

62 61 3 58 9 14 19 11 5 1 
確事きこなし

ヲ6 100% 4.9 9 5.1 14.8 23.0 31.1 1 8.0 8.2 

135 134 1 133 12 27 51 40 3 1 
＋ 20g 以下

% 100% 0.7 9 9.3 9.0 20.1 38.1 2 9.9 2.2 

198 190 1 189 18 47 75 45 4 8 
21:へ-60g

% 100% 0.5 99.5 9.5 24.7 3 9.5 23.7 2.1 

64 63 。 63 6 21 20 14 2 1 
61 gfil 

% 100% 。10 0 9.5 3 3.3 31. 7 22.2 3.2 
306 2 99 1 298 27 63 91 101 16 7 

総 数
% 100% 0.3 9 9.7 9.0 21.l 30.4 33.8 5.4 

確実になし
30 30 。 30 3 6 8 10 3 。
¢ 100% 。100 10.0 20.0 26.7 33.3 10.0 

十＋

91 87 1 86 9 19 25 29 4 4 
20 g以下

% 100% 1.1 9 8.9 10.3 21.8 28.7 3 3.3 4.6 
＋＋＋ 

144 141 。141 12 29 45 47 8 3 
21へ-60g 

% 100% 。100 8.5 20.6 31.9 3 3.3 5.7 
41 41 。 41 3 9 13 15 1 。

6lg以上
% 100% 。100 7.3 22.0 31.7 3 6.6 2.4 
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表 39 下痢の程度別 ，神経症状発現前におけるキノホノレム服用量別運動障害の程度

あ り
下 薬剤の 総 数

総 数 な し 下肢の
歩行困難

不 明
痢 服 用 量 （除不明） 計 起立不能 その他

脱 力

250 244 45 199 47 82 65 5 6 
総 数

号も 100% 18.4 81.6 1 9.3 3 3.6 2 6.6 2.0 

63 59 1 1 48 14 20 11 3 4 
確実になし

¢ 100% 1 8.6 81.4 2 3.7 3 3.9 18.6 5.1 

68 68 9 59 1 4 2 4 21 。 。
20 g以下

% 100% 1 3.2 86.8 2 0.6 35.3 30.9 。
87 85 18 67 15 27 23 2 2 

21～60g 
% 100% 21.2 78.8 1 7.6 31.8 2 7.1 2.4 

32 32 7 25 4 11 10 。 。
61g以上

ヲ6 100% 21.9 7 8.1 1 2.5 3 4.4 31.3 。
459 450 73 377 12 0 153 10 0 4 9 

総 数
% 100% 16.2 83.8 2 6.7 34.0 22.2 0.9 

62 61 11 50 15 22 12 1 1 
確実にな し

5島 100% 18.0 82.0 2 4.6 36.1 19.7 1.6 

135 133 26 107 29 47 30 1 2 
＋ 20 g以下

% 100% 19.5 8 0.5 21. 8 3 5.3 22.6 0.8 

198 193 25 168 59 64 44 1 5 
21～60 g 

% 100% 1 3.0 8 7.0 30.6 3 3.2 22.8 0.5 

64 63 1 1 52 17 20 14 1 1 
6lg以上

% 100% 17.5 8 2.5 27.0 31.7 22.2 1.6 

306 301 40 261 50 11 7 92 2 5 
総 数

% 100% 1 3.3 86. 7 16.6 3 8.9 30.6 0.7 

30 29 4 25 4 14 7 。 1 
確実になし

% 100% 13.8 8 6.2 13.8 48.3 24.1 。
件

91 88 15 73 14 28 29 2 3 
20 g以下

% 100% 17.0 8 3.0 15.9 31.8 33.0 2.3 
十｛十

1 44 143 18 12 5 22 60 43 。 1 
2 1～60g 

% 100% 1 2.6 8 7.4 1 5.4 42.0 30.1 。
41 41 3 38 10 15 13 。 。

61 g以上
% 100% 7.3 9 2.7 24.4 36.6 31.7 。
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表 40 下痢の程度別・神経症状発現前におけるキノホルム服用量別視力障害の程度

下 総数 あ り
薬剤の服用量 総 数 な し 不 明
痢 （除不明 ） 計 軽 度 中等度 高 度

250 237 1 73 64 31 18 15 13 
総 数

o,6 100% 73.0 27.0 13.1 7.6 6.3 

63 57 
確実になし

46 11 6 4 1 6 

% 100% 80.7 1 9.3 10.5 7.0 1.8 

68 64 45 19 9 5 5 4 
一 20 g以下

% 100% 70.3 29.7 1 4.1 7.8 7.8 

87 85 60 25 13 8 4 2 
21～60g 

% 100% 70.6 2 9.4 1 5.3 9.4 4.7 

61 g以上
32 31 22 9 3 1 5 1 

ヲb 100% 71.0 2 9.0 9.7 3.2 16.1 

459 4 43 3 32 
総 数

111 56 23 32 16 

% 10 0% 7 4.9 2 5.1 12.6 5.2 7.2 

62 
確実になし

59 44 15 6 5 4 3 

% 100% 74.6 2 5.4 10.2 8.5 6.8 

135 130 100 30 15 6 9 5 
＋ 20g以下

% 100% 76.9 23.l 11.5 4.6 6.9 

198 192 146 46 25 9 12 6 
21～60g 

% 100% 76.0 24.0 1 3.0 4.7 6.3 

64 62 42 20 10 3 7 2 
61g以上

% 100% 67.7 32.3 1 6.1 4.8 11.3 

306 292 216 76 34 18 24 14 
総 数

% 100% 74.0 26.0 11.6 6.2 8.2 

30 28 24 4 4 。 。 2 
確実になし

% 100% 8 5.7 14.3 14.3 。 。
* 91 84 63 2 1 12 5 4 7 
20 g以下

ヲ6 100% 7 5.0 2 5.0 1 4.3 6.0 4.8 
＋＋＋ 

14 4 141 101 40 15 9 1 6 3 
21～60 g 

ヲ6 100% 71.6 28.4 10.6 6.0 11.4 

41 39 28 1 1 3 4 4 2 
61 g以上

% 100% 71.8 2 8.2 7.7 10.3 10.3 
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表 41 下痢の程度別 ・神経症状発現前におけるキノホルム服用量別重症度

下 総 数
薬弗防服用量 総 数 軽 症 中等症 重 症 不 明
痢 （除不明）

250 235 88 96 51 15 
総 教

% 100% 37.5 40.9 21. 7 

63 58 30 22 6 5 
確実になし

% 100% 51.7 37.9 10.3 

68 64 23 26 15 4 
一 20 g以下

¢ 100% 35.9 40.6 23.4 

87 84 23 39 22 3 
21～60g 

¢ 100% 2 7.4 46.4 2 6.2 

61 g以上
32 29 12 9 8 3 

% 100% 41.4 31.0 27.6 

459 441 192 176 73 18 
総 数

% 100% 43.5 3 9.9 16.6 

62 60 27 
確実になし

25 8 2 

% 100% 45.0 41. 7 13.3 

135 130 57 49 24 5 
＋ 20 g以下

% 100% 43.9 37.7 18.5 

198 192 79 82 31 6 
21～60g 

% 100% 41.2 42.7 1 6.2 

64 59 29 
61 g以上

20 10 5 

% 100% 49.2 3 3.9 17.0 

306 3 00 85 133 82 6 
総 数

% 100% 2 8.3 44.3 2 7.3 

30 30 10 
確実になし

18 2 。
% 100% 33.3 6 0.0 6.7 

＋＋ 
91 89 28 39 22 2 

20 g以下
% 100% 

＋＋＋ 

31.5 4 3.8 24.7 

144 140 39 57 44 4 
21～60g 

¢ 100% 2 7.9 40.7 31.4 

41 41 8 19 14 。
61 g以上

% 100% 1 9.5 4 6.3 34.2 
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表42 下痢の程度別・神経症状発現前におけるキノホ／レム服用量別再燃、

下 総 数
薬部長D服用量 総 数 な し あ り 不 明
痢 （除不明）

250 219 196 23 31 
総 数

% 100% 8 9.5 10.5 

63 54 52 2 9 
確実になし

% 100% 9 6.3 3.7 

68 62 55 7 6 
一 20 g以下

% 100% 88.7 11.3 

87 76 66 10 11 
21～60g 

100% ヲ6 86.8 13.2 

32 27 23 4 5 
61 g以上

100% % 852 14.8 

459 403 352 51 56 
総 数

% 100% 87.3 12.7 

62 54 48 6 8 
確実になし

100% qも 8 8.9 11.l 

135 113 101 12 22 
＋ 20 g以下

% 100% 8 9.4 10.6 

198 179 1 54 25 1 9 
21～60g 

% 100% 86.0 14.0 

64 57 49 8 7 
61 g以上

% 100% 86.0 14.0 

30 6 274 216 58 32 
総 数

号も 100% 78.8 21.2 

30 24 19 5 6 
確実になし

% 100% 7 9.2 2 0.8 
十十

9 1 81 62 1 9 10 
20 g以下

% 100% 7 6.5 23.5 
＋＋＋ 

144 132 107 25 1 2 
21～60g 

% 100% 81.1 18.9 

41 37 28 9 4 
6lg以上

% 100% 7 5.7 2 4.3 
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表 43 下痢の強さと腹痛の強さの関係

総 数 腹 痛 あ り

区 分 総 数 駒南なし 不明
（除不明〉 計 ＋ ＋十 ＋＋十 強さ不明

1527 1429 192 12 37 735 286 12 8 88 98 
総 数

% 100% 1 3.4 8 6.6 51.4 2 0.0 9.0 62 

総 数 1433 1382 176 1206 718 284 12 3 81 51 

（除 不明 ） % 100% 1 2.7 87.3 5 2.0 2 0.6 8.9 5.9 

337 31 3 52 2 61 143 72 43 3 24 
下痢な し

係 100% 16.6 8 3.4 4 5.7 2 3.0 13.7 LO 

10 9 6 10 69 124 94 5 575 212 80 78 27 
言十

下
% 100% 11.6 8 8.4 5 3.8 1 9.8 7.5 7.3 

痢
619 608 77 531 422 66 2 6 1 7 11 

＋ 

あ
% 10 0% 12.7 87.3 6 9.4 10.9 4.3 2.8 

り
2 9 5 288 29 259 12 0 10 9 23 7 7 

＋＋ 
% 100% 1 0.1 8 9.9 41. 7 3 7.8 8.0 2.4 

98 95 16 79 19 31 27 2 3 
引枠

qも 100% 16.8 832 2 0.0 32.6 2 8.4 2.1 

84 78 2 76 14 6 4 52 6 
強さ不明

% 100% 2.6 9 7.4 1 7.9 7.7 5.1 6 6.7 

94 47 1 6 31 17 2 5 7 47 
不 明

% 100% 3 4.0 66.0 3 6.2 4.3 10.6 14.9 
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表 44 腹痛の程度別て神経症状発現前におけるキノホルム服用量別重症度

腹 総 数
薬剤陪服用量 総、 数 軽 症 中等症 重 症 不 明

痛 （除不明）

145 138 5 1 63 24 7 
総 数

% 100% 3 7.0 45.7 1 7.4 

45 41 17 1 7 7 4 
確実になし

% 100% 41.5 4 1.5 1 7.1 

32 32 10 16 6 。
一 20 g以下

% 100% 31.3 50.0 1 8.8 

49 49 15 24 10 。
2 1～60g 

% 100% 30.6 49.0 2 0.4 

19 16 9 6 1 3 
6lg以上

% 100% 5 6.3 37.5 6.3 

536 515 222 207 86 21 
総 数

% 100% 4 3.1 40.2 1 6.7 

81 78 38 34 6 3 
確実になし

% 100% 48.7 43.6 7.7 

159 150 72 57 21 9 
十 20 g以下

% 100% 48.0 3 8.0 1 4.0 

224 219 81 92 46 5 
21～60g 

% 100% 37.0 42.0 2 1.0 

72 68 31 24 1 3 4 
61 g以上

% 100% 4 5.6 3 5.3 19.1 

331 32 1 87 133 101 10 
総 数

% 100% 2 7.1 41.4 31.5 

27 27 13 11 3 。
確実になし

% 100% 4 8.2 4 0.7 11.1 
＋＋ 

107 105 28 43 34 2 
20 g以下

% 100% 2 6.7 41.0 32.4 
＋＋＋ 

153 146 38 61 47 7 
21～60g 

% 100% 2 6.0 41.8 32.2 

44 43 8 18 1 7 1 
61 g以上

% 100% 1 8.6 41.9 39.5 
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表45 下痢の程度,81］神経症状発現前におけるキノホノレム服用量別経過

下 韓、 数
薬~jO)服用量 総 数 治 癒 軽 決 不 変 変 化 死 亡 不 明

痢 （除不明）

2 50 2 35 20 7 50 141 17 15 

総 数
100% % 8.5 3.0 21.3 60.0 7.2 

63 61 6 2 14 32 7 2 

確実になし
% 100% 9.8 3.3 23.0 5 2.5 11.5 

68 63 4 3 9 41 6 5 

一 20 g以下
% 100% 6.4 4.8 14.3 6 5.1 9.5 

87 80 8 1 18 50 3 7 
21～60g 

100% % 10.0 1.3 22.5 6 2.5 3.8 

32 31 2 1 9 18 1 1 
61 g以上

100% 3.2 % 6.5 29.0 58.1 3.2 

459 431 23 14 131 253 1 0 28 

総 数
% 100% 5.3 3.3 3 0.4 58.7 2.3 

62 58 3 1 1 8 34 2 4 

確実にな し
% 10υo 5.2 1.7 31.0 58.6 3.5 

13 5 12 7 9 5 39 72 2 8 

＋ 20 g以下
% 100% 7.1 3.7 30.7 5 6.7 1.6 

198 186 9 5 54 115 3 12 
21～60g 

ヲ6 100% 4.8 2.7 2 9.0 61.8 1.6 

64 60 2 3 20 32 3 4 
6lg以上

% 100% 3.3 5.0 33.3 53.3 5.0 

306 284 11 15 84 162 12 22 

総 数
% 100% 3.9 5.3 2 9.6 57.0 4.2 

30 29 。 1 11 14 3 1 

確実になし
¢ 100% 。 3.5 3 7.9 4 8.3 1 0.3 

＋＋ 
91 84 6 3 1 8 53 4 7 

20 g以下
% 100% 7.1 3.6 ~ 1.4 63.1 4.8 

＋＋＋ 

144 13 3 3 8 43 75 4 11 

21へるOg 
¢ 100% 2.3 6.0 3 2.3 5 6.4 3.0 

41 38 2 3 12 20 1 3 

61 g以上
各 100% 5.3 7.9 31.6 5 2.6 2.6 
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表46-1 手術後におけるキノホルム使用の有無と神経症状の程度

a 知覚障害

あ り
区 分 総数 な し 足関節 そけいE十

まで
膝まで

部まで
へそまで

総 数 138 。.12 0 7 30 36 41 

キノホルム使用 40 。 40 1 12 12 13 

使 用 せ ず 80 。 62 5 16 19 18 

不 明 18 。 18 1 2 5 10 

表46 -2 手術後におけるキノホルム使用の有無と神経症状の程度

b 運動障害

区 分 総、 数
あ り

な し

計 下瑚見力 歩行困難起立不能 その他

総 数 138 20 10 3 1 7 49 36 1 

キノホ／レム使用 40 5 35 7 17 11 。
使 用 ーせ ず 80 14 51 8 23 19 1 

．不 明 1 8 1 17 2 9 6 。

表46-3 手術後にお付るキノホルム使用の有無と神経症状の程度

c 視力障害

あ り
区 分 総 数 な し 不

言十 軽度 中等度 高 度

総 数 138 84 39 17 10 12 

キノホルム使用 40 26 14 7 5 2 

使 用 せ ず 80 48 19 6 4 9 

不 明 18 10 6 4 1 1 

表 46-4 手術後におりるキノホノレム使用の有無と神経症状の程度

d 再燃

区 分 総数 な し あり 不明

総 数 138 98 11 29 

キノホルム使用 40 32 4 4 

使 用 せ ず 80 53 4 23 

不 明 18 13 3 2 
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表 47-1 スモン患者152 7例（総数24 56例中キノホノレム服用の不確実および不明を除く） 中の

死亡者99名についての分析

区 分 男女計 男 女 表47-3

総 数 99 2 7 72 区 分 男女計 男 女

0～ 9才 。 。 。 総、 数 99 27 72 

10～19才 。 。 。 な し 。 。 。
知

年 20～29 2 。 2 足関 節 1 。 1 
A見.,_ 

30～39 7 3 4 膝 3 2 1 
障

メH.... 40～49 14 4 10 そ fjい部 24 5 19 
害

50～59 23 6 17 ........ そ 59 16 43 
範

,81] 60～69 26 9 17 その 他 8 3 5 
囲

70才以上 24 4 20 不 明 4 1 3 

不 明 3 1 2 

表47-4

表 47-2 区 分 男女計 男 女

区 分 男女計 男 女 総 数 99 27 72 

総 数 99 27 72 な し 。 。 。
運

昭和36年以前 7 2 5 動 下肢の脱力 4 3 1 

障
歩行困難 2 1 7 14 

害
初 37 1 1 。

38 1 。 1 の 起立不能 6 9 17 5免

程
鑓~~ 39 1 。 1 

度
そ の 他 2 。 2 

40 5 1 4 不 明 3 。 3 

年 41 7 1 6 

42 19 6 1 3 表47 -5 

次 43 23 5 18 区 分 男女計 男 女

44 26 9 1 7 総 数 99 27 72 

~IJ 45 7 2 5 な し 35 10 25 

46 。 。 。 視
軽 度 12 3 9 

力

不 明 2 。 2 中等 度 13 3 10 

障
高 度 33 9 24 

害
不 明 6 2 4 
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表 47-6

区 分 男女計 男 女

総 数 99 27 72 

確実にな し 13 2 11 

1～10 g 10 2 8 

神

経 1 1～ 20 14 3 11 

症 2 1～ 40 27 9 18 
状

発 41～ 60 7 3 4 

現
6 1～10 0 5 1 4 

目lj

キ 101～140 3 1 2 
ノ

ホ 141～22 0 1 。 1 

ノレ
2 21～300 。 。 。
ム

使 30 1～40 0 。 。 。
用
401以上 。 。 。

量

不 明 19 6 13 

＊キノホルム使用あり（量不明を除く〉の

みの男女計平均＝352g 

表 47ー7

区 分 男女計 男 女

総 数 99 27 72 

確実になし 7 。 7 

神 1～lOg 。 。 。
経

症
11～ 20 5 1 4 

状 21～ 40 13 2 11 

発

現
41～ 60 9 2 7 

後 61～100 18 6 12 
:iγ .... 

ノ 101～1 40 5 1 4 

ホ
141～・2 20 8 4 4 

yレ

ム 221～300 7 3 4 

使

用
301～400 8 1 7 

量 401以上 4 。 4 

不 明 15 7 8 

＊キノホノレム使用あ り（量不明を除く）

のみの男女計平均＝137.9g

以上表2～表47までは ，昭和45年度臨床班キノホノレム調査委員会の報告（890名 ）との

対比
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表，18 相関表

1 2 3 4 5 6 7 8 9 I 1 o I 11 ! 
相 関 係 数 初診日

と符経 町｜神経症搾急笠

神経症 腹部笹｜持娃 症状発事1日＠投与い｜状宅現状発現 持軽症
前の＠前 状発現

性別 伏発現 初診年状発現状発現 現日と 6ケ

昨年令 昨年 の時期投与量日 数｜！類？刊の種！月以内 窃後のE用
拘前後 ③服用
の関係

1性 )]lj 1.0 -0.028 ー00240.017 0038 ー0.0印 ー0.001;-0.007' 0.019 0.052・0.001

2神経症状発現時年令 ー0028 1.0 0.036 0.018 
、

0114 0.028 -0.0451-0.037 0.063 -0.03 -0.046 

3初 診 年 -0回4 0.閃6 1.0 0.0日 0.056 1*0282 0.005 !-0.037 0.076 0.012 -0.009 

4腹部症状発現年 0017 0.018 0065 1.0 *0273 0.084 -0.01 0.019 0.059 ,-0.112 -0.114 

5神経症状発現年 0038 0.114 0056 02百 LO 0.076 0.046 -0.049 0.024 -o.ぽ)3-0.102 

6初診日期と神的経前芋俊状発現日 ー00田
との時 の関係

0但8*0282 0.')84 0076 l.O 0.047 ・0.002-0.064ヌ0.229-0.175 
7⑤1日投与量 -0001 ー0.0450β05 ー0β1 0046 0.047 LO -0.05 ー0.129目 。ー0.037
8R投与日数 ー0007ー0.037-0.037 0.019 ー0β49ー0.002ー0ο5 1.0 0.045 。0.039 
9神経症伏発摘の明lj/)種J 0019 0.063 0.076 0.059 0.024 -oβ64 -i).129 0.045 1.0 

I 

0.025 0.CB6 

10 神怪症状発現前6ヶ月以 0.白2ー0.0300.012 ー0112-0.0臼 ー0229。。0.0お 1.0 *O.拘6
内＠服用

11 神＼;J:症状発現後の＠服用 -0001 ー0.046-0.009 ー0114ー0102ー0.175-0.037 j 0.0羽 0.036 0.506 1.0 

12 対軽症状発現前の⑤服用量 ー0.043ー0044 -0.059 OD38 -0.068 0.005 0.008ト0.6380.012 。0.034 
13 病 院 名 0005 0.001 0.064 0.016 0.047 本0.304-0.010 0.019; 0.179 0.位8-0.185 

14 神経症状発現後③服用量 ー0042ー0.042-0.086 0.038 -0.074 ー0.α)'2-0.035 0.077 -0.147 -0.064 0.()i 7 

神経症状発現前後の＠剤 ー0.099 0.038 I -0105 ー0.115 -0061 ー0.061 0.000牢0.313・0.侃6 0.035 *0339 
服用総量

16 下 痢 ー0019 0.011 ー0.032ー0099 0.028 -0.019 0.035 ;-0.014 -0.042 0.105 0.()55 

17 腹 痛 0049 -0.034 ・0.031ー0.148 司0.045ー0.154偲5;-0.081; 0.004 0.153 0.079 

18 知覚障害の範盟 0051 ー0.004。ー0.013ー0.037-0.025 o.os31-o.os '-o.o邸 0.119 0.105 
I 』

19 運動障害の程度 0105 ー0.但3-0.001 -0.007 0β03 -0.09 
I j 0 0.096 1 0.017:-0.0位 .036 0.073 

I 

20 視力障害 0.016 ー0.045ー0.0450.027 ー0.03-0.114 -0.006 ! o.oぉ ー0.081. O凶 50.109 

21 縁色舌苔の合併 ー0012 0.04 0.014 ー0.04 ー0.001ー0.065-o.an I 0.049 0.009 0.013 0.147 
22 経 j邑 00'29 -0.057 -0.015 ー0.031ー0.035-0.051 0.074 o.o倒 ー0.Q3 0.046 0.086 

23 

24 重症 度 0051 ー0.036-0.022 -0β17 0.046 ー0.08 0.064 0.011!-0.064 0.098 0.138 

25 再 燃 0025 -0.006 0.002 ー0.0沼 -0.0691ー0回 -0.055 -0.0叶0.05 I 0.008 0.093 
26 神経症状発現前6ヶ月以 -0089 0.015 0.021 0104 0.014 -0.018 0.062 
内の手術の既往歴と術後
の＠剤の使用

注 ＊印は相関係数の絶対値が0.2以上のもの
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表48つづき

12 13 14 15 16 1 7 18 19 20 2 1 22 23 24 25 2 6 

糊E症
符経症 状6ケ

神密室 神経症 月以内

状発現 状発現
状発現 知覚障 運載障

視力
緑色舌 の手術

病院名 前後の 下痢 腹痛 審？）程 害の屋 苔の合降．過 重定度 再燃 の既往
前の③ 後遺明日

告知糊民 度 度
障害
併

歴と術

服用量 用量
衝の⑤

用総量
~j<J)度
用

ー0.043 0.005 ー0.042-0.061 ー0.019 0.049 0.051 0.10: 0.016 ー0.012 0.1沼9 0.051 0.025 -0.089 

-0.044 0.001 ー0.042 ーOβ61 0.011 -0.034 -0.004 ー0.位3-0.045 0.04 ー0.057 -0.036 -0.006 0.015 

-0.059 0.064 -0.086 ー0.099-0.032 ー0.031 。 ー0.001-0.045 0.014 ー0.015 ー0.022 0.002 0021 

0.038 0.016 0.038 0.038 -0.099 ー0.148 -0.013 -0.007 0.027 ー0.04 -o目031 -0.017 -0.073 0.104 

ー0.068 0.047 -0.074 -0.105 O.OZ8 -0.045 国 0.037 0.003 -0.03 ー0.001ー0.035 0.046 -0.069 0.014 

0.005 0.304 ー0.092-0.1 ー0019ー0.15 ー0.025圃 0.09 ー0114-0.065 ー0.051 -0.08 ー0.但 ーO.Q18

0.008 -0.010 -0.回50.003 0035 ー0.035 0.083 0.096 -0.006 ー0.021 0.074 0.064 -0.055 0.062 

*0.638 0.019 0.077 *0.313 ー0.014-0.081 ー0.05 O.Ql7 0.036 0.049 0.069 0.017 ー0.016-0.024 

0.012 0.179 ー0.147ー0.066ー0.042 0.004 -0.068 ー0.062-0.081 0.009 -0.03 -oβ64 ー0.05 0.151 

。 0β28 -0.064 0.035 0.105 0.153 0.119 0.036 0.035 0.073 0.046 0.098 0.008 0.022 

0.034 ー0.1缶 0.047 *0.339 0.065 0.079 0.105 0.073 0.109 0.147 0.086 0.138 0.093 0.042 

LO 0.074 0.146 *0.485 0.01 ー0.034-0.04 -0.006 0.057 。 0.012 。 0.024 目 0.008 
0.074 LO き0278士0.268ー0.043ー0.098 0.061 0.025 ー0.101ま0.23 ー0.13 0.046 ’0.181 ー0.127

0.146 主0.278 LO 場<0.904 0.027 0.02 0.079 0.038 *0262 0.169 0D77 0.098 0.135 0.004 

*0.485 
ネ

-0.268 *O.伺4LO 0.()11 0.001 0.072 0.056 *023 0.126 。目1 0.123 0.139 0.016 

0.0l -0.043 O也 7 0.011 1.0 0.13 0.063 0.097 0.閃 0.112 0.07 0.098 O郎 6ー0.076

-0.034 -0.098 0.但 0.001 0.13 LO 0.187 0.145 0.073 0.151 0.023 0.171 0.098 0.073 

-0.04 0.061 0.079 0.072 0.063 0.187 LO *0.51 *0283 0.143 *0249 *O.詰9 0.112 0.04 

-0.006 0.025 0.038 0.056 0.097 0.145 *0.51 1.0 *0.391 0.166 *0277 本0.682 0.109 0.041 

0.057 ー0.101*0.262 *0.23 0.03 0.073 *°.283 *0391 10 *0.227 *0.351 *0.503 0.123 0.031 

。一0.23 0.169 0.126 0.112 0.151 0.143 0.166 *0227 1.0 0.154 本0203 0.164 -0.024 

0.012 ー0.13 0.077 0.1 0.07 0.023 *0249 *0277 *0351 0.154 1.0 *0.423 0.114 0.03 

。 0.046 0.098 0.123 0.098 0.171 *0.539 *0.682 *0.503 本0.203本0.423 1.0 0.178 0.072 

0.024 ー0.181 0.135 0.139 0.086 0.098 0.112 0.109 0.123 0.164 0.114 0.178 1.0 ー00臼

-0.008 -0.127 0.004 0.016 -0076 0.073 0.04 0.041 0.031 ー0.白4 0.03 0.072 ーQ.052 1.0 
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表 49 キノホルム製剤別，腹部症状発現から神経症状発現までの期間

人 数

平均値 標備偏差
⑤不明・不

備 考
キノホルム製剤の種類 確穿あり量

日／人 不明者並び
＠ 以外の 含有薬剤

に発現日不
明の者を除く

1.キ ノ ホ ノレ ム 55.1 80.5 24人 キノホルム 100%

2.＝マホ／レム散 6 7.6 2 07.2 373 lg中薬用石けん 13mg・CMC

3.＝ マ ホルム錠 1 6.3 9.7 2 CMC等

4.＝マホルム P 33.5 9.5 2 CMCブド ウ糖

5ε ンテロピオフォ
．／レム散 56.5 7 7.3 1 57 サパ ミン・デンプン等

6εン主ロピオフォ
．ルム 48.4 56.1 5 // // 

7.メキサホルム 116.8 2 73.2 16 lg中エントベツクス1Omgサパ ミン7ηlg

8.強力メキサホルム 32.0 7 5.9 30 lg中主ントベツクス40mg

9.強力メキサホルム錠 57.8 92.3 63 1 Ta b中平ントベツクス20mg

10.以上2種以上併用 10 6.1 2 10.1 64 

表 50 フ．ロッ ク別・腹部症状発現から神経症状発現迄の期間別患者数

期間 期日ヨ喉 総 数 期 間 区 分
日数

地区ブロ ック 平均値 準偏差
旦／人 除有司月）～O日1～7 8---l 4 15～:JJ 31へ--6C61へ-9091 181 366日～180 ～365 以と 不明

全 国
55.8 18 0.8 1108人 93 115 124 3 03 255 81 70 41 2 6 1348 

% 100% l3.4 10.4 11.2 2 7.4 2 3.0 73 6.3 3.7 2.4 

46.5 6 4.4 64 。7 6 18 19 8 5 。1 63 
北 海 道

% 100% 
。1 0.9 9.4 2 8.1 2 9.7 12.5 7.8 。1.6 

131.7 3 9~.3 9 3 9 3 7 28 1 9 6 6 6 9 156 
東 北

¢ 100% 9.7 3.2 7.5 30.1 2 0.4 6.5 6.5 6.5 9.7 

関東 ・甲信越
6 0.9 21 7.4 93 9 10 7 27 26 5 4 4 1 197 

¢ 1 00% 9.7 1 0.8 7.5 2 9.0 2 8.0 5.4 4.3 4.3 1.1 

中 部 ・北陸
59.9 80.9 170 11 8 1 5 48 45 9 1 9 12 3 168 

吸 100% 6.5 4.7 8.8 2 8.2 2 6.5 5.3 112 7.1 1.8 

近 畿
5 0.4 2 00.0 32 5 24 42 44 89 63 34 15 7 7 3 96 

% 1 00% 7.4 12.9 13.5 2 7.4 1 9.4 10.5 4.6 22 22 

中 国
3 9.7 7 0.1 260 29 35 35 62 60 15 14 9 1 2 42 

% 100% 11.2 1 3.5 1 3.5 2 3.8 2 3.1 5.8 5.4 3.5 0.4 

四 国
62.5 135.6 61 7 4 6 20 11 4 2 3 4 69 

% 100% 11.5 6.6 9.8 3 2.8 18.0 6.6 3.3 4.9 6.6 

2 6.5 6 0.1 42 4 6 4 11 ! 12 。 5 。。57 
九 州

¢ 100% 9.5 1 4.3 9.5 2 6.2 2 8.6 。11.9 。。
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表 51 病~81J ・腹部症状発現から神経症状発現迄の期間211.患者数

病院別 期間 期間標 総数 期間区分 日数
（；総明数 （除不、 ．平均値 準偏差

円。日 1～78～1415-～・3031～60 61へ-9091～ 181 366日)20人以上 日／人 （除不明： 不明
180～365 以上

31.9 412 124 5 20 2 1 3 3 3 5 3 4 3 。14 
HOSP-1 

% 100% 4.0 16.1 1 6.9 2 6.6 2 8.2 2.4 3.2 2.4 。
41.4 3 8.6 30 。 3 4 7 10 3 3 。。18 

HOSP-2 
% 10 0% 。10.0 13.3 2 3.3 3 3.3 1 0.0 10.0 。。

221..i 510.8 39 1 1 。9 9 4 4 5 6 13 
HOSP--3 

号も 100% 2.6 2.6 。2 3.1 2 3.1 10.3 10.3 12.8 15.4 
32.7 4 9.3 50 6 10 8 11 7 3 4 1 。119 

HOSP-19 

% 100% 12.0 2 0.0 16.0 22.0 1 4.0 6.0 8.0 2.0 。

表 52 初診ー神経症状発現の時期的前後の別による神経症状発現前6ヶ月キノホノレム使用の有無（全国）

確実にな し 神経症状発現
前 6ヶ月

総数
ないら

人 数
区 分 総数 「怠者 しν、ti>あり 不明 ⑤使用 験・あり量

除不明） 計 から」 患者カルテ
不明
不確実 量平均不明 ，不

＋「カ から その他 値 明 ，ない
ノレテJ る／人 らしいが

不確実）

神
初診神→経症

1181 1092 102 1 6 14 65 7 46 944 89 35.1 855 
4怪 ． 

症 状発現 % 100% 9.3 1.5 1.3 6.0 0.6 4.2 8 6.4 
状
発 神経症 10 58 644 13 7 22 32 71 12 127 380 414 2 6.0 365 
現 状発現
目IJ →初診 % 100% 21.3 3.4 5.0 11.0 1.9 19.7 59.0 
6 
ケ 217 103 30 3 6 17 4 16 57 114 15.1 55 
月 不 明

% 10切ら 2 9.1 2.9 5.8 1 6.5 3.9 1 5.5 55.3 

初診・→ 1181 1090 19 5 12 7 1 51 25 14 881 91 
神 神11t症
経 状発現 % 100% 17.9 1.1 0.6 1 3.9 2.3 1.3 8 0.8 

症
神経症 10 58 810 249 28 14 186 21 68 493 248 
：伏 状発現
発 →初診 号も 100% 30.7 3.5 1.7 2 3.0 2.6 8.4 6 0.9 

現
52 

後 217 129 3 4 37 8 12 65 88 
不 明

% 10切ら 40.3 2.3 3.1 2 8.7 6.2 9.3 5 0.3 

注 ・表 52，表 54，表55における＠使用金の計算には，「＠確実になし」をogとして含めている。
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初診ー神経症状発現の時期的前後の別による神経症状発現前6ヶ月キノホノレム使用の有無（プロック別〉

フ 総数 確実になし
ロ ないらしい
ツ 時期的前後の別 総 数 「患者からJ 不明 あ り 不 明
ク （除不明） 計 ＋ 患者から カルテ が不確実

「カルテ J その他

59 44 1 。 。 1 。 2 41 15 
j七 初診→神経症状発現

qも 100% 2.3 。 。 2.3 。 4.5 93.1 
海

26 10 。 。 。 。 。 2 8 16 

道 神経症状発現→初診
% 100% 。 。 。 。 。 20 80 
128 116 11. 2 1 8 。 3 102 12 

東 初診→神経症状発現
% 100% 9.5 1. 7 0.9 6.9 。 2.6 87.9 
87 55 13 3 3 6 1 13 29 32 

~t 神経症状発現→初診
ヲ6 100% 2 3.6 5.5 5.5 1 0.9 1.8 2 3.6 5 2.7 

関
157 153 12 。 4 6 2 3 138 4 

東
初診→神経拒状発現

% 100% 7.8 。 2.6 3.9 1.3 2.0 9 0.2 

甲

信 111 68 7 。 2 5 。 14 47 43 
神経症状発現→初診

越 % 100% 10.3 。 2.9 7.4 。20.6 69.1 
188 168 14 。 4 9 1 11 143 20 

中 初診→神経痕状発現
% 100% 8.3 。 2.4 5.4 0.6 6.5 85.1 

剖l

北 130 76 35 。 7 26 2 12 29 54 
神経促状発現→初診

陸 % 100% 4 6.1 。 92 3 4.2 2.6 15.8 38.2 

近 278 264 14 。 。13 1 11 239 14 

畿
初診→神経症状発現

% 100% 5.3 。 。4.9 0.4 4.2 90.5 

表 53 

ー
】N
∞l



近 395 259 40 4 14 15 7 51 16 8 136 
神経症状発現ーゆJ診

畿 % 100% 15.4 1.5 5.4 5.8 2.7 1 9.7 64.9 

2 44 22 5 39 12 3 23 1 9 177 19 

rド 初診→神経症状発現
% 10 0% 1 7.3 5.3 1.3 10.2 0.4 4.0 78.7 

218 119 35 1 3 5 17 。 20 64 99 
国 神経症状発時期診

"), 100% 2 9.4 10.9 4.2 1 4.3 。16.8 53.8 
76 76 9 2 2 4 1 5 62 。

四 初診→神経症状発現
% 1 o o ~ら 11.8 2.6 2.6 5.3 1.3 6.6 81.6 

48 30 3 。 。 2 1 11 16 18 
国 神経症状発現→初診

'{6 100% 1 0.0 。 。 6.7 3.3 3 6.7 5 3.3 
51 46 2 。 。 1 1 2 42 5 

九 初診→神経症状発現

"' 
100% 4.3 。 。 2.2 2.2 4.3 91.3 

43 27 4 2 1 。 1 4 19 16 

ナト｜ 神経症状発現→初診
ヲb 100% 1 4.8 7.4 3.7 。 3.7 1 4.8 70.4 

l
H

N
m
w
l
 



表 54 初診ー神経症状発現の時期的前後の別による神経症状発現前6カ月キノホ／レム使用の有無

（県別 ）

神経症状発
R使用の 有無 現前6カ月

県 総数 の＠使用量人数
時期的前後の別総数 除不明）確実に不確実 あ り不 明平均値
21J ¥. なし ＆／人

59 4 4 1 2 4 1 1 5 4 2.8 2 7 

北 初診→神経症状発現 % 1 00% 2.3 4.5 93.2 

海 。 2 8 16 101.7 5 26 10 

道 神経症状発現一歩初診 100% 0 2 0 8 0 

'/O 4 
1 2 5 1 3 7.2 9 8 

青初診→神経症状発現 % 100% 12.5 25 62.5 

11 8 3 4 1 3 2.7 4 

森神経症状発現→初診 事6 1 0 0 % 3 7 .5 5 0 12. 5 

1 7 1 5 1 1 13 2 2 0.2 14 

岩初診→神経症状発現 % 1 0 OCJら 6.7 6.7 86.7 

5 2 1 0 1 3 16.3 2 

手 神経症状発現→初診 % 100% 5 0 0 5 0 

14 14 1 0 1 3 0 31.2 1 3 

宮初診→神経症状発現 % 1 00% 7.1 0 92.9 

1 4 11 2 4 5 3 1 9.3 6 

城神経症状発現→初診 % 1 0 0 % 1 8.2 3 6.4 4 5.5 

64 63 7 0 5 6 1 50.6 5 5 

山 初診→神経症状発現 % 1 00% 11.1 0 88.9 

20 16 2 1 1 3 4 2 6.2 9 

形神経症状発現→初診 % 100% 12.5 6.3 81.3 

24 16 1 0 15 8 13.1 5 

福初診→経経症状発現 % 100% 6.3 0 93.8 

37 18 5 4 9 1 9 4.5 6 

島 神経症状発現→初診 % 100% 27.8 222 50 

8 7 。 0 7 1 2 7. 7 6 

茨初診→神経症状発現 % 10 0% 0 0 100 

2 1 0 0 1 1 

抵神経症状発現→初診 % 100% 0 0 100 

1 7 1 7 3 0 14 0 41.1 14 

栃 初診→神経症状発現 % 100% 17.6 0 82.4 

16 9 2 3 4 7 4.8 3 

木神経症状発嘉＋初診 % 100% 22.2 33.3 44.4 
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時期的前後の別

群 ｜初診＋神経症状発現

馬！神経症状発現→初診 F

熔｜初診＋神経症状発現

玉｜神経症状発現→初診

r--

千｜初診→神経症状発現

葉｜神経症状発現→初診

現

一

診

発

一

初

状

一

↓

症

一

現

経

一

発

神

一

状

↓

一

症

診

一

経

初

一

神

神

奈

川

新｜初診→神経症状発現

潟｜神経症状発現→初診

富 ｜初診→神経症状発現

無有
あ
の

庭

用

確

使

不
⑤

｜
 

ヂ

』

『

ν

室＋〈

｜

L閣
内
な

数

冊

総

都数総
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¢ポ竺？

数人

発
月
用

状
カ
使
値
人

症
6

均
／

経
前
⑤
平

g

神
現
の
量

8 2 1 

z s I 1 2. s I 6 2. s 
z I o I 3 

ω
－1
－u
一
1
一
日
一
ー
一
日
一

1

0 

1 

1 4.3 

5 

50 

0 

0 

5 

R
U

司
E

－

：
 

qr“一
氏
u

－
5

－
o
 

q

－
－
 

唱

i

－
%
一
7

n
u

－
 

nu

一

噌

A

－－司，

係

ω
一
5
一
川

一
4
一

ω
一
日
一
山
一

2
一
口
一

6

不明

5 。 1 6.5 6 

3 

13 

4 

9 

2 

% 100% 

29 31 

山！神経症状発現→初診 ｜一 %

4 

100% 

32 

100% 

8. 

100% 

3 

福岡診→神経症状発現片34

14 
井！神経症状発現→初診 ト一一一

¢ 

山｜初診→神経症状発現 「
係 I1o09ら

9 I 2 
梨｜神経症状発現→初診 「 φ 

1:1ル神経症状発現 ト ゴ 4
100% 

39 

竺竺」

1 I o I 3 
25 1 o 1 75 
5 I o I 15 
日一

O
一
O
一
1
一
山
一
日

一
川
一

3

－M
一
4
一
日
一

o
一O
一
O
一
O

－1
－m
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一
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一
川

一
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一
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一
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5.1 I 9 2.3 

9 3.8 

29 

50 

1 

7.1 

26 

8 1.3 

0 

0 

3 

3 6.7 

1 2 9.2 

11 182 

1 30.7 

4 1 5 

o I 231.4 

8 9.4 

。 2 8.6 

2 4 3.0 

2 45.6 

4 7.0 

2 28.8 

6 

1 3 0.4 

7 

5 44.1 

6 

2 

40 

18 

一

3 

1 3 

2 6 

4 

2 

36 



神経症状発

総数 ＠使用 の有無 現前6カ月
数の＠使用人時期 的前後の別 総 数

除不明） 確実に 不確実 あ り 不 明量平均値
なし ε／人
。 13 11 55.2 9 24 1 3 。岐

神経症状発現→初診 。100 阜 % 100% 。
1 23 3 3 6.3 1 7 28 25 1 

静 初診→神経症状発現
% 100% 4 4 92 

26 11 6 2 3 15 3.3 7 
岡 神経症状発現→初診

% 100% 54.5 182 27.3 

3 36 8 31.4 33 50 45 3 
愛 初診→神経症状発現

% 100% 6.7 6.7 80 

35 19 4 4 11 16 7.4 6 
知 神経症状発現→初診

qも 100% 21.1 21.1 57.9 

24 24 5 。 19 。 51.2 22 
一 初診→神経症状発現

% 100% 2 0.8 。79.2 一

13 11 10 。 1 2 10 
重 神経症状発現→初診

% 10 0% 9 0.9 。 9.1 
29 27 1 1 25 2 45.1 2 1 

滋 初診→神経症状発現
ヲ6 100% 3.7 3.7 9 2.6 

6 7 1 7 19.9 11 35 18 5 
賀 神経症状発現→初診

% 100% 2 7.8 33.3 3 8.9 

30 30 3 。 27 。 20.5 28 
京 初診＋神経症状発現

% 100% 10 。 90 
51 33 5 5 23 18 31.1 20 

都 神経症状発現→初診
% 100% 1 5.2 152 69.7 

144 138 3 5 130 6 36.5 118 
大 初診→神経症状発現

% 100% 22 3.6 942 

238 1 7 9 22 31 126 59 38.6 118 
阪 神経症状発現一歩初診

% 100% 12.3 17.3 70.4 

52 46 4 4 38 6 2 7.8 25 
兵 初診→神経症状発現

% 100% 8.7 8.7 82.6 

39 14 4 4 6 25 4 
庫 神経症状発現→初診

% 100% 2 8.6 28.6 42.9 

4 4 。 1 3 。 42.0 3 

~ 初診→神経症状発現
% 100% 。 25 7 5 
4 4 1 3 。 。 1 

良 神経症状発現→初診
¢ 100 ヲら 25 75 。
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神経症状発
数

＠使用の有無
主国前6カ月数 総
10.5 ＠ 使用人 数

時 期的前後の別 総
確実に

不確実 あ り 有之 明量
平均z値／人

除不明
な し

19 19 3 。 16 。 2 7.8 1 7 
和 初診→神経症状発現

<f, 100% 15.8 。8 4.2 
歌

28 11 3 2 6 17 22.4 8 
山 神経症状発現→初診

'ib 100% 2 7.3 18.2 54.5 

。 23.6 4 。 。 6 6 6 
鳥 初診→神経症状発現

'ib 10ぴ% 。 。100 
1 142 2 1 2 4 3 。

取 神経症状発現→初診
¢ 100% 。33.3 66. 7 
25 25 4 4 17 。 45.4 18 

島 初診→神経症状発現
¢ 100% 16 16 68 

21 7 14.0 28 50 43 1 6 6 
根 神経症状発現→初診

省 100% 372 14 4 8.8 

129 12 5 1 9 3 103 4 2 7.6 120 
岡 初診＋神経症状発現

% 100% 1 5.2 2.4 8 2.4 

1 7 1 0 5 35 1.8 64 29 14 
山 神経症状発現→初診

% 100% 4 8.3 34.5 1 7.2 

84 69 16 2 51 15 22.5 49 
広 初診→神経症状発現

ヲ6 100% 23.2 2.9 7 3.9 

100 44 5 3 36 56 27.1 1 5 
島 神経症状発現→初診

'ib 10 0% 11.4 6.8 81.8 

18 18 。 1 17 。 51.8 1 5 
徳 初診今神経症状発現

'fl; 100% 。 5.6 9 4.4 
4 57.9 4 。 6 10 6 。

島 神経症状発現→初診
100% 。 。10 0 qる

1 7 17 4 。 13 。 2 8.8 16 
香 初診＋神経症状発現

100% 23.5 。7 6.5 'fl; 

15 9 1 3 5 6 20.3 4 
JI I 神経症状発現→初診

'ib 100% 11.1 3 3.3 55.6 

26 26 3 1 22 。 2 4.0 24 
愛 初診→神経症状発現

'[/, 100% 11.5 3.8 84.6 

7 4 。 2 2 3 
援 神経症状発現→初n三fb、

'ib 10 0% 。 50 50 
。 131 5 3 10 15 1 5 2 高

初診→神経症状発現
10 0% 1 3.3 20 6 6.7 知 % 
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神経症状発
総 数

⑨ 使 用の有無
現前6カ月

数
白平＠均g値使／：用人量 人

時期的前後の別 総 数
（除不明： 確実に 不確実 あ り 不 明

な し

3 5 4.8 3 16 11 2 6 高
神経症状発現→初診

27.3 ヲら 100% 182 54.5 知

25 4 31.l 24 31 27 1 1 
福 初診→神経症状発現

ヲら 100% 3.7 3.7 92.6 

11 6 1 6.2 9 18 12 1 。
岡 神経症状発現→初診

% 100% 8.3 。91.7 
。 9 。 7 4.3 8 9 9 。

長 初診→神経症状発現
% 100% 。 。100 
11 9 2 2 5 2 9.4 6 

崎 神経症状発展→初診
ヲら 100% 22.2 22.2. 55.6 

9 8 1 1 6 1 1 3.8 7 
大 初診→神経症状発現

ヲら 100% 1 2.5 1 2.5 75 

2 6 1 10 4 1 1 
分 神経症状発現→初診

100% 25 25 50 % 

34.2 2 。 。 2 。2 2 
鹿 初診→神経症状発現

100% 。 。100 ヲら
児

4 2 。 1 1 2 26.6 1 
島 神経症状発現→初診

100% 。 50 50 ヲら
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初診一神経症状発現の時期的前後の別による神経症状発現前6カ月キノホルム使用の有無（病院別）

病 確実になし なU、ら
神経症状発

総 数 . 現前 6カ月
時期的前後の別 総 数 「忠君＋からJ 不 明

しU、'/J;. あ り 有三 明 の＠ 使用 人数
院 （除不明） 患者から カノレテ 不確実 :S: 平均値

「カルテ」 その他 g/人

111 110 16 10 。 6 。 3 91 1 2 8.4 105 
初診→神経症状発現

% 100% 1 4.5 9.1 。 5.5 。 2.7 82.7 
1 

26 23 12 9 1 2 。 8 3 3 2.0 1 5 
神経症状発現→初診

% 100% 52.2 3 9.1 4.3 8.7 。34.8 13.0 
24 12 。 。 。 。 。 。 12 12 4 5.1 5 

初診→神経症状発現
% 。100% 。 。 。 。 。 100 

2 
9 3 。 。 。 。 。 。 3 6 358.0 1 

神経症状発現→初診
% 100% 。 。 。 。 。 。 100 
49 49 7 1 。 6 。 。 42 。 51.5 49 

初診→神経症状発現
% 100% 14.3 2.0 0 12.2 。 。85.7 

3 
3 2 。 。 。 。 。 。 2 1 33.0 1 

神経症状発現→初診
% 。 。100% 。 。 。 。 100 

4 4 。 。 。 。 。 。 4 。 2 4.0 2 
初診→神経症状発現

% 100% 。 。 。 。 。 。100 ． 
4 

’． 26 25 。 。 。 。 。 。 25 1 43.0 18 
神経症状発現一歩初診

% 100% 。 。 。 。 。 。 10 0 
"! 'I. 
’ 22 22 1 。 。 1 。 。 。2 1 25.5 7 

初診→神経症状発現
% 100% 4.5 。 。 4.5 。 。 95.5 

5 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
神経症状発現→初診

% 
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病 数 確 実 になし ないら 神経症状発
総 現前 6カ月

時期的前後の別 総 数 「患者＋から」 不明
しu、 il~ あ り 不 明 の＠ 使用 人 数

院 （除不明） 患者から カノレテ 不確実 Lヨ1L 平均値
「カルテ」 その他

g/人

4 。 。 。 。 。 。 。 。 4 
初診 歩神経症状発現

6 
12 4 。 。 。 。 。 。 4 8 3.6 1 

神経症状発現→初診
a;, 100% 。 。 。 。 。 。100 
24 24 。 。 。 。 。 1 23 。 36.5 23 

初診→神経症状発現
a;, 100% 。 。 。 。 。 4.2 9 5.8 

7 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
神経症状発現→初診

9 3 。 。 。 。 。 1 2 6 
初診＋神経症状発現

% 100% 。 。 。 。 。3 3.3 66.7 
8 

13 3 。 。 。 。 。 。 3 10 
神経症状発現→初診

% 100% 。 。 。 。 。 。10 0 
5 5 4 。 。 4 。 。 1 。 1 6.8 5 

初診→神経症状発現
% 100% 80.0 。 。80.0 。 。20.0 

9 
10 9 9 。 。 9 。 。 。 1 9 

神経症状発現→初診
% 100% 10 0 。100 。 。。 。
7 7 。 。 。 。 。 。 7 。 1 5.7 7 

初診→神経症状発現
% 100% 。 。 。 。 。 。10 0 

10 
16 4 。 。 。 。 。 。 4 12 61.1 2 

神経症状発現→初診
ヲ6 100% 。 。 。 。 。 。100 
3 2 。 。 。 。 。 1 1 1 

初診→神経症状発現
% 100% 。 。 。 。 。50.0 50.0 
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神経症状発現→初診
4 1 39 2 。 1 1 。 23 14 2 5 6.0 15 

経． % 100% 5.1 。 2.6 2.6 。59,0 35.9 
初診→神経症状発現

32 31 。 。 。 。 。 1 30 1 5 1.7 27 

12 
% 100% 。 。 。 。 。 3.2 9 6.8 

神経症状発現→初診
2 2 。 。 。 。 。 。 2 。 107.8 2 

% 100% 。 。 。 。 。 。 100 
初診→神経症状発現

2 2 。 。 。 。 。 。 2 。 15.3 2 

13 
% 100% 。 。 。 。 。 。 100 

神経症状発現→初診
29 25 2 2 。 。 。 。 23 4 29.7 21 

% 100% 8.0 8.0 。 。 。 。 92.0 
初診→神経症状発現

12 11 。 。 。 。 。 。 11 1 36.5 10 

% 100% 。 。 。 。 。 。 100 
14 

神経症状発現→初診
44 27 。 。 。 。 。 。 27 17 46.8 19 

% 100% 。 。 。 。 。 。 100 
初診→神経症状発現

2 2 。 。 。 。 。 。 2 。 22.5 2 

% 100% 。 。 。 。 。 。 100 
1 5 

神経症状発現→初診
19 1 7 4 。 。 。 4 。 13 2 40.6 16 

% 100% 23.5 。 。 。23.5 。 76.5 
初診→神経症状発現

44 42 1 。 。 1 。 2 39 2 41.3 35 

% 100% 2.4 。 。 2.4 。 4.8 
16 

9 2.9 

神経症状発現→初診
30 22 。 。 。 。 。 4 18 8 42.9 13 

% 100% 。 。 。 。 。182 81.8 
初診＋神経症状発現

13 13 4 。 2 2 。 4 5 。 1 9.9 9 

% 1 00% 30.8 。 15.4 15.4 。
17 

30.8 38.5 
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確実になし ないら
神経症状発

病 総 数 現前6カ月
時期的前後の別 総 数

「患でら」 不 明
しu、ヵ：あ り 不 明 の⑨ 使用 人数

院 （除不明 ） 患者から カノレテ 不確実
I疋竺EL 平均値

「カルテ」 その他 g／人

13 12 5 。 2 3 。 5 2 1 6.6 1 
17 神経症状発現→初診

ヲ6 100% 41.7 。 1 6.7 2 5.0 。41.7 16.7 
1 。 。 。 。 。 。 。 。 1 

初診→神経症状発現

18 
22 2 。 。 。 。 。 2 。 20 

神経症状発現→初診
% 100% 。 。 。 。 。100 。
63 49 1 3 2 1 10 。 2 34 14 21.6 32 

初診→神経症状発現
% 100% 26.5 4.1 2.0 2 0.4 。 4.1 6 9.4 

19 
90 38 2 1 1 。 。 3 33 52 35.l 11 

神経症状発現→初診
% 100% 5.3 2.6 2.6 。 。 7.9 8 6.8 
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全国キノホノレム製剤別・神経症状発現前6ヶ月のキノホ／レム使用量（全国）

1人当 り神経症状発現前 性別 ，神経症状発現前6ヶ月キノホルム盆 ι／人 年令別 ，神経症状発現前6ヶ月キノホルム量g/,人

キノホルム剤の種類
6ヶ月キノホノレム使用量 男1人当りキノホルム量 女1人当 りキノホ／レム量 4 0才じUニキノホノレム量 3 9才以下キノホJレム量

平均値 標準偏差
⑨使用

平均値 標準偏差
＠使用

平均値 標準偏差
＠使用 平均値 標準偏差 ＠使用 平均値 標準偏差

＠使用
人数 人数 人数 人数 人数

5 3.9 <J 39人
<J 

10人
守

29人
守

2σ人
<J 

19人キ ノ オ、 ノレ ム 43.0 6 1.3" 57.7 51.3 36.2 54.5 38.2 5 3.2 47.5 

ζL マホ／レ ム散 4 0.8 7 0.6 4 52 43.0 4 3.1 131 3 9.8 7 9.0 321 43.4 81.8 300 3 5.7 39.7 149 

ヰマホ／レム錠 36.0 。 1 36.0 。 1 36.0 。 1 

之巳マホルム P 11 0.5 104.5 2 110.5 104.5 2 6.0 。 1 215.0 。 1 

ζLンテロ ・ピオ
36.5 37.7 254 3 6.0 3 7.4 83 3 6.8 37.8 171 36.1 38.7 177 3 8.2 3 5.7 74 

フ オ ／レ ム 散

＝ンテロ ・ピオ
21.9 8.8 5 21. 9 8.8 5 21.9 8.8 5 

フ オ ／レ ム 錠

メキサホルム散 7.0 5.9 21 10.l 9.4 5 6.1 3.8 16 6.2 6.9 14 8.7 2.4 7 

強力メキサホ／レム散 31.7 2 7.1 43 41.8 21.7 6 30.0 2 7.5 37 33.3 2 9.1 36 23.3 7.4 7 

強力メキサホルム錠 3 8.8 3 9.0 104 31.3 17.6 31 41.9 44.7 73 40.2 35.4 73 34.7 46.7 30 

以上2種以上の併用 5 3.9 55. 7 86 50.7 41.6 24 55.5 60.6 61 51.6 55.9 61 59.3 55.8 24 

全 国的平成＠の 40.1 56.6 1007 40.4 40.0 2 90 3 9.9 62.l 716 40.7 62.l 68 8 38.8 42.7 311 
種類によらない値）

表56 
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キノホルム製剤別・神経症状発現前6ヶ月のキノホルム使用量（県別）

県 キノホノレム の種類

エマホ／レム ＝マホ／レム ヰマホルム zンテロビ ヰンテロピ メキサホ／レ 強力メキサ 強力メキサ 2種以上の
}Jlj キノホルム

散 錠 p オフォノレム オフォノレム
ム散 ホルム散 ホルム錠 併用散 錠

~t 平 均 量＆／人 50.6 96.0 2 7.8 34.0 5.7 4 0.6 56.8 215.5 

海 標 準 偏 差 63.7 。 2 9.0 31.0 。 1 9.7 3 9.1 101.1 
道 キノホノレム使用あ明り人）数 38 1 10 13 1 7 3 3 
（除あ り量不

青 平 均 値 g/,人 39.9 1 0.8 49.6 

標 準 偏 差 32.6 。 32.2 

森 キノホルム使用あ明り人〕数 4 1 3 
（除あ り量不

岩 平 均 値＆／人 22.5 1 3.8 1 7.8 1 8.0 38.6 

標 準 偏 差 1 4.5 8.7 1 4.7 1 0.8 15.9 

手
キノホノレム使用あり人数

14 7 2 2 3 
（除あ り量不明）

宮 平 均 値 g/,人 32.6 49.1 43.6 6.0 19.4 4.6 1 3.2 36.0 

標 準 偏 差 25.8 4 4.9 19.7 。 4.5 。 。 。
城 キノ（ホ除ルあムり使量用不あ明り人）致 1 6 2 7 1 3 1 1 1 

山 平 均 値g／人 54.9 58.9 4 3.2 11.2 21.9 7 6.0 33.0 

標準 偏 差 59.0 60.9 2 0.5 。 1 2.8 8 3.0 。
形 キノホノレム使用あり人数 55 43 3 1 4 3 1 
（除あ り量不明

福 平 ・均 値ι／人 19.3 31.5 14.4 

標 準 偏 差 8.8 4.5 4.1 

島 キノホルム使用あり人）数 7 2 5 
（除あ り量不明

茨 乎 均 値 g/人 2 7.7 16.6 33.2 

標 準 偏 差 14.7 9.4 13.7 

城 キノ（ホ除ルあム使り量用不あ明り人）数 6 2 4 

表 57 
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栃 平 均 量g／，人 4 9.1 3 3.0 215.0 36.8 

標 準 偏 差 5 7.0 31.9 。 1 6.1 

木
キノホルム使用あり人I) 12 8 1 3 
（除あり量不明

群 平 均 量g／人 2 3.8 3 6.4 1 8.9 8.1 

標準偏 差 2 2.6 31.0 1.1 。
馬
キノホルム使用あり人〕数 5 2 2 1 
（除あり量不明

埼 平 均 量g／人 2 9.0 6.3 3 0.6 2 9.5 

標準 偏 差 2 7.6 。 28.8 。
玉 キノホルム使用あ日月り人〕数 16 1 14 1 f除あり情不

千 平 均 量g/人 3 4.0 34.5 30.0 

標準 偏差 3 6.4 3 8.6 。
葉
キノホルム使用あり人数

9 8 1 
（除あ り量不明）

神 平 均 量g／人 2 01.0 2 01.0 

奈 標準偏 差 42 9.7 42 9.7 

｝｜｜ 
キノホルム使用あり人数

7 7 
（除あり量不明）

新 平 均 量＆／人 3 6.4 21.7 49.6 21.0 41.0 3 5.5 

標準 偏 差 2 9.4 12.4 48.7 17.3 24.2 2 3.7 

潟
キノホノレム使用あり人数

55 11 9 5 27 3 f除あ り骨不明

山 平 均 量g/人 30.4 3 9.6 21.3 

標準偏 差 9.2 。 。
梨 キノホルム使用あ明り人）数 2 1 1 
（除あ り量不

富 平 均 量g／人 56.8 56.8 

標 準 偏 差 4 9.6 49.6 

山
キノホルム使用あり人数

4 4 
（除あ り量不明）
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キノホルムの種類

ヨニマホルム エマホ／レム 之巳マホ／レム 二巳ンテロピ エンテロピ メキサホル 強力メキサ強力メキサ 2種以上のキノホルム オフォノレム オフォJレム
散 錠 p 

散 錠 ム散 ホルム散 ホルム錠 併用

福 平 均 量ι／人 3 2.6 32.l 2 4.1 2.6 2 5.8 46.8 44.9 

標 準 偏 差 3 4.4 26.9 16.4 。 。 4 7.6 51.3 

井 キノホルム使用あ明り人）致 23 8 6 1 1 3 4 f除あ り量不

岐 平 均 量＆／人 45.9 67.8 56.1 3 6.8 2 9.9 43.4 

標 準偏 差 46.8 1.8 63.5 2 7.6 19.6 2 5.5 

阜 キノホルあム使り情用不あ明り人）数 46 2 20 8 10 6 
（除不

静 平 均 量＆／人 3 7.1 44.5 18.0 

標準 偏 差 3 9.5 44.0 7.9 

岡 キノホルムう使り量用不あ明り人〕数 18 13 5 f昨あり

愛 平 ．均 量ι／人 3 3.7 3 8.3 29.2 48.9 2 7.8 36.9 

標準 偏 差 2 3.1 12.7 9.1 4 4.8 1 2.8 16.9 

知 キノ（ホ除fレあムり使量用不あ明り人）数 33 2 1 5 6 7 3 

一平 均 量 g/人 6 6.3 84.0 49.9 83.2 63.3 187. 7 

標 準 偏 差 6 6.1 。 60.5 81.4 44.8 。
重 キノホルム使用あ明り人）叡 17 1 10 2 3 1 （除あり量不

滋 平 均 量g/人 43.4 63.9 21.9 14.4 2 3.9 6 2.2 

標 準備 差 41.4 5 0.3 18.4 。 G.9 4 2.2 

賀
キノホルム使用あり人寂

27 9 8 1 4 5 
（除あり量不明）

尽 平 均 量 g/人 32.9 2 9.0 32.0 36.0 2 5.3 5.6 24.8 7 5.4 

標 準 偏 差 26.6 。 1 4.1 。 1 7.1 。 11.3 44.6 

都
キノホルム使用あり人数

41 1 10 1 18 1 5 5 
（除あり量不明 ）

大 平 均 量 g／，人 41.7 5 3.5 38.0 44.3 2 7.2 10.6 2 9.0 2 7.1 50.0 

標 準 偏 差 44.4 4 7.0 3 8.7 48.4 。 7.9 1 7.8 2 0.8 5 1.1 

阪
キノホノレム使用あり人数

215 22 56 93 1 7 10 6 20 
（除あ り量不明）
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Eノt、平 均 量 g〆人 33.4 30.6 4 3.4 1 0.3 3 3.0 31.9 

標 準 偏 差 2 4.5 1 2.5 34.7 1.3 13.8 18.2 

庫
キノホルム似：用あり人数

22 6 7 2 2 5 
（除あ り量：不明 ）

~ 平 均 量g／人 4 2.0 12.1 6 3.0 51.0 

標 準 偏 差 21. 7 。 。 。
良
キノホルム使用あり人）数 3 1 1 1 
（除あ り量不明

和 517- 均 量ι／人 34.4 9 7.0 31.6 1 0.9 1.5 2 2.5 3 8.0 

歌 標 準 偏 差 3 3.5 59.0 2 0.0 2.3 。 0.3 14.0 

山
キノホルム使JHあり人裂

19 2 6 3 1 2 5 
（除あ り量不明 ）

鳥 平 均 量g／人 2 0.5 15.4 8.7 15.6 52.1 

標 準 偏 会b::主－． 1 5.3 7.4 。 。 。
取
キノホルム使用あり人数

6 3 1 1 1 
（除あり量不明）

島 平 均 量g／人 4 6.5 1 7.3 5 8.3 3 8.3 5.2 2 6.0 69.4 

標 i終 偏 差 51.9 2.2 71.1 12.4 。 3.6 42.6 

根
キノホルム使用あり人数

26 2 11 7 1 2 3 
（除あ り量不明）

問 平 均 量ι／人 31.9 3 2.6 1 7.9 7.0 12.0 35.9 

標 f終 偏 差 3 0.4 31.2 。 1.9 。 10.5 

止l
キノホルム世到あり人数

105 97 1 2 1 4 
（除あ り量不明）

広 平 均 量g／人 3 4.3 56.4 304 34.0 41.2 31.9 

標 準 偏 差 2 3.3 13.1 2 8.4 21.2 3.7 。
島
キノホルム使用あり人数

44 2 1 4 24 3 1 
（除あり量不明）

穂、平 均 量＆／人 5 3.1 28.3 16.1 49.6 65.0 112.2 

標 準偏 差 672 5.2 9.9 42.0 9 2.9 76.5 

島
キノホノレム使用あり人蛮

19 4 2 5 6 2 
f除あり量不明 ）
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キノホルムの種類

ζLマホルム ミ巳マホ，レム 之己マホルム
ヰンアロピ ζ己ンアロピ

メキサホル 強力メキサ 強）｝］メキサ 2種以上
キノホルム

散 錠 p オアォルム オフ Jノレム
ム散 ホJレム散 ホルム錠 の併用散 錠

香 平 均 量ι／人 362 37.9 26.3 34.8 

標 準 偏 差 2 9.3 32.3 8.5 。
JI I キノホルム使用あり人数 1 5 12 2 1 （除あ り量不明）

愛 平 均 盆＆／人 2 7.5 27.3 22.5 2 3.3 2 2.8 3 7.9 

標 準 偏 差 1 8.9 21.8 。 3.7 。 4.1 

媛
キノホルム使用あり人数

21 1 5 1 2 1 2 （除ありi量不明）
高 平 均 i立ι／人 2 0.0 14.7 3 5.9 

標 準 偏差 11.7 8.5 。
知
キノホルム佼到あり人）数

4 3 1 （除あり量不明

福 平 均 量g／，人 28.8 28.1 14.4 2.1 2 6.4 6 0.9 10.7 

標 準 偏 差 3 5.5 15.2 12.6 0.9 。 53.2 1.7 

岡 ｜キノ（ホ除ルあムり使量用不あ明り人）数 31 9 6 4 1 8 3 

長 平 均 企ι／人 542 7 7.0 3 3.8 8.5 5 2.8 

標 準 偏 差 6 9.7 82.8 。 1.4 。
崎 キノfホ除ルあムり使品用不あ明り人）数 12 7 1 3 1 

大 平 均 量g/,人 1 6.5 19.6 8.0 21.2 

標 準 偏 差 6.0 3.4 0.5 。
分｜キノホルムり使量刷不あ明り入〕車 7 4 2 1 （除あ ：量不

鹿 平 均 量g/人 3 1.7 34.2 26.6 

児 標 準 偏 差 10.9 12.6 。
島
キノホルム使用あり人数

3 2 1 （除あ り量不明）
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キノホルム製剤別・神経症状発現前6ヶ月のキノホルム使用量（病混別 ）

キノホ／レムの種類

病 院 ,81J 主マホルム ζ己マホルム ヰマホルム 二巳ンテロピ ζEンテロビ メキサホル 強力メキサ 強力メキサ 2種以上キノホノレム i設 錠 p オフォJレ弘 オフォノレム
ム散 ホルム散 ホルム錠 の併用散 錠

平 均 盆ι／人 32.6 32.4 4 7.8 

1標 準備 差 3 1.7 31.8 。
キノホ／レム使用あ明り人）致 93 92 1 （除あり長不

平 均 fil: g/,人 6 9.9 2 8.4 2 56.4 

2 標 埠 偏 差 101.5 2 9.0 10 1.6 
キノホ／レム使用あり人数

11 9 2 （除あ り最不明

平 均 盆ι／人 5 9.4 60.0 3 3.0 

3標 準 偏 差 60.6 61.2 。
キノ（ホ除ルあムりi史品用不あ明り人〕数 43.0 42 1 

平 均 量ι／人 41.1 19.8 59 7 23.4 55.8 1 9.2 

4標 準 偏差 41.5 7.6 6 9.0 18.5 32.2 7.3 
キノホルム使刷あ り人数

20 3 4 4 7 2 （除あ り品不明）

平 均 量ι／人 2 9.7 3 8.7 28.0 

5標準 偏 差 1 4.4 。 1 5.1 
キノホルム使用あり人数

6 1 5 
（除あ り量不明）

平 均 量 g/,人 3.6 3.6 

6標 準 偏差 。 。
キノホルム悦川あり人）数 1 1 
（除あ りfil不明
平 均 量ι／人 3 6.5 40.0 2 9.9 43.4 

7標 準 偏差 24.8 28.1 1 9.6 25.5 

キノホルあムり使量用不あ明り入）車 23 7 10 6 （除

表 58 
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キノホルムの種類

病 院 ZIJ 二巳マホルム 之巳マホ／レム 主ンアロピ 之巳ンテロビ メキサホル 強力メキサ 強力メキサ 2種以上キノホルム
ζ巳マホルム

オフ訓Jレム コオフォ／レム
散 錠 p 

散 錠 ム散 ホノレム散 ホルム錠 の併用

平 均 量ι／人
8標準 偏 差

三平ヌ（京除7レあムり使量用不あ明り人）数

平 均 量v人 8 4.0 8 4.0 

9標 準 偏 差 。 。
キノホルム使用あり人数

1 1 
f除あ り量不明）

平 均 量g/人 38.4 36.0 1 7.4 5.6 119.0 

10 標 準偏 差 44.2 。 10.5 。 33.0 

キノホルム使用あ明り人）数 10 1 6 1 2 f除あり量不

平 均 量ι／人 64.6 67.7 2 8.0 

11 標 準 偏 差 54.3 55.5 。
キノホルム使用あ明り人）数 13 12 1 ’（除あり量不

平 均 量＆／人 5 3.7 66.8 8.0 36.6 43.3 

12 標準 偏 差 59.0 68.5 4.5 24.8 2 0.9 
キノホルム使用あり人数

30 19 3 4 4 （除あり量不明）

平 均 量ι／人 312 21.0 25.9 36.l 5 4.0 

13 標準 偏 差 2 4.8 9.2 2 3.7 28.1 。
キノホルム夜肩あり人数

21 4 6 10 1 （除あり量不明）

平 均 量＆／人 43.9 2 7.0 67.9 37.9 2 8.4 8.8 41.7 

14 標準 偏差 51.4 。 7 4.6 38.2 3.4 4.4 22.2 

キノ（ホ除ルぎム使り量用不あ明り人）数 30 1 9 13 3 2 2 

1

同品。ー



平 均 量ε／人 4 9.7 3 8.0 3 8.7 114.5 16.2 2 8.2 9.0 

15 標 準 偏 差 54.5 。 1 3.3 86.2 。 3.4 。
キノ（ホ除ルあム使り量用不あ明り入〕車 14 1 6 3 1 2 1 

平 均 量 g/,人 42.5 3 9.3 3 6.2 9.0 81.2 

16 標 準 偏 差 38.7 20.9 24.9 0.9 72.l 

キノ（ホ除ルあム使り量用不あ明り人〕叡 48 14 25 2 1 

平 均 量＆／人 3 2.2 34.9 15.8 

17 標 準 偏 差 11.3 9.9 。
キノホルム使用あ明り人）数 1 6 1 
（除あり量不

平 均 量ιぺ人
1 8 標 準 偏 差

キノ（ホ除ルあムり使量用不あ明り人）叡

平 均 量ι／人 3 72 69.5 36.2 3 6.1 

19 標 準 偏 差 22.4 。 25.3 20.9 

キノホノレム使用あり人数
29 1 6 22 

（除あり量不明）

l
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表59 キノホルム製剤別 ・一 日投与量・投与日数

一日投与量 投与日 数

キノ ホルム剤の種類
人 数

平 均値 標準偏差 平均 値 標 準偏差 （除量不明）
g／人 日／人

キ ノ ホ Jレ ム 1.71 1.3 6 3 9.1 3 9.2 39人

孟マホルム散 1.3 7 0.4 9 3 2.4 54.3 452 

エマホ ／レ ム錠 0.9 0 。 40.0 。 1 

よL マホルム P 1.1 3 0.12 89.0 83.0 2 

ユンテロ ・ピオフォルム散 121 0.31 30.9 31.9 2 54 

品ンテロ ・ピオフォノレム錠 1.3 7 0.5 4 17.2 94 5 

メキサホル ム 散 028 0.26 2 7.3 17.3 21 

強力メキサホルム散 0.9 6 0.32 40.2 41. 7 43 

強力メキサホルム錠 11 5 0.24 32.3 23.1 104 

以上2種以上の併用 1.1 5 0.4 6 4 6.4 38.7 86 
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キノホノレム製剤別・神経症状発現前6ヶ月のキノホノレム使用量（プロック別）

フ キノホルムの種類
ロ
ツ

ζ巳マホルム ζ巳マホルム 二巳マホJレム エンテロピ ヰンテロピ メキサホノレ 強力メキサ 強力メキサ 2種以上ク キノホルム オフォルム オフォルム
5Jlj 散 錠 p 

散 錠 ム散 ホルム散 ホノレム錠 の併用

全 平 均 量g/人 40.l 53.9 40.8 3 6.0 110.5 3 6.5 21.9 7.0 31.7 3 8.8 5 3.9 

標 準 偏 差 5 6.6 43.0 70.6 。 104.5 3 7.7 8.8 5.9 2 7.1 3 9.0 55.7 

国
キノホルム使用あり人数

1007 39 452 1 2 254 5 21 43 104 86 （除あり骨不明

~t 平 均 量 g/人 5 0.6 96.0 2 7.8 3 4.0 5.7 40.6 56.8 215.5 

海 標 準 偏 差 63.7 。 2 9.0 31.0 。 19.7 3 9.1 101.1 

道
キノホノレム使用あり人数

38 1 10 13 1 7 3 3 
（除あ り量不明）

東 平 均 量g/人 43.3 40.3 48.4 6.0 27.9 7.9 20.2 49.9 37.2 

標準 偏差 48.8 3 3.1 53.6 。 1 9.0 3.3 1 2.0 56.1 14.0 

~t 
キノホJレム使用あり人数

96 4 63 1 8 2 5 9 4 
（除あり量不明）

関 平 均 量＆／人 45.7 5 8.4 215.0 35.6 30.0 21.0 41.0 2 8.8 
東
甲 標 準 偏 差 1192 19 3.1 。 33.6 。 17.3 24.2 212 
信
キノホJレム使用あり人数
越
（除あり量不明）

112 40 1 33 1 5 2 7 5 

中 平 均 量ι／人 4 2.5 59.2 44.6 40.9 2.6 53.9 29.0 52.7 

部

~t 
標準偏差 44.1 1 9.8 4 8.9 42.0 。 42.l 23.4 50.0 

陸
キノホルム使用あり人数

141 5 70 22 1 4 25 14 
（除あ り量不明）

近 平 均 量ι／人 3 9.8 5 6.0 38.7 36.0 3 9.6 16.4 9.6 2 7.7 2 6.0 50.9 

標 準 偏 差 40.7 48.9 36.8 。 43.5 10.8 7.1 17.5 14.4 44.1 
畿 キノホルム使用あり人数
（除あ り量不明 ）

327 25 88 1 130 2 10 11 19 41 

表 60 
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フ
キノホルムの種類ロ

ツ
ζ巳ンテロピ ζ巳ンアロピ

ク ζEマホルム エマホルム 之巳マホ／レム メキサホル 強力メキサ 強力メキサ 2種以上
.BIJ キノホJレム

散 錠 p 散オフォJレム オフォJレム
ム散 ホルム散 ホルム錠 の併用錠

中 ｜平 均 量＠／人 3 4.2 36.8 34.2 33.7 6.4 26.0 302 48.4 

標 埠 偏 差 3 3.1 21. 7 3 6.8 19.8 1.8 3.6 1 3.8 30.1 

国 キノホルム使用あり人数 181 4 12 5 33 3 2 5 9 除あ り量不明

四 平 均 1量砂／人 37.4 30.l 2 3.9 23.3 49.6 55.9 7 5.1 

標 準 偏 差 44.1 25.2 1 0.1 3.7 42.0 82.0 65.7 

国 キノホルム使用あり人数 59 34 
（除あり量不明） 6 2 5 8 4 

九 平 均 量包／人 33.l 42.6 15.2 2.1 13.0 60.9 2 2.1 

lH切。l

標 準 偏 差 44.7 53.5 1 2.5 0.9 7.8 532 15.l 

~~i 
キノホノレム使用あり人数

53 22 9 4 4 8 6 （除あり量不明）



キノホルム剤椅類別、 神経推状発現前6ャ月＼

1日投与量 ・投与日教の分布
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I 戸田 ・蕨地区における SMO Nの疫学的研究

戸田市と蕨市は隣接するこ市で埼玉県の南部に位置し，行政区はそれぞれ異にするが，地理的，社会的，

歴史的にはほとんど区別し得ない連続性と同質性を有するf図1- 1 ）。 すなわち，北を浦和方面の台地

に，南を東京板橋方面の台地に狭まれ，武蔵野ー沼沢地帯を流れる荒川によって沃土を運ばれた平担地で

ある。両市の歴史によれば平安未期にすでに開墾が始められたと言わ九鎌倉時代には村落的形態を成

していたと伝えられる。徳川時代に広中仙道（国道 17号線）の交通量の増加に伴って，板橋宿に次く・

第二駅（蕨宿 ）としての宿場町として発展する事になった。宿駅制度は明治維新と共になくなるが，近代

的商工業都市，首都圏の衛星都市として飛躍的に発展」昭和34年4月には蕨市杭昭和41年 10月

図1ー l

には戸田市が誕生している 1) I 2）昭和4ti年 11月1

日現在の人口は，戸田市 70, 2 2 2人蕨市 77, 2 8 8人で，

人口順位では婿玉県内では 11弘 1 2位に位置」人口

増加も急速である。 （図 I- 2 ）。人口動態を見ても図1

一九 （戸田市），図 I- 4, （蕨市）に示す如く，転入
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図 l- 2 

人口と世帯cPtfI中）
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一一一人口

一一一世帯
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転出企もに多＂~頃向を示している 3 ), 4) 

又首都圏のベフドタウンの性格を示

す一方，地市よりの通勤者も多く，両

市が商工業都市としての性格をもっ事

を物語っている。 3), 4 ) 

両市を産業面から眺める と，蕨市が商

業を中心とするのに対し，戸田市は中

小企業（一事業所平均の従業員数10.7

人従業者 30人以下の事業所は全体

の94 % ）を多く抱えた商工都市であ

る。 3)4) 

両市は衛生行政及び地域医療機関の

立場からも一括管理されている。（戸

田・蕨保健所，戸田 ・蕨医師会）。

中央保健所の資料 5）でみると，乳

図 1- 3 
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図 1- 4 

人口の推移 （厳市）
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図1- 5 

戸田市 ( s. 4 o. 1 o. 1 ) 

夜間人口 流出人口 流入人口 昼間人口

152311人

児死亡率の推移は表 1- 1の如く，年々減少しており，全国平均の 14. 9 （昭和 42年）を下廻る成績で

ある。その他の事を併せ判断すると， 戸田市・蕨市のHealth Leve lは大都会に準じ，決して悪くは

ない。
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表 1- 1 乳児死亡率

昭和 蕨市 戸田市 昭和 藤市 戸田市

2 3 5 1. 6 5 6. 4 3 3 2 4. 5 3 3. 3 

2 4 5 5. 6 3 6. 9 3 4 2 3. 2 3 0. 2 

25 4 5. 2 3 7. 2 3 5 2 4. 7 1 6. 7 

26 4 4. 7 4 7. 2 3 6 1 5. 9 1 5. 9 

27 3 4. 5 3 8. 8 3 7 1 9. 3 2 6. 2 

28 3 6. 8 1 6. 3 3 8 1 7. 7 2 0. 4 

2 9 3 5. 8 3 9. 9 3 9 2 0. 1 1 3. 7 

30 3 0. 7 4 5. 7 4 0 1 7. 9 1 8.4 

3 1 2 9. 3 2 0. 9 4 1 1 8. 4 1 4.8 

32 3 7. 8 3 8. 1 4 2 1 2. (j 1 3. 1 

I-2 予備調査と本調査

はじめに

剖 ON( Sub a c u t e My e l o -0 p t i c o-N e u r o p a t h y ）が戸田 ・接地区に発生したの叫§!11

_3_8」主秋畏からである抗当地区の専門医の間で，そのきわだった臨床的特徴により他疾患と鑑別され，

問題化し始めたのは田和39年宅急2事であったり当時この病気は「戸田の奇病」として問題になり，
発病者の中にオリンピック （昭和39年の日本オリンピックのボートコースは戸田競漕場）関係者 2人

が含まれていた事もあって，前川孫三郎（博土）を班長とする厚生省のSMC肘調査班によつてかなり大

規模な調査カミ 戸田地区を中心として早急に行われた。更に昭和39年当時の豊倉 ．井形らの調査7) 8 ） 

昭和4 4年の井形らの調査9迄 当地区のS!vむPめ実態はとれ迄にこもかなり明らかにこされた。そしてい

ずれの調査も，全国各地のSMONη疫学像と略同ーの結果を示しているカミただ岡山県でみられた様な

1 0) .11 ~高い家族肉 職場内集積性を示さない発生例として報告されている。 しかし， この度重な

る詳細な調査にもか込わらず，SMONη病因についての手がかりは当時何一つ得られ弐唯SMON患者

のうち2 0～3 0 %の舌苔が暗緑色を呈する（縁色舌）事がS！＼心Nに特異的な事実として，手がかりと

言えば手がかりであった。 1 2) 

この様な状況において，再度，戸田 ・蕨地区のSMO  Nの疫学像を明らかに」 SMONの病因解明

に迫ろうとする為には，少なくとも次の様な点に考慮を払った上で為されねばならなかった。

a）過去の調査において， 未だ調査されていない項目はないか

b) SMO N疫学像何時間的 ・空間的広が りと変化的的確にとらえムれているか
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c）調査のやり方自体にもっと事実をくみとれる様改善すべき点はないか

d）集計結果は正しく評価出来ているか

少なくとも以上の点は，再度，戸田，蕨地区のSMO Nの実態を明らかにして行く上で，最初か

ら重点をおいた項目である。

調査方法

調査はまず， SMO Nを全体的に把握し，問題点や困難な点を明らかにする為の「予備調査」と，予

備調査及び過去のSMONIこ関する報告に基ずいて焦点をいくつかに較った上で行う「本調査」の二段

構え方式をとった。予備調査，本調査とも戸別訪問面接調査を行った。

A）予備調査

調査対象

戸田・蕨地区に居住中に発病したと思われるSMO N患者及びSMONの疑いのある患者を次の6つ

の資料及び情報を参照して，全て listing した。

① 埼玉県衛生部に昭和39年～昭和 45年 3月迄の間に県下 68 0の医療機関より報告された資料．

(3) （この中には厚生省SMO N調査研究協議会が県衛生部を通して行った調査会含む）

② 昭和 39年当時，厚生省SMO N研究置が戸田・蕨地区で行った疫学的調査資料14 ) 

③ 豊倉・井形ら （東大神経内科）が昭和3 9年当時当地区で行った調査資料7) 

④ 戸田市中島病院を受診したSMO N患者及びSMO  Nの疑いのある患者並びにその他の若干の他

の医療機関による資料の一部

⑤ 戸田 ・蕨地区のSMO N患者組織の資料

⑤ 地区の一般住民から得られる可能な限りの情報

これらの資料並びに情報から 79名を li sting した。この」」ふについては戸田市・蕨市の住民

台帳と照合して現在の居住地を確かめると同時に，調査可能と思われる」」~を選び，調査協力を依頼

する手続きをとった。その結果当地区に居住していて，調査に協力的なムム£のSMON患者について

調査を行った。

調査に当っては，参考1の如き予備調査用紙に従って，面接調査を行ったが，会話は自由な雰囲気の

中で行われる様留意い case by cas eでカウンセリングなども折りまぜながら，患者の話す内容

は伺事でも書きとめる様留意した。叉これとは別U 内容的にはこの予備調査に相応する調査が昭和

3 9年に，豊倉 ・井形ら（東大神経内科）によって戸田 ・蕨地区において，為されていたの勺その資

料 7）をも用いた。ただしこれらのデータは，患者の再確認を行ったこの予備調査とは質的に劣ると考

えられるの勺これを未確認データと呼ぶととも同予備調査データに数の上でプラス事によって，予

備調査データと対比してみる事を試みた。
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予備調査結果

1 ）調査対象者 38名の内訳

。確診：井形（もと東大神経内科 〉によりSMO N確実と診断されたもの 2 5名

e疑診 i ）井形により， どちらとも判断のつきかねるもの 4名

｜｜）豊倉（東大神経内科）が昭和 39年当時SMO Nと診断をつけたもので井形の未

確認のもの 9名

以ム墜訟25忽」量訟 1::I久合許 38名

2）発病の時間 ・空間的特徴

発病時点出神経症状の発現時点をもってした。表2- 1に予備調査 38名，及びi未確認データ

＋予備調査者＝6 8名の年次別発生状況を示してある。この予備調査対象者 38人を，発病時の居住

地別に地図上にプロッ卜すると図 2- 1の如くなる。

表 2- 1 

予備調 未確認
昭和 データ
査対象 +38名

3 8年 2人 2人

3 9 ,, 18ρ 3 9 ,, 

4 0 ,, 3 ,, 5 ,, 

41 ,, 6 II 7 II 

4 2 II 6 II 9 II 

4 3 II 2 ,, 3 II 

4 4 II 1 II 3 II 

言十 38人 6 8人

・印 ：昭和38. 3 9. 4 0 

年の発病者

×印：昭和 41. 4 2. 4 3. 

4 4.年の発病者

初発は昭和 38年9月

最終は昭和 44年 B月

図2- 1 患者分布
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以下，予備調査対象38名の発生状況の特徴をいくつか述べてみると，

。昭和38年発生の 2名の患者はいずれも蕨市居住者であった く戸田市に最初に患者が発生したの

は 4番目の患者であった。（昭和 39年 3月 12日））。

o昭和3 9年に戸田市に多発している。

。昭和 42年に蕨市中央4' 5丁目で地域集積性がみられる。

o昭和 43名 44年は散発的発生になった。

o昭和 38名 3 9年の発生には季節的変動が見られるが，昭和 40年以後の発生にはそれが見られ

ない。

3） 性別分布

表2-2 計

l男 1 5人

女 2 3 

E十 3 8人

男女比は 確診が約 1: 2 

疑診が約 1: 1 

確診，疑診を合せると（ 1:1.S)

未確認を含む全対象；（ 1:1.4)

予備調査対象

確診 疑診 未確認データ＋ 38名

8人 7人 2 8人

1 7 0 4 0 

2 5 1 3 0 8人

以上の様に疑診を含めた男女比比いずれの場合でも約 1: 1.5となっている。 （表2- 2 ) 

性別 ・年ホ別分布は表 2- 3の如くであり，E乱 .39年摩斗墨丞血主正がみられる。止の絡4 1皐，

~産にも， 小さな山がみられる。

表 2- 3 

予備調査対象 計 未確認データ＋ 3.8名 E十

昭和 男 女 男 女

3 8年 0人 2人 2人 0人 2人 2 

3 9 1 0 8 1 8 1 7 2 2 3 9 

4 0 3 。 ・3 4 1 5 

4 1 。 0 0 。 7 7 

4 2 1 5 0 4 5 9 

4 3 1 2 2 1 3 

4 4 。 1 1 1 2 3 

計 1 5人 2 3人 3 8人 2 8人 4 0人 0 8人
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4) 神経症状発症時の年令（満年令）

予備調査対象 （男 女）

1 0代 2人 0. 2 ) 

2 0代 7 6. 

3 0代 1 1 6. 

4 0代 9 1. 8 ) 

5 0代 5 0. 

6 0代 3 1. 

7 0代 1 1. 

言十 3 8 ( 1 5. 2 3 ) 

表 2- 5 

＋表ア確3ー8事ク名 （男 女 ）

1 0代 4人 0. 

2 0代 1 6 ( 1 2. 

表 2-4 

確診

1人

3 

8 

5 

4 

3 

1 

2 5 

（男 女） 疑診

1人

( 2. 4 

4 ) 3 

4 

1 

。
。

( 8. 1 7 ) 1 3 

発病の最年少者は 11才

最年長者は 82才

（男

( 0. 

3 0代 1 7 

4 0代 1 4 2. 

未確認を含む全対象者の平均年令は

男 34. 4才

5 0代 9 2. 

6 0代 5 1. 4 ) 

7 0代 2 1. 

8 0代 1 0. 

言十 6 8人 4 0 ) 

又年令別の特徴として，以下の点が認められた。

女

男女平均

4 3. 2才

3 9. 6才

であった。

0 4 0才代， 5 0才代の発病者のほとんどが女性である。 （表 2- 4 ) 

。男性の発病者は 20才九 3 0才代に多u、（表2- 4 ) 
0 1 0才以下の発病者はなu、
。Mode及び平均は 30才代にある。

5）飲食品に関する調査成績（予備調査 38名のみの集計）

a）飲食品摂取状況（神経症状発現前）

女）

発病前の飲食品（ 4 3品目〉摂取状況を次の 7段階に従ってRetrospectiveに聞きと

り調査を行った
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⑦ ほとんど毎日たべた 得点 7.

⑤ かなりよくたべた ff 6. 

⑤ たべた方である ff 5. 

④ 普通 ff 4. 

③ 時々たべた程度 ff 3. 

② あまりたべなかった ff 2. 

① たべた記憶がない ff l. 

調査 した飲食品群は表2- I 9に示す如くである。SMO N確診25例のみ（表中，上段の数字は平均

得点を示している。）

G ：標準偏差

表 2-I 9 確診 SMO N患者発病前飲食品摂取態度

食品 米 パン
インスタン ソノ〈 ウドン イモ類 豆腐 甘いもの ノ〈タ ー 天プラ 青魚トラーメン

平均 7. 0 3. 4 2. 8 3. 9 4. 0 4. 3 4. 2 4. 2 3. 8 4. 1 4. 0 

σ 。I. 4 I. 1 I. 2 1. 3 I. 2 l. 1 I. 3 l. 5 l. 3 l. 4 

食品 自身魚 川魚 具類 ノリ
チクワ

牛肉 豚肉 鶏肉 鯨肉
ソーセ

カマポコ
ノ、ム

ージ

平均 4. 3 2. 7 3. 7 5. 0 4. 0 3. 7 4. 3 3. 9 3.3 3. 7 3. 5 

σ 0. 5 I. 0 I. 1 0. 7 1. 0 I. 2 1. 2 1. 0 I. 3 0. 5 0. 6 

食品 ベーコン 鶏卵 牛乳 ヨーグルト
アイス
チーズ 野菜類 果物類 缶詰 コーヒー ココアクリーム

平均 2. 8 4. 8 3. 8 2. 6 3.2 3. 3" 4. 7 4. 8 3. 2 2. 9 

σ I. 1 I. I 1. 6 1. 4 I. 3 l. 4 0. 8 0.9 0. 7 l. 3 

食品 日本茶 日本酒 洋酒 コーフ ジュース 紅茶 カレー マヨネーズ ケチャップ
インスタント
スープ

平均 6. 2 3.3 2. 4 2. 7 3. 3 3. 2 3. 6 4. I 3. 0 I. 9 

σ I. 4 I. 7 I. 2 I. 3 I. 3 l. 3 0. 9 1. 3 I. 3 0. 3 

・高頻度で共通 して摂取されるもの 米（ 7. 0 ) 

・かな り高頻度で共通に接取されるもの 日本茶（6. 2 ), ノリ （5. 0 ），果物（4. 7 ），鶏卵

( 4. 8 ），野菜（ 4. 7 ) 

・普通に一様に摸取されているもので， ②文は①を含まないもの。ナシ

・普通に一様に摂取されているもので， ② をわずか含むもの。
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イモ類（ 4・3），豆腐（ 4・2），自身の魚 （4・3），チクワ ・カマボコ（ 4・0），豚肉 （4. 3 ) J 

カレー（3. 6 ) 

表 2- 1 9に示す43の飲食品群について， SMO N確診25名の撰取状況から4 3×2 5の得点表を

作り，因子分折を行った結果が図 2- 2である。

図2-2 SMO N患者食品撰取状況因子分析表
（第1因子～第2因子〉
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横軸は第一因子，縦軸は第二因子による分折結果である。

b）飲料水調査

飲料水については，予備調査対象b§三色全邑a窓庭らよ区本道義F値がすでに発病時ひかれていた。なお，
勤務先の会社にある井戸水を飲んでいた人が 3名（ 7. 9 % ）居た。発病前の飲用状況は，表2ー 20の

如くである。

表 2- 2 0 

合計 確診 疑診

よく生水をのんでいた。 1 9人（ 5 0. 0 % ) 1 4人 5人

時々生水をのんた二 4 ( 1 0. 5 % ) 1 3 

沸してのん芯 1 5 ( 3 9. 5 9ら） 1 0 5 

c）果物・野菜の洗浄調査（発病時）

表2-2 1 

合計 確診 疑診

洗剤で洗った。 2 5人 1 6人 9人

水だけでよく洗った。（塩水を含む） 1 3 9 4 

あまり洗わなかった。 。 。 。
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・神経質な人怠 よく洗う と言う人が多い。

・洗剤が問題になり始めて 〈昭和38年項）， 洗剤使用をやめた人が少数見られた。

6）環境要因調査成績（予備調査対象のみ ）

① 家屋様式 ：38戸全部が木造建築であった

表 2-2 2 

合計 確診 疑診

等地団

ち

一
ト

建
一

－

戸
一
バ

一一

ア

3 2 ( 8 4. 2 % ) 

6 ( 1 5. 8 % ) 

2 3 

2 

9 

4 

表 2-2 4 

② 転居後発病迄の同一居住地居住年数

確診

平均居住年数＝ 1 4年 平均＝ 1 7年

Max s 6年

Minsヶ月

疑診

7年

Max 2 o年

Min 5ヶ月

表 2- 2 5 

③ 立地条件

住宅地

農耕地

工 業 地

確診 疑診

2 1 

4

－
o
 

7

－4
一2

・なお，住宅地，農耕地，工業地 と必ずしもはっきり区別出来ない場合が多u、
表 2-2 6 

④ 毘尿処理（発病時〉

浪取車（バキュームカー）による処忍 3 7 

畠に散布 1 

⑤ 衛生害虫

・地域全体に民間Lゴキブりが多い。

九戸田，蕨地区は湿地帯でドブネズミが多い。
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⑥ 飼育動物（発病時）

表 2ー27 

確診 疑診

飼育動物あり 2 1 ( 5 0 % ) 1 3 8 

内訳 犬 1 1 

猫 5 

小鳥 7 

エワトリ 4 

その他 4 

飼育動物なし 14(40%) 1 1 3 

不 明 3 

7）行動調査成績 （予備調査対象のみ）

① 食事前の手洗い

洗う人

ほとんど洗わない人

0
0
 

9
“
 

2

計

表

ムロ

3 5人（ 9 2. 1 % ) 

3 ( 7. 9 % ) 

② 入浴

毎日

2～3日おき

1週間に1回程度

《
宮

内

42

計

表

ムロ

2 4人（ 6 3. 2 % ) 

1 3 ( 3 4. 2 % ) 

1 ( 2. 6 % ) 

確診

2 4人

診

味

l

確

川

口

1

③ 外出から帰った時などのうがい

必ずした

時々した

ほとんどしない

表 2- 3 0 

合計

1 0人（2 6. 3 % ) 

8 (21.1%)  

2 0 ( 5 2. 6 % ) 

④ 混んだ乗物には

のる機会が多かった

表 2- 3 1 

合計

5人（ 1 4. 7 % ) 

一173-

1 

診

λ

！

疑

しし

；

疑診

1 0人

3 

0 

確診 疑診

7人 3人

6 

1 2 

2 

8 

確診 疑診

2人 3人



ほとんど乗った事がない

よくわからない

2 9人（ 85.3%) 2 0人 9人

4 

制 通勤などは自転車と徒走がほとんどである。

8）職業について（予備調査38名について）

表 2-3 2 

① 発病時，就業の有無

計 男 女

有

無

2 9 ( 7 6. 3 % ) 

9 ( 2 3. 7 % ) 

1 5 1 4 

。 9 

表 2- 3 3 

② 職業分類
男 女

専門的 ・技術的 1 1 。
管 理 職 2 2 。
事 務 的 4 1 3 

版 売 業 5 1 4 

農林 ・漁業 1 。 1 

採鉱 ・ 採石 。 。 。
交通 ・運輸 1 1 。
技 能 職 1 5 9 6 

保安・サービス 。 。 。
サー ピス業 。 。 。
そ 他

主婦 7 。 7 
の 学生 2 。 2 

計 3 8人 1 5 2 3 

9）発病前受診状況（確診患者25名のみ）

2 5名の確診患者の うち神経症状発症前に通院（入院 ）していたもの 2 4名

通院（入院）していなかったもの 1名
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表 2- 3 4 

医療機関名 所在地 発病前受診患者数 医療機関名 所在地 発病前受診患者数

A病院 戸田市 1 5 J病院 戸田市

B医院 蕨市 9 K医院 蕨市 1 

C医院 蕨市 4 I病院 川口市 1 

D病院 蕨市 3 M病院 東京都 1 

E医院 蕨市 3 N病院 千葉県 1 

F病院 川口市 2 

G病院 東京都 2 

H医院 蕨 市 1 

I医院 戸田市 1 

これら 2 d：：：乞位予訟主任三五1 ] ~け 1 .，.羽民星島国aみを t-1.£はm盈の屋建畿圏ι通比した経験
を持っていた。 2 4名の患者が受診していた医療機関名と患者数（延人数）とは表2- 3 4の如くであ

り， もつものであることが明らかとな

った。なお表2- 3 5は，神経症状発病前に 1つの医療機関のみを受診していた 1 1名の内訳である。

医療機関名

A病院

B医院

10）ワクチン接種歴

表2- 3 5 

所在地

戸田市

蕨市

発病前受診患者数

6 

5 

・記憶がはっきりしないが 10名（ 26%）（確診6人疑診4人）が腸パラ混合ワクチン接種を

発病前に受けたとしている。

予備調査梶課のまとめ

① 図2ーし 表 2-1に示す如く，昭和39年に戸田市，昭和41' 4 2年に蕨市中央に地域集積性

がある。

② 昭和 38年， 3 9年の初発時に季節的変化（夏期に多い〉が見られるが，昭和40年以後の発生に

はそれが見られない。（図2- 3) 

③ 岡山で示された様な高い家族集積性・職場集積性はない。又，病院職員内の発生も一例もない。

④ 男女比は 25名の確診患者では 1: 2，未確認患者を含めた全対象 68名では 1: 1. 5であった。

⑤ 4 0才代， 5 0才代の女性に多い。

⑥ 1 0才以下にない。
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⑦ 神経症状発現前に受診していた医療機関は，二つの特定のものに集中している。

③ 体質については，患者はやせて神経質な人に多い。

図2-3 月別発生数（ SMON) 38名不明 I 
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B）本調査

予備調査の結果に基ずき，次の如き 4つの柱に従って本調査の内容を構成 した。

(I) 何故昭和39年に戸田市，昭和4 1年， 4 2年に蕨市中央に患者発生が集積したかを解明する手

がかりと して

I）飲料水の水質，及びその地域の地下水の水質関係調査

2）下水溝叉はVecto rの問題

但） 医療機関に内在する因子の存在

I ）院内感染の問題

2）使用薬剤の問題

(3) 重症度と再燃のι喝の中に手がかりがない九

(4) 個体側に共通する要因はない治、

調査対象者のlistingは予備調査と全く同ーの資料に拠った杭特に⑥の「地区の一般住民

から得られる情報」には留意し，井形（もと東大 ・神経内科）ともども戸別訪問をして廻り，

SMO N患者の診断と新たな発見に努めた。丸国鉄東北線以西のJIIロ地区も，戸田 ・蕨地区と地

理的に連続性を有するので調査対象地区に追加した。調査対象者は全て戸別訪問面接調査をした

本調査結果

調査を終える事の出来たものは，全部1!..!i.」4凶？あった。その内訳は井形の診断により

• SMO Nと診断されたもの ιム4
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・診断の確認が出来ないもの

（うち 1例fj:,, 調査を始める前に自殺した） 2名

・確実にSMONだが他地区で発病低 当地区に転入 したもの 1名

•SMO Nの疑いは残るがSMO Nでないとしたもの 2名

•SMO Nでない としたもの 5名

計 61名

なおlis ti n g者のうちも 調査対象者として取り上げるべきもののうち， 未調査のものカユムゑ

残ったが，その内訳l主

・調査の難しい家庭内の立場で生活 しているもの 1 0名

・当地区外の遠隔地に移住したもの 9名

・転居先が不明のもの 7名

発病のtirre-place plot 

SMON患者 51名の発病時点を，腹部症状発現及び，神経症状発現の時点で別々に集計した結果

表 3- 1 年次別発生状況

腹時を発点部症状
神経症状

昭和 病の を発病の
を考 時点と考

える場合 える場合

3 7 2 1 

3 8 2 1 

3 9 .k仏， 2 0 

4 0 4 2 

4 1 7 9 

4 2 .J- 9 

4 3 5 5 

4 4 2 2 

不明 1 2 

計 5 1例 5 1例

は表3- 1の通りである。神経症状発現時点をグラフに書くと図3

- 1の如く二峰性の発生バターンが得られる杭 これを戸田市，並

びに蕨市の発生状況にわけて書く と， 1 9 6 4年（昭 39〕の今発

は戸田市での多発であり， 1 9 6__.Q年仁田 4 1)_. 1967年（昭

4 2 ）の会暑は藍高広おけるそれである事がわかる。神経症状発現

の時点をSMO N発症と考えて｝対象者5 1名のうち戸田 ・蕨地区

の発病者 47名（ 4名は川口市）を神経症状発現の時点別（昭38 

～4 o, 昭 41～4 2, 昭 43以降）に，その発病時の居住地をプ

ロットすると，図 3-2の如く，時期によって発生場所に次の様な

特徴が見られる。
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図3- 1 

ANNUAL INC I DENCE OF SMON 
IN TODA AND WARABI CITIES 

1970 

一一 TOTAL
- TODA city 
一一 WARABI city 

1969 1968 1967 1966 1964 1963 
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(./) 

《
仁J

LL. 10 
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庄
凶
回
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コ
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SMON患者の神経症状発症時居住地分布図 3-2

すなわち

昭和37年～38年に(1) 
－－ー－：.

γ－；－；－一一一－反中 かけての初期段階での発

生場所は，蕨市北部であ

る。

昭和39年には戸田市(2) 

ヘゴ
戸田中

に集中的に多発し昭和40
。。。． • ． 

年にも 2例戸田市で続発

している。

ー『、、．

。”，，， ，.柑＂~＇‘’
• If Ul•Z＇~‘’ 
x守 Hl“＞Ul生車 ~t＼ 昭和 41年～42年に(3) 

5 か肘は厳市中央4,

丁目を中心に多発した。

昭和4 3年以後の発生は散発的になり，発生地区にも特徴が認められない。(4) 

表3- 2の如く神経症状発現；前に受診していた医療機関別にみると，本調査対象の 51名を，次に，

発病前はその医療機関以外の他の医療機関は一切受診した事のない患者

kの二つのそれにj, 

単独とあるのは，

この衰に示す通り，神経症状発現前に受診していた医療機関は

-17 8-
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集中している事がわかる。次にこの51名のうち， E田・蕨地区で発病した 47名仇神経症状発現時

に受診していた医療機関別に患者居住地をプロットしてみると図3- 3の如くなる。

表3-2

神経症状発現前受診医療

機関別患者数 （5 1例）

発病前 発病前
医療機関 受診数

受（単診独数） （延数）

~ 3 1 1 9 

.k... 1 2 B 
r 5 

4 

4 

2 

2 

1 1 

1 

J 1 

1 

1 

占， 1 

1 

1 

1 

1 

。

、． 

＼＼  

・·~

。

図 3- 3 

MAP OF DISTRIBUTION OF 47 SMON CASE~ 
「ー一ー～ーーーーー一、、ー一ー一一ーーー一、 。
ん ＝

I x・ WARABI 

.' I ・‘．．．
J 噌 0・・．
./,,....-＂－.. ・0 • 

。

。

TODA 
l 
。。
。。

。 。。。。 。
J( 。

。

。
〆

TOKYO 

。印は戸田市A病院を受診中に神経症状を発現したものの居住地。

d 戸 ／

通院ナシ 2 2 
・印は蕨市B医院を受診中に神経症状を発現したものの居住地勺 との

A R2 司の疾模地盟ど仕~L6..名Lム仏弘）にも達する。残りの×印で示される 1 1名は A・Bを

含む他の複数の医療e関（県外も含む）を，神経症状発現時に受診していた者，又は，その聞の事情の
明らかでないもので，この中には神経症状発現前には医療機関を受診した事のない2名を含んでいる。

戸田市には，歯科 ・助産婦・接骨医を除く医療機関は 32あり，蕨市には 37あるD

更にA病院の診療圏は表3-3，表3-4の如くであり，SMO  Nの発生地区とA病院の診療圏は略

一致する杭ただ蕨市中央と北町の発生は A病院の診療圏からは説明がつかない。

次に，発生を季節的明iめると， 表3-5の如く，関口 39年度以前の発生は 5月～8月の間に集

中しているのに，昭和 40年度以後の発生には季節的特徴が見られない。なお近接家屋内の発生は調査

5 1名中 1件（ 2名）のみであった。戸田，蕨地区に，当時何らかの流行病がなかったかどうかを，矯

玉県中央保健所の資料で調査すると，赤摘が岡 ::l-6に示す加ど ． 昭和 q Q 1f=tT百 用古rf帝粁 I. ""fいr.

こm号車！土男宅己主止λQMO  N<J:弓各伺偉由私生と一致している。
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τ・

0.6 7 4 

8.2 5 8 
7.03 9 
0.51 4 
1.0 

表 3-3

？

3
4
5
21
 

4.6 5 9 

1.925 
3.33 9 
0.4 3 9 

内

4

、“，．un
－uv，
 

戸田市

町 名 人口町
N病院

舎の標準仰
SMO N教（司

手の標準仙
D 

通院者ω 患者 c 

K• S 7 8 9 6 7 0 7 1 5 1 1 

Kg 40 3 8 8 3 0.2 3 0 1 0.3 9 1 1.7 

Kz 8063 6 6 0.0 91 1 0.1 9 6 2.1 

民n 3000 2 7 0.1 0 1 。 。 。
Ss 7464 1 9 8 0.2 9 6 3 0.6 3 5 2.1 

Sm 5 1 1 7 200 0.4 3 7 1 0.3 0 9 0.7 

s 。 8 2 5 5 0 0.6 7 7 。 。 。
Tk so 6 25 0.5 5 2 。 。 。
Nk 5 3 5 9 1 3 5 0.2 8 1 1 0.2 95 LO 

Nz 6654 2 7 8 0.4 6 7 2 0.4 7 5 1.0 

Nm 2695 136 0.5 6 4 2 1.1 7 2 2.0 

B 3700 1 1 4 0.3 4 4 。 。 。
Hw 1 4 9 9 44 0.3 28 。 。 。
Hn 6 8 10 2 9 9 0.4 9 0 3 0.6 9 6 1.4 

Mi 1606 86 0.5 8 9 1 0. 9 8 3 1. 7 

計 65223 2448 0.4 1 9 2 0 0. 4 8 4 1.2 

A病院診療圏表 3- 4 

-18 0-
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表 3- 5 

月別発生状況（S:M)Ns 1例）

月 昭和30年以前 昭和40年以後

1 。 1 

2 。 2 

3 1 。
4 1 2 

5 3 4 

6 5 2 

7 4 1 

8 4 5 

9 1 4 

1 0 2 4 

1 1 。 。
1 2 1 2 

不明 1 1 

計 2 3例 2 8例

神経症状発現時点在発病時とする。

図3-7 

( . ¥ 
：～／コ：___ ~－： ＜~ ¥ 

宮号＃

－－ ：－~／、／ ．

水質調査15)16) 

300 

200 

100 

＇~市よ点iiill 'I Iii 

． 
． ． 

図 3- 6 

赤:/t1 年；，（｝•）必主 -It・：旦

'r閉多 ）
間開掃作・frイ

一叫

日E和

戸田市に上水道設備の普及が始まったのは昭和31年8月からで， SMO Nが戸田市に多発した昭和

ちなみに昭和 39年当時は3 9年当時は， 90%に近い水道の普及率であった。 （衰3-6 ) ' 少な

くとも，本調査対象者（ 5 1名〉の家庭へは全戸に上水道がひかれていた。図 3- 7で出 戸田市の水
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7号＃
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ーでで？二十一－・ h 

道配管の槻旨と，取水井（戸田市の給水は井戸水である）の位置及びその番号を示している。取水井の

完成年月日出

第 1号井 昭和 31年 8月10日 （戸田市東部）

第2号井 f’ 3 3年 6月25日 （同 上）

第3号井 fl 3 5年 1 1月 3日 （同 上）

第4号井 fl 3 8年 7月20日 （戸田市西部）

第5号弁 ρ3  9年 7月30日 （同 上）

第6号井 fl 4 0年 6月 10日 （戸田市東部）

第 7号弁 fl 4 1年 3月24日 fl 西部）

第 8号弁 fl 4 1年 6月24日 fl 西部）

第9号井 ρ4  2年 7月21日 fl 東部）

第10号弁 fl 4 2年 9月 10日 fl 西部）

なお浄水場は第一号弁の場所に東部浄水場が，管4号弁の所に西部浄水場がある。

叉蕨市に上水道設備の普及が始ったのは，昭和33年4月からで，蕨市に多発した昭和41名 4 2 

年当時は 98 %の高い給水率であった。 （表 3- 6 ），図3- 8 fJ:,蕨市の水道配管の状態と取水井

（蕨市も井戸水による給水〉の位置及びその番号を示している。第一浄水場は第1取水井の場所にあっ

て厳市西部に給水し，第二浄水場は第 5号井の場所にあって厳市東部に給水している。戸田市 ・厳市の

各号井についての水質検査成績は表 3一九 表 3-8，表 3- 9。表 3- 1 0 ，表 3-1 1，表3-12, 
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表 3-6 水道普及率 表 3- 1 3，表3- 1 4，表 3- 1 5，表3- 1 6 c以上戸田市〉
昭和 戸田市 厳 市 表 3-1 7，表3- 1 8，表3- 1 9，表3- 2 0，表3-2 1, 

表3ー 22，表 3-2 3，表3-2 4，表3-2 s, （以上厳市）

に示す如く であり， これら飲料水調査からSMO N発症との関連上．

特に問題となる点を見い出す事は出来なかった。

34 7 0.5% 7 0.1% 

35 7 4. 9 

36 7 6.2 

37 7 6.6 

38 9 8.6 

39 8 8.5 

40 9 1.9 

41 9 2.7 

42 9 3.3 

43 9 9.8 
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8 7.3 

92. 5 

9 5.6 

野菜は地境産のものが多く摂取されている。生野菜の摂取状況は，

（発病前）

98.8 

97. 9 

99. J 

ヰ1号＃

よくたべた

あまりたべない

不明

であった
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試験項目 年度 1号弁 2号井 3号井 4号井 5号井 6号井 7号井 B号弁 9号井

40 >0.0 5 > 0.0 5 > 0.05 > o.o 5 > o.o 5 >O.O 5 >0.0 5 > o.o 5 

41 > 0.0 5 > 0.0 5 > o.o 5 >O.O 5 > 0.0 5 >o.o s >0.05 > 0.0 5 >.0.0 5 

マンガン 42 f’ /I /I /I /I /I /I II // 

43 。 。 。 。 。 。 。 0.0 1 。
44 >0.0 5 >0.0 5 > 0.0 5 >o.o s > 0.0 5 >O.O 5 >0.0 5 > o.o 5 > 0.05 

40 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

41 fl /I /I /I /I /I /I /I /I 

亜 鉛 42 /I /I /I /I /I /I II /I /I 

43 /I /I /I /I /I /I II /I /I 

44 >O.l >0.1 > 0.1 > 0.1 > 0.1 》0.1 >O.l > 0.1 >O. l 

40 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

41 /I /I /I /I /I /I /I /I 不検出

鉛 42 /I /I 
f’ /I /I /I /I /I /I 

43 /I /I /I /I t’ II /I /I /I 

44 >o.os >o.o s > 0.0 5 >O.O 5 > 0.0 5 >o.o s >O.O 5 > o.o 5 >O.O 5 

40 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 有ミ検出 不検出 不検出

41 ρ /I t’ /I /I /I /I /I 不検出

クロム 42 f’ /I /I /I /I t’ /I II /I 

43 /I /I /I /I /I /I /I /I /I 

44 l> o.o 0 5 t::>o.o o s >O.O 05 t>o.oos >o.o o s >o.o o s >o.oo s t>o.o o s t>o.o o s 

40 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

41 /I /I /I /I /I /I /I /I 不検出

水 銀 42 /I /I II /I II /I /I /I /I 

43 /I /I /I 
f’ /I /I /I /I /I 

44 /I /I /I ，， II II 脂 /I /I 
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試験項目 年度 1号井 2号井 3号井 4号弁 5号井 6号井 7号弁 8号弁 9号弁

40 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

41 ρ fl /I " /I /I 
II 

/I 不検出

有機燐 42 f’ 『， II /I /I /I 
/I 

fl fl 

43 fl /I /I 
f’ /I /I f’ /I fl 

44 fl II II II 『， fl /I /I II 

40 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

41 /I /I II /I fl /I /I 『’ 不検出

銅 42 II 
f’ II fl 『’ /I 

ρ 
/I /I 

43 fl fl II /I fl fl II fl fl 

44 >0.0 5 > o.o 5 > o.o 5 >O.O 5 >0.05 > o.o 5 > 0.0 5 > o.o 5 > o.o 5 

40 > 0.0 1 0.0 2 o.o 3 o.o 1 > o.o 1 o.o 2 > 0.0 1 > 0.01 

41 0.0 4 0.1 0 0.0 1 o.o 8 o.o 1 o.o 1 0.0 1 > 0.01 >O.O 1 

鉄 42 >O.O 1 > o.o 1 0.0 2 o.o 1 0.0 1 > 0.01 0.0 1 > o.o 1 > 0.0 1 

43 0.0 1 。0.0 1 。 。 。 。o.o 7 o.o 1 
44 >0.0 1 > 0.0 1 >O.o 1 >O.o 1 0.0 2 0. 0 3 0.0 2 o.o 1 0.0 1 

水質検査表 3- 1 8 蕨市 16)

試験項目 年度 1号弁 2号井 3号井 4号井 5号井 6号井 7号井 B号弁 9号井

40 不検出 不検出 不検出 有司会出 不検出 不検出 不検出 不検出

41 /I ρ /I F’ /I /I /I II 不検出

枇 素 42 /I /I II /I fl II /I " fl 
43 0.0 0 1 0.0 0 5 0.0 0 4 0.0 0 2 0.0 0 1 0.0 0 4 0.0 0 3 0.0 0 2 0.0 0 3 

44 > 0.0 1 >0.0 1 >0.01 >0.0 1 > 0.0 1 >-O. 01 > 0.0 1 >0-01 > 0.0 1 

40 >0.1 >0.1 > 0.1 >0.1 > 0.1 >0.1 >0.1 >0.1 

41 >0.1 >0.1 > 0.1 >0.1 > 0.1 > 0.1 > 0.1 >0.1 > 0.1 

弗 素 42 )" 0.1 >O.l > 0.1 >0.1 > 0.1 >O.l > 0.1 > 0.1 > 0.1 

43 0.0 4 0. 0 1 0.0 9 0.0 7 0.0 7 0.0 7 0.11 0.0 7 0.0 7 

44 》 0.2 >0.2 >0.2 >0.2 I> 0.2 >0.2 >0.2 >0.2 >O.O 2 

40 41,.1 4 0.5 4 4.5 3 9.6 3 7.2 4 0.9 3 7.5 3 9.1 

41 4 5.2 4 3.1 5 2.6 4 6.4 4 4.4 3 1.5 41.6 4 3.4 12.6 

硬 度 42 4 7.5 4 3.0 5 2.7 4 7.0 4 0.2 4 0. 6 4 0.1 4 3.5 4 3.2 

43 43 4 1 52 48 40 40 39 46 43 

44 18.2 1 6.3 5 2.9 5 1.0 4 6.3 4 5.4 4 1.5 5 2.0 4 5.1 

40 100 1 2 4 1 11 12 4 1 1 0 1 4 3 16 3 147 

41 1 3 7 1 1 1 0 1 9 5 1 2 8 12 7 1 3 0 127 1 30 

発 42 99 98 1 1 2 156 1 1.6 I 1 8 1 3 1 135 1 3 2 

残留物 43 1 1 1 1 0 4 I I 3 11 5 8 5 9 7 95 108 99 

44 1 5 3 1 4 6 1 4 7 137 8 0 7 2 7 6 1 5 7 1 3 I 
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京験項目 年度 1号井 2号井 3号弁 4号井 5号井 6号弁 7号井 B号井 9号弁

40 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

41 fl fl fl fl fl fl fl fl 不検出

フエノール 42 fl 『， fl 『’ fl fl fl ／ν fl 

43 fl II fl fl II II 

" fl " 
44 >G.O 0 5 >O.O 0 5 >O.O 0 5 >0.0 0 5 >O.O 0 5 じ＞o.oo s >o.o o s >0.00 5 ) 0.0 0 5 

40 

陰 イオ ン 41 >O.l >0.1 >0.1 >0.1 ;::>O. 1 t>O.l >o. l >0.1 >O.l 

活性剤 42 >O.l >0.1 >O.l >0.1 >O.l と＞0.1 >O.l 己＞0.1 >O.l 

43 。 。 。 。 。 。 。 。 。
44 >O. l >0.1 >O.l [>0.1 >0.1 t> 0.1 >O.l t> 0.1 >O.l 

40 7. fj 7.6 7. 7 7.7 7. 7 7.6 7.6 7.7 

41 7.5 7.5 7.7 7.7 7. 7 7.5 7.5 7. 7 7.5 

p H値 42 7.7 7.5 7. 7 7.5 7.5 7.5 7.5 7.7 7.5 

43 7.4 7.4 7.6 7.6 7.4 7.4 7.4 7.6 7.6 

44 7.5 7.3 7.4 7.4 7.5 7.5 7.4 7.5 7.4 

40 I> 1.0 >LO >LO :>. l.O >LO t> 1. 0 >LO t> 1.0 >1.0 

41 I> 1.0 > 1.0 >LO >LO >LO 仁＞1.0 I> 1.0 t> 1.0 I> l.O 

濁 度 42 [.> 1.0 》1.0 >I.O I> 1.0 >i.o じ＞1.0 t> 1.0 [.> l.O じ＞1..0 

43 0. 7 0,5 0.3 0.4 。 0.2 0.2 0.3 。
44 [.> 1.0 > 1.0 >LO t> 1.0 >i.o [.> 1.0 I> 1.0 t> 1. 0 じ＞LO

水質検査表 3- 1 9 蕨市 lfj)

試験項目 年度 1号弁 2号井 3号弁 4号弁 5号井 6号弁 7号井 B号弁 9号井

40 痕 跡 不検出 痕 跡 不検出 不検出 痕 跡 不検出 痕 跡

アンモニア 41 不検出 fl 不検出 II 痕 跡 fl ~ 

" 不検出
性窒素 42 fl fl 0.0 4 " 不検出 不検出 ” 0.0 4 " 

43 0.0 5 0. 0 6 0.0 5 0.0 3 0. 0 3 0.0 2 0.0 1 0.0 3 0.0 1 

44 痕 跡 不検出 不検出 " 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出
40 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 痕 跡 不検出 不検出

E硝酸 41 fl fl 痕 跡 痕 跡
fl fl fl fl 痕 跡

性窒素 42 fl fl 不検出 fl fl 不検出 " 痕 跡 不検出
43 0.0 0 2 fl /I 不検出 0.0 0 fj " 

』F 不検出

44 痕 跡 痕 跡
f』 痕 跡 不検出 不検出 II 痕 跡 " 

40 0.2 8 0. 2 8 o. 12 0. 0 6 0.08 0.18 0.2 6 0. 0 3 

硝駿性 41 0.16 0.2 8 0.1 9 0.1 4 0.14 0.1 6 0.1 2 0. 0 8 0.1 0 

窒 素 42 0.1 8 0.7 2 0.6 8 0.1 4 0.1 0 0.0 8 0.0 8 不検出 0.0 6 

43 o.o 4 0.0 3 0.0 5 0.0 5 0.0 4 o.o 4 0.0 4 0.0 3 0.04 

44 0.4 9 0.7 5 0.5 4 0.6 4 0.6 0 048 0.4 0 0.2 4 0.6 8 
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試験項目 年度 1号井 2号井 3号井 4号弁 5号井 6号井 7号弁 8号井 9号弁

40 4. 7 6 4. 3 5 4.6 2 5.0 3 3.80 4.4 2 4.2 8 4.7 6 

塩素 41 4.6 5.4 5. 9 5.2 4.1 4.3 4.2 4.6 4.4 

イオン 42 6.1 5.5 3.4 4.8 4.9 6. 1 2.0 6.1 5.5 

43 2.5 2.5 3.5 s.o 2.1 3.2 2.1 3.5 3.5 

44 5.6 4.9 6. 7 7.7 5.6 4.9 4.9 4.9 4. 9 

40 1.0 1 0. 6 3 0.7 3 0. 6 3 1.1 1 0.8 5 0. 7 9 0.9 5 

Eも~04 41 0.8 1.1 1.5 0.9 4.3 1.2 1.1 4.5 1.2 

消費量 42 2.0 1.3 1.2 1.3 0.8 0.9 5 0.8 0.9 1. 5 

43 0.7 0.6 LO 0.6 0.5 0.6 0.6 0. 7 0.4 

44 1.6 0.8 1.8 1.5 1.9 1.3 3.7 0.8 1.1 

40 。 。 。 1 。 。 2 

41 8 。 。 。 3 2 8 5 。 。
一般細菌 42 。 1 1 1 2 2 2 。 。

43 7 4 5 7 5 。 。 3 。
44 1 2 。 。 。 1 1 。 。
40 （一〕 （ー） （ー） （一） （ー） ←） （ー） （ー）

41 fl fl ，， fl 

” 
脚 fl II （一）

大腸菌群 42 fl fl /I /I /I /I II /I 

” 
43 /I /I II /I /I fl /I /I fl 

44 /I /I /I II /I ，， fl /I II 

40 不検出 不検出 不検出 方積出 不検出 不検出 不検出 不検出

41 /I fl II II II /I II fl 不検出
シアン

イオ ン 42 /I 
f’ /I II fl fl II 『’ fl 

43 /I fl /I ，， ，， 
f’ fl /I ，， 

44 /I /I II 『， II ，， II II /I 

3）個体要因調査成績

発病前後の症成体質及び気質などについての調査結果は表3-20に示す如くである。

表 3-2 0 
9↑印は女性が比較的多いもの

はい いいえ

問11 - 1. よく頭が痛くなります治、 3 1人 1 8人

1 1 -2. この病気になる前も痛くなる事がよくありましたか。 2 2 2 7 

問 12 -1. 時々めまいを感じる事があり ますか。 2 1 2 8 

1 2 -2. この病気になる前もめまいを感じる事がありましたか。 1 9 3 0 

問 13 - 1. 物がぼやけて見える事が時々ありますか。 ※ 2 1 2 8 

1 3 - 2. この病気になる前も時々ぽやけていま したか。 4 4 5 

問 14 -1. 自が蛮れ，やすいですか。 ※ 3 4 1 5 

1 4 -2. この病気になる前も目は護れやすかったですか。 7 4 1 
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｝まU、し、u、え

問 15 - 1. いつも耳なりがしますか。 1 4人 3 5人

1 5 - 2. この病気になる前も耳なりがしていましたか。 1 1 3 8 

問16 - 1. よくのどのつまるような感じが しますかb ※ 1 7 3 2 

1 6 - 2. この病気になる前もそういう感じがありましたか。 8 4 1 

問17 -1. よく寝汗をかきますか。 ※1 5 3 4 

1 7 -2. この病気になる前もよくかいていましたか。 6 4 3 

問 18 - 1. 息苦しくなる事があります治、 ※1 2 3 7 

1 8 -2. この病気になる前も息苦しくなっていま した泊、 5 4 4 

問 19 -1. ち£っと緊長すると心臓がドキドキと早く打ちますか。 ※2 0 2 8 

1 9 - 2. この病気になる前からそうでしたか、 8 4 0 

問 20 - 1. 夏でも足がひえますか。 ※3 3 1 6 

2 0ー2. この病気になる前からそうでした治、 1 8 3 0 

問 21 - 1. 時々背中や腰が痛みますか。 ※4 0 8 

2 1 - 2. この病気になる前からそうでした治、 6 4 3 

問 22 - 1. 皮フが非常に敏感で，まけやすいですか。 1 7 3 2 

2 2 -2. この病気になる前からそうでした治、 1 1 3 8 

問23 - 1. ょくできものができますか。 4 4 4 

2 3 - 2. この病気になる前からよくできていました治、 4 4 4 

問 24 - 1. 切傷を作るとなかなか治りにくいですづか。 9 4 0 

2 4 - 2. この病気になる前もそうでしたか。 8 4 1 

問 25 - 1. 冬でもひどい汗をかきますか。 9 4 0 

2 5 -2. この病気になる前からそうでしたか。 6 4 3 

問 26 -1. 特定の食物や薬をのむとジンマシンの出る体質ですか。 1 3 3 6 

2 6 - 2. この病気になる前からその様な体質でしたかロ 1 0 3 8 

問27 - 1. 手で掻いたりすると，あとが赤い筋になりますか。 2 3 2 6 

2 7 -2. この病気になる前からそうでしたか。 1 9 3 0 

問 28 - 1. ちょっと仕事をしただけで大変疲れますか。 3 4 1 5 

2 8 - 2. この病気になる前からそうでしたか。 7 4 2 

問29 - 1. やせている方ですか。 2 5 2 3 

2 9 - 2. この病気になる前もやせていました九 2 3 2 5 

問 30ー 1. ねつきが悪い，又は眠りが浅い方ですか。 2 5 2 4 

3 0 - 2. この病気になる前からそうでしたか。 1 7 3 2 
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問31 -1. 体の毛は薄い方です泊二

3 1 - 2. この病気になる前から薄かったですか。

問 32 - 1. 乗り物に酔いやすい方ですヵ、

3 2 -2. この病気になる前からそうですか。

問33 -1. 感情のたかぶる事がよくありますか込

3 3 -2. この病気になる前からそうですか『

問 34 - 1. ちょっとした事でもよく気になりますか。

3 4 - 2. この病気になる前からそうですか。

問35 - 1. ひと L くらべて自分は神経質な方だと思います;6~

3 5 - 2. この病気になる前からそうですか。

※印は病前と病后の差の比較的大きいものである。

発病前の状況については表 3-2 1に示す如くである。

a）買腸の状況

普段から弱かった

弱くはなかった

b）生活状況

神経を使う生活だった

それ程神経は使わなかった

よくおtまえていない

c）発病直前のス トレス

無理をした

それ程無理はしなかった

よく憶えていない

表 3-2 1 

4 2人（ 8 2 % ) 

9 (18%) 

2 2人（ 4 3 % ) 

2 4人（ 4 7 %) 

5人（ 1 0 % ) 

2 2人（ 4 3 9ら）

26 (51%) 

3 ( 6 % ) 

』まし、 いいえ

1 9人 2 6人

1 6 3 0 

1 6 3 3 

1 3 3 6 

2 9 1 8 

2 3 2 4 

3 8 1 1 

3 6 1 3 

3 7 1 0 

3 7 1 0 

4） 腹部症状発現から神経症状発現迄の期悶腹部症状の程度をも参考にしながら，腹部症状発現から

神経症状発現迄の期間をみると，その分布により 3つの群が認められる。

すなわち

(l) その期間の短いもの （急性）

(2) その期間の長いもの （亜急性又は慢性的〉

(3) いずれとも判定し難いもの （不定型）

である。各群についてその期間の平均及び標準偏差（°＇を計算した結果，表3-2 2に示す如くなる。
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表 3- 22

患者数 期間（平均） 標準偏査（6)

急性 2 3人 1 4日 d. 5日

亜急性又出慢性的 1 8 2. 6ヶ月 2. 7ヶ月

不定型 9 

注1.) 急性群には神経症状が初発して，腹部症状がこれに続いたものが1例ある。

2. ) 亜急性又は，慢性的群には2年 6ヶ月というのが1例あるが，これは計算から除外した。

5）再燃について

再燃は，表3- 2 3に示す如く，約 27 °loに見られる。

表 3-2 3 

再燃あり なし 計 再燃率ff9

男 5 1 4 1 9 2 6. 3 

女 8 2 2 3 0 2 6. 6 

計 1 3 3 6 4 9 2 6. 5 °lo 

予備調査・本調査の小括と芳察

予備調査の結集戸田 ・厳地区のSMO Nの示す疫学的事実は，全国各地の示すそれとほぼ一致する

事がわかったが，当地区に特徴的な事実もいくつかある事がわかった。すなわち，

(1) 図 2- 1の示す如く，昭和持年地再圏毛布，唱.f1ld. 1年 d. 2年に藍車中モ悔し＿§JJ也監以こ地盤

集麗」生があること。

位） 神経症状発現前に受診してい白墨車盗盟主t，当地区の一つの特阜のものに集中していること。

(3) 岡山県で示されるような畠持率基自集思議性がなふ特性宅叉，同一職場内の発生も全く認められな

いこと。

であった。

これらの事実にもとずき，本調査を行った結果，飲料水，飲食品摂取状況，住宅環境の点では，疫学

的に病因解明の手がかりとなる点がはっきりしなかづたのに反し，神経症状発症前の受診医療機関につ

いえ：は，A--Rニ;Q.fIJ医豊雄関iこiげ必集中している事がわかった。当地市には，歯科，助産

婦，接骨震を除く医療機関が69 （戸田市 32.，厳市 37 ）もある事，Aは総合病院だ杭 Bはそれ程

大きくない開業匿で，近所には 5つ程の開業医が競っている事，調査対象者は可能な限り広く求めた事

を併せ考える時，医療機関に内在する因子の存在を強く疑わしめるものである。一方でぬ 当地区の

SMONの家族内集積性が極めて低い事（ 5 1名中，同一家能肉Z益法例吐 0 件， 離器家屋？の~'-t:伺が

1£t( 2名〉あったにすぎない）鵬場肉悠欝均社い事， !lifa鵬昌弘C..ffl是正士五， 4別法相，、事が調査の結

果からわかったので，たとえSMONが感染症だとしても，極めて感染力が弱い治、特異な感染経路
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（例えば注射〉をとるものであるか，人の常在菌が病院に内在する因子で活性化される場合が想定され

る。

一方，以上の様な事実を説明できるもっとも直接的な病因と して， 医療機関の使用する薬剤の可能性

が極めて大きくなった。

以上の可能性を調査検討する為には，ん B二つの医療機関が地域の他の医療横倒と どの様に違うの

かを調査検討する必要がある。

I -3 医療機関調査

SMO N患者の神経症状発症前に受診していた医療機関が，A, B二つに特に高い集中傾向を示すこ

とは，A, B医療樹~の中U SMO N発症に関与する内在因子がある事を疑わせるものである。 一方

~ 12）・ー）. 8 ) で，SMONに特異的とされていた緑色物質 かキノホルムに由来するといフ報告 7 に続いて，

椿の提唱した「SMONの発症に整腸剤キノホノレムが関与している」との仮説 lめもあり，使用薬剤

特にキノホルムに焦点をあてながら，このA,B医療機関と，地区の他の医療機関との聞に，どの様な

相違があるかを調査検討した。

調査はA）蕨市の国保Receipt調査（ 1 6, 4 0 0 0件）と

B）戸田 ・蕨地区の 7つの医療犠関訪問調査

の両面から行った。

A）蕨市富民健康保険診療明細請求寄調査 （国保Receipt調査）

国保Receiptの保存期間は5年と定められており， 戸田市の昭和 39年多発時については戸田市

に国保Receiptの保存がなu、 そこでB医院の問題点と，叢市中央の昭和 41年 42年度多発を解

明する手がかりのーっとして，蕨市の国保Receipt を閲覧調査した。

調査したReceipt件数は以下の通りである。

・昭和41年度分 7 0, 6 2 3件 ( 4 1年度請求全数）

・昭和42年度分 7 8, 6 1 4件 ( 4 2年度請求全数）

約 15. 0 0 0件
昭和 44年度分

（蕨市中そ4・5) 
丁目のみ

計約 16 4. 0 0 0件

調査結果

表4- 1，表 4-2，表4-3はSMON患者が集中している問題のB医院と，それと地理的に非常

に近接」 同じ診療科，診療規民初診患者層をもっD医院との比較対照を行った成績を示したもので

ある。
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表 4-1 B.D医療機関の比較 （昭 41～4 4年 ）

医 10才以：F腸疾患患 受診中 キノホ／レム使用状況
療 圭.$ 療 所在地 1日平均 患者の全 者の全受 神経症
機 内 n甘－， 受診閤 間距離 受診数 受診教に 診数に対

男女比
キノホ

関 対する比淳 する比率 状発現 ルム剤
1日投与量 使用期間
（グラム）

内小児科科
前 エマホ

B ほtま同 80λ后 3 7% 10% 1 : 1.2 10人 ルム 1. 5～3. 5 2～25日
3 om 

内 科 一 fjlj エマホ

D 小児科 10 0刈言 40% 11% 1 : 1. 3 0人 ／レム 0. 3～1. 2 2～40日

B,D両病院を比較すると表 4-2に示す如く受診圏はほとんど同一である。叉 ，表4-3に示す如

く腸疾患患者の受診比率も略同一であ

表4-2 受 診 圏

B医院 D医院

町＼＼＼ 受診数 rate 受診数 rate 

北 町 2 2 6 14% 3 4 7 14% 

南 町 1 8 1% 2 7 1ヲら

中 央 11 6 2 7 3ro 19 2 4 78% 

中央 4丁目 ( 5 3 3 ) ( 3 3.59ら） ( 7 8 7) ( 3 2%) 

壕 越 28 2% 5 1 2ヲ。

錦 町 1 5 7 10% 1 2 7 59ら

計 1 5 91 10 0% 2 4 7 6 100% 

昭和 42年度国保Rece i p t調査

表 4- 3

D 医 院

総 数 揚疾患 非腸疾患

北町 1丁目 1 7 6 1 9 1 5 7 

北町 2丁目 1 1 7 1 6 1 0 1 

北町 3 -5 5 4 3 5 1 

計 3 4 7 3 8 3 0 9 

南町 1丁目 8 。 8 

南町 2丁目 1 3 9 4 

南町 3丁目 。 。 。
南町 4丁目 6 1 5 

計 2 7 1 0 1 7 
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り，その他表 4-1に示す如く，受診

患者の男女比，小児 ：成人の比率も略

同一である。診療内容3診療規模の点

でも，それ程差がな川 しかし図 4-

1に示す如く，全 Lホノレムのi克且比a
巳おいて大きょぱ費違だあ り． B医院は

む 担 υJE＿鮎 :Jit.(J）凶叫」

1. 35-3. 1 5~回（キノホルム

量）ときわ立って多い。

B 医 院

総数 腸疾患 非腸疾患

8 2 5 7 7 

8 3 1 2 7 1 

6 1 6 5 5 

2 2 6 2 3 2 0 3 

1 6 。 1 6 

。 。 。
。 。 。
2 1 1 

1 8 1 1 7 



表 4ー3のつづき

中央 1丁目

中央 2丁目

中央 3丁目

中央 4丁目

中央 5丁目

中央 6丁目

中央 7丁目

計

塚越 1丁目

塩越 2丁目

塚越 3丁目

塚越 4丁目

塚越 5丁目

塚越 6丁目

塚越 7丁目

計

錦町 1 - 3 

錦町 4 - 6 

小計

総 計

D 医 院 B 医 院

腸疾患 非腸疾患 腸疾患 非腸疾患

1 2 2 7 1 1 5 5 4 1 5 3 

1 1 0 1 5 9 5 5 5 8 4 7 

2 9 7 4 0 2 5 7 1 0 8 1 4 9 4 

7 8 7 9 0 6 9 7 5 3 3 5 1 4 8 2 

3 1 5 3 2 2 8 3 2 8 9 3 1 2 5 8 

2 3 8 2 5 2 1 5 8 8 1 0 7 8 

5 5 2 5 3 3 5 6 2 9 

1 9 2 4 2 1 1 1 7 1 3 1 1 6 2 1 2 1 1 0 4 1 

1 4 1 1 3 5 1 4 

1 9 2 1 7 。 。 。
1 7 5 1 2 。 。 。
。 。 。 1 0 3 7 

1 。 1 。 。 。
。 。 。 1 3 o・ 1 3 

。 。 。 。 。 。
5 1 8 4 3 2 8 4 2 4 

7 5 9 6 6 1 4 1 2 1 1 2 0 

5 2 4 4 8 1 6 4 1 2 

1 2 7 1 3 1 1 4 1 5 7 2 5 1 3 2 

2 4 7 6 2 8 0 2 1 9 1 1 5 9 1 1 7 4 1 4 1 7 

昭和42年国保Receipt（蕨市）

市EZOLOZ王ω

lι 。

nU広J－nU
3．22 

凶 1.0
(./') 

0 

図 4- 1 

PATTERN OF ADMINISTRATION of B dr & D dr 

．．． ． ． • B dr's 
o O dr's 

I••• ・，，・

•••• ． ． ．．．． 
,. ． 

。
ら 争あ 80 8 8 0 8 。 。
ト 伊伊§oo o §oロ 8 。 。

。
口
Q.51 I白 8。
0 8 
。

5 10 15 20 25 お 35 40仰
DURATION OF ADMINISTRATION 
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図 4-2 

PATTERN OF B dr’s Eコ⑨投与

次にB医院受診の国保患者に対し，B

医院がキノホルムを投与した患者を性・

年令別に表わすと，図4-2の如くなる。

これを図 4- 3の蕨市国保被保険者年令

階級別分布 20）と比較しでみると，乏会

ADMINISTRATION ・・・SMON
OF CHINOFORM by AGES 

15 10 5 0 0 5 10 15 

男

70～才

国
保
被

長者 口剛山見3日現在
~昭和43年4 月 1 日現在

の
年 男
d寸岳3、

F皆
紐 且6[

Jjlj 7.7 
10.6[ 

分 11.2 

布 10.91 
10.9 

..－、 9.41 

男
9.4 
且型I

女 10.0 

Jjlj 邑1
6.1 、、＿， &91 

且2
11.9 
12.3 

女

図4-3

率が高くなる事がわかる。又株年令別

じみがQMO.N発生雄~キ ノホルム密

しているが（図 4-2 ），年令別にみる

ならば必ずしもよく一致していない。

次に， 蕨市全体をみると，歯科，

助産婦，接骨医を除く37の医療機関の

キノホルム使用状況は，図 4- 4の如く

である。問題のB俣院は．蕨ill令体の中

でキノホルム 1日持・与量が最高二である。

昭和41年度42年度にキノホノレムを

使用しなかった医療機関は 27( 7 2 %) 

-i取妨例外 5054ド 仰似似7,1,::14.8
『－ .』 a

女

5 39 
17.7 
7.1 

110.1 
0 34 10.3 

4 29 
'11.8 
11.3 

0 24 
隠7
9.2 

15 19 
17.3 
&9 

0 14 

~ ：ルレ~仰仰'l"~拐－：弘f －~＇. 
12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 l 0 % 0 l 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1112 
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4 図 4-

OF CLIOQUINOL 

IN WARABI CITY 

PATTERN OF ADMINISTRATION 
IN 10 MEDICAL INSTITUTIONS 
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句
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内

4
．

J
o
z
－コ
σ
o－」
υ
仏

O

DAY 40 10 20 30 

DURATION OF ADMINISTRATION 

SMO N患者が発病前に一度でも受診したとしても名前をあげたものは 1つもこれらのうち，あるカミ

含まれていない （表 3- 2参照）

消化器表 4- 5に示す如く，表 4-4, の内訳をみてみると，次に昭和42年度国保Receipt

キノホルム疾患（全体の 29. 7 % ）患者にキノホルムを投与した件数の割合は 2.4%ときわめて低い。

表 4- 4 

表4-5 

性別キノホルム投与件数

性 件数 ？ら 男女比

男 2 5 2 4 4. 5 % 1 

女 2 8 1 4 9. 7 % 1. 1 

不明 3 3 5. 8 % 

昭和 42年厳市国保Receipt

昭和42年

総請求件数ω 7 8 6 1 4｛＇牛 1 0 0 % 

消化器系疾患日 2 3 3 8 1件 2 9. 7 % 

キノホノレム使用 仏 72 % （ ~ ）
件数 。 5 6 6件

2. 4% （包）

昭和42年蕨市国保Rece i pt 

1 : 1. 1て性差は殆んどない。投与患者の男ナ比は，

小児の受診率が10 ~ら

1.bJF,!へのキムオ叫レム狩与J釦藍必玄ムよりノ州、土いう事はなく，

その 1日投与量も 0.2～1. 8 _gL'd a. yに及び体重1昼盛土立に投与量安換算空益

表 4- 7. 関 4- 5-.f：＇＂み c,加ど． 1 ~四阻斗血

小児に対するキノホルム投与状況をみると，表 4-6の如くであり，

（表 4- 1）前後である という事実から，

＋ル

むしろ多い位である。

通貨投与且致事hみるとa

2週間以上の連続投与例は極めて少ない （1 % ）。この事は， 小児の
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表 4- 6 

年令別 ・キノホルム投与患者数

(566casesJ 

キノホノレム
ヲら

投与患者数

9才以下 群
7 4人 1 3. 1 % 

1 0才以上群
4 2 5人 7 5. 1 % 

年令不明
6 7人 1 1. 8 % 

ヲb

1 4. 8 ~ら

8 5. 2 % 

昭和 42年巌市国保Receipt

表 4ー7

DURATION OF ALMINISTRATION OF 

CHINOFORM by AGE 

キノホルム 4日 5日～ 8日～ 1 5日

投与日数 以内 1 4日 以上
計

7日

9才 1 3 1 1 8 1 3 2 1 6 4 

以下 8 0 ~ら 1 1 % 8 ヲら 1ヲb 1 0 0 % 

1 0才 4 3 9 8 1 1 0 7 6 9 6 9 6 

以上 6 3 % 1 2 % 1 5 % 1 0 % 1 0 0 % 

計 5 7 0 9 9 1 2 0 7 1 8 6 0 

SMO Nが極めて少ない事と一致

する。

B医院におけるSMO N患者数

民 1 0名でありいずれも昭和

4 1年，昭和 42年度に発病して

いるカミ B疾障のみ ／本ルムの」

日持与畳吐図＿4- 6-lこ示士担.{,J,J

し人旦塑ム3主←44主 と即日の

傾向巳あ占←Lの謹話底並区込長

崎SM~発生の減州島品

盾する。

500 
人

400 

300 

200 

図4- 5 

DURATION OF ADMINISTRATION 
OF CHINOFORM by AGE 

ーー・OVERlOYEARS
OLD 

- UNDER9YEARS 
OLD 

昭和41～4 2年国保Receipt（厳市〉 100 

3.0 

日
; 2.0 

ホ
Jレ
ム
量 1.0
r旬、

グ

ヲ

ム
、、J

図4- 6 。
4日以内 58-7日88-14日

年次別平均一日投与量

D医院
一ーーー－－－－－－－ー・－－－－－－－－－－・4炉・・・・－ ’ 

昭和41 42 43 44 

-2 0 0-



B）地区医療樹喝の訪問調査

国保Receipt 調査は， B医院と 同地区の他の医療機関との間で， キノホ ノレムの使用状況が極め

て異る事を明らかにした。

これ左は別に，戸田市・蕨市の 7つの医療機関の協力を得て， 直接訪問調査した結果は表 4- 8に示

す如くである。

すなわち（1) B, D医療機関のキノホルム使用状況出国保Rece i p t調査の結果と略一致する。

表4- 8 

地区医療機関におけるSMON患者数とキノホルム投与状況

地域 の 選.x..手書＂＂＂か 受診発中，現神経症 キノホルム投与状況

患Sl¥者征数N 状を した者
医療機関 SMO N患数 薬 剤 名 1日常用量g/day 投与期間

エンチロヴィオフォ 曇島国隼且倒畠い
A 114 32 Jレム 1 2『::3.3国o.

エマホルム
基込調幻l臨Nゐ思＆血a主a主つみc 2 1 1,, Q～1え

B 1 2 10 エマホルム .2~3..Q ほとんどL週」込畠

D 4 。 エマホルム 1.0--I.2 ほとんど 1週以内

E 1 。 ナシ 。 。
F 1 。 ナシ 。 。
G 。 。 エマホノレム 1. 0～1. 5 ほとんど 5日以内

注 1) A. Cは40 0 mの距離で，病院の規模診療内容， 1日の外来患者数に於いて，大差がない。

注 2) B. Dは30 mの距離で，医院の規模 診療内容， 1日の外来患者数に於いて，ほとんど差が

なし、。

(2) A病院と同じ総合病院で， 相互の距離が約 40 0 mしか離れていないC病院では，受診

中神経症状を発現したSMO N患者が 1名と極めて少なく，キノホルムの使用量も 1日

0. 9～1. 0 8ι／day （キノホルム量）とA病院とくらべると少ない。丸使用期間もC

病院では長期に亘る例が2例と少ない。

(3) キノホルムを投与しない，あるいは投与しても一定量（ 0. 9～1. 3 5ι／day）を 5日

～7日以内の投与の仕方をする医療機関では，受診中神経症状を発現したSMON患者が

居なし、

医療機関調査の小括及びラ考察

「予備調査J並びに「本調査jの結果，戸田・厳地区で発病したSMON患者について神経症状発現
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前に受診していた医療機関は，当地区のA, B二つの医療機関に80%(36名）集中している事がわ

かった。この事実に基ずいて，当地区の医療機関について，蕨市国保Rece i p tと医療機関訪問の両

面から調査を行った結果

① SMO N患者の集中しているB医院とは約 3omしか離れていず，診療内容，患者の受診風 診

療規民受診患者の性・年令別分布，腸疾患患者の受診比率，地域における信頼度がほぼB医院と

向ーとしても差しっかえないD医院では，そこを受診中にSMO  Nとなった患者が居ないいキノ

ホルムの使用量も，B医院に較べて量的に著しく低くかった。

②①の事実は，ほぽ同じ質の患者がB,D医院を受診するのに， （患者数からみると多少B<Dの

傾向あり） B医院受診中にSMO Nを発症した患者が 10名あるのに対」 D医院においては0名

であるという事である。このことは， B医院にSMO N発症と関連する内在因子が存在する事を強

く疑わ しめるものである。この内在因子は，＠SMON発病後にも患者がひき続き受診する事によ

り，院内感染機会が高くなること，⑪処方薬剤の問題などが考えられる。

③ もし＠の可能性を考えるならば，地域の中で家族内 ・職場内集積性がほとんどない事を説明し難

い。叉B医院よ りもはるかに多くのSMON患者（ 1 1 4名〉杭 広範な地成より診療を求めて来

院したA病院で凶年毎に，受診・入院のSMON患者数は増えているにもかかわらず，新規

SMO N患者の発生は年間2～6例で， しかも年次的に増加する傾向はないい 病院職員（ 1 4 0 

名）内の発生患者は 1例もない事実と矛盾する。又，B医院はー開業医で，地区のSMO  N患者が

治療を求めてB医院に集るという傾向はないし，B医院を受診する患者の初診時条件はD医院とは

大差ないと考えてよい（表4ーし 表4ーし 表4-3 ）。 Bの職員中にSMO  N患者は居ない。

以上の事実から判断すると，＠よ り⑮コ可能也つまり処方薬剤の問題がより SMO  N発症の直接

的因子と して説明しやすu、
＠ 蕨市内 37の医療機関を国保Receipt で調査した結果，キノホルム投与をしていない27の

医療機関の名前は，SMO N患者が神経症状発症前に受診した事のある医療機関と して挙げたもの

が1つも含まれていない。丸キノホルム投与を行う医療機関でも，投与量が一定量以下であ り，

投与日数が短ければ，受診中にSMO  N患者が発症した例が極めて少ない。

⑤ A病院のキノホルム使用状況にくらべこれと病院の規民診療科目（一部相違はあるが ）， 受

診圏，地域における信頼度が略同ーと考えられるC病院では，SMO N患者の発生も 1名と少なく，

キノホルムの 1日投与量 ・投与期間ともに短い

以上 5つの事実及び可能性は， 「キノホルムの過剰投与と SMON発症との閉山密接な関係がある」

事を示唆するものである。

又，小児にSMO Nが少ない事も，井形らが，小児へのキノホルムの連続投与日数が短い事を理由の

1つに挙げているが21）との事実を表4ー7は支持している。

昭和41～4 2年にかけて蕨市中央 4～5丁目を中心に発生したSMO  Nは，以上のようなキノホル
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ム過剰投与に起因する可能回2強いものと して説明し得るが，昭和43年以後にSMO N患者発生が減

少した事について出検討を要する問題が多いのて現在調査中である。

田和 39 年に戸田市に S祉のNn~名義 I .t.~ 事の詩明シ l aず当時亘血車ζ赤痢が流行し立ために（図 3

- 6），キノホルム冶翻持与単丘:b.-hゐ十1八哀惜i:--b_た事が考えられる。

以上「キノホルム過剰投与とSMO N発症との聞に密接な関係があるJ事を示唆した。

I-4 戸田市A病院におけるキノホルム投与調査

叢市を中心とする医療機関の調査によって， SMO Nがキノホルムの過剰投与によって起る疑いが非

常に強くなった。そこで，戸田市A病院の協力を得てカルテの閲覧調査をする事によって，キノ ホルム

とSMO  Nとの関連をcase studyの立場から明らかにすることを試みた。

調査方法

戸田市A病院の昭和42年2月から 45年 8月迄の 3.5年に及ぶ期間の入院カルテ 32 5 0冊，昭和

4 5年7月から 9月迄の 3ヶ月間に，社会保険を使って外来を訪れた患者カルテ 22 0 0冊（カルテは

外来患者の初診に遡ってファイルされており．初診が昭和41年に遡るカルテもあった。）および，昭

和39年当時SMO  Nを疑われた患者カルテ（ SMON患者も含む） 5 0冊，合せて 55 0 0冊のカル

テの中から，SMO N患者と腸疾患患者を全数抜き出」 キノホルム使用状況を閲覧調査した。

結果

図5- 1は，縦軸にキノホルム 1日投与急横軸に投与日数をとって，患者に対するキノホルム使用

図5- 1 
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状況をプロ y トしたものである。 この図でSMO N患者（・印）については，神経症状発現の時点迄キ

ノホルムの投与をうけていた事が明らかなものだけをとり，そのキノホノレム 1日投与量と投与日数〈日

数の計算に当っては，非投与期間が連続2週間以上の場合には，それ以前のキノホルム投与期間を計算

から除外）をプロットした。 一方，一般腸疾患患者co印） については， 全受診期間中のキノホルム 1
日投与量と投与日数をプロ ットした。 この図の示す通れ両群の間にはキノホルム 1R持与昏・持主主日

。又 この調査の過程で， こ斗迄見過ごされていた症例中にキノホ

ルムの大量投与をうけ，投与開始後数週以内に下肢のしびれ等を訴えている事が病歴上発見され， 再検

討の結果，診断基準に合ったSMONと判断された例が3例あった。特に※印のついたSMONt症例

は腹部症状主王監主主且噛二立東車lllle2孟望巳よ3 キノホルム（ムJ~ 7 5 2Ld.a_Y...lが投主さ九...!..2..目

白にs:MoNになった盟で 5 - 1図は一見して， SMO N群の示すキノホルム投与バターンと，

非SMO N群とのそれが異っていることを示している。すなわち， SMO N群は1日投与量が多いと少

表 5- 1 

Sl'vON 

表 5-2 

SMON 

直線

NON-S加ON 判別関数

ax+by+c=oの場合

NON-SMON 判別関数

双曲線（x-a) (y-b)=kの場合

0. 0 5 4 x + y = 2. 0 (x+ss) (y+2.2）＝ー3.3

SMON よて non -
SMON 

sロ1on 

SMO N領域 2 3人 B人 1 3 

1 
non-smon 1人 4 7人 non-SM:>N 

Kε ＝ o. 9 9 3 

誤って分類される確率

の推定値＝ 1 6 % 

表 5-3 

SMON 

NON-SMON 
判別関数

双曲線 x ( y-a )=0 の場合

x( y-0.4 35)=12.2 

診断

領域

SMON 

non-SMON 

non-

SMON 
SMON 

9 5 

5 5 0 

Kε ＝ 0. 8 9 9 

誤って分類される確率

の推定値＝ 1 8. 4 % 

-20 4-

non-

SMON 

7 

4 8 

Kε＝ 0. 9 9 2 

誤って分類される確率

の推定値＝1 6. 1 9ら



い日数で発病し． 1日投与量が少いと発病迄の日教が長い事を示している。試みにこの両群の投与バタ

ーンを異るものとして， これは判別調教を適用 してみると， 直線を仮定した場合には表 5ー1の如く，

最もよく判別出来るが，双曲線でも表 5- 2，表 5- 3の如くかなり判別力は高い。

小括及び芳察

これ迄，戸田市A病院を受診したSMO N居者（疑診を含む）数は， 1 1 4名にのぼる事がわかって

いる。 しかしこのうち今回調査したカルテカミ 一部の受診期間と対象に限られた結果，神経症状発現時

点迄のキノホルム投与状況が明らかになった症例は 14名を数えるのみであった。残りのほとんどの

SMO N患者については，神経症状発現前の受診カルテを見い出す事が出来なかった。 （神経症状発現

后A病院を訪れたSMO  N患者もかなり居る。）

なお，SMO N患者で神経症状発現前受診状況のわかるカルテは21枚を閲覧調査出来た杭 そのう

ち少なく とも4例 （1 9 % ）は，発病前にキノホルムの投与を受けていない事がわかっている。これら

4名のキノホルム非投与患者以 いずれも診断基準すれすれの軽症SMO Nであった事は SMO Nの

診断基準の問題を含めて， 今後検討して行く必要があると思われる。

1 4名のSMON患者例ではあるが，この患者群の神経症状発症前キノホルム投与状況にある一つの

量的関係を認めた事は重要であると考える。

I-5 キノホルム大量投与群と 少量投与群・ 非投与群と の聞のSMO  N発症頻度

に関する調査

以上の調査から， キノホルムの過剰投与がSMO  N発症に強く関与している事が示唆される。もしこ

れが事実ならキノホルムの過寮比企与群と少量投与群 ・非投与群との間には， SMO Nの発症頻度に有意

の差がなければならない。

蕨市の国保Receipt調査の結集 昭和 41～4 4年の 4年間（ 4 3名 4 4年は一部の地区のみ）

にキノホルム投与を受けた者込以」込 （昭和42年度国保加入者の 3.7 4 ~ら） 居る。 そのう ち総量

1~創車台のキノホルム量の投与を う けた者は ..w.ムム （ 国保加入者の o. 7 5%，＠ 投与群の 20. 0 

%）居るが，これと総量Lι以下の少量投与主ム」五 （昭和42年度からrandomsample）を対
照者として選民 二群を全く Bl indにして調査を行った。 SMO Nか否かの判定は弁形（もと東大神

経内科 ）の診断に拠った杭先髭tt..S..MON~患去に投与 ;S. れたキ 辻、ルム母に関三する竺凱位資料看守知 ら

主ふぷ孟詮盟凶~事お その結果は表 5 -1に示す如く，SMO N確診者は大量投与群のみにみられた。

表中，非回答者の中にSMON確実6名とあるのは，既に以前，井形によってSMONと診断をつけら

れたもの又はカルテ上SMO  Nの診断がつけられているものである。 なお， この調査は続継中であり，

キノホルム非投与群についても目下調査中である。
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蕨市国保Receipt(s. 41.42.43.44.) 

＠大量投与群 ＠少量投与群

調査対象者 1 7 7 9 7 

回答者 非回答者 回答者 非回答者

総 数 5 4 1 2 3 2 7 7 0 

有 症者数 1 6 9 

受 診者数 1 3 5 

ス モ ン確 。 φ 。 。
ス モ ン疑 5 ？ 3 ？ 

小括および芳察

厚生省スモン調査協議会の診断基準に合卦するSMO N確実例が 10 F以上のキノホルム大量投与群の

のみに見られた事出最初の仮説． 「SMO  Nはキノホルムの過剰投与によって起る」事が一応支持され

たと言える。しかしこの事実が原因か，結果かについては，発病時点とキノホルム投与時点の時系列的分

析に欠けているので，この結果だけから速断は出来ない。前記4つの調査結果と併せて判断されるべきで

ある。

少量投与者群の中からSMONの疑いを持たれる例が3例出ている事は注目されてよい。何故なら，少

量のキノホルム服用でも．人によってはSMO  N類似の知覚障害が出現するかどうかという問題について

この結果は肯定的示唆を与えていると思えるからである。但し例数が少ないので，今後もっと大がかりな

調査を行う必要がある。
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発症とキノホルム投与状況との関連についての理論SMON 

的考察

Il 

SMO Nの発症とキノホルム過剰投与と前記の戸田 ・蕨地区におけるSMO Nの疫学調査成績から，

そしてそれはキノホルム 1日投与量 ・投与回数と関連をもつことが示さの間に密接な関係があふこと，

Dose-このキノホルム 1日投与量 ・投与日数の関数として示されるSMO N群のパタ ーンを，れた。

このバターンに従ってSMO Nの発症曲線を理論的に導き出し，と名ずけ，pattern 

実際への適用を試みた。

Dur at ion 

pattern SMO Nの口）s e -Du r a t i o n 

戸田 ・蕨地区での成績を加えたもので図6- Iは，井形（東大神経内科）の調査にもとずく資料に，

東大神経内科を受診したSMO N患者及び都内の若干の夢読と戸田市A病院におけるある。すなわら

可能な医療機関への問合せ等，カルテ閲覧，SMO N患者と非SMON患者（ I 0才以上）について，

限りの調査をして各患者についてのキノホルム 1日投与量と連続投与日数（ 2週間以上の非服用期間の

図6- I 

PATTERN DURATION 

CHINOFORM 

DOSE 
u 
10 

ー－－

; I・・・・－．

ー、、－ ・....
‘＇~・ ・・・・・・・・・・. : ：：－静：：.1:... －： ・

ー．戸 、、ト＼ ’

． ・ 、＂＂－＇コ，ーーーー＿＿：＿・
’貯 ・ ・ ． 由

OF 
・SMON
’NON-9崎ON

． ． ． 
． 

． ． 
I 

． 

． 
． ． 
、

． ・・.. ． ． ． 

． ． 
．． ・．．．．
1・ ．晶

． 
．・． ． ． 

，コ‘，‘ O
O
M
m
 ヨ2.01
「3
:r 
z 
~ 1.5 
0 
刀
主

-2!.. 1.0! 
day 

40 t.5T 
DAYS 

35 15 20 25 30 

DURATION OF ADMINISTRATION 

． 
10 5 

0.5 

。

特にSMO  N患者については神

2 4 1例でSMO N患者 75例，非SMO  N患者，

ある場合はそれ以前の投与の効果を除外）をプロットしたものである。

経症状発現までの連続投与に限った。調査対象Ii,

破線で示すようなある曲線より上の範SMO N群（・印及び⑧印 ）の殆んどは，
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囲に分布する事がわかる。 この事は， キノホルムのDose-Duration patter nがある基準を満

たした時にはじめてSMO  Nが発症する事を示していると考えられる。そこでより一般的な前提に従っ

℃ この様な基準を理論的に求める試みを以下のように行った。

SMO N発症の理論曲線

次のような前提に従ってSMON発症の理論式を導いたa

前提 1: 「SMO  Nはキノホルムの過剰服用を原因とする中毒症である」

今，キノホルムをUP-/day連続 して服用している服用者のキノホノレム体内濃度yの時間r土る変化率

は，

許可・u-a • y ① 

p : 1日平均疲収率／体重1K.1 

p u：キノホルム 1日吸収量／体重iK.1

a：解毒率（こ こで言う解毒とは，抱合，解離，排世等の機能を全て含んでいる）

t：時間

①式を積分すると初期条件（ t = 0の時， y= 0 ）より y=E.ょと（1-e-at)
a 

前提 2: 「キノホノレムの生体に対する作用は， 体内濃度yの時間による積分値Sに比例する」

s = 0 ）より初期条件 （t = 0の時

S=cfyat ( c：定数）

=c）旦ニヱ（1-e-at)dt
’ a 

= c (....E..ムi t ＋旦~e-a t 一旦~）
a a" a~ 

一方． 生体側には回復能力がある事が知られている。

③ 

放射線障害における生体回復能力の理論モデル 43）を，SMO Nの場合にあてはまるものとする。

前提 3: 「Biological Recover in g speed は一定である。」

すなわち，Recovery Value (R) ｝ま

R=bt ＠ 

b：回復係数

すると，服用者の神経組織に実際に残る残留障害度（Risidual Damage Value) D は，

D=S-R 

⑤ 
U+- P u,,.-at P.u 

=CCムニ－ c ＋ーーニe －ーニァ 〉ー bt 
a a2 a:1 

前提 4: 「残留障害度Dがk（各々の個人に特有な値）になった時，その服用者にSMO  Nの神経症
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状が顕在化する」

⑤式より

p.ut p.ue-at p。u
c （一一一 ＋一一一 c 一ーで一）－bt=k
a a" . a- . 
-at D 9 K 

aut+ue -u一一一一－ a2 t一一二ー－ a2 = o 
c.p c.p 

ピ＝~とおけば次の式が得られる。
c • p 

-a t I : . a u t + u e -u -b 'a2 t -k' a2 

ザ（1-e-at)+ak' 
u =a b'+ 

1-e-at 
t-
a 

=0  ⑤ 

⑦ 

k'Iま個体に依存する量であって個人差があると考えられる。 患者集団でk＇値のホっ とも低いものをピ

ロ11n とすれば ⑦式より
~ , b1 ( 1 -e -a t ) +a k’min 
uζa b’＋ -• ③ 

1 -e ~ ~ 

t -
a 

ここで直角座標の縦軸にu，横軸に tをとった曲線⑦の性質を検討してみるL

単純減少曲線である（旦旦三 0) 
at -

Iii ) 

u 。＝ab＇という漸近線を有する。

a tが小さい時
2 b1 2 k1 
u＝一一＋ーァに近似し
t t-

a tが大きい時
b ＇－十 ak' 

u = ab ＋一~

t--
a 

に近似する

ここで③式の等号が成立した時こ解として得られる曲線を 「最小発症曲謀」 と名ずけると，最小発症曲

⑨ 
1 b1 ( 1 -e -a t ) +a k'mi n 

u =ab・+ _ ~十
1-e 日‘

繰は

a 

最小発症曲線の実際へのあてはめ

⑨式を図6- 1に適用する為 SMO N患者群のうち⑧骨で示す8例がk'min 

W.E .Demingの最小自乗法を適用して 24)》すれl式

a= o. 6 2 b'= 0. 7 1 k」 5.8 

" a= o. o o 3 6 σb’＝ 0. 0 0 5 9 σk」 0.1 3 

が得られ，
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〆一 0.6 2 t o. 7 I ( I -e ) + 3. 6 
u = 0. 4 4 + －ー 0.6 2 + 

1 - e 
⑪ 

t - 0. 6 2 

となる。

⑬式は次の様な事実と符合する。

(1）最近経験した例で，エンテロピオフオルム（キノホルム含有量， 1-T ab中0.2 5 7 ）を25 Tab 

/day服用し，翌日下肢未端にSMO  N様のしびえを訴えた。

(2）椿らの報告によれば， 1日投与量，と発症迄の連続最小服用日数との関係は， 6 O Om？／包ayで

3 3日， 1 2 o o.m?-/d ayで7日であった。 25) 

(3) 阻父江らの報告によれば， SMO N発症の危険が比較的高いと推定される1日量・服用期間の組合

せは， 0. 9～1.07/day 以上10日以上であった。お）

(4）塚越の毛巴病院（埼玉県 ）における経験で比約 50人に隔日 o.7 7のキノホルムを 1年余にわた

って投与した杭 SMO  N発症はなかった。 27)

九祖父江・青木らの報告によれ同 1日量0.5 7以下では発症者はなかった。 部）

芳察

図 6- 1からSMO N群の神経症状発症前キノホルム投与パターン出破線で示すようなある曲線より

上の範囲に存在する事がわかる。この事は，キノホルムのDose-Durationpatter nがある基準

を満たした時にはじめてSMO Nが発症することを示していると考えられる。従来の概念からは，このよ

うに中毒症をDose(I日量）とDuration との関係からとらえる考え方は殆んどなかったもので，

今後DoseRosponse relationshioを考える上で新しい方法を示すものと言えよう。

さて，この考えにたって， SMONのDose-Duration pat tern (I日投与量・投与日数のパ

ターン）を幾つかの前提の上に理論的に求めた所，⑥式が得られた。特にk'Cl)最小値kriii nが，図6-1  

のB症例（⑨印）の有する特性値であるとして最小発症曲線を求めると，⑩式が得られる。

⑬式は， t軸（横軸） ~こ平行な漸近線Uo = 0. 4 4 （図6- 1 ）をもっ杭これは1日投与量0.4 4 7以

下では長期にわたってキノホルムを服用しでもほとんど発症しない事を意味する吟塚越の経験47），祖

父江らの報告 46）がこの事実と一致する事は，極めて興味深い。叉，この理論モデルカミ他のいくつかの

地区での成績とかなり一致した事は， 26）。27）逆にこれらの前提に著しい誤りがあるとは考え難い事を示

唆している。従ってこの発症曲線を各種成績について検討する事により，このモデルの適否を論ずるなら

ば，さらに多くのSMON発症機構についての情報を得ることも可能であると思われる。

なお，この理論モデルでは，連続投与を前提としているので，問叡的不規則に投与された場合は適用さ

れない。
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総括及び芳察

SM 0 N ( S u b a c u t e My e I o -Op t i c o -Ne u r o p a t h y ）の診断は，そ の殆んどが臨

床診断である。 臨床診断だけから特定疾患の病因を解明する際には，その中に全く別の類似疾患

が混入している恐れのある事を絶えず考慮していなければならない事は，これ迄の幾多の例が示してい

る所であるが．この事はSMO Nについても（ SMONは非常にはっきりした臨床症状をもっていると

いわれているが）やはりあてはまると考えるべきであろう。その為にSMON患者を選ぶに当っては，

井形（もと東大神経内科）の診断にのみ頼れ他の医師によってSMO Nと診断されたものは疑診とし

て処理するという手順をとった。その中で，更に戸田 ・蕨地区（国鉄東北線以西のJll口市も含む）で発

病したSMON患者だけを選んだのは，地区に特有な要因があるとするならば，それをみつけやすくす

る為であったo調査対象もある特定集団だけに偏らない様，地域内での企患者を網羅する事を目標に，可

能な限り広く求めた。その結果，まず「予備調査」で， SMON患者は神経症状発症前に地区の特定の

医療機関を受診している傾向のある事がわかり， 「本調査JでそれがA,Bと名付けた二つの医療機関

である事がはっきりした。この二つの医療機関へのSMON患者の集中度は，はっきりしたものだけで

も約80 %であったこの事より次の三つの可能性が考えられる。

(1) A, B民療機関に特有な，何かの内在因子がSMONを発症させる。

(2) A, B医療機関の受診圏の中に特有な SMON発症因子がある。

(3) 九 B医療機関に特に巴唱があるわけでなく，SMO Nの調査対象者がたまたまA,Bの受診者

層の中から多く選ばれる結果にたった。

しかし（2）については，医療機関調査によってん B医療機関の受診圏は特にA, Bだけのものではなく，

他のC,Dその他の医療犠関と受診圏を共有している事が明らかになった。その他， BとDの比較によ

りBの初診患者群とDのそれ1±，質的に同ーと考えていいのである。こ LでSMON発症に地域に特有

な因子がPrimaryAllen tとして作用しているという仮説は一歩後退する。

次に③については，調査対象者を list-up した 6つの資料（情報）の中に，B医院を特に多く含

む要素はない」統計学的検定3こよりこの可能性は薄い。

そこで①の，A, Bに特有な内在因子は何かという品唱で，蕨市のReceipt調主医療機関訪閣

調査によって，当時一部の研究者の間で問題となり始めていたキノホルムがSMONの病因である可能

性が，極めて高いこと，特にキノホルムの1日投与量が多い場合h 投与期間が長い場合にSMO  N発

病の危険が増大することが示唆された。さらにこの問題を追求した結果，A病院でのキノホルム投与状

況調査成績から 1日投与量と連続投与日教に関してプロタトするならば，SMON患者は非SMON 

患者にくらべふる判別曲線より上の領域に多く分布する事がわかった。

A, B医療機関に特有な内在因子という事からキノホルムを隅にした吟他にもん Bに特徴的な

intrinsic facto rがあり得る事は考えられる。例えばその他の薬剤，それに院内感染の可能性

である。
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院内感染説によっては我々の資料だけについては次の点が説明されにくu、。

(i) 戸田 ・蕨地区の調査対象者 47名の中にfj:, 家族内発生職場内発生は 1件もない事3

(ii) A病院はSMONで全国的に有名になり， 年毎にA病院を受診するSMO N患者の数は増えてい

るのに，逆にA病院通院中SMO Nを発症する症例は年間2～6名と少ない事。病院職員（ 1 4 0 

余名）の中にはこれ迄 1名の発生もない乳これらの事実は，戸田 ・蕨地区のSMONを院内感染

の結果によるものとは考え難い事実である。

以上の結果から， SMO  N発症にキノホノレムが強く関与 している示唆を得たので，SMON発症とキ

ノホルム投与状況との関連について理論的考察を試みた。四つの仮定を前提と して得られた発症の理論

式は，⑦式で示さすl， 図6- 1の8症例のSMON （⑨印）をk＇の最小値 k'minを特性値に持つと仮

定すると⑪式が得られる。

Nの小括と考察で述べたように，この式は 1日投与量0.4 4 ？＇以下では，長期にわたってキノホルム

を服用 してもほとんどSMON号発症 しない事を意味するが，壕越の．毛呂病院 27）での経験，租父江ら

の報告26）ヵもこの事実と一致する事は極めて興味深い。なおこのように，薬物中毒をDose( 1日投

与量） ーDurat ion（投与日数）のパターンとして認識する方向性l"j:, これ迄はあまり試みられなか

った方法だけに，今後，Dose Response rel ationshi p を考える上で新しい方向を示すもの

と言えよう。

本論文の一部は医学のあゆみ vol 7 540:1 I及びvol 7匂車 9に発表しました。又Lancet

広 7723.volll(I971）にも発表しま した。

本調査研究にあたっては，蕨 ・戸田医師会長，公平勇博士，戸田 ・蕨保健所長 ・小島哲雄博士，中島病

院院長，中島穣博士の御協力を得た。
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ン疫学調査個人表（予備調査用）スモ

明治 府）確診 診断井形先生 病院 先生）
患者氏名 男女 大正 年 月 日生

才 診断井形先生昭和 （吋疑診 病院 先生）

患者現住所
都 区 町 番地 才 4々 自分でSMO Nではないかと思う→~nc吋 SMONではない県 市郡 村 TEL( 

氏 名 年令 統柄 健康状態並びに体質 既往症
（子供については発病当時）

職学校場名 ｛首i 考
何か変化がなかったか。

父

家 母

族

構

成

戸当

場
居

人 子供

を

含

む 同音人

'-J 

（場所日調査）月（昭和 4 5年
参考1

l
N
H
AH
l
 



A 
腹部症状発現 昭和 年 月 日頃．期日不明 昭和 年 月 日頃 .J明日不明

発症時の症状と時間的経過

現在は？ (if not. l乱st care) 

発病前の胃腸の状態（詳しく〕

H 

。
発病前の呼吸器系の状態（詳しく）
s 

T 

側 神経質かどうh （自覚的） i f s o，その形成過程を

σコ

要 発病前の体質（何に催患 しやすく． どこがどう変化し）
どの位で治るか。

因

手足は 手足に しびれを ジンマシン』ま 発病前は 発病前の視力は ツ吟レクリン反応、 立ちくらみが 学歴

いつも冷たかった よく感じた よく出た やせていた 弱かった 陰 性 よくあった 小学校卒業

時々冷たかった 時々 fl 時々出た 普通 少し弱かった 疑腸性 時々あった 高小 fl 

冷い方ではなかった 感じた事はない 出た事はない ふとっていた 普通 陽 性 ない 中学校 fl 

発病前接種ワクチン（叉その時期IJ) 高 校 fl 

高 専 fl 

あなたは双子（である，でない ） 大 A弓，，.」 fl 

＜備考欄＞

l

N
H
ω
l
 



自宅・病院・ 住宅地・工業・ 上水道・ ． 水洗 特に
s 2 0年～s4 5年に至る 生活の場 アパート 海岸・山間・農 飲用水間易・浄水・ 便所 環境（

耕地の例 扱取

戦時中都府 区 H汀
番地（s 

転
県 市郡 村 年月入）

都府 区 H汀 転
県 市郡 村 番地（ s 年月入〕
都府 区 ｜可

番地（ s 
転

県 市都 ホJ 年月入）

都府 区 lflJ 
番地（ s 

転 ， ， 

県 市郡 村 年月入）

場 都府 区 町
番地（s 

転
県 市郡 村 年月入〕

所 都府 区 倒I 転 ！（ Q 

的
県 市郡 村 番地（ 年月入）

都府 区 町 転
県 市郡 村 番地（s 年月入）
都府 区 nrr 

番地（ s 
転

要 県 市郡 村 年月入〕

都府 区 IUJ 
番地（ s 

転
因 県 市郡 ホI 年月入）

発病前
職業歴を詳しく， （事業所名，所在地，業務内容，就業期間，交通機関，その混み様， etc. 無職の場合は生活行動闘を）

発病前・旅行（はよく した， 時々 した ほとんどしない）｜旅行先 昭 年 月 旅行先 昭 年 月

旅行先 昭 年 月 ｜旅行先 昭 年 月 旅行先 昭 年 月

的 額 米 ，，、． ン イユぷタントラーメン ソ ノ、 ウドン イモ類
甘味類 砂糖 アン入り纂平 ピーナ骨ツ 性草子

油 類 ノミター マーガリン 安プラ サラダオイル

魚 期 育魚 自身の魚 乾干魚 J 11 魚 貝類 つくだ煮 σ〉η ち〈わ・か弱ま之 →刺身は？

。
印

腹
部
症
状
発
現

。
神
経
症
状
発
現

l
N
H
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猷烏肉 牛 肉 豚 肉 鶏 肉 鯨 肉 ，、 ム （ウイソナーを含む〕 ベーコン

鶏卵
ソーセージ

→生で？飲 卵 類

乳類 牛乳 ヨーグJレト アイスクリーム 紛 乳 チーズ
食
野菜類

物 果実類 みかん類 イチゴ リソゴ

きのこ類
関 缶詰類

係 噌好飲料
コーヒーー ココア 日本茶 日本酒 1下 酒 コーラ ジ且ース 紅 茶

調味品 カレー しtつゆ マヨネース ソース ケチャップ
その他 インスタントスープ

水は， 果物 ・野菜は 洗剤を使ったあとは 食事の前には 大使のあとでは 風呂には 外出から帰った時

石けんをつけて
毎日のように発 生水をのんだ 洗剤で洗った きれいに水で洗った 必ず手を洗った 手をきれいに洗 うがいを必ずした

った
入った

病
時々．沸してのんだ 水だけでよく洗った さっと流す程度 時々 /I 水だけでρρ 2日～3日おき 時々 /I 

前
ほとんど手を洗 洗わない事もあ沸してのんだ あまり洗わなかった IWに 1回位 ほとんどした事がない

の った事はない った

fr 発病前は 混んだ乗物には 飼育動物名（発病前）とその数

動 相当無理を した のる機会が多かった

ちtっと /I たまにのった 発病前の興味（ Hunt in gを中心に）

それ程無理はしなかった ほとんど乗った事はない

1

N

H
吋

l



SMON患者生活歴調査

出生・小児期・学童期・学生時代・就職 ・ ・結婚・出産・更年期に於ける状況 ・並
びに既往歴と・通院の場所 ・再発の状況 ・薬剤投与． 

Impression & Speculation 

現在一番の悩みは？

近所・職場・病院et cでSMO Nでお悩みの方があれば！（氏名，性別，連絡先，知りあいの場
所，期間）
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戸田・ 蕨 ・（川口 ）地区の

SMO N に関する疫学調査

参考2

（昭和 45年 月 日面民アンケー ト〉

ふり がな
性別 1. 男 2 女氏 名

明治 満
生年月日 大正 年 月 日生 才）

昭和

現住所 都 区 町 方・荘
県 市郡 村 τ'EL

ーロ
口口

発病時の住所 都 区 町 方・荘
県 市郡 村

発病年月日 昭和 年 月 日 （頃）

満 才で発病

再燃の有無 1. 有 2. 無

重 症度 1. 重症（ Severe)

2. 中等症（Moderate) 

3. 軽 症（MiId ) 

封＂＂＇、 断 1. 確実にSMO Nである。

2. 疑診（ SMONかどうか疑わしい。 ）

3. SMONではない。

4

口
口口一口口

口口
口
口

口
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間1. いつ民どんな症状で病気が始まりました治、（詳しく話して下さい〉

発病時の症状と時間的経過

発病官官通院した病院名

A 腹部症状発現 昭和

B 神経症状発現昭和

問2. この病気になる前は， 胃腸の調子は如何でしたか。

1. 胃腸は丈夫な方だった

2. 胃腸は弱い方だった。

年

年

月

月

日（頃）

日（頃）

coでかこんで下さい）

14口
関連質問：どういう風に弱かったのですかb （症状を書いて下さい）

薬剤：
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病院にかかっていましたか。この病気が起った噴何か別の病気で，問3- 1. 

川口
病院にかかっていた。1. 

病院にはかかっていなかった。2. 

（風その少し前（ l年位前迄に）何カ呪リの病気で病院にかかった事はありませんか。問3-2. 

邪でも皮フ病でも何でも病院にかかったものを

御家族叉は同居人の誰かで病気をなさった方はいらっ しゃいません治元上と同じ噴，問3-3. 

Time 

本

人

欄

家

族

欄

日口

常備薬と してよ く飲んでいた薬があれば教えて下さい。間3-4. 

発病后病院への通院の有無

占~し｜白
問 3-5 記入例

7.2 3 病院名（入院）

妻 52才

Appe Ope(+) 

看病（＋）

Mi t tel C +) 

（＋） 
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問4-1. 足のしびれ出 最高どこ迄あがりましたか。

1. 足の しびれなど感じたことはない。

2. 足のう ら， 又は足先だけ。

3. 足首から下

4. 膝関節から下

＆ 太腿部から下

6. 下腹部から下

7. 胸まで来た。

問4ー2. その時歩く事にどの程度支障がありましたか。

1. 全く支障がなかった。

2. 杖をついて歩いていた。

3. 何かにつかまって歩いた。

4. 全く歩けなかった。

間 4- 3. 眼には全く異常がありませんか。

1. 全く異常がない。

2. いちじ，ものがゆがんだり，かすんで見えた時期があったが現在は何とも

ない。

3.病気をしてから視力が落ちた。

4. 新聞がやっとよめる程度である。

5. 人の顔の自分けがつかない。

関連項目 1. 赤緩色盲テスト（色盲検査表）

関連項目 2. I o o Hue Te s t 

関連項目 3. Pane 1 D四 15 
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問5- 1. あなたの病状は， よくなって来てますか。

1. 段々によくなって来た。

2. 始めの頃と較べて変化がない。

3. 始めの頃より悪くなった。

問5-2. よくなりかけた病状が再び悪くなったことがありますか。

I i. ある （ 回〉 2. ない

「ある」とお答えの方は以下の関連質問にお答え下さい。

関連質問I. 再び悪くなった時の病状の程度は次のいずれでしょうか。

目
〔

U

i白

1. 初発の時と同じ様な症状が再び起った。

2. 初発の時以上に悪くなった。

3. 小さい渡のくり返しである。

関連質問2. それはいつ頃の事ですか。

1 s t 昭和 年 月頃 初発から（ 年 ヶ月後）

1I r d 昭和 年 月頃 初発から〈 年 ヶ月後）

mrd 昭和 年 月頃 初発から（ 年 ヶ月後〉

ロ
［

U

口－口口
関連質問3. その時あなたは次のどの場所で生活をしていま したか。

I. 初発と閉じ所で生活していた。

2. 病院に入院中であった。

3. その他 （新住所；

”
［

U
 関連質問4. 初発の頃と較べて，食生活の上で何か変化があったでしιうか。

2. なし 3. よくわからない ｜白
関連質問5. 悪化したきっかけと して何か思いあたる事はありませんか。

通院中の有無

-22 3-



間6. 現在の体の調子は如何ですか。（治療中ですか。〉

斗－ 1. 全く元気である。 I 
ト 治療中でない。

時々大変疲れを感じる。｝-+---2. 

3. 治療中である。

v関連質問 最后に病院においでになったのはいつですか。

よくお』まえていない。

司7. この病気になる迄は，体は丈夫な方でしたか。

1. 大変丈夫であった。

2. それ程丈夫な方ではなかった。

3. 病気治療中であった。

司8. この病気になる前と現在とを較べて，体質と して変った点がありますか。

（どういう所か ！〉

”
［

U
 

日
［

U

~ 9. この病気になる前のあなたの生活は，神経を使う事が多かったでしょうか。

1. 大変神経を使う事が多かった。

2. ごく普通の生活で，別に神経を使う事もなかった。

tllO. との病気になる前のあなたの生活には． 相当無理がありま したか。

1. 相当無理をしていた。

2. それ程無理はしなかった。

ー22 4-
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問11 - 1. 

1 1 -2. 

問 12 -1. 

1 2 -2. 

問13 -1. 

1 3 -2. 

問14 -1. 

1 4 -2. 

問15 -1. 

1 5 -2. 

問16 -1. 

1 6 -2. 

問17 -1. 

1 7 -2. 

問18 - 1. 

1 8 -2. 

問19 -1. 

1 9 -2. 

問20 - 1. 

2 0 -2. 

問21 - 1. 

2 1 -2. 

問22 -1. 

2 2 -2. 

問23 -1. 

2 3 -2. 

よく頭が痛くなりますか。

との病気になる前も頭'IJ~痛くなる事がよくありましたか。

時々めまいを感じる事がありますか。

この病気になる前もめまいを感じる事がありましたか。

物がぼやけて見える事が時 あ々りますか。

この病気になる前も時々ぼやけていましたか。

目が疲れやすいですか。

この病気になる前も目は疲れやすかったですか。

いつも耳なりがしますか。

この病気になる前も耳なりがしていましたか。

よくのどのつまるような感じがしますか。

この病気になる前もそういう感じがありましたか。

よく寝汗をかきますか。

この病気になる前もよくかいていましたか。

息苦しくなる事がありますか。

この病気になる前も息苦しくなっていましたか。

ちょっと緊張すると心臓がドキドキと早く打ちますか。

この病気になる前からそうでしたか。

夏でも足がひえますか。

この病気になる前からそうでしたか。

時々背中や腰が痛みますか。

この病気になる前からそうでしたか。

皮フが非常に敏感で，まけやすいですか。

この病気になる前からそうでしたか。

ょくできものができますか。

この病気になる前からよくできていましたか。
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はし、

はu、

はし、

はい

はし、

はu、

はい

はu、

はい

はし、

』まし、

はい

はい

はい

はい

はu、

はい

はν、

はし1

はい

はい

はい

はい

はし、

』まし、

いいえ白

いいえ白

いいえ白

いいえ凸

いいえ白

いいえ白

いいえ白

いいえ凸

いいえ白

いいえ白

いいえ白

いいえ白

いいえ白

いいえ白

いいえ 白

いいえ 白

いいえ白

いいえ白

いいえ 凸

いいえ白

いいえ凸

いいえ白

いいえ白

いいえ白

いいえ 凸

いいえ白



問24 - 1. 

2 4 - 2. 

問25 - 1. 

2 5 -2. 

間26 - 1. 

2 6 -2. 

問27 - 1. 

2 7 -2. 

問28 - 1. 

2 8 -2. 

問29 - 1. 

2 9 -2. 

問 30 - 1. 

3 0 -2. 

問31 - 1. 

3 1 - 2. 

問 32 - 1. 

3 2 - 2. 

問 33 -1. 

3 3 -2. 

問34 - 1. 

3 4 -2. 

問35 - 1. 

3 5 - 2. 

切傷を作るとなかなか治りにくいですか。

この病気になる前もそうでしたか。

冬でもひどい汗をかきますか。

この病気になる前からそうでしたか。

特定の食物や薬をのむとジンマシンの出る体質ですか。

この病気になる前からその様な体質でしたか。

手で掻いたりすると，あとが赤い筋になりますか。

この病気になる前からそうでしたか。

ちzっと仕事をしただけで大変疲れますか。

この病気になる前からそうでしたか。

やせている方ですか。

この病気になる前もやせていましたか。

ねつきが悪い．叉は眠りが浅い方ですか。

この病気になる前からそうでしたか。

体の毛は薄い方ですか。

この病気になる前から薄かったですか。

乗り物に酔いやすい方ですか。

この病気になる前からそうです治、

感情のたかぶる事がよくありますか。

この病気になる前からそうですか。

ちzっとした事でもよく気になりますか。

この病気になる前からそうですか。

ひと込くらべて自分は神経質な方だと思いますか。

この病気になる前からそうですか。
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問 36 -1. 発病なさった乳飲んでいた水は次のいずれですか。

道水上 4. その他国2. 井戸水 3. 両方（上水道〉
井戸水

問36 -2. 水は生水のま込お飲みになりましたか。

1. 生水をのんだ。

2. 一度沸してのんだ。

3. 生水をのむ事もあれば，沸してのむ事もあった。

日口

問36 -3. 1日に飲む量（夏季に〕は．お茶を含めて 1日にコフプ何杯位でしたか。

（発病前〉

1. 水類は，ほとんど飲まない体質だった。

2. コヲプに 1～6杯程度

3. コタプに 7～12杯程度

4. それ以上

μ

口

問 36 -4. お茶はよくのむ方ですか。 2. はい 2. いいえ白

問36 - 5. 飲み水に濁丸悪臭を感じた事がありますか。 1. はい 2. いいえ凸

問 37. どこで発病なさいましたか。

1. 自宅（
都
県

町
村

番地〉
区
市郡

2. 入院中（ 病院）

3. その他

間38. 発病時の住所〈上記 37 -1 ）には昭和O年O月に移って来ましたか。

1. 昭和 月転入
発病迄にO年0ヶ月
（ 年 ヶ月）年

2. 生れた時からずっと住んでいる。

一227-
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問 39. この前はどこに住んでいま したか。

畳 畳／人

荘
方

｜白
92 

1. はu、 2. いいえ 口

1. はv' 2. いいえ 凸
9i 

1. はい 2. いいえ 口

95 

1. はし、 2. いいえ 口

都
県
区
市郡

町
村

番地

問40. 発病時，家の広さは何畳ありましたか。

問41. 便所はパキュムカ ーによる法取便所でしたか。

問42. 蝿は居ま したか。

問43. 下水がつまる様な事が時々ありま したか。

問44. 家の近く をふたをしていない下水道（ドブ）が通

っていま したか。

問45. ゴキブリをみかけま したか。 1. はい 2. いいえ 口

問46. 生野菜はよくたべますか。

よくたべる。
w
口

あまりたべなU、。

関連質問 1. この病気になる前からよくたべま したか。 1. はu、2. いいえ凸

関連質問 2. どんな野菜をよくたべま したか。

問47. 現在も通院中ですか。

1. 通院中である。

2. 通院中でない。

M

口

関連質問 最后に病院に行ったのはいつですか。

｜昭和 年 月（頃 ） 発病よ り（ 年 ヶ月） l出一口
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大都市における SMO  N発生の疫学的研究（その 1) 

一疫学モデ‘ルによる地域集積性の検討一

疫学班員青木国雄（愛知県がんセンター研究所疫学部）

共同研究者大 谷元彦 （

SMO Nは狭い地域に集中的に発生する現象が報告されているが 大都市ではおおむね散発という形容

がよ り適していると考えられてきた。人口20 0万のN市で最近 10カ年間の発生状況を年次別 ，発生時

期地域別に観察すると， 幾つかの狭い地区に発生が多い傾向も否定できないが ，急性伝染病の如く短期間

に多発する型をとっているわけでもない。

こうしたSMO Nの発生状況を．発病時点（ti me）と，患者住居間距離（Space) との関連におい

てとらえ ，所謂 Clusteringがみられるか否か，あるとすればどういう性格をもつかを疫学的に検討

し， SMO N発生機構をさぐろうとした。

I 疫学モデルと Time-SpaceRelationshipの検討

Ti me -Sp a c e Re 1 a t i o n s h i p の疫学的検討はPink e 1 らI),Knox 2) 3），及びEderer 

ら4)s）により ，主として白血病のCluste rの検討に用いられ ，本邦では山田ら日）．西山 7）の報告が

ある。これは任意の患者ベアの発生時期と相互間の距離についての頻度分布からClusterの有無や発生

状況を疫学的に検討しようとしたものである。著者らはすでに白血病のClustering検討のため疫学モ

デルによる解析8）を進めているが，ここではSMON発生状況に類似した疫学モテ’ルを設定し，とのそデ

ルから患者発生のTime-Space Relationshipのパタンを分析し ，実際の流行像と比較検討 しよう

とした。

大都市の人口密度は郡部に比べれば比較的均一であるので ，大都市のModelとして人口密度が均一な

円形の地域を仮定した 2, 3の疫学モデルを設定し検討した。

1) Model 1: 人口密度が均一な半径Roの円形な地域の内に， N人の患者がrandomに発生し

たと仮定 し， その住居を点で表現すると ，住居間距離rをもっ患者ベアの数の分布は以下の数式で表わし

うる。

ト・ 20rdr・ 2πnRdR (1) 

R
 
d
 
R
 

T

・－
ρ
U
 
π
 

n
，H 

内

L

n
 

O
 
R
 
－
－
j
m
u
 

一一
品
川pa
 

(2) 
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ここで

R。：地域の半径

，円内の任意の 1点02とす

n 

半径R。の円の中心を01

ると，（図1)02を中心に半径 rの円を描くと，この地域

内に含まれる円周上（破線）巾drに距離rの点が分布し

の01, 02 である。この数はn・2｛｝ ・r・dr ている。

距離をRとすると ，01を中心に半径Rの円周上巾dRに

1 図02と同様の点が分布しており，それらの点全体について

rはR。によ って規Ozと同じことが言いうるので，これらの点のベアの数は数式（1)' (2）の如くになる。

定されるので， （2）式を変形すると．

o~子くV2の範囲内悦
A、。

Sin-1ほJl-~ 
1 － ~ EJQ ＋北j4一五（む ）

（言12ルえ－（丈） ｛·－~ （走ル
）
 

－｜
 
（
 

(3) r
一丸

山 伝言の場合は

P仕）＝ £ －吋 in-1(-tJ l - ~ (i;J~ ~む3日（丈~ 2 

(4) 
）
シ
j倍能＋ 

山
V一位

この組合せの分布を図で表わすと
Nz 

P(r)/r , P仕）／r・K, K＝一一τ は，分布の密度と考えうとb
s ’ πl<o~ ’ 

叉

図2の如くになる。

は磁紡コ如き減衰曲緯即ちベアの数の分布は， o.83 R。を PEakとするー峰性の山を描き， P仕レ／r

となる。もし患者間距離 rの最少値がある値d以上であるとするとこのー峰性の分布は図 2bの如く， d

だけ右方へずれて表われP(r)/rは破線の姐くなる。
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図2 半径R。の地域にランダムに患者発生があった場合
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アー争ー 2.0 R。

2) Mode 1 2 ! 人口密度の均一な半径Roの円形の地域の中に ，半径R1なる円形小地区がNo個

r a ndorr】に分布し， 患者は小地区のみにそれぞれ， N1人づっ発生し，他の地区では発生しなかったと

仮定する。全地域内の患者発生数はNoN1人となる。

患者間の距離rのベアは

ー231-



ω小地域内の患者間距離rのベアの数（R1 ( r) ) 
倒 ある小地区と ，他の小地区の患者間のrのベアの数

数（P2(r））の和になるo

P1(r）は， ModeI lと同様の数式が応用できるの

で， o.s3R1にPeakをもっ 1峰性の分布曲線となる。

M 唱2 , N唱 r r r 
即ち P1(r）＝ニL 〔一一）（一一）・No….....・H ・（5)

＆ πR 1 Ri .J Ri 

(No ：小地区の数）

図 2

ωの場合は計算が複雑になる ので ，小地区の半径 R~ より，小地区間の距離d の方が相当大きい

( d》 R'.1. ）とし ，小地区内の点はすべて地区の中心部に集まっているとして計算することにした。

勿論実際には，任意の 2小地区間の点の距離

は右図の如くに分布していると考えてよいの

で，この計算結果は若干修正を必要とするわ

けである。

日＝話。 （去 ）Jc古 ）・
Ni2 …………… （6) 

(Ni：小地区内の点の数）

全体のrの分布は（4)+(5）となる。

ノ
－ 

d-R1 d d+R1 

図 3

r1= P1 ）＋日晃子~roやさげ（去）） (7) 

No は小地区の面積の総和と全体の地域面積との比で1より小である。

（主）2

pt: (r) ＝日2reム ）（ム）＋主主（ム ）（ι）l
bπR  1 l R 1 J R 1 Ro Ro J Ro ) 

、川
j

r

一h
f
＋
l
J
 

h

一干
＋
 

F

守
内

ν
N
寸

1

0
て
R

N

一π
M
一r

(8) 

Pt(r), Pt<r)/r を図式化すると図4a. b. c.の如き曲線となる。
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図4a

4a’ 

図4b

図4c
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図 4
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これからみて小地区のみに患者が集中した場合は， 4a, 4 iの如く， 2峰性の分布を示し， その密

度としてのP(r)/rは図の舷線の如く ，距離rの小さいベアの相対頻度が高く， ModeI Iに比 しよ

り急島愛な下 りカーブを示し，ついで小地区間の平均距離dと2R1の中間に小峰を生じ減衰するカー

ブを示す。小地区の径が小さくかっ小地区間の距離が更に大となると ，図2bの如 く2R1 とdの聞

に谷が生ずる。Ro／九により， P1(r）とP2(r）のPeakの高さはいろいろに変ってくるかっ，P1

(rV rは急峻に下降しており，1'2(r)/rは低いf1 a tな漸減曲線となるD

実際の場合は，小地区内以外にも発生があるので， P2（がは原点に近い所から始まり ，叉P1<r）も

rがある値d’より大きい時には ，図2cの如くになる。

半径R1 の他， R~ と R1 の聞の距離に第2 の Clu ste rがあれば，同様に第3の峰が生ずる。

.R1の大なる程この峰はP(r)/rでは小となる。

実際には， P(r）は合成曲線となるのでP{r)/rは小地区晶1距離別にこと なるー峰生の曲線の和とし

て表わされるが，小地区の教が多くrandom にあれば，なだらかなー峰性曲線となると考えてよ

u、。

3) Model 3 ：ある期間に半径R1の幾つかの小地区にのみ患者発生があり，次の連続的な期間

に，小地区の周辺に患者が波及 ，発生した

場合を仮定した。

これは伝播型発生のモデルと考えたのであ

ある。この場合患者ベアの分布は

① ド＋ナツ型地区内の患者ベアの頻度

(Pa (r））と，e地区間の患者ベアの頻度
( Pb (r））の和と考えてよい。

pa (r）は， （L1 R = Rz -RI ) L1 R の

巾で若干ことなるが，dRよりベア間距離

rが大きい時は， 6a1 , r が小なる時は

a lの失印の位置に小さいPeakを生ず

る。又，一定以上の大きさdまでrのベア

R2 

¢ 
R1 

がない場合は ，a3 の如くになる。一方地 図 5

区間では a土2Rzの範囲でー峰性の幾つかの分布曲線の和としてのPb(r）をもつが ，小地区が，

randomに十分な数ある場合は l峰性のなだらかなカーブとなってくる。

Pa(r)+l¥（的は ，2Rz 附近に第2のピークをもっ3峰性の曲線で， PaCr)+ Pb(r)/rは，

2R2附近で階段的に減少し，その後漸減する曲線となる。従って， 2次的集中発生がこの様な型で

おこれば，幾つかのPeak と2R1より更に大きい 2Rzの距離に谷が出来る事になる。期間と地
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区の発生頻度のずれをみることによって，その伝播の型を知ることができる。

4) Mode I 4 ：これは時間的因子のそデルで図 7に示す如く有限の観察期間Tの中で， tという

時間間隔で均等に患者b発生した場合の患者のベアの分布をみようとしたものである。Tとtの大き

さの比に従って図 7の如き関係がある。

国6

、P,(7)/1・K
¥ P, '( r) 、

a, 

P2 ( r) 

国6b

2 R, 

、
‘ 

a, 
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c) T-rく ZくT

ハ｛片JT:t ( ¥ ) 2 d x = ~ ( ¥ ) 2r 
N 2 

Pt(t)=P1(t)+P2(t)+P3(t)= （ー） ( T-t ) ……………一一… (4) 
T 

Pt (t）を図式化すると図8の如くなる。

ゐ
E

－
P
A
 

p (t) 
T 

（的2（干－1)

。
t一一ー T 0 t－ー T 

図 8

即ちPt(t）はtの大きさと共に直線的に減少するわけであり， Pt(t)/tも単調になだらかに

減少する。

もし，患者発生が均等でなく ，幾つかの時間帯aoの聞のみに発生の集中があったとすれば，

auの時間侍におけるべアと， ao図表の間のベアの頻度との和になり，単純な減少は示さず，
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Pt (t)/ tは， 2峰性を示すようになる。

これらの組合せは，距離間隔rの場合と同じ様に考えてゆけばよい。

一定の時間帯を限って空間的な分布の観察をするか，一定の空間での時晶動な分布を検討すること

によって，患者発生のTime -Sp a c e Re I at i on s h i pの検討ができるわけである。

E 総括と考 按

この疫学モデルは ，人口密度を一定としたこと，対象集団の疾病感受性の差を無視したこと ，一定

の期間内の時間的因子を均一なものとしたこと ，患者の発生状況が有限空間内にrand omにあらわ

れるか，或は同じ大きさの小地区がrandomに存在し，しかもその地区のみに患者が発生したとの

幾つかの仮定をもっている。

実際には患者発生は，地域内，地区内ともrandpmの場合は稀であり ，叉小地区集積があったに

もせよ，それ以外にも発生することが多い。地域内の地形，建造物も異なれば， 人口密度も均一でな

く，住民の疾病に対する感受性も異るので単純にはゆかなu、しかしこのModeIを基本型として現
実の発生状況を観察し，これを時間的空間的に観察し，それをmontage してゆけば患者発生の機

序の一端を伺い知る ことができるかと思われる。
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大都市になける SMO  N発生の

疫学的研究 （その 2) 

Re 1 a t i o n s h i p Time-Space 

雄（愛知県がんセンター研究所疫学部）国木背班員疫学

II 彦（7C 谷大共同研究

郎（名古屋大医学部第一内科 ）

II 也（

逸祖父江

藤｛女

II 

II 

前条で検討した疫学モデルから得られた結果を基礎K，人口 20 0万のN市でのSMO N発生状況を

でとらえその疫学特性を検討しようとした。Re I a t i on s hi p Time-Space 

N市区別人口密度表1

昭和 44年7月1日現在

面埋人を法
積立口算K
は地推出よ
、編計しる
「水は 、。
昭介住前
40を民回
国加基の
調え本人
」た台口
報も帳b
告の人よ
κ。口び
、K世
よ帯
つ数
てK
、積

そ算
のす
差る
増方

、‘，，，
－－
A
 
（
 

、‘，，
，‘．A （ その後の公有水面

人 口 l世帯
区 名 面 積 世帯数 人口密度

(k的 （戸） 総数 男 女 当D人口

（小数点） （イ執点）

全 市 3 2 5.6 7 559,354 2,013,l 01 1,017,63 0 9 95,4 71 3.6 0 6,181 

千種区本 36D2 60,6 3 1 205,488 101,477 104,011 33 9 5,7 05 

東 区 7.6 8 2 3,316 7 8,3 36 3 8,.52 3 3 9,813 3.36 10,20 0 

北 区 1 7.57 4 9,6 6 7 175,89 4 8 8,0 8 9 87β05 3.54 10,01 1 

西 区 17.57 46,18 0 173,864 84,.5 42 8 9,3 2 2 3.76 9β96 

中村区 16.19 54,548 19 9,155 9 9,16 4 99,991 3.65 12,3 0 1 

中 区 112 2 2 5~92 9 1,5 8 6 45,55 2 4 6,0 3 4 3.52 8,16 3 

昭和区水． 3 4.36 5 8,3.41 19 3,7 9 4 101,8 7 4 9 1,9 2 0 3.32 5,6 40 

瑞穂区 11ユl 38β40 133ユ85 6 6,87 8 6 6,3 0 7 3.4 5 11,98 0 

熱田区 9.15 23ρ10 8 4,2 84 4 2,9 2 3 4 1,3 61 3β6 9,211 

中川区＊ 32.00 46ρ78 178,8 0 8 91,4 38 87,370 3.8 8 5,5 88 

港区＋ 4222 32,020 122,6 86 6 4,75 6 57,930 3.8 3 2,906 

南 区 18.88 52β62 191,907 9 9,7 87 9 2,120 3.6 3 10,16 5 

守山区Z 34.01 2 4.2 7 6 9 4,0 9 8 47β97 4 6,2 0 1 3.8 8 2,76 7 

緑 区ヰ〈 37.69 2 3,7 9 3 90,016 4 4,7 3 0 4 5,2 8 6 3.7 8 2,388 

* 
新しく編入された周辺地区。求
＊ 工場地帯が多い。
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N市は 14区K分れ，区別の人口密度は表 1の如〈で ，周辺部の新編入地区或いは工場地帯をもっ港，

守山 ，緑区は非常K低〈 ，千種 ，昭和，中川の3区でも人口疎念地区を周辺部Kもつので低い。とうし

た周辺地区をのぞく旧市内K相当する地域での人口密度は 1.5倍と差はなく，文学区}JIJVCもそれ程の差

はなかった。 N市は東西 21 km，南北 23 kmの地域を占めるが ，その中央地帯東西，南北各 15 

kmの間K発生した患者Kついて，任意の患者ベアの時間と距離の関係Time-Sp ace Re I a t i on sh i p 

から ，本症の発生要因を追求しよう とした。

I 対象及び方法

対象は昭和33年よ !J4 5年6月までに， N市K届出され，名大第一内科でSMO  Nと確診された市

内在住患者 40 1名（男 1 4 2，女 2 5 9 ）である。

神経症状初発時期は，昭 33～3 6年 2 5 I 3 7～3 9年 49 I 4 0年 3 1 I 4 1年 5 5 I 

4 2年 5 6 1 4 3年 71 I 4 4年 7 9 I 4 5年 1～6月 3 5で，性比は届出の増加した 37年以

降は大体各年 1: 2の割合である。性，年令別では 19才以下男 2. 8 % ，女 1. 9 ~も ， 2 0才台それ

ぞれ 9.2 ' 1 1. 2 ' 3 0才台 2 0ーし 17.4' 4 0才台 1 7.6 ' 1 8.1 ' 5 0才台 2 4.6 ' 2 4.3 ' 6 0才台

1 9.7 I 1 9.7 I 7 Q与L上， 5.6'7.3%で年度で分布K差はなく一括して取扱うととにした。患者の市内地

区別介布は図 1の知くである。

神経症状発症日を発生時点とし ， N市の ~～ ＿..！＿ー の町名別住宅地図を参照vc ' 1/3 0,0 0 0 の
300 500 

地図上K患者住居をPl 0 tし， その位置をXY座標で表現した。住所を確認しえたのは 366(91.2

%）であった。残bの35例は正確K住所は把握しえ念かったが特定の地区（区） vc偏在していたわけ

では念い。

3 6 6例の任意の 2症例の組合せは， 計66,7 9 5ベアであるが，それらの住居間距離と発生間隔の分

布を，距離 10 0 m単位，期間 1月単位区分KCompute rを用い計算し ，分布・配列した。

前報の疫学モデルは一定期間の一定地域でのものであるので ，時間を限って患者間距離（r）別にベアの

数の分布を観察した。 一定面積の地域内での昏察であるので， rの距離K従って占有面積が異ってくる。

そとで相対頻度として発生密度をとった。とれは単位面積当bでもよいが ，比較する距離間隔C大きさ

を一定Kすれば， それぞれの患者間距離rで除しでも相対的Kは同じであるので P(r)/rを用いるとと

Kした。一方観察期間も有限であるので ，各ベアの時間間隔（t）別でも同様なことが言いうる。とのため

Kは， tk対応する期間の大きさで補正する必要がある。全観察期間は， 13. 5年であるが ，始めの 2

～3年は患者数も少ないので ，最大時間間隔を 12 0ヶ月とし，それぞれの発生間隔期間の占める大き

さによって補正をした。実際KはComputer で計算するので，全観察期間を2ヵ月とすると ，（x

- 1 ）月から2 カ月間の時間帯の大きさは， K{ c e -c .x・ -1 ) l 2 -K c e -x ) 2 で示される。
ととでは2輯 12 0とし， Eは共通恒数なので省略し計算した。 2を多少大Kしでも，患者数が少ない

ので，殆んど差はなかった。即ち P(rVr. f.fー（3.-1)}2ー（.e -x ) 2で相対頻度を算出したわ
けである。
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図 1 発生患者の地理的、年次別分布川市）
（昭33～44年）
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次K，東西，南北， 15 kmの地域内で ，25 km毎K均等K患者が発生した場合のSimulation 

Mode lを想定し，それぞれの患者座標をComputer k記憶させた後 ，任意の患者ぺアの組合せを

単位距離別K算出させた。その単位距離別分布の百分比は表2の如くで ，前報のModellと非常K類

似し ，o.8 3 Roから 1.O Roの辺.!Jvc最も高い頻度を示すー峰性幽績となった。との値を更K時間因
子で補正した。観察した 36 6例の患者ベア 66, 7 9 5組がもし rand om k発生した場合Kは ，との様
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表2 住居間距離（r）と，その占める面積の百万比

(Simulation model kよb計算）

1 ndex Caseからの距離間隔 距離間隔 rとその占める面積の比率
(r) （全地域 1 0 0とする ）

l 0 0 m 以内 0. l 6 

l 0 l～ 200 m 0. 4 4 

20 0～ 300 m 0. 6 9 

30 0～ 40 0 m 0. 9 9 

40 0～ 500 m l. 2 6 

500～ 600 m l. 4 4 

60 0～ 700 m l. 7 6 
． 

70 0～ 800 m l. 9 9 

80 0～ 900 刀Z 2. 2 0 

9 0 0～1000 m 2. 5 l 

1～ 2 km 3.6 6 

2～ 3 5.5 6 

3～ 4 7. 0 2 

4 ～ 5 8. l l 

5～ 6 8. 8 3 

6 ～ 7 9. 0 l 

7～ 8 9. 2 5 

8 ～ 9 9. 0 l 

9～ 15 km 3 8. 0 0 

な分布をとるものと考えて，期待値（E）を計算し ，実際の観測値（O）との比率0／宜（ReI at i ve 

Risk）をみる事Kより数量的にCluster in gの強さを検討しzうとした。

E 結果

Computer kよb算出された36 6例66,7 9 5ベアを 1カ月単位，距離 l0 0 m単位毎K区分配

列し， 6月以内の間隔のベアと 7～12月の間隔ペアの両群Kヲいて ，ベアの距離別分布を示すと図2

の知くである。即ち 4～5kmの所VCPe a kをもっ大きな山が， r(7-)増大忙つれて右方にゆるやか左斌少

をみせるが，左側の rが100 0 m以下では， 10 0 mが高〈ー且下降した後50 0 m附近で鋭いピーク・
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国2 ~’h時的i附隔可IJ 、（ i：／／；問自｛維耳l].\f.者ベア頻度

0 -6 I! 

100 

500 l似同ー2000 ～3000 『 •OOO -5000 -6倒防 ー1000 -8000 -9000 

住居間距縫 （m)

7-12月

100 

500 1000 • 2似加 3000 4制lO 500。 6000 7000 脚 0 -9剛
Ii：：肘問Wiil( m) 

ーーー『

ト ー」
9000ー

～～、

と一つな

をつくり又下降した後ゆるやかに上昇する。 7～12カ月間隔群では700～BO Om k第3の小峰があ

る。とれらのととは，本患者grou pが市内Krand om~発生したのでは念〈，幾つかの小地区で集

中発生があったととを示唆している。 1カ月単位tてみても同様な傾向である。最も高いpe akが4～5

kmの所Vてあることは ，Model lから考え， N市の患者はほぼ直径10 kmの円形地域内での発生が殆

んどと考えてもよいかと思う。

ぺアC頻度は前述したま口〈，期間の大きさで補正した上，住居間距離rで補正した相対頻度，P(rVr

を算出し比較した。図3は横軸Krをと り，発生時間間隔別K相対頻度を示したものである。

P(r)/ rは， 1カ月以内のぺアでは l0 0 m以内が非常K高〈，急雄左下b勾配であ.!'J' 10 0～400 

mは低い谷とえt.!'J ' 4 0 0～600 mで再び比較的高いピークをつく b一旦下降した後700～800 mか

ら漸威する。 1km以後はP(r）の高い頻度に比し， P(r)/rは低い念だらかな滅少曲線となる。 2～ 3月

群では 10 0 m以内では 1月以内の寺位となるが依然として高＜ 1 0 0～200 mの谷と 30 0～5 00 ~ 
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図3 発生間隔別にみた住宅距雛5]1J患者ペア相対発生頻度
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1が~ 2脚州側Om

小さい占をもってその後漸撮する。 5～6月群では 10 0 m以内は低いが， 10 0～2 oo m vc谷をもち，

20 0～500 K小さい山をもって漸減する。 17～ 1 8月， 29月以降は特定のピークはないが ，11 

～1 2月群は 2～3月群と同様のパタンを示し， 23～2 4月群は ，10 0 mは高いが ， 40 0～500 

mの山は念い。図4は時間的因子を横軸KとJ?' 1 0 0 m単位毎の相対頻度を図示したものである。

1 0 0 m以内はどの月も相当高〈，ついで 400～ 50O m群であるが，他は相似て低い単調な推移であ

る。 10 0 m以内群では ，l月以内 ，2～3月K高いピークがみられ ，ついで 9～ 14月， 21～2 4月

27～2 8月， 31～32月念どK山がみられる。 40 0～ 500 mでは ，1月以内から漸誠し ，9～ 12月の

ピークをへて漸減する。 90 0 m以上の間隔群では相対頻度も低〈，平坦な曲績と念る。

前報の疫学Modelからの結果と比較し考察すると ，患者相互が 10 0 m以内という近い距離の者が

多いζ とを意味してなJ?' かもとれはかなbの年月（3年位）継続する様である。即ち狭い地区K何

年もつづいて発生がみられているととを示している。 400～500 mの峰は，との間隔の患者が多いと

とと同時vc,100m以内の cI us t e r群の距離の平均が 50 0 m前後というととを意味している可

能性がつよい。 700～ 8 0 0 m附近Kも小さな山が存在する様であるが，図 2とも考え合せζれは

Cluste r地区間距離を示すかもしれない。
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図4 患者住居間隔別、発生間隔（月）別患者ペアの相対頻度
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‘調。．
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101-300 m 

実際VLN市内の 1多発地区での調査では，約40例の患者は ，同一町内 ，隣切町内での発生が大部分

であb，患者間距離は， 10 0 m以内が多く，ほほ半径 50 0 mの地域Kあった。とれらは本計算結果

を裏付しているものと言える。

一方 10 0～300 mの谷は ，1月， 3月， 6月或いは 11～1 2月間隔群のいずれにもみられ，期間

rの大きさで著変がないととはModeI 3の検討から考えて，始めのCI us t e rから次の時点で連続

的K周辺K伝播してゆく発生状況を示してないと言いうる。

時間的vr1～3月， 9～ 12月， 21～2 4月という間隔はいずれも夏の流行時に相当してなり，小

地区で夏毎K患者が多発したものと考えられる。

TII Relative Ris k の算出

以上の観察は主KパタンKよる介析であるが ，患者ベアの相対頻度が rand om な発生とどれ位相

違しているか数量的K表現しようとした。方法の項でのベた如〈，一定期間の間K，一定地域で ran-

dam k患者が発生した場の，単位期間，単位距離別頻度をSi mu I a t i on Mode I kより算出し ，

前節の66,7 9 5ペアをその比率K介配して期待値伺とし，観察値（0)との聞のO/E Relative Risk 

を観察した。

表 3はその 0/Eである。 7～ 1 6月は 2カ月毎 ，17～ 2 4月は 4カ月毎 ，25月与L上は 1年毎，

4年以上は一括して ，単位月当bの平均値として示した。表から明らかな如く ，l0 0 m以内は， 3月

以内及び9～12月で 50倍以上の高いReI a t i v e R i s kを示し ，2～4年でも約 10倍の高さを

保持している。とれκ反し， 10 0～200 mでは 10倍を示すものはなく大部分が5.0以下であb，期

間の大きさによる周辺地域への移動の現象もない。 400～5 0 0 mの距離では 3カ月以内で， 10倍以

上， 4カ月以後 12月まで8～ 13倍と高＜ , -£1減少した後 17～2 4月で 5～7倍となっている。
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100 m単位K算出）

I 、~田：監間〕＼隔＼ 月） 7 9 1 1 1 3 15 1 7 2 1 25 37 48 。 1 2 3 4 5 6 言十 注
8 1 0 1 2 1 4 16 20 24 36 48 1 2 0 

～ l 00 m 6 0.0 51.5 30.9 52.l 300 2 22 222 222 61.1 5 5.6 2 3.5 1 1.8 5.9 31.3 90 10.9 2.1 9.4 。：同月発生
～ 200 。 7.1 。 3.6 7.4 7.4 37 5.4 3B 3.9 4.0 2.0 5.3 9.8 32 1.8 0.5 1.8 1月 ：1月差
～ 300 。 4.4 4.4 22 11.6 0. 9.3 4.7 9.6 73 2B 6.7 5.9 6.1 4.9 46 0.8 2β 2月 ；2月差
～ 4 00 6.3 6.3 32 12.9 8.1 1 1.3 1 1.5 l 0.7 9.2 l 0.3 1.8 36 7.4 4.8 3.1 2.0 0.6 2.4 

～ 500 2 0.0 11.1 16.3 12.5 8.9 8.9 3.8 10.4 13.9 1 82 8.9 9.1 6.1 6.0 5.0 4.1 11 3β 期待値 （E）は

～ 600 4.3 9.7 4.3 8フ 7.8 22 6.7 8.5 23・ 2.9 5.4 1B 2.2 4.0 29 4.0 0.9 2.1 一定の空間K均

～ 7 0 0 3.5 1.7 79 5.3 6.3 27 5.5 4.1 52 3.3 3.0 6.0 3.8 3.7 2.6 1β 05 Ui 等の患者が発生

～ 800 9.8 5.4 39 6.3 4.8 4.0 6.5 5.3 8.3 6.4 52 6.6 4.3 4.5 45 2.4 0.7 22 した場合の患者

～ 900 4.2 7.0 7.0 6A 7.1 65 3.6 3.0 6.0 5.4 4.3 4.4 3.5 3.9 3.4 4.1 09 22 ベアの数を時間

～1000 7.3 4.3 6.2 6.3 5.7 45 5.8 3.6 5.6 6.7 4.5 4.6 4.7 4.7 3.7 3.1 l.l 2.3 因子で補正 した

1～ 3 km 5.0 4.4 5.2 4.6 4.5 4.4 4.7 4B 46 4.1 3.8 3.8 3.7 3β 32 32 0.6 2.0 ものを用いた。

3～ 5 4.0 4.3 4.3 4.0 4.4 4.5 3.8 4.0 3.8 3.7 39 3.5 3.5 3.3 3.1 2.7 0.5 1.7 

5 ～ 8 3.0 2.5 2.7 2.4 2.7 2.4 2.4 2.5 2.4 2.5 2.4 2.5 2.4 2.3 2.0 1.9 0.4 1.1 

8 ～ 9 1.8 1.6 1.5 1.6 1.8 1.7 15 1.6 1.6 1.5 15 1.6 1.4 1.5 1.3 1.1 0.3 0.7 

9 ～ 1 5 1.0 1.0 0.8 0.9 1.0 0.9 0.9 0.8 0.8 0.8 09 0.8 0.9 0.8 0.7 0.7 02 0.4 

言十 2.5 2.3 2.4 22 .2.4 2.3 2.2 2.2 2.2 2.1 2.1 2.1 2.0 2β 1.8 1.6 0.4 1β 

( 1月間隔 ，Risk スモン発生の時・ 空間別Relative表3

1

N
AH
A
W
l
 



6 00 m 与しとは前2者十て比べると低〈な!J' 1阻までは5倍以上を示すものが多＜' 3 kmをとすとG但

は4倍以下となって〈る。下線の部介はO/E-5. o品L上の地区を示している。全体としてみると100

m以内は 9.4倍， 300～50 0左どが 2.5らL上で，時間間隔別では同時発生を除くと， 2年以内は 2.0

～2.4となっている。

同月発生（ 0月）の0/Eをみると， l0 0 m以内60 ' 4 0 0～500 20, 70～1000 4～l 0 ' 

l～5 km 4. 0～5. 0で高〈，とれは多中心的念発生を示しているかもしれ念い。

N市肺がん，或いは白血病の同様な検討では， 7.0倍或いは 2.5倍がcI us t e rを示す地区Kなっ

て主；－!J,SMO Nのとの集積は異常という程高いと考えねばならない。

IV 総括及び考按

SMO N発生の時 ，空間別分布K何らかの法則性が見出されるのでは念いかと本研究K着手したわけ

である。1) 

疾病発生のTime-Space Relationshi p を疫学的K勧察ナる方法はいくつか開発されてい

るが，ととではKnox2斗 Piは elら3）が試みた患者ベアの時間と距離の相関の概念を利用するとと

とした。患者ぺアの組合せ数は多〈，時空間的に復雑な関係が予想されノるので，結果をより容易Kするため2

～3の疫学モデルを設定するととによb患者ベア介布の基礎的な意味を把握し，それを参考資料K現実

のDataの解析を試みたわけである。本法はすでに著者らが白血病で試みていたものであるが？込れを

更K発展させたものである。

対象の発病時点は神経症状発現時をとったが，とれは腹部症状発現が発病時点KするKは不安定すぎ

ると考えたからである。年次的K性，年令別分布K差がなかったので一括して取扱った。

366例， 66,7 9 5 ペアの時間 ，空間別分布はN市全体の発生図からうける散発型とは逆tL,100

m以内tLO/E-50～6 0という著しい集積を示したが ，とれはN市での肺がん，白血病の， 2.5～7 

倍K比し著し く高い値と言わねばならない。人口密度Kついては均ーという仮定で始めただけK問題が

あるが，市の周辺部や新編入地区をのぞくと，区別で 1.5倍の差であb，肺がんや白血病と比べて最高

0/Eで8倍与L上も高いととは， 集積の異常な大きさを物語ると言えよ う。

ただ，表4の0/Eをみると，距離 8kmらL上で 0.7 ' 0. 4，期間4年以上で 0.4と低すぎる嫌いはあ

る。とれは周辺部が人口密度が低いととと，観察期間が13. 5年でも発生の多くなったのは最近 5カ年

間というととK問題がある。もう少し狭い範囲で ，5～8年位の期間Kしぼるべきであったかもしれな

い。

いずれKしでも SMONは狭い地域の中で多発し，周辺K拡がる様子はみえ念いとと ，ー且数例の患

者が発生すると，同じ地域で 2～3年以上継続して多発する傾向Kあるととが示されている。同様の成

績は北海道でも得られている~）

Cluste rのある地区Kついて更Kきめの細かい観察が要求されよう。
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大都市になける SMO  N発生の疫学

（その 3 ) 

Time-Space chinoform Relationship 

疫学班員 青木国 雄（愛知県がんセンター研究所疫学部）

共同研究者 大谷元彦（ II 

II 祖父江逸郎（名古屋大医学部第一内科）

II 安藤 也（ II 

前報（その 2) (ILないて，人口 20 0万のN市にないてSMO N発生状況をTi me-Sp ace Re-

lationshi pでとらえると ，散発発生の如〈思われた発生が ，患者間距離 l0 0 m以内K異常K高
l) 2) 

〈，又 400～500 mという間隔にも頻度が高〈集積現象が観察された。 時間経過を追ってもそ

の小地域から周辺K連続的K拡大してゆく現象はみとめられず ，小地区での高い頻度は数年つづく傾向

があった。との様なTime-SpaceRelationshi pは感染症と異る性格をもつので ，CI us te r地区

Kついて更に細かく追求しようとした。同時KSMO N発症とつよい関係を示すもキノホルム服用との関

係Kついても検討した。

I 対 象と方 法

前報（そり 2）と同様のN市の昭和45年 6月迄の届出患者中SMO Nを確診され居住地の判明した

3 6 6例のうち ，住居間距離 lkm以内 ，発生間隔 1年以内の 70 4ペア（全体のペアの l.l % ）の患者

を対象とした。患者総数は272(366の74. 3 % ）である。 Tirne-Spac eの関係は表1の如〈

で， 3カ月以内のペア 2 l 3組 ，3～6カ月 l 5 6 ' 6～1 2月 .3 3 5組である。 10 0 m以内

のぺアは48組あったc とれらKついて，どの様なCI us t e rができているかを，時間的K，また地

図上で空間的K検討した。とくK集積の目だった地区K沿いては現地調査を行ない ，患者間の接触歴 ，

職歴 ，生活環境 ，医療状況と＜ (IL服薬歴を調査した。
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表 1 住居間距離 1000m以内の患者ベアの頻度

三六：
発 生 間 踊 （月）

～3月 ～6月 ～ 1 2月 計

～ 1 0 0 m. 1 6 7 2 5 4 8 

～ 2 0 0 3 5 7 1 5 

～ 3 0 0 6 9 1 8 3 2 

～ 4 0 0 1 6 1 9 3 6 7 1 

～ 5 0 0 4 0 1 7 6 4 1 2 1 

～ 6 0 0 2 3 1 5 2 4 6 2 

～ 7 0 0 1 9 1 6 2 7 6 2 

～ 8 0 0 2 6 1 9 4 8 9 3 

，、、， 9 0 0 3 2 2 4 3 8 9 4 

～ 1 0 0 0 3 3 2 5 4 8 1 0 6 

計 2 1 3 1 5 6 3 3 5 7 0 4 

E 結果

最も密接な関係Kあると考えられる l0 0 m以内の患者ベアKついて，どの様念関係Kあるかを，

1 0 0 m以内， 1km以内の患者ぺアKついて連鎖をつくってみた。表2の aの知＜4 8ぺアの内容は，

2人でペアを作っているのが最も多＜1 3組， Inlex cas eが他の2人と 10 0 m以内の距離をも

つが他の 2人は10 0 m以上離れている組が 2' 3人とも 10 0 m以内K発生したのが 4組， 5人で 4

ベアをもっl組と， 6人で 15ベアの連鎖をつくる 1組があった。

後 2者は少くとも小地区での多発と考えてもよい

かもしれ念い。 3人で3ベアの組の周辺Kも患者は

あったが届出の面でもれてi."！＞ ，とれらも或いは

Cluste rを形成したかもしれない。表2bは

Time facto rを多発期と考えられる 3カ月以内

Kしぼって同時期発生のペア数を調べたもので， 2

人で 1ベアが 27組と多いが， 5～23名で多数の

ベア網（ne t 〉を形成してなD，径1k皿内外で多

発した幾つかの地区があったととを物語っている。

3 6 6例中前者Kは51名の，后者には 18 1名の

-2 50-

表 2.a 100 m以内， l年以内の患者ベア

密接な関係、ある群の ｜ 組｜ベア教

患者数とベア数

2人で 1ペア 1 3 I 1 3 

3人で 2 21 4 

3人で 3 41 1 2 

5人で 4 1 I 4 

6人で 15 1 I 1 5 

患者数計 5 1人 I2 i 1 4 8 



表 2.b 3カ月以内， 1km以内の患者ベア
患者が加わっていた。

図 1a • b，乙れらの関係をTime 

密接~関係のある群の
組 ベア数

Seal e上K，昭和39年末ょ !J4 5年
患者数 とベア数

当初までの患者Kついて，時間と距離の

2人で 1ベア 2 7 2 7 関係を図式化したものである。

3人で 2 6 1 2 数字は症例番号，O印中の数字は住居
3人で 3 5 1 5 

間距離（ 1 0 0 m単位 〉で ，＝は3カ

4人で 3 4 1 2 
月以内 ，50 0 m以内のペア， ー はl

5人で 4 1 4 
年以内， 50 0 m以内又は 3カ月以内，

6人で 7 2 1 4 

6人で 9 9 
1 km以内のペア ，・・ ・・は 1年以内， 1

7人で 6 1 6 回以内のベアを示している。最も多発し

1 0人で 12 1 1 2 たN地区は図 2l'L示した。 A地区は昭和

1 5人で 32 1 3 2 4 0年頃から発生があったが， 42年以

2 3人で 70 1 7 0 
降とくK発生が多〈 ，図2l'L42年 9月

患者数計 1 8 1人 5 0 2 1 3 
以降の患者ne tが示されている。

図 1.a 発生患者のTime-SpaceRelationship 

数’［：

⑤ 

一一

拍j列番号
fi:肘間距離（単位lOOm)
3ヵ月以内、 500m以内
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3力!l以内、 lkm以内
Pf.以内、 1km以内

(N" I行）
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図 1.b 

43年 44.!f・ 
(N市）

45年
7月 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 

272 ＠ 

144...＿＿＿品

．． ， ． 

別← ぬここごと；？」乙ー1~3 R 
- ／ ⑨＠  

。ググ② 。．．・ー・＠一一－o, 275 
166 221 ¥@ 

。
243 298~ ⑤ 

⑤1＼~＿307 
305 -r.⑨ 

とのne t を地図上K還元して観察すると，昭 40年以前KはCI us t e r とする程の地区の存在は疑

わしいが ，40年以降Kないては ，市の中央部3カ所 ，東部2カ所，中南部2カ所，東南部1カ所 ，南

部1カ所と 9地区Kないでかなり短い期間K患者の発生が多かったが，発生は必ずしも届出の医療機関

と一致してはい念かった。

42年 43年 44年
9 10 1112 1 3 5 7 9 11 1 

A地区

II キ II なし

45年
3 5 7 9 11 1 3 5 7 

小数字距離 lOOm
大数字症例番号

図2 SMO  N発生の Time and Space Relationship 
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A地区 。

71
一

〈数字は 月数〉も

ト一一→

B地区

図3 A,B両地区Kかける患者発生状況（Spaceー
Ti me Re I at i on sh i p ) 

（矢印は発生j贋序を示す）

図3は最も患者の多発したA地区と ，東部の集積地B地区での患者発生状況を地図上KPlot し，

患者発生間隔（月）を数字で，発生j慣を矢印で示したものである。いずれも 3カ月以内の者のみである。

A地区では半径50 0 mの範囲内K大部分が集ま.！？ , B地区は扇状をなしている。とれは市街の中の人

家の集震のし方，交通機関，医療施設との関係を示すととが分った。 A地区の大きく外側へのびた矢印

は，最初の患者。の近くの医療機関へ長〈受診しつづけSMO  N発症した患家を示すが， とれについて

は後で触れたい。

以上の結果から SMONは前報 （その 2）の成績の知〈 ，患者間距離l0 0 m以内，文は 400～500 

mK多く，この観察の知 〈，半径 50 0 m内外の地区K多発するが，患者が感染症の知〈 ，逐次周圏K

連続的K拡がるというよb，狭い地区内K散発的K発生する型をとb，患者聞の関係はそれ程明確で左

い。そとで前述のA,Bその他の地区で患者の発生状況を医療機関の診療録，住居環境，患者聞の接触

歴などの調査によって確めようとした。

実際の住居周辺の調査では地図でみるよ b患家の距離はかなD離れてかD，交際，買物，交通機関な

ど全〈関係の左い者が多＜, A地区で共通しているととは医療機関のみであった。 B地区は東西K長い

商店街と周辺の住宅街の混合地区で医療機関も幾っかに分れて共通してなかった。市の東部C地区は2

つの大病院をもっ住宅地であるが， 11名のうち 6名が病院が共通しており， 3名は同一家族で 1診

（図 4) 
療所の患者であった。 市の中央部 ，中南部の多発地帯でも患者の生活環境については一定の傾向

は念〈，医療機関Kついても 10 Om以内のペアでも異る医療機関に通院していた。

患者は中年以上の婦人が多く，主婦が主体であb，職業を有するものも職場で発生があった例は少な
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〈，事務員，教員，医療関係者に多〈 ，やせ型で胃腸障害を ＜!J返す者が多い。同一家族文は 10 0 m 

以内の発生例をとb上げても接触歴から計算した潜伏期は 1カ月から 37カ月K及んでいた。

図4 88一一ー144一一一一一一一一一一一－－.（34-2; a.診療所
、

ムー 37 

C地区 ~ " (10 ) 
a 、 5 ，・～ ~ c病院

150一一一177一一一182----.:::-----{243 : f 
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305－一一－307 ’，，ーー、－ ー
B病院キ歴不明。 ー‘ーー， 

同一病院 数字

キ歴未調査

A地区， C地区では医療機関の診療録を全例検討しえた。抗生物質投与と本症発生の関係はみとめら

れ念いので，主Kキノホルム服用との関係を調査した。

A地区でTime-SpaceChinoform Relationshi pを示したのが図 2で， O印のキノホルム投薬

なし 2例と，調査しえ念かった他病院受診例（Under1 in e例）をのぞく全員がキノホルム 10日以上

0. 9ー 2.7 9 服用していた。とれを地図上~ p 1 0 t すると図 5の知〈で ，Oは病院の位置でとれを中

心とする半径50 0 mの地域K患者が発生していた。 他 1,12,18の如〈遠方からの来診患者中K

も発病者がある。彼らは苦からの本病院の患者で，遠方からも受診しつつけた者であった。しかし 3例

は投薬も念〈 ，服薬歴も念〈，うち l例は内科医であった。

図5 A地区 2年聞の発病（住居地との関係）
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⑨ A病院の位置

数字：発病年月順

C地区では図4の如〈で ，a診療所の同一家族3と，C病院での 6例が調査しえた。前者の症例 144

と后者の 17 7が 3カ月以内 50 0 m以内のベアを形成しているが全〈無関係であった。 C地区の症例

342,243のキノホルム歴不明をのぞき，すべてキノホルムを投薬されていた。向前述した如くと

の3例の家族発生の間隔は 14カ月と 37カ月であった。

D地区では 45年冬よタ患者が発生する様になったが ，同一病院の患者でしかもキノホルムの比較的

-254-



大量投与をうけていた。

その他の薬剤と発症との関係はみられなかった。

図6は，上記A地区A病院と ，C地区C病院の最近3カ年聞のキノホルム剤購入量と患者発生数を示

している。 A病院の方が大量であb，をた一日の平均投薬量も多かった。

図6 キ剤購入量と患者発生状況
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m 総括及び考按
人口 20 0万のN市K沿いて， SMO  N患者をTime-Space の関係、にないてとらえ，その疫学特

性を検討したが ，患者間距離 10 0 m以内，恐ら〈半径・so o m前后の小地区K著しく集積するととを

見出し ，更K患者間の関係Kついて臨床疫学的調査を実施した。

その結果 ，患者住居間は近い様でも，実際Kは全〈安際のない関係、が多〈 ，交通，買物，職場等接触

層と発症の関係はみとめ難かった。職場内発生も医療機関をのぞいてはうす〈 ，現在の知識では感染型

と考えるKは無理があると思われる。

同一家族内でも l0 0 m以内のPairでも潜伏期が不定念のも特異的とすら思われる。

一方問題と左ったキノホルムK関しては大部分の症例がキノホルムをかなbの期間投薬されてな!I, 

叉常時愛用者もあったとと，特定医療機関K集中して発生があbキノホルム購入量が多かった事実と考

え合せ，大き念要因であるととが確められた。最も多発したA地区は，市の中心部で，その中のA病院

は歴史も古〈，会よそ半径50 0 mの診療圏をもつが ，との範囲K患者は多発していた。殆んどの患者

はキノホルムの投与をうけて発症してbb，キノホルム服用者は距離K関係なく遠方からの受診者でも

発症者があった。との病院はキノホルム投与量も比較的多い傾向Kあった。しかしキノホルム未服用発
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症例もあb，うち1例は内科医であったととは考慮に入れる必要がある。

甲野31-:r感染を示唆する疫学現象として ，小地域での流行，家族集積性 ，院内発生 ，2次患者の潜伏

期 ，流行地での漫注度前進現象 ，職業差（医療職 ，事務職K多い） ，夏季の多発 ，逐域伝播現象な どを

あげているが ，私共のTimeSpace Relationship Study の結果からは ，潜伏期が不定 ，覆注度

前進現象はなく ，その他の現象も伝播する感染症としてよbも医療機関集積として説明しうると思われ，

その大きな部分はキノホルムと関連していると考えられるのでキノホルムとスモン発症との因果の追求

が重要と思われる。
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キノホルムとスモン発症に関する臨床疫学的研究

疫学班員 菅木国雄（愛知県がんセンタ ー研究所疫学）

共同研究者 大谷 元彦（愛知県がんセンタ ー研究所疫学）

II 祖父江逸郎
（名大第一 内科）

II 安藤 一也

J) 2) 
スモン患者に特異な議尿，緑舌 ・ からキノホノレムが3価の鉄とキレートする kとが分り，更に

椿ら 4~ 吉武， 井形ら． 5あ研究からキノホルム とスモン発症との密接な関係が示唆されるに至った。
著者らはキノホfレムとスモン発症との関係を解明すベく，昭和 46年6月より， N市内の患者多発地

区における 1病院でのキノホルム使用状況と患者発生との関係を調査し， 更に東海地方2I 3の病院に

おけるスモン患者についてキノホルム服用と発症の関連についても検討した。

I 対象と方法

N市の中央部のA地区は昭和41年頃よ りスモン患者が多発 し始め， 4 3年以降年間 10～2 0例の

発生を示していた。本調査病院は多発地区の中心近くにあり， 昭和4 1年から 45年 7月迄に 53例の

スモン確実例が診断さ九 届出されている。 今回はスモン患者ムム誕の発生をみた昭和 44年度外来患

者4,3 1 8恒l主詮貫録を中心にキノホノレム服用状況を調査した。調査は，性，年令．住所，病名，使用

薬剤，治療期間，受診日時等で，キノホルム投薬例は一白色投与日時，期日 1カ年間の使用状況，

S:を調査し月間使用分布も同時に作製した。スモン発症例については発症と関連するキノホルムの使用

一日量，日数，総量などを算出した。

キノホ／レム剤は数種使用されていたが，すべてキノホルム量に換算して示 した。発症例はすべて名大

第一内科で再精査し確認した例のみである。

東海地方の 4病院については発生患者について主治医に調査を依頼 い キノホルム投薬状況，投薬か

ら発症までの経過，その位の状況を調査したものである。

E 結果

1）多発地区A病院における成繍

表 1は，昭和 44年 1年間の受診者の性，年令別，キノホルム投薬別分布である。総患者数 43 l 8 

例で，男23 2 2，女 l9 8 6，年令別にでは， 2 0台が最も多く，ついで30台， 2 0～5日才まで

は略同数で， 1 0台， 6 0台がやや少なく， 7 0才以上は男85 I 女 90であるa キノホJレム投薬率は
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表 1 ・ 年間受診者 数

年令（才） 女 男 計

～ 9 1 7 9 2 0 6 3 8 5 

1 0～1 9 2 7 8 2 7 0 5 4 8 

2 0～ 2 9 4 6 6 7 0 0 1 1 6 6 

3 0～ 3 9 2 8 8 4 2 7 7 1 5 

4 0～ 4 9 2 6 9 2 2 6 4 9 5 

5 0～ 5 9 2 4 0 2 2 5 4 6 5 

6 0～6 9 1 7 6 1 9 3 3 6 9 

7 0～ 9 0 8 5 1 7 5 

計 1 9 8 6 2 3 3 2 4 3 1 8 

表2 キノフ .rIレム投与者 〈 〉；ま受診者に対する%

年令（才） 女 男 計

-... 9 2 2/1 7 9 ( 1 2.3) 3 4/2 0 6 ( 1 6.5 ) 5 6/ 3 8 5 ( 1 4.5 ) 

1 0～1 9 3 0/2 7 8 ( 1 0.8) 31/2  7 0 ( 11.5) 6 1/5 4 8 (11.1) 

20～29 5 9/4 6 6 ( 12. 7) 7 0/7 0 0 ( l 0.0 ) l 2 9 /11 6 6 ( 1 1.1 ) 

30～39 37/2 8 8 ( 12.8 ) 6 7/4 2 7 ( 1 5. 7) 1 0 4/ 71 5 ( 1 4.5) 

40～49 2 8/2 6 9 ( 10.8) 3 5/2 2 6 ( l 5. 5 ) 6 4/4 9 5 ( 12. 9) 

50～5 9 34/2 4 0 ( 1 4.2 ) 2 0/2 2 5 54/465 ( 11.6 ) 

60～65 2 5/1 7 6 ( 14.2) 2 0/1 9 3 ( 10. 4) 4 5/ 3 6 9 ( 1 2.2) 

70- 13/ 90 ( 1 4.4) ti/ 13 5 19/175 ( 1 0.9) 

計 2 4 9 /1 9 8 6 ( 1 2. 5) 2 8 3/2  3 2 2 ( 1 2.1 ) A“，／ 4 3 1 8 ( 1 2.3 ) 
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各年令とも著差はなく，わずかに男の 50台， 7 0以上が低い。全体として性差はない。キノホルム持

率ゑn介 I,'iii! のスモン発生状況は表 2 の~＜·ゑ nu::ll なぱ九キノホルム投薬例では 2 2丸
雪面F

t? I_ o 1句、 L右意でhとくに女子では 5.6と0.2で差が著しかったョ年令別では 29才以下（男 13 5. 

女 11 1 ）には発症なく． 3 0台で女2/3 7 ( 5. 4 ）男 0/67, 40台，女 1/29 ( 3. 4 ）男

2 / 3 5 ( 5. 7 ) 5 0台，女 3/3 4 ( 8. 8 ），男 0/20, 60以上女 8/38(21.0）， 男

1 /2  6 ( 3. 8 ）であった。

発生患者の性，年令，病名，キノホルム一日畠投薬開始から発病迄の日抵総使用薬量は表 3の如

くである。患者を疾患別にみると慢性疾患で長期間受療中に胃腸障害がありキノホルムを投与された例

と，感冒后の急性胃腸障害がありキノホルムを投与された群，慢性胃腸障害，便船などで本剤を使用し

効果をみとめたことから患者が連用を慾した例などがあるが，特定の疾患との関係はみとめなかった。

投与量は一日 1.8 ~ r以上の者が多く投与開始から神経症状発症までの日数は投与后40日以内が多い。

キノホルム未服用発症は，女3，男1で， 問診でもキノホルム含有医薬品の服用を確認できなかったo

男の 1例は内科医師であるo

表 4は，キノホyレム服用 53 2例， 5 4 8回についての一日投薬量別，連続投与日数別の分布と，発

症状況を示している。 9才以下では男女とも 1Yr以下， 1 9日以内の者が多く l.5 Yrをこした者は

殆んど 6日以内であるが， 1 0才をこすと， 1. 5 Yr以上， 7日以上の率が高くなる：） 6日以内の投薬

では 2.7 Yrでも 1名の発症もなく， 0.9～1. 0 Yr , 2 0日以上でしあとはすべて 1.5 Yr以上で

あった。女子ではDose-Responseの関係を伺わしめる様であるが．男子では明瞭ではない。

月別受診者総数は， 1. 2 6 4～l, 4 0 4で月によって殆んど差なく，月別キノホルム投与者の比率は

4. 4 %～ 1 0. 3 %で， 9月が最も高くついで6～B月で， 1 1, 1 2月は低かった。月間 3o Yr以上

投与者の比率は 21. 3 %～ 4 8. 3 %でこれは 12月に最も高く 1月が最低，夏期は 35～40%で，い

ずれも有意差はなかったが0.9 Yr 1 0日以上という処方件数は図 1の如く夏期に高い傾向があった。

胃腸炎，下痢等に対するキノホルム処方件数は，女 62 7例中 19 1 ( 3 Q. 5 % ) I 男67 7中19 4 

( 2 8. 7 % ）で性差なく，年令別では 9才以下では男が高く， 1 0～4 9才で性差なく， 5 0以上で若

干女が高かった。下痢患者のみについてキノホルム一日投与量をみると 0.5 Yr以下は， 2. 1 %, o. 6 

～o. 9 I 1 7. 2 %. 1. 0～1. 4 I 6. 5 9ら． 1. 5～1. 9 I 3 7. 6 9ら， 2. 0～2. 7 I 3 6. 6 %で比較的大量

投与が多かったが，総量としては 30 Yr以下が88. 2 %で長期投与者は少なかった。

表 5は受診月別キノホルム投与状況を示した品発症者は 付下線の如くで． 6月服薬開始 7月発症

S例， 2I 9, 1 0月発症おのおの 2例，九九日月各 1例であった。

季節別の発症頻度には有意差はなかった。

女子のみについて年令別，キノホルム 0.9 Yr以上， 1 0日以上服用者からの発症をみると表 6の如

く， 2 9才以下にはなく 50才以上で非常に高率となる。又．表 7の如く一日量と継続日数をくみ合せ

た群別にするとDoseRespons eの関係が明瞭となった3 表Bはキノホルム 7日以上服用者のみに
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表 3 SMO N患者の背景疾患とキ剤投与状況

年
キ

性 名
ノ ホ ノレ ム

総 量病 一日 量 発病迄の回数
令

3 3 担 炎 2.7 gr 2 8日 137日 3 ti 9. 9 gr 

3 9 冠不全，遊走腎．胃腸炎 2. 7 gr I 3日 I 3日 3 s.1 gr 

44 結核性腹膜炎 1.8 gr 49日 so日 9 o.o gr 

5 7 胃腸炎 1.B gr 43日 43日 7 7.4 gr 

5 9 胃炎，貧血 1. 0→1.2→2. 7 gr ( 2.1 gr 4 3日） 2 7 4日 s 3 4.9 gr 

5 9 冠不全， しっしん 1.B gr 7 I日 7 I日 I 2 7.8 gr 

6 I 神経痛．胃陽炎 1. 8→2.1 gr I 9日 I 9日 4 3.2 gr 

女
( 9日）（10日）

62 高血圧，胃腸炎 LO gr 42日 334臼 3 3.4 gr 

甲状腺機能低下
64 LB gr 27日 2 7日 4 8.6 gr 

腎孟炎

67 感官，胃腸炎 LB gr 9 0日以内 360日 6 4.B gr 

6 8 感冒，胃揚炎 1.3 s gr l 8日 42ヨ s 6. 7 gr 

7 I 心不全，肝炎 2.7 gr 33日 33日 s 9.4 gr 

74 心筋障害，胃腸炎 2. 7 gr 33ヨ以内 33日 a 9.1 gr 

8 I 心筋樟害，胃腸炎 LB gr 9日 9日 I 6.2 gr 

4 I 
ニ叉神径痛．ロイ マ，

l.Sgr(LB) I I日 I 7日 1 7.1 gr 
高血圧，肝障害

男
46 肝障害，胃炎 2.1 gr I 6 6日 I 6 6日 4 4 8.2 gr 

66 心筋障害，肺結核，ロイマ LB gr 2 9日 2 0 9日 3 7 6.2 gr 

41 低血圧，貧血 υ 。 。 。

女 5 7 感冒，ロイマ 。 。 。 。

6 3 肺結成糖尿病 。 。 。 。

男 5 7 腸炎（内科医師） 。 。 。 。
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性 ・年令別キ剤一日盆と連続投与日数及びSMO  N発生状況表 4

1日企（g)
連続投与

～ 9才 1 0～ 1 9 2 0～2 9 3 0～ 3 9 4 0～4 9 5 0【】 59 6 0才～ 計－ 立与日数（日）

0.5 g 一 3 ( 1 2.5 ) 。 4(10.8) 1 ( 2. 5 ) 。 。 3.6 ) 。
1～1 9日 1 8 ( 8 4.9) 3 ( 8 ( 2 2.6 ) 3・( 7.5) 3.4) 8 ( 1 5. 7 ) 1 ( 2.4 ) 4 2 ( 1 6.4 ) 。

0.9～1.0 g 
20日～ 。 。 2 ( 6(11.8) ． 4 ( 9. 7 ) 7.1 

～6日 4.2 ) 11 ( 5 4.2 2 7 ( 1 7.5 2 5 ( 1 7.5) 1 0 ( 1 9.6 ) 8 ( 1 9.4、 4 3 ( 1 6.8 ) 。
1. 5～1.8 g 

7～1 9日 。 3( 4 ( 1 0. 8) 5 ( 12. 5) 6 ( 2 0.6 ) 6(11.8) . 1 1 ( 2 6. 7、 : 3 5 ( 1 3.7) 5.7 
女 ( 1.3 5) 

4 ( 12.9) 4 ( 10. 8) 7 ( 1 7.5 2 7〔24.1) 8 ( 1 5. 7) 7 ( 1 7.1 ) : : : 3 8 ( 1 4. 8 ) 20日～ ． 15.8 

～6日 。 9 ( 2 9.0 2 9 ( 2 4. 3) 8 c 20. 0) 3 ( 1 0.3 ) 5 ( 9.8 ) 4( 9. 7: 3 8 ( 1 4.8 ) 。
2.7 g 7へ，19日 。 。 5 ( 1 3.5) ． 5 ( 1 2.5 ) 5 ( 1 7.2 ) 9.8) 2( 4.9 ) ・22 ( 8.6 ) 4.5 

20日～ 。 。 2 ( 5.4) ． 4〔1o.o) 。 ． 3.9) ． 9.7) 4.6 ) 33. 3 

3十 2 4 ( 100 ) 3 1 ( 100) 3 7 ( 100 ) : 4 0 ( 100 ) ・29 ( 100 ) : 5 1 ( 100) : • 4 1 ( 100 ) 0~2 5 3 ( 100) 5.13 

0.Sg 一 7 ( 1 7.5 ) 。 l. 9) 1( 1.3) 。 。 1 0 ( 3.3 ) 。
1～1 9日 1 9 ( 4 7.5 ) 2 ( 3 ( 5.8) 7 ( 9.3) 3 ( 8.1 ) 3 ( 11. l ) 3 ( 1 0. 7 ) 4 0 ( 1 3.3 ) 。

0.9～1.0 g 
20日～ 2 ( 2 ( 2 ( 5 ( 13.5) 4 ( 14.8 ) 4（よ..i..D 24( 7.9) 。
～6日 11(27.5) 1 2 ( 3 3.2 ) 9 ( 17.3) 1 5包主心 8 c 2 1.6 ) 2 ( 7.4) 4 ( 1 4.3 ) 6 1 ( 2 0.1 ) 。

男
1.5～1.8 g 

7～1 9日 4(11.1) 5 ( 9.6 ) 1 0 { 1 3.3 ) 3(11.1) 3.6 ) ・25 ( 8.3) 4.0 ． 
( 1.3 5 ) 

20日～ 1 ( 2.3) 1 2 ( 1 6.0) 8 ( 2 9. 6) 8 ( 2 8.6 2 ・34 ( 1 1.2 ) 2.9 。
～6日 。 1 2 ( 3 3.2 2 2ou 旦心 12斗ιυ 5 ( 1 3.5) 4斗.!.D 5 C1.L.!) 5 8 ( 1 9.1 ) 。

2.7 g 7～1 9日 。 2 ( 5.5) 6(11.5) 1 3 ( 1 7.3 2 6 ( 1 6.2 ) 2 ( 3.6 ) 3 0 ( 9.9) 。
20日～ 。 3 ( 4. 0 ) ． 5 ( 1 3. 5) 3.7) . 2 ( 7.1) • 1 3 ( 4.3) 7. 7 

4 0 ( 100 ) 3 6 ( 100 ) 5 2 ( 100) 7 5 ( 100) : 3 7 ( 100 ) 2 7 ( 100 ) • 2 8 ( 100 ) : 2 9 5 ( 100 ) 1. 0 2 

(A病患者・印

1
N

。HI



受診月別キノホルム投与状況 （1日盆と継続日数）表 5

( A-1 9 o 9) 

1日盆 日 数 1 2 3 4 5 (j 7 8 9 1 0 1 1 1 2 SルDN

5 1 。 。 2 2 l 1 1 。 。 。
0.5g 一 。

( .10.9 ) 2.2) 3.6 ) 

1 4 9 (j 7 7 1 5 (j 4 3 1 9 
1 9日以内 。

0.9 ( 3 0.4 ) ( 1 9.6 ) ( 1 7.1) ( 2 0. (j ) ( 1 2.7) 2.0 ) 7.9) ( 10.0 ) 6.8 ) 7.9) ( 3 4.6 ) 

1.0 g 3 4 4 4 5 6 (j (j (j (j 5 2 
2 0日以内 1 

( 6.5) 8.7) ( 1 1.4 ) ( 1 1.8 ) ( 9.1 ) ( 1 2.0 ) 9.5) ( 1 0.0 ) ( 10. 4) ( 1 5. 8) ( 2 2.7 ) 7.7) 

1 0 14 5 3 14 4 1 1 1 0 5 4 1 5 

1.5 
6日以内 。

( 21.8) ( 3 0.4 ) ( 1 4. 3 ) ( 2 5. 4 ) 8.0 ) ( 1 7.4) ( 1 6. 7 ) 8.5 ) ( 1 0.5 ) 4.5) ( 1 9.2) 

1.8 g 
1 4 1 (j 1 7 1 7 1 9 27 22 2 1 20 1 (j 8 (j ( 1.3 5 ) 

7日以上 8 
( 3 0.4) { 3 4.8) ( 5 0.0) ( 3 4. 5) (54.0) :(34.9) J35.0} I・（3 3. 9 ) ~ i4 2.1 ) ( 3 6.4 ) ( 2 3.1 ) 

fl 2 3 2 4 5 13 9 1 3 4 2 。
6日以内 。

4.4 ) ( 8. (j ) ( 1 0.0) ( 2 0.6) ( 1 5.0 ) ( 2 2.0 ) ( 1 0.5) 
2.7 g 

。 。 。 1 4 5 8 7 1 0 5 5 4 
7日以上 5 

( 2.9) ( 1 0.0) 当7) ( 1 1. 7 ) ( 1 6.9) ( 1 3.2) ( 22. 7 ) ( 15.4) 

4 (j 4 (j 35 3 4 5 5 50 63 (j 0 5 9 38 22 2 (j 

( 100 ) ( 100) ( 100) ( 100) ( 100 ) ( 100) ( 100) ( 100 ) ( 100 ) 

SMON 。 2 。 1 1 。 5 1 2 2 。 。

1
M
O
M－
 



表 6 キ剤服用量と発生頻度 CA病 ）

服用量 SMON 女

0. 9 S1'×l 0日以上 1/ 4 8 1/ 2 0 

1. 8 F×l 0日以上 7 / 9 9 6/ 5 l ( 1 1.8) 

2. 7 S1'×l 0日以上 6/5 7 ( l 0. 6 ) 5/ 1 9 (21.0) 

表 7 年令別キ剤0.9 S1'×1 0日以上服用者からの発病 CA病）

～2 9才 ～3 9 ～4 9 ～5 9 6 0～ 

SMON 0/5 2 2/ 52 2/3 3 5/31 6/34 

τご 了。日以上 ( 3.8) ( 6.1 ) ( 1 6.1 ) ( 1 7. 7 ) 

表 B キ剤 1週以上服用者中の発病 CA病）

年 令 ～2 9才 ～3 9 ～4 9 ～5 9 6 0～ 

。／25 2/2 5 1/2 3 3/1 9 6/2 6 

女子・7日以上
( 4. 0) ( 4.3) ( 1 5.8 ) ( 2 3.8) 

表 9 キ剤 1日2.7 p-服用者からの発病 (A病〉

～2 9才 ～39 ～4 9 ～5 9 60～ 

女 全例 。／33 2/16 1/7 1/8 2/8 

子 7日以上 。／6 2/12 1/4 1/4 2/4 

表 10 神経症状発現までのキ剤投与日数，量

（東海地方）

病院名 {?)J 数 平均使用日数 平均使用量

A 4 8 2 5. 3士15. 5 3 0. 3 ± 1 5. 4 

B 2 4 2 6. 7十 19. 4 4 4. 9 + 2 8. 2 

c 1 5 2i.2+2i.s 6 0. 7 ± 5 8. 3 

D 1 1 2 3. 4 + 1 3. 6 2 2. 1 + 1 1. 9 

E 3 4 5 0. 7 + 6 2. 9 9 3. 8 + 9 6. 2 

所調散発例 9 1 4 4. 0 + 8 7. 0 6 4. 7 + 1 8 6. 5 
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図 1 0.9g／日以上10日以上服用件数の月別頻度

（図中数字は発生SMON
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ついての年令別分布であるが，高令者に発症率が高い。一方一日量2.7 Yrという大量服用者のみでみ

れば30才以上の年令差が少くなることが示された（表9λ

胃腸障害あηの患者に対するキノホノレム以外の薬剤の関係については．化学療法剤には関係がなく，

MYやA.tなどの金属を含む薬剤の併用が若干の関係が疑われていることはすでに祖父江9ゐ2報告した

が．これらの薬品は胃腸障害時しばしば用いられており，更に検討を要する。

キ剤使用中止后 1年間，A病院での発生は 1例もなく，それ誼 4年間の 53例の発症に比し劇的な変

化であった。 10) 

2）東海地方5病院ての患者のキノホルム服用歴

東海地方で比較的多数の患者を診療している 5病院と，その他の診療機関でスモン患者のキノホルム

服用歴を調査，すでに著者の一人安藤によって調査しえた 28 5例中服用ありl)26 4・なし 21 

( 7・'l% ）.と発表したのが，一方全日本の実態調査のでは 72 0例中．あり61 0. なし 11 0 

( 1 5. 3 ~ら 〉 である。この 2 8 5例中 5病院の患者， 1 3 2例と散発発生と考えられた 91例について，

キノホルム服用開始から神経症状発症までの期間，キノホルム量の平均値を算出すると表 10の如くに

なる。即ち．地域，病院規模，対象患者が著しく異るにも拘わらず， 1病院と散発例をのぞいて平均使

用日数 21～ 2 7日とかなり類似していることであり．平均使用量はかなりぱらついてはいるが大部分

3 0～6 O Yrであった。これらの例のうち一日量が発症まで同一であり， しかもスモン特有の高度の
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表 11 キ剤投与から高度腹痛発症までの日数（一日量別）とRankTest 

（東海地区 5病院）

-8詮＼ 例数 発症日数 （最短～最長） Rank Test Rank Test Ra1量!tTest 

0.6--0.9 g 1 8 4 4. 8日 ( 8～ 3 1 5 ) 4525 4570 3185 ／ ／ ／ 
1.2～1.5 2 8 2 1. 2 ( 2～ 8 3 ) 6120 ／ ／ 8 0 0 5 6 0 9 5 ／ 
1.8 2 6 1 9. 7 c 3～ 6 4 ) ／ 5 10 0 ／／  6610 ／ 5 3 0 5 

2. 7 9 8. 4 ( 2～ 1 6 ) ／ ／／  5 8 0 ／ 8 5 5 9 2 5 

表 12 病初期の神経症状の重症度と発病前使用キノホルム 1日量

（東海三県患者）

例数 軽 症 中等症 重 症

未使 用 2 5 1 1 7 7 

( 4 4. 0 ~ら） ( 28.0%) ( 2 8.0%) 

0.9ι／日以下 4 5 1 0 26 9 

( 2 2.2%) (57.8%) ( 2 0.0%) 

1. 2～1.8ι／日 1 3 4 31 72 31 

( 2 3.1 ~ら ） ( 5 3. 7 ~ら ） ( 2 3. 3~ら）

2.7g/日以下 3 5 4 1 7 1 4 

(11.4%) ( 4 8. 6 ~ら ） ( 40.0%) 

表 13 SMO N発症とキノホルム使用状況

（名古屋市 3病院〉

｜ト キ ノ ホ Jレ ム 未

計 使用中に 中止後に発症
使

発 症 1 0日以内 1 1～30日 31日以上 用

A 4 4 2 8 5 1 1 9 

B 2 7 2 2 1 1 2 1 

c 1 5 1 1 2 2 。 。
6 1 8 4 3 1 0 

計 8 6 
( 8 0.2 ) ( 1 0.5 ) ( 5.3) ( 3.9) ( 1 1.6 ) 

7 6 ( 8 8.4) 
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腹痛を訴えた 81症例について， キノホルム投与から撤腹痛発症までの日数をみると表11の如く 0.6 

～0. 9 S" rでは 45日， 1. 2～1. s ?rでは 20～2 1日， 2. 7 ?" rではs.日と短くなり，Rank

Tes tで検定するとo.9 ?"r以下，1.2～1. s S"r , 2. 7 S"rの聞に差を示し，Doseと腹痛との因果

関係を示している。この他病状の重さとキノホルム服用意，一日量との関係を示唆されている。 （表12)

スモン発症とキノホルム使用状況との関係は表 13の如くで， 3医療機関 86例の調査では，使用中

発病 80. 2 %，中止后 10日以内 10. 5 %, 1 1～3 0日5.3弘 1月以上3.9 %で，使用中止后の発

症もキノホルム服用発症例の 19. 7 %をしめている。昨年秋からのキノホルム使用禁止以后再燃例も減

少していている事実から考えると，一定量のキノホルムの服用があれば発症或いは再燃の条件をみたす

ことも暗示 している。

][ 総括および考接

1病院における全外来患者を母集団と して，キノホルム服用とスモン発症の関係および東海地方の2,

3の病院におけるスモン患者のキノホルム服用歴のcase history stud yからキノホルムとス

モン発症との因果関係がかな り明確に示しえたと思う。とくにキノホルム禁止后に当地方では 1例の発

生もみないことは．昨秩以降．他に特別な環境因子の変化をみとめえなかったことから，キノホルムの

発生要因としての位置は非常に大となったと言えよう。

キノホルム原因説については，昭和45年秋以来いろいろな調査研究成果が示されており，当地方の

成績とほほL 致していると考えられる。 DoseRespons eに関しては必ずしも一致した結果はなか

ったが，岡本らが入院患者について観察した 51例のスモン患者とキノホルムの関係を著者らが解析し

た結果は以下の如くである。全例入院中にキノホルム投与を開始 い 経過を十分観察しえた者のみであ

る。即ちキノホルム服用から神経症状発症までの期間は消化器の炎症あり群で18日，なし群で23日，．

投与量はそれぞれ24g, 28- 29g，年令別では， 3 9 才以下~ 5日． 4 0才以上20日，．男22日，

女21日，体重KP当り 男0.6 3，女 0.5 7であり，ヌキノホノレム総投与量と投与中止時の病状の重

さと密接な相闘があった。これは入院患者でキノホノレム投与量は全員同じ，MF1. 2 S"r --e，キノホル

ム投与時期，服用の確実性，発症時の臨床所見が一人の専問医により観察されただけに資料は貴重なも

のと言いうる。ここで注目すべきは消化器の炎症症状ある例は発症が早くなっており，岡山の流行時の

報告 11）と考え合せ下痢，腸炎の役割も無視しえないかも しれない3

キノホルムの問題点と して， 女性に高率なこと3 年令の影響，日本人のみに発症が特異的に高いこと

が上げられるが，これらの点の解明が急がれる所である。
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岡山県における SMO  Nの疫学的研究

緒方正名（岡山大学医学部公衆衛生学教室）

林澄子，角南重夫．

疫学班員

松島あやめ共同研究者

（岡山大学医学部公衆衛生学教室）

緒

諦報11こおいて岡山県特にその多発地におけるSMON患者の発生状況を報告した。今回は井原市を
一一＝ロI 

主として昭和 38年より 45年に到るSMON以外の一部の伝染性疾患の発生状況を報告する。なお

Barr eについては昭和25年より 30年に本地区に発生した事実について浜本の詳細Gui I lain 

な報告 2為2ある。

調査方法II 

患者の集計は主として井原市において主たる病院に於ける患者のカルテを集計したものを井原市衛生

中枢神

経血管損傷を除く）の発生状況については「国保岡山」新聞の「疾病分類別件数及び医療費の分析」よ

り調べた。赤痢の集団発生については．岡山県伝染病統計九り調べた。なお赤痢の集団発生について

人格異常．精神神経症，神経系疾患（精神病，課に報告されたものを用いた。下痢及び胃揚炎，

一部臨床決定の者を含むと推定されは患者のうち最少ー名の菌型決定は行なわれているが（ D 1型〉，

る。

調査成績及び考按J[ 

1), SMO Nと下痢及び胃腸炎と神経系疾患との関係について。

弁原地区及び芳井地区の国保受診者より見た下痢及び胃腸炎の発生状況を昭和 38年より昭和 46年

下痢及びこれをSMON発生の少ない備前，美作地区と比較した（図1), 月別巳調べまで年次別，

胃腸炎の総件数に対する受診率比は井原市においては昭和40年8月頃より減少しはじめ 43年2月頃

まで季節による変動は認められず，43年2月以降はや、夏期に受診率の高い傾向があるa芳井地区では全

4 1年以前に高かったものが41年夏より 42年11月頃までやや減般に季節による変動が著しいが，

4 5年 12月に渉って増加の傾向が見られた。 一方，備前町，美作町において4 3年5月以降，少し．

3 8年に受診率比の高い他は年次的には各年と

もほぼ差は認められなかった。

伝染病食中毒統計4｛こよる赤痢発生については図 2-Aに示す如く井原地区で昭和39年，

は季節変動があり夏期に受診率比の増加が見られるカミ

4 3年に

4 3年に発生が認められる。但 し本例では個々の発生例も含むので臨床決定の

例も含まれる。備前．美作地区では 40年以降殆んど認められない。なお芳井地区において集団発生の
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図2. 赤痢．食中毒，と SMO  Nとの関係

赤痢患者より SMO  Nに転症したものがー名認められた。

井原 ＠一一ー・

芳井 0---o

備前 ＆－－－一色

美作 ＆ーーも

43 44 
年度

一方食中毒 5）については図 2ーBに示す如く美作地区で39年， 4 1年，芳井地区で41年に認め

られた以外井原及び備前では目立った発生はなかった。

神経系疾患（精神病，精神神経症，人格異常，中枢神経血管損傷を除く）については図3に示す如く，

芳井町において月別の変動が他地区に比べて大きいこと以外，各地区，各年とも著 しい変動はなかった。

2），年次別赤痢， 3)Aseptic meningiti s発生状況

井原市における年次別発生状況では（図 4) • SMO Nは，SMON発病調書によれば昭和 37年頃よ

り患者が見い出され45年に及んでいる，患者発生は43年より44年がPeakであるD赤痢の集団発生 3）は昭

和39年 40年及び43年に多い。 Aseptic meningitis の井原の地区別，年令別発生に関

してはすでに小児科のカノレテに基ずき島田が報告九行なっているが，これを更に年次．月別に見る と

昭和39年に最も多く，且つ夏期に多い傾向がある。そして42年にほぼ終結している。 芳井地区では

（図 5）赤痢の集団発生は昭和43年， 44年に多い。

赤痢，Asepticmeningiti sの発生を井原市について年九月肌地区別に精細に検討すれ

ば以下の如くである。

3）.井原市地区別発生状況

井原市の各地区は図6に示し， 各地区の年次別，月別のSMO  N発生状況は図 7に示す如くである。
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市町村別神経系疾患の発生状況（総件数に対する1,0 0 0分率の変動）

※ 

国保受診者より見た年仇図3.
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SMO Nは地区別では，井原，高屋，西江原，大江の順に患者発生が多く，年次別に見ると，井原，大江，

稲木，西江原，高屋において昭和 39年，40年噴より患者発生が見られ，昭和 43名 44年に最も

多い発生が認められた。東江原，門田などでは患者発生がやや遅れて昭和 42, 4 3年頃より始まっセ

いる。月別に見ると43年頃までは夏期に患者発生の多い傾向があるが， 4 4年では 1月～5月に多く

6月以降減少している。その他，一部の伝染性疾患との関連につき調査を行なった。赤痢の集団発生に

ついては． 3）昭和 39年に高屋で 19名， 4 0年に井原町で10名の患者発生があるがその後 43年

に木之子43名，青野 31名， 4 4年に東江原27名の患者発生が見られた。即ち井原市全体に比べて

地区別ではSMON発生の時期と赤痢集団発生の時期との関係はあまり著明でなかった。 しかしながら，

集団発生以外の赤痢及び疑似赤痢の発生状況等については今後の検討も必要であろう。

Aseptic Meningiti sの年次別地区別発生については前述の如く島田の報告りがあるが，

これを更に月別地区別に比較検討すると図 7に示す如くである。 Ase p t i c Me n i n g i t i sの発生
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は比較的夏期に多く．昭和 38年より 42年においても年次別にはSMO  Nより患者発時期の早い傾向

が認められた。地区的な発生数は人口の多い弁原町に両者とも多いことを除いてはあまり密接な関係は

認められなかった。なお小児科，喜多村助教授により，昭和 41年 9月21日採集の 15材料中脳背髄

液から 2抹毘便から 5株（その内 2株については脳背髄液からの 2株と共通）を用い，FL細胞で

C PE Ag en tが分離されている。 7)

又，年令別擢患率（図 8）ではSMONは 15才以上より始まり平均して 40才～60才に多く，

As e p t i c Me n i n g i t i sは 0～ 9才が多く， 1 5才～ 19才以上はほとんど認められなかった。

赤痢は 0～9才が多く， 1 0才以上はほぼ0.3 / 1 0 0 0人付近のレベルを保っていた。

4）既往歴特に虫垂炎切除街との関係

松島，角南の成績によれば，井原市における虫垂切除者はSMO  N患者 14 6名中 52名（ 3 6 % ) 

開腹術者は 14 6名中 14名c1 0 % ），その他の手術を行なったものが 14 6名中 17名（ 1 2 % ) 

であった。 （註 なお，当時松島が井原市，北川地区で集団検診を行なったものでは，非SMO  N患者

の虫垂切除術者率は 10/5  9 ( 1 7 % ）を示していた。 ） 

W 結論

井原地区においてSMO  N及びSMO  N以外の疾患の一部を月別，地区別に比較検討を行なった。その

成績は以下の如く である。

1）国保の下痢及び胃腸炎について，井原及び芳井地区の受診率比を備前，美作地区と比較した。弁

原地区は 43年2月頃まで季節的変動は見られず恒常的であったa 芳井地区は43年頃より受診率比の

増加の傾向が認められた。

2）赤痢の集団発生は井原では昭和39年より 43年に渉って発生 し， 43年に芳井地区に発生して

いた。

3）食中毒は美作地区に多く，芳井地区で41年に認められたが，井原， 備前地区では殆んど認められな

かった。

4〕神経系疾患（精神病，精神神経症，人格異常，中枢神経血管損傷を除く）については 38年から

4 0年に芳井地区に多い以外には，井原地区じ 美作，備前地区の間に特記すべき差異は認められなか

った。

5）月別，地区別のAse p t i c Men i n g i t i sの年次別発生はSMON患者発生より早く，赤痢

の集団発生は井原市では39年から 43年まで，木之子，青野，東江原では 43年以後に患者発生か溜めら

れたが，それらとSMO  Nとの関連性については明確には認められなかった。

6）既往歴については，SMO  N患者の虫垂切除術の者は 36 %であった。
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